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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, xxxv ページ

• 表記法, xxxv ページ

• Cisco UCSの関連資料, xxxvii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xxxvii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、太字フォントで示しています。

太字フォント
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用途表記法

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、イタリック体フォントで示してい

ます。

イタリック体

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連資料

ドキュメントロードマップ

Bシリーズのすべてのマニュアルの完全なリストについては、次のURLで入手できる『CiscoUCS
B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。 http://www.cisco.com/go/
unifiedcomputing/b-series-doc

すべてのCシリーズのマニュアルの完全なリストについては、次のURLにある『CiscoUCSC-Series
Servers Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc

他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのマニュアルが含まれる ISOファイルは、次のURLで入手でき
ます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このページか
ら、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは主要な各マニュアルのリリース後に更新されます。

マニュアルの更新通知を受信するには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章の内容は、次のとおりです。

• このリリースの新規情報および変更情報, 3 ページ

このリリースの新規情報および変更情報

次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、コ

ンフィギュレーションガイドに加えられたすべての変更、またはこのリリースの新機能をすべて

網羅したリストを示すものではありません。このリリースで新しくサポートされるハードウェア

については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。 http://
www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-docを参照してください。

表 1：Cisco UCS Release 2.1(1) の新機能および動作の変更

ドキュメント名説明機能

この機能は、Cisco UCS
Centralのコンフィギュレー
ションガイドおよびそのほ

かの資料に記載されていま

す。

Cisco UCS Centralのマニュ
アルは、次のURLで入手で
きます。http://
www.cisco.com/en/US/
products/ps12502/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html

複数のCiscoUCSManagerセッショ
ンを介してデータセンター全体の

グローバルビューを示します。

Cisco UCS Centralを使用して個々
のデータセンターまたは複数のデー

タセンターの Cisco UCS動作を管
理できます。 Cisco UCS Central
は、ファームウェア管理、カタロ

グ管理、設定のバックアップおよ

び復元の操作、モニタリングロ

グ、コアファイルおよび障害のた

めに登録済み Cisco UCSドメイン
の動作管理を容易にします。

Cisco UCS Central
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ドキュメント名説明機能

この機能は、『Cisco UCS
C-Series Server Integration
with Cisco UCS Manager
2.1』に記載されています。

Cシリーズの統合ガイド
は、http://www.cisco.com/en/
US/partner/products/ps11736/
products_installation_and_
configuration_guides_list.html
にあります。

ネットワークコントローラのサイ

ドバンドインターフェイス

（NC-SI）を使用してシングルワイ
ヤ管理モードでCiscoUCSCシリー
ズラックサーバを統合できます。

デュアルワイヤ管理による統合も、

このリリースで使用できます。

シングルワイヤ管理による

Cisco UCSCシリーズサーバの
統合

デフォルトの vNIC動作ポ
リシー：ネットワーク関連

ポリシーの設定,（305ペー
ジ）

デフォルト vHBA動作ポリ
シー：ストレージ関連ポリ

シーの設定,（389ページ）

vNICおよび vHBAがサービスプ
ロファイルに対してどのように作

成されるかを指定できます。vNIC
および vHBAを手動で作成するよ
うに選択することも、Cisco UCS
Managerでそれらを自動的に作成
することもできます。

デフォルトの vNICおよび
vHBAの動作ポリシー

エラーの抑制, （852ペー
ジ）

定期メンテナンス時間中に SNMP
トラップと Call Home通知を抑制
できます。エラーの抑制タスクを

作成することで、一時的なエラー

の発生時やクリア時に通知が送信

されることを防ぐことができます。

エラーの抑制

FCoEアップリンクポート,
（96ページ）

イーサネットトラフィックやファ

イバチャネルトラフィックを伝送

する FCoEアップリンクポートと
してイーサネットポートを設定で

きます。

FCoEアップリンクポート

FCoEポートチャネル, （
114ページ）

1つの論理的な FCoEチャネルリ
ンクを作成して耐障害性と高速接

続を実現するために、複数の物理

FCoEポートをグループ化できま
す。

FCoEポートチャネル
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ドキュメント名説明機能

ファイバチャネルゾーン分

割の設定, （415ページ）
ファイバチャネルファブリックを

1つ以上のゾーンに分割できます。
各ゾーンは、VSANで相互に通信
できるファイバチャネルイニシ

エータおよびファイバチャネル

ターゲットのセットを定義します。

また、ゾーン分割により、ホスト

とストレージデバイスまたはユー

ザグループ間のアクセスコント

ロールの設定も可能になります。

ファイバチャネルゾーン分割

この機能は、次のコンフィ

ギュレーションガイドに記

載されています。

•『Cisco UCS B-Series
Firmware GUI
Configuration Guide』

•『Cisco UCS B-Series
Firmware CLI
Configuration Guide』

ファームウェアのコンフィ

ギュレーションガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html
にあります。

インフラストラクチャファーム

ウェアアップグレードとサーバ

ファームウェアアップグレードの

2段階で、1つのパッケージに含ま
れるファームウェアバージョンに

CiscoUCSドメインをアップグレー
ドできます。

ファームウェアの自動インス

トール
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ドキュメント名説明機能

この機能は、次のコンフィ

ギュレーションガイドに記

載されています。

•『Cisco UCS B-Series
Firmware GUI
Configuration Guide』

•『Cisco UCS B-Series
Firmware CLI
Configuration Guide』

ファームウェアのコンフィ

ギュレーションガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html
にあります。

CiscoUCSドメインのインフラスト
ラクチャファームウェアを Cisco
UCS Release 2.1にアップグレード
し、サーバファームウェアをCisco
UCSRelease2.0のまま残して、サー
バリブートによる中断を避けるこ

とができます。

ファームウェアのクロスバー

ジョンサポート

LAN接続ポリシー：ネット
ワーク関連ポリシーの設定,
（305ページ）

SAN接続ポリシー：スト
レージ関連ポリシーの設定,
（389ページ）

ネットワーク上のLANまたはSAN
とサーバ間のネットワーク通信リ

ソースと接続を制御する接続ポリ

シーを設定できます。これらのポ

リシーでは、サービスプロファイ

ルとサービスプロファイルテンプ

レートを作成するための適切な権

限を従業員に許可しながらも、LAN
および SAN接続の作成をネット
ワーク管理者およびストレージ管

理者に制限することができます。

サービスプロファイル設定の

LANおよび SAN接続ポリシー

マルチキャストポリシー,
（339ページ）

VLAN上のいずれのホストが特定
のマルチキャスト送信に含まれる

かを動的に決定するように、イン

ターネットグループ管理プロトコ

ル（IGMP）スヌーピングおよび
IGMPクエリアを設定できます。

マルチキャストポリシー
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ドキュメント名説明機能

この機能は「Privileges in
CiscoUCS」に記載されてお
り、次のURLからアクセス
できます。http://
www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/prod_
technical_reference_list.html
に記載されています。

個別の参考文献にCiscoUCSのユー
ザ権限に関する詳細情報を記載し

てあります。

権限マニュアル

スケジューリングバック

アップ, （751ページ）
完全な状態のバックアップおよび

すべての設定エクスポートをスケ

ジュールできます。

スケジュールバックアップ

サービスプロファイルの設

定, （575ページ）
既存のサービスプロファイルの名

前を変更できます。

サービスプロファイルの名前

変更

サポートされているCiscoUCSサー
バにPCIeベースのフラッシュスト
レージデバイスのディスカバリお

よびインベントリが含まれます。

フラッシュ I/Oデバイスのディ
スカバリのサポート

Linuxオペレーティングシ
ステム上のMRQSに対する
eNICサポートをイネーブル
にするためのイーサネット

アダプタポリシーの設定,
（317ページ）

RedHat Enterprise Linuxバージョン
6.xおよび SUSE Linux Enterprise
Serverバージョン 11.xにMultiple
Receive Queue Support（MRQS）機
能のeNICサポートが含まれます。

LinuxでのMultiple Receive
Queue Support（MRQS）のサ
ポート

予想されるFSMの段階移行と現在
および以前の段階履歴などFSMに
ついて表示される情報を拡張しま

す。

Finite State Machine（FSM）プ
ロセスのトラブルシューティン

グ機能の拡張

ユニファイドアップリンク

ポート, （100ページ）
同一物理ポートでイーサネット

ポートおよび FCoEポートを設定
できます。

ユニファイドアップリンク

ポート

ユニファイドアップリンク

ポートチャネル,（115ペー
ジ）

1つの論理的なユニファイドアッ
プリンクポートチャネルリンクを

作成して耐障害性と高速接続を実

現するために、同じ IDでイーサ
ネットポートチャネルおよび

FCoEポートチャネルを設定でき
ます。

ユニファイドアップリンク

ポートチャネル
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ドキュメント名説明機能

ユニファイドストレージ

ポート, （97ページ）
イーサネットストレージインター

フェイスおよび FCoEストレージ
インターフェイスと同じ物理ポー

トを設定できます。

ユニファイドストレージポー

ト

サーバ関連ポリシーの設定,
（447ページ）

Cisco UCSで vConに vNICおよび
vHBAを暗黙的に割り当てる際に
使用されるアルゴリズムを変更し、

vNIC/vHBA配置ポリシーによって
vConに vNICまたは vHBAを明示
的に割り当てられるようにします。

vConの割り当てと配布

VLANのポート数の最適化,
（275ページ）

複数の VLANの状態を単一の内部
状態にマッピングし、ポートVLAN
数に基づいて VLANを論理的にグ
ループ化します。このグループ化

ではポート VLAN数が増加し、
VLAN状態が圧縮され、ファブリッ
クインターコネクトのCPU負荷が
軽減されます。

VLANのポート数の最適化

VLANグループ, （278ペー
ジ）

特定のネットワークに属するVLAN
または機能によってイーサネット

ポートの VLANをグループ化しま
す。

VLANグループ

VLANの権限, （281ペー
ジ）

指定された組織に基づいて VLAN
へのアクセスを制限し、サービス

プロファイルのvNICに割り当てる
ことができる VLANのセットを制
限します。

VLANの権限
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ドキュメント名説明機能

この機能は、次のコンフィ

ギュレーションガイドに記

載されています。

•『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
GUI Configuration
Guide』

•『Cisco UCS Manager
VM-FEX for Hyper-V
CLI Configuration
Guide』

VM-FEXのコンフィギュ
レーションガイドは、http:/
/www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html
にあります。

Hyper-V向けの Cisco Virtual
MachineFabricExtender（VM-FEX）
は Cisco UCS Managerおよび
VMware vCenter間の管理統合と
ネットワーク通信を提供します。

Hyper-V SRIOVの VM-FEX統
合

この機能は、次のコンフィ

ギュレーションガイドに記

載されています。

•『Cisco UCS Manager
VM-FEX for KVM GUI
Configuration Guide』

•『Cisco UCS Manager
VM-FEX for KVM CLI
Configuration Guide』

VM-FEXのコンフィギュ
レーションガイドは、http:/
/www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/products_
installation_and_
configuration_guides_list.html
にあります。

CiscoUCSドメイン内のLinuxベー
スのハイパーバイザ KVM上で実
行されている仮想マシンに外部ス

イッチングを提供する KVM向け
の Cisco Virtual Machine Fabric
Extender（VM-FEX）の機能に対す
る拡張と重要な改善が含まれます。

KVM（Red Hat Linux）SRIOV
の VM-FEX統合
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第 2 章

Cisco Unified Computing System の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco Unified Computing Systemについて , 11 ページ

• ユニファイドファブリック, 13 ページ

• サーバのアーキテクチャおよび接続性, 14 ページ

• トラフィック管理, 19 ページ

• オプトイン機能, 26 ページ

• Cisco UCSの仮想化, 29 ページ

Cisco Unified Computing Systemについて
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）は、アクセスレイヤネットワーキングとサーバを融
合します。この高性能次世代サーバシステムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリ

ティの高いデータセンターを実現します。

ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネットワークア
ダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコのユニファイド

ファブリックをサポートします。

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッチ
ングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止めると、

ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。

CiscoUCSは、ラック、またはラックのグループでシスコのユニファイドファブリックを実装し、
10ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよびFibreChanneloverEthernet（FCoE）
リンク経由でイーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。
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この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高 3分の
2が削減されます。Cisco UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメインの下にとどま
り、冗長コンポーネントの使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

ハイアベイラビリティ

CiscoUCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤファ
ブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCSは、データレプリ
ケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンターに対す

る既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポートします。

拡張性

単一の Cisco UCSドメインは複数のシャーシおよびそのサーバをサポートします。これらはすべ
て 1つの Cisco UCS Managerを通じて管理されます。スケーラビリティの詳細については、シス
コの担当者にお問い合わせください。

柔軟性

Cisco UCSドメインでは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化するビ
ジネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステートレス

コンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡張、

スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を行うこ

とができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク設定を行わずにサー
バからサーバへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することができます。

このレベルの柔軟性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、Local Area Network（LAN;ロー
カルエリアネットワーク）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すば
やく、簡単にサーバの容量を拡張することができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作

をすばやく行うことができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻す
ために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーバ仮想化に向けた最適化

Cisco UCSは VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロジー
は、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、VMwareの
VMotionへの順応など、サーバ仮想化に対してより優れたサポートを実現します。
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ユニファイドファブリック

ユニファイドファブリックを使用すると、単一のDataCenter Ethernet（DCE;データセンターイー
サネット）ネットワーク上で複数の種類のデータセンタートラフィックを行き来させることがで

きます。さまざまな一連のホストバスアダプタ（HBA）およびネットワークインターフェイス
カード（NIC）をサーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一の
ネットワークアダプタを使用します。このタイプのアダプタは、LANおよび SANのトラフィッ
クを同一のケーブルで運ぶことができます。

CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリックインターコネクトと
サーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバチャネルおよびイーサネットのトラ

フィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワークアダプタで終端し、ユニ

ファイドファブリックはファブリックインターコネクトのアップリンクポートで終端します。

コアネットワークでは、LANおよびSANのトラフィックは分かれたままです。CiscoUCSでは、
データセンター全体でユニファイドファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットインター

フェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準のファ

イバチャネル HBAを確認しているため、オペレーティングシステムは FCoEのカプセル化を認
識していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファイ

バチャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別する Ethertypeを使用する）ファブ
リックインターコネクトは、2つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネットフレームお
よびファイバチャネルフレームは、それぞれのアップリンクインターフェイスにスイッチされ

ます。

Fibre Channel over Ethernet
CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバチャネル
を提供します。上部のファイバチャネルレイヤは同じであるため、ファイバチャネル動作モデ

ルが維持されます。 FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネルネット
ワークと同様です。

FCoEは、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラフィックをカプセル化します。
FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、FCoE
トラフィックと標準イーサネットトラフィックは同じリンク上で処理できます。 FCoEは ANSI
T11標準委員会によって標準化されています。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。ネイティブファ

イバチャネルが使用するバッファ間クレジットシステムの代わりに、FCoEはイーサネットリン
クを使用して、ロスレスサービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、FCoE
トラフィックのロスレストランスポートを保証します。

•リンクレベルフロー制御

•プライオリティフロー制御
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リンクレベルフロー制御

IEEE802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに対し
て、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリンクレベ

ルフロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。

送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフロー

制御、またはリンクレベルフロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネーブルに

はできません。

プライオリティフロー制御

プライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィッククラス
にポーズ機能を適用します。たとえば、PFCは FCoEトラフィックにロスレスサービスを、標準
イーサネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供します。 PFCは、（IEEE 802.1p
トラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、さまざまなレベ

ルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE 802.1pの CoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリッ
クインターコネクトは、PFCをイネーブルにするときに、特定のCoS値を持つパケットにポーズ
機能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうかのネ
ゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFCがイネーブルにされますが、
リンクレベルフロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴシエーショ
ンに失敗した場合は、PFCをインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、IEEE 802.xリン
クレベルフロー制御をイネーブルにできます。

サーバのアーキテクチャおよび接続性

サービスプロファイルの概要

サービスプロファイルは、Cisco UCSの中心概念です。各サービスプロファイルにより具体的な
目的のサービスが提供されるため、関連付けられたサーバハードウェアでホスティングされるア

プリケーションをサポートするために必要な設定が確実にハードウェアに設定されます。

サービスプロファイルには、サーバハードウェア、インターフェイス、ファブリック接続、およ

びサーバとネットワークの IDに関する設定情報が保持されます。この情報は、CiscoUCSManager
を使って管理できる形式で保存されています。すべてのサービスプロファイルは一元的に管理さ

れ、ファブリックインターコネクト上のデータベースに格納されます。

各サーバは、サービスプロファイルと関連付けられる必要があります。
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各サーバは、いつの時点においても 1つのサービスプロファイルだけに関連付けることがで
きます。同様に、各サービスプロファイルは一度に 1つのサーバだけに関連付けることがで
きます。

重要

サービスプロファイルをサーバと関連付けると、サーバではオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをインストールする準備が整います。サーバの設定はサービスプロファイルで確認す

ることができます。サービスプロファイルとのアソシエーションを形成しているサーバで不具合

が発生しても、サービスプロファイルが自動的に別のサーバにフェールオーバーすることはあり

ません。

サーバからサービスプロファイルの関連付けが解除されると、サーバの IDおよび接続の情報は
工場出荷時のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルによるネットワーク接続

各サービスプロファイルは、このサーバについて、Cisco UCSインフラストラクチャを経由して
外部ネットワークに接続する LANおよび SANネットワーク接続を指定します。 Cisco UCSサー
バおよびその他のコンポーネントについて、ネットワーク接続を手動で設定する必要はありませ

ん。すべてのネットワーク設定は、サービスプロファイルを通じて行われます。

サービスプロファイルをサーバに関連付けると、サービスプロファイルの情報を使用して Cisco
UCS内部ファブリックが設定されます。このプロファイルが以前に別のサーバと関連付けられて
いた場合、ネットワークインフラストラクチャが再構成され、新しいサーバに対して同じネット

ワーク接続がサポートされます。

サービスプロファイルによる設定

サービスプロファイルはリソースプールとポリシーを利用して、サーバと接続設定を操作できま

す。

サービスプロファイルで設定されたハードウェアコンポーネント

サービスプロファイルがサーバに関連付けられているときには、プロファイルのデータに応じて

次のコンポーネントが設定されます。

• BIOSおよび CIMCを含むサーバ

•アダプタ

•ファブリックインターコネクト

これらのコンポーネントを直接設定する必要はありません。

サービスプロファイルによるサーバ ID 管理

製造元がサーバハードウェアに記録したネットワーク IDおよびデバイス IDを使用できます。あ
るいは、関連付けられたサービスプロファイルで指定した IDを直接またはMAC、WWN、UUID
などの IDプール経由で使用できます。
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次の例は、サービスプロファイルに含めることができる設定情報の方法を示しています。

•プロファイル名と説明

•一意のサーバ ID（UUID）

• MACアドレスなどの LAN接続属性

• WWNなどの SAN接続属性

サービスプロファイルで設定した操作面

次のように、サービスプロファイルで設定できるサーバ操作機能があります。

•ファームウェアパッケージとバージョン

•オペレーティングシステムブート順序と設定

• IPMIと KVMアクセス

サービスプロファイルによる vNIC 設定

vNICは物理ネットワークアダプタで設定される仮想化されたネットワークインターフェイスで
あり、サーバのオペレーティングシステムに物理 NICとして表示されます。システムのアダプ
タの種類によって、作成できる vNICの数は異なります。たとえば、統合ネットワークアダプタ
には NICが 2つあります。つまり、アダプタごとに最大 2つの vNICを作成できます。

vNICはイーサネット上で通信し、LANトラフィックを処理します。少なくとも、各 vNICには
名前、ファブリック接続、ネットワーク接続を設定する必要があります。

サービスプロファイルによる vHBA 設定

vHBAとは、物理ネットワークアダプタ上に設定される仮想化されたホストバスアダプタのこと
で、サーバのオペレーティングシステムには物理 HBAに見えます。システムのアダプタの種類
に応じて作成できる vHBAの数が決まります。たとえば、統合ネットワークアダプタには HBA
が 2つあります。つまり、アダプタごとに最大 2つの vHBAを作成できます。他方、ネットワー
クインターフェイスカードには HBAがありません。これは、アダプタで vHBAを作成できない
ことを意味します。

vHBAは FCoE上で通信し、SANトラフィックを処理します。少なくとも、各 vHBAには名前と
ファブリック接続を設定する必要があります。

サーバ ID を上書きするサービスプロファイル

このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、関連付けの時点でサーバにある IDの値を上書きし、CiscoUCSManagerのリソー
スプールとポリシー設定を使用して管理タスクの一部を自動化できます。

このサービスプロファイルとサーバの関連付けを解除して、このプロファイルを別のサーバに関

連付けることができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバ

プールポリシーを通じて行うこともできます。新しいサーバのハードウェアが持つUUIDやMAC
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アドレスなどの工場出荷時の設定は、サービスプロファイルの設定で上書きされます。その結

果、サーバでの変更はネットワークには透過的に行われます。新しいサーバの使用を開始するた

めに、ネットワークでコンポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプールの資格ポリシー、または個々のハード

ウェア設定を必要とする別のポリシーが含まれている場合、プロファイルは、Cisco UCSドメイ
ンで、任意のタイプのサーバを使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバと関連付ける

ことができます。サービスプロファイルを移行する機能は、サービスプロファイルの移行の制

限を選択するかどうかにより異なります。

移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager
による新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェア

が類似していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル

このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。このプロ

ファイルは特定のサーバに結び付けられており、別のサーバへの移動または移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定情
報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBAの
WWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID
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このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

サービスプロファイルテンプレート

サービスプロファイルテンプレートにより、同一の基本パラメータ（vNICおよび vHBAの数な
ど）や、同じプールから取得された ID情報が含まれる複数のサービスプロファイルを迅速に作
成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値が含まれるサービスプロファイルが 1つだけ必要
な場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルのクローニングが可能です。

ヒント

たとえば、サーバをホストデータベースソフトウェアに設定するために同様の値が含まれた複数

のサービスプロファイルが必要な場合は、手作業でも既存のサービスプロファイルからでもサー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。次に、このテンプレートを使用してサービス

プロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートします。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。しかし、プロファイルの作成後は、テンプレートへの接続が失われます。

このテンプレートから作成された1つ以上のプロファイルを変更する必要がある場合は、こ
れらのプロファイルを個別に変更する必要があります。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルでは、テンプレートのす

べてのプロパティが継承され、テンプレートへのつながりが保持されます。テンプレート

の何らかの変更があると、テンプレートから作成されたサービスプロファイルは自動的に

アップデートされます。

ポリシー

ポリシーは、ある特定の状況で、Cisco UCSコンポーネントがどのように動作するかを決定しま
す。大半のポリシーで複数のインスタンスを作成することができます。たとえば、サーバに応じ

て、PXEブート、SANブート、ローカルストレージからのブートを使い分けられるように、異な
るブートポリシーが必要になる場合があります。

ポリシーにより、システム内で機能を区別することができます。対象事象のエキスパートは、そ

の対象事象を専門としない他者により作成されたサービスプロファイルで使用されるポリシーを

定義できます。たとえば、LANアドミニストレータは、そのシステムのアダプタポリシー、お
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よびQuality Of Serviceポリシーを作成できます。次に、LAN管理に関する対象事項の専門知識が
限られているか、あるいはまったく欠けている他者により作成されたサービスプロファイルで、

これらのポリシーを使用できます。

Cisco UCS Managerでは、下記の 2つのタイプのポリシーを作成して使用できます。

•サーバおよびその他のコンポーネントを設定する設定ポリシー

•特定の管理、モニタリング、およびアクセスコントロール機能を制御する操作ポリシー

プール

プールは、システムで使用できる IDのコレクション、物理リソース、または論理リソースです。
すべてのプールは、サービスプロファイルの柔軟性を高め、ユーザがシステムリソースを中央で

集中管理できるようにします。

プールを使用して、未設定のサーバや、使用可能なサーバ ID情報の範囲を、データセンターに
とって意味のあるグループに分割することができます。たとえば、類似する特性を持つ未設定の

サーバのプールを作成して、このプールをサービスプロファイルにインクルードした場合、ポリ

シーを使用して、このサービスプロファイルと使用可能な未設定のサーバとのアソシエーション

を形成することができます。

MACアドレスなどの ID情報をプールした場合、特定のアプリケーションをホストするサーバに
範囲をあらかじめ割り当てることができます。たとえば、すべてのデータベースサーバを、同じ

範囲のMACアドレス、UUID、およびWWN内に設定できます。

Domain Pools

[Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義され、その Cisco UCSドメインでのみ使用
できます。

Global Pools

[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義され、Cisco UCSドメイン間で共有できます。Cisco UCS
ドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、[Global Pools]を Cisco UCS Managerに割り
当てることができます。

トラフィック管理

オーバーサブスクリプション

オーバーサブスクリプションは、同じファブリックインターコネクトポートに複数のネットワー

クデバイスが接続されているときに発生します。ポートが短時間でも最高速度で実行されること

はほとんどないため、これにより、ファブリックインターコネクトの使用が最適化されます。そ

の結果、オーバーサブスクリプションが正しく設定されていれば、使用されていない帯域幅を活

用できるようになります。しかし、オーバーサブスクリプションの設定に間違いがあると、帯域
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幅のコンテンションが起こり、オーバーサブスクライブポートを使用しているすべてのサービス

で Quality Of Serviceが低下します。

たとえば、4つのサーバが1つのアップリンクポートを共有していて、これらのサーバがすべて、
このアップリンクポートで使用できる帯域幅よりも大きい累積率でデータを送信しようとした場

合に、オーバーサブスクリプションが発生します。

オーバーサブスクリプションにおける検討事項

Cisco UCSドメインでのオーバーサブスクリプションの設定に影響を与える可能性のある要因は
次のとおりです。

アップリンクポートに対するサーバに面したポートの比率

この比率はパフォーマンスに影響を与えるため、システム内のサーバに面したポートの数と、アッ

プリンクポートの数を知っている必要があります。たとえば、使用しているシステムに、サーバ

と通信できるポートが 20個あるときに、ネットワークと通信できるポートが 2つだけの場合、こ
のアップリンクポートはオーバーサブスクライブされます。この状況では、サーバにより作成さ

れるトラフィックの量もパフォーマンスに影響を与えます。

ファブリックインターコネクトからネットワークへのアップリンクポートの数

Cisco UCSファブリックインターコネクトと LANの上位層の間にさらにアップリンクポートを
追加して、帯域幅を増やすことができます。 Cisco UCSでは、すべてのサーバと NICが確実に
LANにアクセスできるようにするために、ファブリックインターコネクト 1つにつき、少なくと
も 1つのアップリンクポートが必要です。 LANアップリンクの数は、すべての Cisco UCSサー
バで使用される帯域幅の合計により決定されます。

6100シリーズファブリックインターコネクトでは、ファイバチャネルアップリンクポートは拡
張スロットのみで使用できます。使用可能なファイバチャネルアップリンクの数を増やすには、

拡張スロットを追加する必要があります。イーサネットアップリンクポートは、固定スロット

と拡張スロットに存在できます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.0以降を実行する 6200シリーズファブリックインターコネクト
では、イーサネットアップリンクポートとファイバチャネルアップリンクポートの両方を、

ベースモジュールに加え、拡張ジュール上にも設定できます。

たとえば、2つの Cisco UCS 5100シリーズシャーシに、ハーフ幅の Cisco UCS B200-M1サーバが
最大限に入っている場合、サーバの数は 16台です。ファブリックインターコネクト 1つあたり
LANアップリンクが 1つのクラスタ設定では、これら 16台のサーバは 20GbEの LAN帯域幅を共
有します。より大きい容量が必要である場合、ファブリックインターコネクトからさらにアップ

リンクを追加する必要があります。クラスタ設定では、アップリンクを対称設定にすることを推

奨します。この例で、ファブリックインターコネクト 1つにつき使用されるアップリンクの数が
4つである場合、16台のサーバが 80GBの帯域幅を共有することになるため、各サーバの容量は
約 5GBになります。Cisco UCSファブリックインターコネクトで複数のアップリンクが使用され
ている場合、この容量を最大限有効活用するために、ネットワーク設計チームはポートチャネル

の使用を検討する必要があります。
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I/O モジュールからファブリックインターコネクトへのアップリンクポートの数

使用するアップリンクポートの数とケーブルの本数を増やすことにより、I/Oモジュールとファ
ブリックインターコネクトの間の帯域幅を増やすことができます。CiscoUCSでは、I/Oモジュー
ルと Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトを接続するために、ケーブルを 1
本、2本、または 4本使用できます。 2208 I/Oモジュールと 6248ファブリックインターコネクト
を接続する場合、最大 8本のケーブルを使用できます。ケーブルの本数により、アクティブアッ
プリンクポートの数、およびオーバーサブスクリプションの比率が決定されます。

サーバからファブリックインターコネクトへのアクティブリンクの数

各サーバで使用可能なオーバーサブスクライブされていない帯域幅の量は、使用する I/Oモジュー
ル数と、それらの I/Oモジュールをファブリックインターコネクトに接続するために使用するケー
ブル数によって異なります。別の I/Oモジュールを設置すると、サーバに追加の帯域幅と冗長性
が提供されます。設計のこのレベルの柔軟性により、80Gbps（それぞれ 4つのリンクを持つ 2つ
の I/Oモジュール）から 10 Gbps（1つのリンクを持つ 1つの I/O）までの任意の帯域幅をシャー
シに提供できます。

シャーシに 80Gbpsを提供する場合、CiscoUCSドメインの各ハーフ幅サーバが、オーバーサブス
クライブされていない設定で最大10Gbpsに達し、2:1オーバーサブスクリプションで最大20Gbps
使用できます。

オーバーサブスクリプションの概算に関するガイドライン

ファブリックインターコネクトポートに対する最適なオーバーサブスクリプション率を概算する

場合は、次のガイドラインを考慮してください。

コスト/パフォーマンススライダ

コストとパフォーマンスの優先順位付けは、データセンターによってそれぞれ異なり、オーバー

サブスクリプションの設定に直接影響します。オーバーサブスクリプションにおけるハードウェ

アの使用方法を計画する場合は、このスライダでデータセンターが位置する場所を知る必要があ

ります。たとえば、データセンターでコストよりもパフォーマンスを重視する場合は、オーバー

サブスクリプションを最小限に抑えることができます。しかし、ほとんどのデータセンターで

は、コストは大きい影響を与える要因であるため、オーバーサブスクリプションは慎重に計画す

る必要があります。

Bandwidth Usage

各サーバで実際に使用されると予想される帯域幅の概算値は、ファブリックインターコネクト

ポートへの各サーバの割り当て、およびその結果からポートのオーバーサブスクリプション率を

決定するときに重要です。オーバーサブスクリプションでは、サーバにより消費されるトラフィッ

クの平均値（単位はGB）、設定された帯域幅に対する使用された帯域幅の比率、および帯域幅の
使用が上昇する時間を考慮する必要があります。

Network Type

ネットワークタイプは、アップリンクポート上のトラフィックだけに関係します。これは、Cisco
UCS以外のところには、FCoEが存在しないからです。その他のデータセンターネットワーク
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は、LANと SANトラフィックを区別するだけです。したがって、ファブリックインターコネク
トポートのオーバーサブスクリプションの概算を行う場合、ネットワークタイプを考慮する必要

はありません。

ピン接続

Cisco UCSでのピン接続は、アップリンクポートだけに関係します。イーサネットトラフィッ
ク、または FCoEトラフィックをあるサーバから、特定のアップリンクイーサネットポート、ま
たはアップリンク FCポートにピン接続することができます。

物理サーバと仮想サーバの両方の NICおよび HBAをアップリンクポートにピン接続する場合、
ファブリックインターコネクトからユニファイドファブリックを制御できるようにします。こ

の制御により、アップリンクポートの帯域幅の利用がさらに最適化されます。

Cisco UCSは、ピングループを使用して、どの NIC、vNIC、HBA、vHBAをアップリンクポート
にピン接続するかを管理します。サーバにピン接続を設定するには、ピングループを直接的に割

り当てるか、ピングループを vNICポリシーに入れてから、サーバに割り当てられたサービスプ
ロファイルにその vNICポリシーを追加します。サーバ上の vNICまたは vHBAからのトラフィッ
クはすべて、I/Oモジュールを通って、同じアップリンクポートに進みます。

サーバトラフィックのサーバポートへのピン接続

サーバトラフィックはすべて、I/Oモジュールを経由して、ファブリックインターコネクトのサー
バポートへ進みます。このトラフィックがどのようにピン接続されるかは、シャーシに設定され

るリンクの数によって決まります。

ピン接続により、どのサーバトラフィックが、ファブリックインターコネクトのどのサーバポー

トに進むかが決まります。このピン接続は固定されています。変更できません。したがって、

シャーシに対する帯域幅の適切な割り当てを決定する場合、サーバの位置を考慮する必要があり

ます。

サーバをスロットに割り当てる前に、ポートからリンクへの割り当てを見直す必要がありま

す。ケーブルで接続するポートは I/Oモジュールのポート 1およびポート 2である必要はあり
ません。ファブリックインターコネクトと I/Oモジュールの間のリンク数を変更した場合、
トラフィックを再ルーティングするには、シャーシを再認識する必要があります。

（注）

ポート番号はすべて、この I/Oモジュールのファブリックインターコネクト側ポートを参照しま
す。
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1 つの I/O モジュールを持つシャーシ（ファブリックポートチャネルの場合は設定されません）

サーバのアダプタがアダプタのポートチャネルをサポートし、それらのチャネルに応じて設

定されている場合、次の表に示すように、ポートチャネルは同じリンクにピン接続されます。

シャーシの I/Oモジュールがファブックポートチャネルをサポートし、それらのチャネルに
応じて設定されている場合、サーバスロットは個々のリンクでなくファブリックポートチャ

ネルにピン接続されます。

（注）

リンク 8リンク 7リンク 6リンク 5リンク 4リンク 3リンク 2リンク 1/
ファブ

リック

ポート

チャネル

シャーシ

のリンク

なしなしなしなしなしなしなしすべての

サーバス

ロット

1リンク

なしなしなしなしなしなしサーバス

ロット

2、4、
6、およ
び 8

サーバス

ロット

1、3、
5、およ
び 7

2リンク

なしなしなしなしサーバス

ロット 4
および 8

サーバス

ロット 3
および 7

サーバス

ロット 2
および 6

サーバス

ロット 1
および 5

4リンク

サーバス

ロット 8
サーバス

ロット 7
サーバス

ロット 6
サーバス

ロット 5
サーバス

ロット 4
サーバス

ロット 3
サーバス

ロット 2
サーバス

ロット 1
8リンク

N/AN/AN/AN/AN/AN/AN/Aすべての

サーバス

ロット

ファブ

リック

ポート

チャネル

I/O モジュールを 2 つ持つシャーシ

シャーシに I/Oモジュールが 2つある場合、片方の I/Oモジュールからのトラフィックは、ファブ
リックインターコネクトの 1つに進み、もう 1つの I/Oモジュールからのトラフィックは、2つ
めのファブリックインターコネクトに進みます。 1つのファブリックインターコネクトに 2つの
I/Oモジュールを接続できません。
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サーバトラフィックパスvNIC で設定されたファブリックイン
ターコネクト

サーバトラフィックはファブリックインターコネクト

Aに向かいます。 Aに不具合が生じた場合、サーバト
ラフィックは Bにフェールオーバーしません。

A

すべてのサーバトラフィックはファブリックインター

コネクト Bに向かいます。 Bに不具合が生じた場合、
サーバトラフィックは Aにフェールオーバーしませ
ん。

B

すべてのサーバトラフィックはファブリックインター

コネクト Aに向かいます。 Aに不具合が生じた場合、
サーバトラフィックは Bにフェールオーバーします。

A-B

すべてのサーバトラフィックはファブリックインター

コネクト Bに向かいます。 Bに不具合が生じた場合、
サーバトラフィックは Aにフェールオーバーします。

B-A

ピン接続に関するガイドライン

ピングループおよびアップリンクポートに対するピン接続における最適な設定を判断する場合、

サーバについて予想される帯域幅使用状況を考慮します。システムに含まれるサーバの一部が大

量の帯域幅を使用することがわかっている場合は、必ず、これらのサーバを別のアップリンク

ポートにピン接続してください。

Quality of Service
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する
ためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

システムクラス

Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラフィックを処理するために、Data Center
Ethernet（DCE）が使用されます。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に
2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Serviceを設定
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できます。 Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がどのよう
に割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスでは、特定のトラフィックタイプのために、帯域幅の特定セグメントが予約さ

れています。これにより、オーバーサブスクライブされたシステムでも、ある程度のトラフィッ

ク管理ができるようになります。たとえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラス

を設定して、FCoEトラフィックに割り当てられるDCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 2：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーにインクルードできる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

Best Effort

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできま

せん。

ファイバチャネル

Quality Of Service ポリシー

Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。
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フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。 Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーによって設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効

になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリン

クイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワー

クポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポート

で停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

オプトイン機能

各 Cisco UCSドメインには、すべての機能に対して許可されます。システムの設定方法に応じ
て、既存の環境への統合を簡単にするために、一部の機能をオプトインするか、これらをオプト

アウトするかを決定することができます。プロセスの変化が起こった場合、システム設定を変更

して、オプトイン機能の 1つまたは両方を加えることができます。

オプトイン機能は次のとおりです。

•サーバ、アダプタなどの各コンポーネントがステートレスであるプールおよびポリシーを持
つモバイルサービスプロファイルを利用するステートレスコンピューティング

•組織およびロールベースのアクセスコントロールを使用して、システムを複数の小さな論理
セグメントに分割するマルチテナント機能

ステートレスコンピューティング

ステートレスコンピューティングにより、サービスプロファイルを使用して、あるサーバの固有

情報を同じ Cisco UCSドメイン内の別のサーバに適用できます。サーバの固有情報には、サーバ
を認識し、Cisco UCSドメイン内で一意にするための要素が含まれます。これらの要素のいずれ
かを変更すると、サーバはブートステータスのアクセス、使用、実現ができなくなります。

サーバの固有情報を構成する要素は次のとおりです。

•ファームウェアバージョン

• UUID（サーバの識別に使用される）
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• MACアドレス（LAN接続に使用される）

•ワールドワイド名（SAN接続に使用される）

•ブート設定

ステートレスコンピューティングは、高度に柔軟なサーバを使ったダイナミックなサーバ環境を

作成します。 Cisco UCSドメインの各物理サーバは、それにサービスプロファイルを関連付ける
まで匿名のままで、サーバの IDはサービスプロファイルに設定されます。このサーバでのビジ
ネスサービスが必要なくなったら、このサーバをシャットダウンし、サービスプロファイルのア

ソシエーションを解除してから、同じ物理サーバについて異なる IDを作成するために別のサービ
スプロファイルとのアソシエーションを形成します。この「新しい」サーバは、別のビジネス

サービスをホストできます。

ステートレス状態の柔軟性をフルに活用するためには、サーバのオプションローカルディスクは

スワップ用スペースまたは一時スペースだけに使用し、オペレーティングシステムやアプリケー

ションデータの保存には使用しないでください。

Cisco UCSドメインのすべての物理サーバに対して、ステートレスコンピューティングを完全に
実装するように選択することも、ステートレスサーバを使用しないことを選択することもできま

す。また、これら 2種類を混在させることも可能です。

ステーレスコンピューティングをオプトインする場合

Cisco UCSドメイン内の各物理サーバは、サービスプロファイルによって定義されます。どのよ
うなサーバでも、あるアプリケーションのセットをホストするために使用しているときに、デー

タセンターの必要に応じて、別のアプリケーションやビジネスサービスのセットに割り当てなお

すことができます。

Cisco UCSドメインで定義されているポリシーやリソースのプールをポイントするサービスプロ
ファイルを作成します。サーバプール、World Wide Name（WWN;ワールドワイド名）プール、
およびMACプールにより、未割り当てのリソースはすべて、必要に応じて使用できることが保
証されます。たとえば、物理サーバに障害が発生した場合、別のサーバにすぐにサービスプロ

ファイルを割り当てることができます。サービスプロファイルは、WWNやMACアドレスを含
め、オリジナルのサーバと同じ IDを新しいサーバに与えるため、データセンターインフラスト
ラクチャの残りの部分では、この新しいサーバとオリジナルのサーバは同じものと認識されます。

LANや SANで設定を変更する必要はありません。

ステートレスコンピューティングからオプトアウトする場合

Cisco UCSドメイン内の各サーバは、従来のラックマウント型サーバとして扱われます。

ハードウェアに書き込まれた ID情報を継承するサービスプロファイルを作成し、これらのプロ
ファイルを使用して、サーバに対する LANまたは SAN接続を設定します。ただし、サーバハー
ドウェアに障害が発生した場合、新しいサーバにサービスプロファイルを割り当てることはでき

ません。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 27

オプトイン機能



マルチテナント機能

マルチテナント機能を使用すると、CiscoUCSドメインの大規模な物理インフラストラクチャを、
組織と呼ばれる論理エンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物理イ

ンフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service定義などがあ
ります。また、すべてのユーザがすべての組織にアクセスできるようにする必要がない場合は、

ロケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもで

きます。

マルチテナント環境をセットアップする場合、すべての組織は階層的になります。最上位の組織

は常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、こ

のシステムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーや

プールが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステム

にFinanceとHRという組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HRは Finance組織にあるポリシーには一切
アクセスできません。しかし、FinanceとHRは両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを
使用できます。

マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に次のうち 1つ
以上をセットアップすることもできます。

•リソースプール

•ポリシー

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

マルチテナント機能をオプトインする場合

各 Cisco UCSドメインは複数の異なる組織に分割されます。マルチテナント機能の実装で作成さ
れる組織のタイプは、企業のビジネスニーズによって異なります。たとえば、次の単位を表す組

織があげられます。

•マーケティング、財務、エンジニアリング、人事など、企業内のエンタープライズグループ
または部門

•サービスプロバイダーに対するさまざまなカスタマー、またはネームサービスドメイン

管理が認可されている組織だけにユーザがアクセスできるように、ロケールを作成することがで

きます。
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マルチテナント機能からオプトアウトする場合

Cisco UCSドメインは、ルート組織にすべてのデータが入った単一の論理エンティティのままで
す。すべてのポリシーおよびリソースプールはCisco UCSドメイン内の任意のサーバに割り当て
ることができます。

Cisco UCSの仮想化

仮想化の概要

仮想化により、分離して実行する同じ物理マシン上で隣り合わせの複数の仮想マシン（VM）を作
成することができます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニングおよび移動を迅速に行うために、ハードウェ

アとソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サー
バから別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせ

ず、途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。

Cisco Virtual Machine Fabric Extender の概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想コンピュータマネージャ（VMM）と呼ば
れるソフトウェアレイヤによってホストおよび管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMへ
の仮想ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VM、または別のインター
フェイスを介した外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連動して、Cisco Virtual Machine Fabric Extender
（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用のハイ
パーバイザによって VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスします。
この方法は、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよびリモートの
トラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用します。

VM-FEXは、各 VMインターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デ
バイスとスイッチ上の仮想ポートを提供することで、IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキ
テクチャを VMに拡張します。このソリューションにより、VMインターフェイスで正確なレー
ト制限を行い、Quality of Service（QoS）が確保されます。
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ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタを使用した仮

想化

ネットワークインターフェイスカード（NIC）と統合ネットワークアダプタによって、標準的な
VMwareのサーバにインストールされた ESXとの統合による仮想環境と、VCから実行されるす
べての仮想マシンの管理がサポートされます。

仮想マシンのポータビリティ

サービスプロファイルを実装すると、1つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡単
に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESXはそのサーバを元のサーバ
のように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。 ESX
ホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過させる必

要があります。

システムでネイティブな VMwareドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理者
のドメインには参加せず、どのネットワークポリシーの制約も受けません。結果として、たとえ

ば、ネットワークのQoSポリシーは、仮想スイッチを通ってVM1からVM2に流れるどのデータ
パケットにも適用されません。

Nexus 1000などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、ネッ
トワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワークポリシーに従います。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化

Cisco VICアダプタ（Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなど）は、単一 OSの導入
とVMベースの導入の両方に対応するように設計された統合型ネットワークアダプタ（CNA）で
す。 VICアダプタは静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートし、最大 128個の仮想
ネットワークインターフェイスカード（vNIC）を含みます。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスを対象に送受信されるト
ラフィックのハードウェアベーススイッチングを提供します。
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第 3 章

Cisco UCS Manager の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Managerについて , 31 ページ

• Cisco UCS Managerで実行できるタスク , 33 ページ

• Cisco UCS Managerで実行できないタスク , 34 ページ

• ハイアベイラビリティ環境での Cisco UCS Manager, 35 ページ

Cisco UCS Managerについて
Cisco UCS Managerは UCS Managerのすべてのコンポーネントに対する管理システムです。 Cisco
UCSManagerはファブリックインターコネクト内で動作します。この管理サービスで使用できる
インターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックインターコネクトに接続されたシャーシ

すべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスしたり、これらを設定、管理、およびモ

ニタしたりすることができます。

複数の管理インターフェイス

Cisco UCSManagerには Cisco UCSドメインを管理するために使用できる次のインターフェイスが
含まれます。

• Cisco UCS Manager GUI

• Cisco UCS Manager CLI

• XML API

• KVM

• IPMI

ほとんどすべてのタスクは、これらのインターフェイスのいずれでも実行できます。また、ある

インターフェイスで実行されたタスクの結果は、他のタスクにも自動的に表示されます。

ただし、次の操作はできません。
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• Cisco UCS Manager GUIを使用して Cisco UCS Manager CLIを呼び出す。

• Cisco UCS Manager GUIの Cisco UCS Manager CLIによって呼び出されたコマンドの結果を表
示する。

• Cisco UCS Manager GUIから CLIの出力を生成する。

集中管理

Cisco UCSManager Managerは、複数の管理ポイントを使用するのではなく、リソースおよびデバ
イスの管理を一元化します。この集中型管理には、Cisco UCSドメインでの次のデバイスの管理
が含まれます。

•ファブリックインターコネクト。

•仮想サーバ用ソフトウェアスイッチ。

•シャーシおよびサーバにおける電源および環境管理。

•サーバネットワークインターフェイス（イーサネット NICおよび統合ネットワークアダプ
タ）の設定とファームウェア更新。

•サーバに対するファームウェアおよび BIOS設定。

仮想サーバおよび物理サーバのサポート

Cisco UCS Managerは、サーバの ID、I/O設定、MACアドレスおよびWorld Wide名、ファーム
ウェアのバージョン、ネットワークプロファイルなどのサーバ状態情報をサービスプロファイル

に要約します。サービスプロファイルをシステム内のサーバリソースに適用して、VICアダプ
タの提供する仮想デバイスに接続されている物理サーバ、仮想サーバ、および仮想マシンに同様

の柔軟性とサポートを提供することができます。

ロールベース管理とマルチテナント機能のサポート

Cisco UCS Managerでは、柔軟に定義されたロールがサポートされるため、データセンターは、
ディスクリートサーバ、ストレージ、およびネットワークを管理する際に同じベストプラクティ

スを使用して、Cisco UCSドメインを操作することができます。データセンターでのユーザの責
任を反映した権限を持つユーザロールを作成することができます。たとえば、次のロールを作成

できます。

•サーバ関連の設定を制御するサーバアドミニストレータロール。

• SANに関連するタスクを制御するストレージアドミニストレータロール。

• LANに関連するタスクを制御するネットワークアドミニストレータロール

Cisco UCSはマルチテナント機能に対応し、APIを使用するシステム管理ソフトウェアが Cisco
UCSリソースへの制御されたアクセスを行うようにするプリミティブを公開します。マルチテナ
ント環境では、Cisco UCS Managerにより、ユーザの範囲を特定の組織に制限できるユーザロー
ルのロケールを作成することができます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
32 OL-28301-02-J  

Cisco UCS Managerについて



Cisco UCS Managerで実行できるタスク
Cisco UCSManagerを使用して Cisco UCSドメイン内のすべての物理デバイスおよび仮想デバイス
に管理タスクを実行できます。

Cisco UCSハードウェア管理

次に示す Cisco UCSドメイン内のすべてのハードウェアの管理に Cisco UCS Managerを使用でき
ます。

•シャーシ

•サーバ

•ファブリックインターコネクト

•ファン

•ポート

•インターフェイスカード

• I/Oモジュール

Cisco UCSリソース管理

次に示す Cisco UCSドメイン内のすべてのリソースの作成および管理に Cisco UCS Managerを使
用できます。

•サーバ

• WWNアドレス

• MACアドレス

• UUID

•帯域幅

サーバ管理

サーバ管理者は、次に示す Cisco UCSドメイン内のサーバ管理タスクの実行に Cisco UCSManager
を使用できます。

•サーバプール、および資格ポリシーなどこれらのプールに関係するポリシーの作成

•ディスカバリポリシー、スクラブポリシー、IPMIポリシーなど、サーバで使用されるポリ
シーの作成

•サービスプロファイル、および必要な場合に、サービスプロファイルテンプレートの作成

•サーバへのサービスプロファイルの適用

•障害、アラーム、および機器のステータスのモニタ
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ネットワーク管理

ネットワーク管理者は、次に示すCisco UCSドメインの LAN設定を作成するために必要なタスク
の実行に Cisco UCS Managerを使用できます。

•アップリンクポート、ポートチャネル、および LAN PINグループの設定

• VLANの作成

• Quality Of Serviceクラスおよび定義の設定

• MACアドレスプール、イーサネットアダプタプロファイルなど、ネットワーク設定に関連
したプールおよびポリシーの作成

ストレージ管理

ストレージ管理者は、次に示すCisco UCSドメインの SAN設定を作成するために必要なタスクの
実行に Cisco UCS Managerを使用できます。

•ポート、ポートチャネル、および SAN PINグループの設定

• VSANの作成

• Quality Of Serviceクラスおよび定義の設定

• WWNアドレスプール、ファイバチャネルアダプタプロファイルなど、ネットワーク設定
に関連したプールおよびポリシーの作成

Cisco UCS Managerで実行できないタスク
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメイン内のデバイス管理に特に関連していないシス
テム管理タスクを実行することはできません。

システムを超えた管理はできない

Cisco UCS Managerがある Cisco UCSドメイン外にあるシステムやデバイスの管理には Cisco UCS
Managerを使用できません。たとえば、CiscoUCS以外のx86システム、SPARCシステム、PowerPC
システムなどの異機種環境は管理できません。

オペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニングや管理はできない

Cisco UCS Managerはサーバのプロビジョニングを行うため、サーバのオペレーティングシステ
ムの下に存在します。したがって、サーバでオペレーティングシステムやアプリケーションのプ

ロビジョニングや管理を行うためにこれを使用することはできません。たとえば、次の操作を実

行することはできません。

• Windowsや Linuxなどの OSの展開

• OSやアプリケーションなどのソフトウェアに対するパッチの展開
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•アンチウイルスソフトウェア、モニタリングエージェント、バックアップクライアントな
どのベースソフトウェアコンポーネントのインストール

•データベース、アプリケーションサーバソフトウェア、Webサーバなどのソフトウェアア
プリケーションのインストール

• Oracleデータベースの再起動、プリンタキューの再起動、Cisco UCS以外のユーザアカウン
トの処理などのオペレータ処理の実行

• SANや NASストレージ上の外部ストレージの設定または管理

ハイアベイラビリティ環境での Cisco UCS Manager
2つのファブリックインターコネクトを持つハイアベイラビリティ環境では、各ファブリックイ
ンターコネクトで、別々の Cisco UCS Managerインスタンスを実行できます。プライマリファブ
リックインターコネクトの Cisco UCS Managerはプライマリ管理インスタンスとして動作し、も
う 1つのファブリックインターコネクトの Cisco UCS Managerは従属管理インスタンスとなりま
す。

Cisco UCS Managerの 2つのインスタンスは、これらのファブリックインターコネクト上の L1お
よび L2イーサネットポートの間にあるプライベートネットワーク上で通信します。設定および
ステータスに関する情報は、このプライベートネットワーク経由でやりとりされ、すべての管理

情報が確実に複製されます。この継続的な通信により、プライマリファブリックインターコネ

クトに不具合が起きた場合でも、Cisco UCSに対する管理情報がそのまま持続されることが保証
されます。さらに、プライマリ Cisco UCSManager上で実行される「浮動」管理 IPアドレスによ
り、フェールオーバーが発生したときに、従属ファブリックインターコネクトへのスムーズな移

行が確実に行われるようになります。
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第 4 章

Cisco UCS Manager GUI の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Manager GUIの概要 , 37 ページ

• HTTPSによる Cisco UCS Manager GUIへのログイン, 45 ページ

• HTTPによる Cisco UCS Manager GUIへのログイン, 46 ページ

• Cisco UCS Manager GUIからのログアウト, 47 ページ

• Webセッション制限, 47 ページ

• プリログインバナー, 48 ページ

• Cisco UCS Manager GUIのプロパティ, 50 ページ

• フィールドの値の許容範囲の確認, 53 ページ

• ポリシーの使用場所の確認, 54 ページ

• プールの使用場所の確認, 54 ページ

• XMLのコピー, 55 ページ

Cisco UCS Manager GUIの概要
Cisco UCSManager GUIはCisco UCSManagerのGUIインターフェイスを提供する Javaアプリケー
ションです。『Cisco UCSソフトウェアリリースノート』の「システム要件」の項に記載されて
いる要件を満たす任意のコンピュータからCiscoUCSManagerGUIを開始し、アクセスできます。

ユーザが Cisco UCS Manager GUIを起動するたびに、Cisco UCS Managerは Java Web Startテクノ
ロジーを使用してコンピュータの現在のアプリケーションバージョンをキャッシュします。その

結果、ログインするたびにアプリケーションをダウンロードする必要がなくなります。アプリ

ケーションのダウンロードが必要なのは、Cisco UCS Managerソフトウェアがシステムでアップ
デートされた後で、コンピュータから初めてログインする場合だけです。
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タイトルバーには、接続先の Cisco UCSドメインの名前が表示されます。ヒント

[Fault Summary]領域
[Fault Summary]領域は、Cisco UCS Manager GUIの左上に表示されます。この領域には、Cisco
UCSドメインで発生したすべての障害の要約が表示されます。

それぞれの種類の障害は異なるアイコンで表されます。各アイコンの下にある数字は、システム

で発生したその種類の障害の数を示しています。アイコンをクリックすると、CiscoUCSManager
GUIによって [Work]領域の [Faults]タブが開かれ、その種類のすべての障害の詳細が表示されま
す。

次の表に、[Fault Summary]領域の各アイコンが表す障害の種類について説明します。

説明障害の種類

1つ以上のコンポーネントに緊急の問題が存在します。これらの問題を調
査し、すぐに修正する必要があります。

緊急アラーム

1つ以上のコンポーネントに重大な問題が存在します。これらの問題を調
査し、すぐに修正する必要があります。

メジャーアラーム

システムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性のある問題が1つ以上
のコンポーネントに存在します。これらの問題を調査し、重大な問題や

緊急の問題に発展する前にできるだけ早く修正する必要があります。

マイナーアラーム

問題が解消されなければシステムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能

性のある潜在的な問題が 1つ以上のコンポーネントに存在します。これ
らの問題を調査し、問題が悪化する前にできるだけ早く修正する必要があ

ります。

警告アラーム

コンポーネントのエラーの抑制状態タスク。 [Actions]領域で [Suppression
Task Properties]をクリックすると、すべてのエラー抑制タスクが表示され
ます。

このフィールドは、コンポーネントでエラーの抑制がサポート

されている場合にのみ表示されます。

（注）

[Suppression Status]
フィールド

特定のオブジェクトの障害だけを確認する場合は、そのオブジェクトに移動して、そのオブ

ジェクトの [Faults]タブを確認します。
ヒント

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
38 OL-28301-02-J  

Cisco UCS Manager GUIの概要



[Navigation]ペイン
[Navigation]ペインは、Cisco UCS Manager GUIの左側の [Fault Summary]領域の下に表示されま
す。このペインでは、Cisco UCSドメインでのすべての機器とその他のコンポーネントへの集中
化ナビゲーションが提供されています。 [Navigation]ペインでコンポーネントを選択すると、その
オブジェクトが [Work]領域に表示されます。

[Navigation]ペインには 5つのタブが存在します。各タブの構成要素は次のとおりです。

•ナビゲーションツリーをフィルタ処理し、すべてのノードまたは 1つのノードだけを表示す
るために使用できる [Filter]コンボボックス。

•該当するタブのすべてのコンポーネントにアクセスするために使用できる展開可能なナビ
ゲーションツリー。ノードまたはフォルダにサブコンポーネントがあることを示すフォル

ダの隣のアイコン。

[Equipment]タブ

このタブには、Cisco UCSドメインドメインの機器の基本的なインベントリが含まれます。シス
テム管理者またはサーバ管理者は、このタブを使用してシャーシ、ファブリックインターコネク

ト、サーバ、および他のハードウェアにアクセスしてこれらを管理できます。デバイス名の周り

に表示された赤色、オレンジ色、または黄色の長方形は、デバイスで障害が発生したことを示し

ます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [Equipment]：アクティブおよび解放されたハードウェア、ファームウェア管理、機器関連ポ
リシー、電源グループ、および集約された障害のリストを含む、Cisco UCSドメイン全体の
概要。

• [Chassis]：CiscoUCSドメイン内の各シャーシのファン、I/Oモジュール、電源装置（PSU）、
および Cisco UCS Bシリーズブレードサーバ。

• [Rack-Mounts]：Cisco UCSドメインと統合されている FEXesおよび Cisco UCS Cシリーズ
ラックマウントサーバ。

• [Fabric Interconnects]：Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトに関連付けられ
た固定および拡張モジュール、ファン、および PSU。

[Servers]タブ

このタブには、サービスプロファイル、ポリシー、プールなどのサーバ関連のコンポーネントが

含まれます。通常、サーバ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを

管理します。

このタブの [Servers]ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [Servers]：定義された組織とサービスプロファイルの間のサービスプロファイルおよびの関
係。
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• [ServiceProfiles]：組織によって分割された、システムに定義されているサービスプロファイ
ル。

• [Service Profile Templates]：組織によって分割された、システムに定義されているサービスプ
ロファイルテンプレート。

• [Policies]：アダプタ、BIOS、ファームウェア、IPMIアクセス、ローカルディスク設定、保
守、電源、ディスクスクラブ、Serial over LAN、サーバプール、iSCSI認証、vNIC/vHBA配
置、および障害しきい値に関するサーバ関連ポリシー。

• [Pools]：サーバプールおよび UUID接尾辞プール。

• [Schedules]：メンテナンスおよびエラーの抑制スケジュール。

[LAN]タブ

このタブには、LANピングループ、Quality of Serviceクラス、VLAN、ポリシー、プール、内部
ドメインなどの、LAN設定に関連するコンポーネントが含まれます。通常、ネットワーク管理者
はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの [LAN]ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [LAN Cloud]：Quality of Serviceの設定、ポートチャネル、ピングループ、VLAN、VLANの
最適化セット、しきい値ポリシー。

• [Appliances]：インターフェイス、ポートチャネル、および VLAN。

• [Internal LAN]：内部ファブリックに関連付けられたポートおよびしきい値ポリシー。

• [Policies]：フロー制御、アダプタ、vNIC、vNICテンプレート、QoS、および障害しきい値を
制御するポリシー。

• [Pools]：システムで定義されている IPプールおよびMACプール。

• [Traffic Monitoring Sessions]：システムで定義されているポートトラフィックモニタリング
セッション。

[SAN]タブ

このタブには、ピングループ、VSAN、ポリシー、プールなどのSANに関連するコンポーネント
が含まれます。通常、ストレージ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネ

ントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [SAN]：SANのアップリンク、ファイバチャネルアドレス割り当て、SAN関連プールおよ
び VSAN。

• [SANCloud]：SANアップリンク、ファイバチャネルアドレス割り当て、SAN関連プール、
および VSAN。

• [Storage Cloud]：ストレージポートおよび VSAN。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
40 OL-28301-02-J  

Cisco UCS Manager GUIの概要



• [Policies]：ファイバチャネルアダプタポリシー、デフォルト vHBAの動作、SAN接続ポリ
シー、ストレージ接続ポリシー、vHBAテンプレート、および障害しきい値。

• [Pools]：システムに定義されている iSCSI Qualified Name（IQN）プールおよびWorld Wide
Nameプール。

• [Traffic Monitoring Sessions]：システムで定義されているポートトラフィックモニタリング
セッション。

[VM]タブ

このタブには、VICアダプタがあるサーバに対してVM-FEXを設定するのに必要なコンポーネン
トが含まれます。たとえば、このタブのコンポーネントを使用してCiscoUCSManagerとVMware
vCenter間の接続を設定したり、分散仮想スイッチとポートプロファイルを設定したり、CiscoUCS
ドメインのサーバにホストされた仮想マシンを表示したりできます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：ポートプロファイル、仮想マシンで、仮想スイッチ、証明書、ライフサイクルポリ
シー、VM関連イベント、および FSMタスク。

• [Clusters]：関連付けられている仮想マシンおよびポートプロファイルを含むクラスタ。

• [Port Profiles]：VMWareポートプロファイル。

• [VMware]：フォルダ、データセンター、仮想マシン、および仮想スイッチを含む vCenter。

[Admin]タブ

このタブには、ユーザマネージャや通信サービスなどのシステム全体の設定と障害やイベントな

どのトラブルシューティングコンポーネントが含まれます。通常、システム管理者はこのタブで

コンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：管理インターフェイス、バックアップおよびインポート設定、テクニカルサポート
ファイル作成、完全な状態のバックアップポリシー、およびすべての設定エクスポートポ

リシー。

• [Faults, Events and Audit Log]：システム全体の障害、イベント、監査ログ、syslogエントリ、
コアファイル、テクニカルサポートファイル、およびグローバル障害ポリシー。

• [User Management]：認証方式、リモートアクセス方式、ローカルユーザ、ロケール、およ
びユーザロール。

• [Key Management]：SSHキーおよびトラストポイント設定。

• [Communication Management]：SSH、Telnet、HTTP、HTTPS、および SNMPの通信サービス
設定、Webセッション制限、Call Home設定、DNS管理、管理インターフェイス、および
Cisco UCS Central設定。

• [StatsManagement]：システムによって障害が発行される条件を制御するしきい値統計設定。
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• [Time Zone Management]：タイムゾーンの同期を確立するための NTPサーバ設定。

• [CapabilityCatalog]：機能カタログ。つまり、調整可能なパラメータ、文字列、およびルール
のセット。

• [ManagementExtension]：以前はサポートされていなかったサーバと他のハードウェアに対す
るサポートを Cisco UCS Managerに追加できる管理拡張。

• [License Management]：このシステムにインストールされている機能およびポートライセン
ス。

ツールバー

ツールバーは、[Work]ペインの上の Cisco UCS Manager GUIの右側に表示されます。ツールバー
のメニューボタンを使用して、次のような一般的な処理を実行できます。

• [Work]ペインで以前表示した項目間を移動する

• Cisco UCSドメインの要素を作成する

• Cisco UCS Manager GUIのオプションを設定する

• Cisco UCS Manager GUIのオンラインヘルプにアクセスする

[Work]ペイン
[Work]ペインは、Cisco UCS Manager GUIの右側に表示されます。このペインには、[Navigation]
ペインで選択したコンポーネントに関する詳細が表示されます。

[Work]ペインは、次の要素で構成されます。

• [Navigation]ペインのタブのメインノードから選択したエレメントまでのパスが表示される
ナビゲーションバー。このパスの任意のコンポーネントをクリックして、[Work]ペインに
このコンポーネントを表示できます。

• [Navigation]ペインで選択したコンポーネントに関連する情報を示すタブが表示されるコンテ
ンツ領域。コンテンツ領域に表示されるタブは、選択したコンポーネントによって異なりま

す。これらのタブを使用して、コンポーネントに関する情報の表示、コンポーネントの作

成、コンポーネントのプロパティの変更、および選択したオブジェクトの確認を実行できま

す。

ステータスバー

ステータスバーは、Cisco UCS Manager GUIの下に沿って表示されます。ステータスバーは、ア
プリケーションの状態に関する情報を提供します。

ステータスバーの左側には、CiscoUCSManagerGUIの現在のセッションに関する次の情報が表示
されます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
42 OL-28301-02-J  

Cisco UCS Manager GUIの概要



•ログインに使用したプロトコルを示すロックアイコン。アイコンがロックされている場合、
HTTPSを使用して接続しました。アイコンのロックが解除されている場合、HTTPを使用し
て接続しました。

•ログインに使用したユーザ名。

•ログインしたサーバの IPアドレス。

ステータスバーの右側には、システムの時刻が表示されます。

テーブルのカスタマイズ

Cisco UCS Manager GUIでは、各タブのテーブルをカスタマイズできます。表示するコンテンツ
のタイプを変更し、コンテンツのフィルタリングを実行できます。

[Table Customization] メニューボタン

各テーブルの右上にあるこのメニューボタンでは、テーブルのビューを制御し、カスタマイズで

きます。このボタンのドロップダウンメニューには、次のオプションが含まれます。

説明メニュー項目

メニューには、テーブルの各カラムのエントリが含まれます。

カラム名をクリックしてカラムを表示したり、非表示にしたり

します。

カラム名

選択されている場合、水平スクロールバーがテーブルに追加

されます。選択されていない場合、いずれかのカラムの幅を

拡大したときに右側のすべてのカラムの幅が縮小され、スク

ロールしません。

Horizontal Scroll

すべてのカラムをデフォルトの幅に変更します。Pack All Columns

選択されたカラムだけをデフォルトの幅に変更します。Pack Selected Column

テーブルコンテンツのフィルタリング

各テーブルの上にある [Filter]ボタンでは、[Filter]ダイアログボックスで設定した基準に従って
テーブルのコンテンツをフィルタリングできます。このダイアログボックスには、次のフィルタ

リングオプションが含まれています。

説明名前

このカラムの内容に対してフィルタリング基準を使用しません。

これがデフォルト設定です。

[Disable]オプション

指定した値と厳密に一致するカラム内容だけを表示します。[Equal]オプション
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説明名前

指定した値と一致しないカラム内容だけを表示します。[Not Equal]オプション

入力する基準に、次のワイルドカードのいずれかを含められま

す。

• _（アンダースコア）または ?（疑問符）：1つの文字と置
き換わります。

• %（パーセント記号）または *（アスタリスク）：任意の
連続した文字と置き換わります。

[Wildcard]オプション

指定した値より小さいカラム内容だけを表示します。[Less Than]オプション

指定した値以下のカラム内容だけを表示します。[Less Than Or Equal]オプション

指定した値より大きいカラム内容だけを表示します。[Greater Than]オプション

指定した値以上のカラム内容だけを表示します。[Greater ThanOr Equal]オプショ
ン

LAN アップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一インターフェイ
スを提供します。LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設定できます。

•イーサネットスイッチングモード

•アップリンクイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート

• QoSシステムクラス

LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
44 OL-28301-02-J  

Cisco UCS Manager GUIの概要



Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerは、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトに対してサーバ
ポートを設定できる単一インターフェイスを提供します。 Internal Fabric Managerには、そのファ
ブリックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。

ハイブリッド表示

Cisco UCSドメイン内のシャーシごとに、シャーシとファブリックインターコネクト間の物理コ
ンポーネントおよび接続の両方を含むハイブリッド表示が Cisco UCS Manager GUIにより提供さ
れます。

このタブには、選択されたシャーシとファブリックインターコネクト間の接続に関する詳細情報

が表示されます。タブには次のものを示すアイコンがあります。

•システムの各ファブリックインターコネクト。

•選択されたコンポーネントの I/Oモジュール（IOM）。これは、接続パスを見やすくするた
めに独立したユニットとして表示されます。

•サーバと PSUを示す選択されたシャーシ。

アイコン間の線は次のものの接続関係を表します。

•各サーバ上のDCEインターフェイスと IOM上の関連付けられたサーバポート。これらの接
続はシスコによって作成され、変更することはできません。

• IOM上のサーバポートとファブリックインターコネクト上の関連付けられたポート。必要
に応じてこれらの接続は変更できます。

アイコンと線の上にマウスを移動すると、各コンポーネントや接続に関するヒントが表示されま

す。いずれかのコンポーネントをダブルクリックすると、そのコンポーネントのプロパティが表

示されます。

コンポーネントまたはそのサブコンポーネントに関連付けられた障害が存在する場合、CiscoUCS
ManagerGUIは適切なコンポーネントの上部に障害のアイコンを表示します。複数の障害メッセー
ジが存在する場合、CiscoUCSManagerGUIはシステムの最も重大な障害メッセージに関連付けら
れたアイコンを表示します。

HTTPS による Cisco UCS Manager GUIへのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTPS Webリンクは、UCSManager_IPが Cisco UCS
Managerに割り当てられた IPアドレスを示す、https://UCSManager_IPです。この IPアドレ
スは、次のいずれかです。
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•クラスタ設定：UCSManager_IPは、Cisco UCS Managerに割り当てられている仮想または
クラスタ IPアドレスを表します。ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割り当
てられた IPアドレスを使用しないでください。

•スタンドアロン設定：UCSManager_IPはファブリックインターコネクトの管理ポートの
IPアドレスを表します。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを
選択します。

ステップ 2 [Security Alert]ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]をクリックしてセキュリティ証明
書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 Cisco UCS Managerの起動ページで、[Launch UCS Manager]をクリックします。
ログインに使用するWebブラウザによって、.JNLPファイルのダウンロードまたは保存を求めら
れる場合があります。

ステップ 4 Cisco UCS Managerにログイン前のバナーが表示された場合は、メッセージを確認し、[OK]をク
リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 [Security]ダイアログボックスが表示された場合、次の手順を実行します。
a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 6 [Login]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウンリストから
適切なドメインを選択します。

c) [Login]をクリックします。

HTTP による Cisco UCS Manager GUIへのログイン
CiscoUCSManagerGUIのデフォルトのHTTPWebリンクは、UCSManager_IPがCiscoUCSManager
に割り当てられた IPアドレスを示す、http://UCSManager_IPです。この IPアドレスは、次
のいずれかです。

•クラスタ設定：UCSManager_IP は、Cisco UCS Managerに割り当てられている仮想または
クラスタ IPアドレスを表します。ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割り当
てられた IPアドレスを使用しないでください。

•スタンドアロン設定：UCSManager_IP はファブリックインターコネクトの管理ポートの
IPアドレスを表します。
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを
選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログイン前のバナーが表示された場合は、メッセージを確認し、[OK]をク
リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 3 Cisco UCS Managerの起動ページで、[Launch UCS Manager]をクリックします。
ログインに使用するWebブラウザによって、.JNLPファイルのダウンロードまたは保存を求めら
れる場合があります。

ステップ 4 [Login]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウンリストから
適切なドメインを選択します。

c) [Login]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIからのログアウト

手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIで、右上の [Exit]をクリックします。
使用できないことを示すために Cisco UCSManager GUIが画面上で不鮮明になり、[Exit]ダイアロ
グボックスが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

•ログアウトして Cisco UCS Manager GUIをシャットダウンするには、[Exit]を選択します。

• Cisco UCS Manager GUIからログアウトし、別のユーザがログインする場合は、[Log Off]を
選択します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Web セッション制限
Webセッション制限が、常時システムへのアクセスを許可されるWebセッション（GUIおよび
XMLの両方）の数を制限するために Cisco UCS Managerによって使用されます。
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デフォルトでは、Cisco UCS Managerにより許可される同時Webセッションの数は最大値の 256
に設定されます。

Cisco UCS Managerの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

各ユーザに許可されているHTTPおよびHTTPSの同時セッショ
ンの最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions Per User]
フィールド

システム内のすべてのユーザに許可されている HTTPおよび
HTTPSの同時セッションの最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

プリログインバナー

Pre-Loginバナーを使用すると、ユーザが Cisco UCS Manager GUIにログインするときに、Cisco
UCSManagerは [Create Pre-Login Banner]ダイアログボックスにバナーテキストを表示し、ユーザ
がそのダイアログボックスを却下するまで待機してから、ユーザ名およびパスワードを求めるプ

ロンプトを表示します。ユーザが Cisco UCS Manager CLIにログインすると、Cisco UCS Manager
はダイアログボックスにバナーテキストを表示し、ユーザがそのダイアログボックスを却下する

まで待機してから、パスワードを求めるプロンプトを出します。次に、ユーザに表示する著作権

ブロックの上に、バナーテキストを繰り返し表示します。

プリログインバナーの作成

[Pre-LoginBanner]が [Banners]タブに表示されない場合、ユーザがログインしたときに、CiscoUCS
Managerにプリログインバナーは表示されません。 [Pre-Login Banner]領域が表示された場合、別
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のプリログインバナーは作成できません。既存のバナーを削除または変更することのみできま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Create Pre-Login Banner]をクリックします。

ステップ 6 [Create Pre-Login Banner]ダイアログボックスで、テキストフィールドをクリックし、ユーザが
Cisco UCS Managerにログインするときに表示するメッセージを入力します。
このフィールドには、標準 ASCII文字を入力できます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

プリログインバナーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Pre-Login Banner]領域のテキストフィールドをクリックして、テキストに必要な変更を加えま
す。

このフィールドには、標準 ASCII文字を入力できます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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プリログインバナーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI のプロパティ

Cisco UCS Manager GUIのセッションおよびログのプロパティの設定
これらのプロパティは、CiscoUCSManagerGUIがセッションの中断または非アクティブにどのよ
うに応答するかを決定し、Cisco UCS Manager GUI Javaメッセージロギングを設定します。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Session]をクリックします。

ステップ 3 [Session]ページで、次に示す 1つまたは複数のフィールドをアップデートします。

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、GUIとファブリックイ
ンターコネクトの間の通信が中断されたときに、システムによっ

て再接続が試行されます。

[Automatically Reconnect]チェッ
クボックス

非アクティブのセッションを終了させる前にシステムが待機す

る分数。非アクティブの状態がどれくらい長く続いても、セッ

ションがタイムアウトしないことを指定するには、[NEVER]を
選択します。

[GUI Inactivity Time Out]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

ユーザのローカルマシンで Cisco UCS Manager GUIに対して行
われる Javaメッセージロギングの量。次のいずれかになりま
す。

• [All]：GUIに関連するすべての Java情報がログに記録され
ます。最大 10個のログファイルがあり、それぞれのサイ
ズは最大 10 MBです。最後のファイルがいっぱいになる
と、Cisco UCS Managerは最も古いログファイルを削除し
て、新しいログファイルを開始します。

• [Off]：Cisco UCSManagerは、GUIの Javaログファイルを
作成しません。

ログファイルの場所は、ユーザのローカルマシンの

Javaランタイム設定によって決定されます。詳細に
ついては、使用している Javaバージョンのマニュア
ルを参照してください。

（注）

[Log Level]ドロップダウンリ
スト

CiscoUCSManagerによっていずれかのログに割り当てられ、こ
の Cisco UCSドメイン用に保存される最大サイズ（メガバイト
単位）。

[Max Log Size]ドロップダウン
リスト

[Automatically Reconnect]チェックボックスをオンにした場合、
このフィールドは、再接続を試行する前にシステムが待機する

秒数です。

[Reconnection Interval]フィール
ド

ステップ 4 [OK]をクリックします。

確認メッセージのプロパティの設定

これらのプロパティは、Cisco UCS Manager GUIが設定変更およびそのほかの操作後に確認メッ
セージ表示するかどうかを決定します。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Confirmation Messages]をクリックします。

ステップ 3 [Confirmation Messages]ページで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、すべての削除操作に対

して Cisco UCS Manager GUIから確認が要求されます。
[ConfirmDeletion]チェックボッ
クス

このチェックボックスをオンにすると、システムで変更が破棄

される前に、CiscoUCSManagerGUIから確認が要求されます。
[ConfirmDiscardChanges]チェッ
クボックス

このチェックボックスをオンにすると、システムでオブジェク

トを修正または作成する前に、Cisco UCS Manager GUIから確
認が要求されます。

[Confirm Modification/Creation]
チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、操作が正常に完了した

ときに、Cisco UCS Manager GUIから確認が表示されます。
[Confirm Successful Operations]
チェックボックス

ステップ 4 [OK]をクリックします。

外部アプリケーションのプロパティの設定

Cisco UCS Manager GUIこれらのプロパティを SSHなどの外部アプリケーションとの接続に使用
します。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[External Applications]をクリックします。

ステップ 3 [External Applications]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

SSH処理に使用するアプリケーション。[SSH]フィールド

すべての SSHコマンドに含めるパラメータ。[SSH Parameters]フィールド

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Manager GUIの表示のカスタマイズ
これらのプロパティでは、CiscoUCSManagerGUIの一部の表示プロパティをカスタマイズできま
す。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Visual Enhancements]をクリックします。

ステップ 3 [Visual Enhancements]ページで、次に示す 1つまたは複数のフィールドをアップデートします。

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、CiscoUCSManager GUI
は、すべてのテーブルカラムのサイズをその内容に基づいて自

動的に変更します。

[Automatically Pack Table
Columns]チェックボックス

[Forward]および [Back]ツールバーボタンの対象となるタブが
メモリに保存される数。

[Max History Size]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、すべてのラベルが互い

に対して右揃えになります。オンにしなければ、すべてのラベ

ルが左揃えになります。

[Right Aligned Labels]チェック
ボックス

このチェックボックスをオンにすると、オブジェクトをある場

所から別の場所にドラッグするとき、そのオブジェクトを新し

い場所にドロップするまでの間、そのオブジェクトを透明にし

たものが GUIに表示されます。

[Show Image while Dragging]
チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、ウィザード内で新しい

ページに移動するときに、元のページからフェードアウトし、

新しいページにフェードインします。オンにしなければ、ペー

ジは視覚効果なしで変化します。

[Wizard Transition Effects]チェッ
クボックス

ステップ 4 [OK]をクリックします。

フィールドの値の許容範囲の確認

一部のプロパティは入力できる値の範囲に制限があります。ダイアログボックス、ウィンドウ、

またはタブのフィールドにその許容範囲を確認するには、この手順を使用できます。テーブルま

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 53

フィールドの値の許容範囲の確認



たはツリーにリストされているプロパティに値の範囲を確認するには、この手順を使用できませ

ん。

手順

ステップ 1 フィールドにフォーカスを与えるために、範囲を確認するフィールドにカーソルを置きます。

ステップ 2 Alt+Shift+Rを押します。
Cisco UCS Manager GUIに値の許容範囲が数秒間表示されます。範囲は画面内の任意の場所をク
リックすると消えます。

ポリシーの使用場所の確認

選択したポリシーに関連付けられているサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプ

レートを確認するには、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、使用状況を表示するポリシーをクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域の [Show Policy Usage]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIは、関連付けられたサービスプロファイルとサービスプロファイルテン
プレートを示す [Service Profiles/Templates]ダイアログボックスを表示します。

プールの使用場所の確認

選択したプールに関連付けられているサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トを確認するには、この手順を使用できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、使用状況を表示するプールをクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域の [Show Pool Usage]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIは、関連付けられたサービスプロファイルとサービスプロファイルテン
プレートを示す [Service Profiles/Templates]ダイアログボックスを表示します。
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XML のコピー
Cisco UCS向けの XML APIを使用したスクリプトの開発やアプリケーションの作成を支援するた
めに、Cisco UCS Manager GUIには Cisco UCS Managerでオブジェクトを作成するために使用され
た XMLをコピーするオプションが含まれます。このオプションは、[Navigation]ペインのほとん
どのオブジェクトノード（[Port Profiles]ノードまたは特定のサービスプロファイルのノードな
ど）の右クリックメニューで利用できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、XMLをコピーするオブジェクトに移動します。

ステップ 2 このオブジェクトを右クリックして、[Copy XML]を選択します。

ステップ 3 XMLを XMLエディタ、Notepad、または他のアプリケーションに貼り付けます。
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第 II 部

システム設定
• ファブリックインターコネクトの設定, 59 ページ

• ポートおよびポートチャネルの設定, 73 ページ

• 通信サービスの設定, 123 ページ

• 認証の設定, 143 ページ

• 組織の設定, 173 ページ

• ロールベースアクセスコントロールの設定, 179 ページ

• DNSサーバの設定, 205 ページ

• システム関連ポリシーの設定, 207 ページ

• ライセンスの管理, 217 ページ
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• Cisco UCS Centralへの Cisco UCSドメインの登録, 233 ページ





第 5 章

ファブリックインターコネクトの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 初期システムセットアップ, 59 ページ

• スタンドアロン設定用の初期システムセットアップの実行, 61 ページ

• クラスタ設定の初期システムセットアップ, 63 ページ

• スタンドアロンファブリックインターコネクトに対するクラスタ設定のイネーブル化, 67
ページ

• イーサネットスイッチングモード, 68 ページ

• イーサネットスイッチングモードの設定, 69 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 69 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモードの設定, 70 ページ

• ファブリックインターコネクトのプロパティの変更, 71 ページ

• ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定, 72 ページ

初期システムセットアップ

Cisco UCSドメイン内のファブリックインターコネクトへの初回アクセス時には、セットアップ
ウィザードでシステム設定に必要な次の情報の入力を求められます。

•インストール方法（GUIまたは CLI）

•セットアップモード（フルシステムバックアップからの復元または初期セットアップ）

•システム設定タイプ（スタンドアロンまたはクラスタ設定）

•システム名

• adminパスワード
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•管理ポートの IPアドレスおよびサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス

•デフォルトのドメイン名

セットアップモード

システム設定を既存のバックアップファイルから復元するか、セットアップウィザードを実行し

てシステムを手動でセットアップするか、選択できます。システムを復元する場合は、バック

アップファイルが、管理ネットワークから到達可能な場所に存在する必要があります。

システム設定タイプ

スタンドアロン設定で単一のファブリックインターコネクトを使用するように、またはクラスタ

設定でファブリックインターコネクトの冗長ペアを使用するように、Cisco UCSドメインを設定
できます。

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコネ

クトが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートするに

は、管理ポート（Mgmt0）接続が 1つだけあれば十分です。しかし、リンクレベルの冗長性を実
現するには、両方のMgmt0ポートを接続する必要があります。

さらに、クラスタ設定では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバーリカバ
リ時間が大きく向上します。アダプタに、1つのファブリックインターコネクトへのアクティブ
VIF接続および第 2のファブリックインターコネクトへのスタンバイ VIF接続がある場合、アク
ティブ VIF上で学習したMACアドレスがレプリケートされますが、2つめのファブリックイン
ターコネクトにはインストールされません。アクティブ VIFで障害が発生した場合、第 2のファ
ブリックインターコネクトは複製されたMACアドレスをインストールし、それらを Gratuitous
ARPメッセージを介してネットワークへブロードキャストして、切り替え時間を短縮します。

クラスタ設定では、管理プレーンの冗長性だけを提供します。データの冗長性はユーザ設定

に依存するものであり、データの冗長性をサポートするサードパーティ製のツールが必要にな

る可能性があります。

（注）

クラスタ設定を使用するには、2つのファブリックインターコネクトが、イーサネットケーブル
を使用して、L1（L1から L1）および L2（L2から L2）ハイアベイラビリティポート間で他の
ファブリックインターコネクトを挟まずにじかに相互接続される必要があります。これにより、

2つのファブリックインターコネクトは、互いのステータスを継続的にモニタし、一方で故障が
発生しても素早く検知できます。

クラスタ設定内の両方のファブリックインターコネクトに対して初期セットアッププロセスを実

行する必要があります。先に設定されるファブリックインターコネクトは、クラスタ設定用にイ

ネーブルにされる必要があります。その後、2つめのファブリックインターコネクトが設定され
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ると、クラスタ内のピアファブリックインターコネクトとして最初のファブリックインターコ

ネクトを検出します。

詳細については、『Cisco UCS 6100 Series Fabric Interconnect Hardware Installation Guide』を参照し
てください。

管理ポートの IP アドレス
スタンドアロン設定では、ファブリックインターコネクトの単一の管理ポートに対し、IPアドレ
スとサブネットマスクをそれぞれ 1つだけ指定します。

クラスタ設定では、同じサブネット内で次の 3つの IPアドレスを指定します。

•ファブリックインターコネクト Aの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクト Bの管理ポートの IPアドレス

•クラスタの IPアドレス

スタンドアロン設定用の初期システムセットアップの実行

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

•コンソールポートがコンピュータ端末またはコンソールサーバに物理的に接続されてい
る。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され
ている。

詳細については、お使いのファブリックインターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

2 コンソールポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソールサーバ）でコンソー

ルポートパラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

•システム名。

• adminアカウントのパスワード。 Cisco UCS Managerのパスワードのガイドラインに適合
する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。
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•管理ポートの IPアドレスおよびサブネットマスク。

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス。

• DNSサーバの IPアドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートのサブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPアドレス

ステップ 5 プロンプトから、サポートされるWebブラウザにWebリンクをコピーし、CiscoUCSManagerGUI
起動ページに移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で、[Standalone Mode]オプションを選択します。

ステップ 9 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てられている名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追
加されます。クラスタ設定では、ファブリックAに
割り当てられたファブリックインターコネクトに

「-A」が、ファブリック Bに割り当てられたファブ
リックインターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適
合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password]フィールド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートの固

定 IPアドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートのサ

ブネットマスク。

[Mgmt IP Netmask]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルトゲートウェイの IPアドレ
ス。

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる

DNSサーバの IPアドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

クラスタ設定の初期システムセットアップ

第 1 ファブリックインターコネクトでの初期システムセットアップの実行

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

•第 1のファブリックインターコネクトのコンソールポートが、コンピュータ端末または
コンソールサーバに物理的に接続されている。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され
ている。

•両方のファブリックインターコネクトの L1ポートが互いに直接接続されている。

•両方のファブリックインターコネクトの L2ポートが互いに直接接続されている。
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詳細については、お使いのファブリックインターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

2 コンソールポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソールサーバ）でコンソー

ルポートパラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

•システム名。

• adminアカウントのパスワード。 Cisco UCS Managerのパスワードのガイドラインに適合
する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

• 3つの固定 IPアドレス：両方のファブリックインターコネクトの管理ポートに 2つ（各
ファブリックインターコネクトに 1つずつ）、およびCisco UCSManagerによって使用さ
れるクラスタ IPアドレスに 1つ。

• 3つの固定 IPアドレスのサブネットマスク。

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス。

• DNSサーバの IPアドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートのサブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPアドレス
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ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で次の手順を実行します。
a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して Fabric Aを選択します。
c) [Cluster IP Address]フィールドに、Cisco UCS Managerが使用する IPアドレスを入力します。

ステップ 9 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てられている名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追
加されます。クラスタ設定では、ファブリックAに
割り当てられたファブリックインターコネクトに

「-A」が、ファブリック Bに割り当てられたファブ
リックインターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適
合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートの固

定 IPアドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートのサ

ブネットマスク。

[Mgmt IP Netmask]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルトゲートウェイの IPアドレ
ス。

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる

DNSサーバの IPアドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name]フィールド
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ステップ 10 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

第 2 ファブリックインターコネクトでの初期システムセットアップの実行

はじめる前に

次の項目を確認しておく必要があります。

•第 2のファブリックインターコネクトのコンソールポートが、コンピュータ端末またはコ
ンソールサーバに物理的に接続されている。

•設定した第 1ファブリックインターコネクトでの adminアカウントのパスワードを知ってい
る。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートのサブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPアドレス

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。
ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出しま
す。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で次の手順を実行します。
a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
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b) [Fabric Setup]オプションに対して Fabric Bが選択されていることを確認します。

ステップ 9 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに、Adminアカウントのパスワードを
入力します。

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

スタンドアロンファブリックインターコネクトに対するクラスタ設

定のイネーブル化

1つのスタンドアロンファブリックインターコネクトを使用する既存の Cisco UCSドメインに、
別のファブリックインターコネクトを追加できます。これには、クラスタの仮想 IPアドレスを
使用して、クラスタ操作用にスタンドアロンファブリックインターコネクトをイネーブルにし、

次にクラスタに第 2のファブリックインターコネクトを追加します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect
local-mgmt

ステップ 1   

指定の IPアドレスを持つスタンドアロンファブリック
インターコネクトでクラスタ動作をイネーブルにします。

UCS-A(local-mgmt) #
enable cluster
virtual-ip-addr

ステップ 2   

このコマンドを入力すると、クラスタ動作をイネーブル

にすることを確認するプロンプトが表示されます。確認

するには、yesと入力します。

IPアドレスは、クラスタに追加するファブリックイン
ターコネクトに割り当てられている IPアドレスではな
く、クラスタ設定用の仮想 IPアドレスである必要があり
ます。

次に、仮想 IPアドレス 192.168.1.101のスタンドアロンファブリックインターコネクトのクラス
タ動作をイネーブルにする例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# enable cluster 192.168.1.101
This command will enable cluster mode on this setup. You cannot change it
back to stand-alone. Are you sure you want to continue? (yes/no): yes
UCS-A(local-mgmt)#
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次の作業

クラスタに第 2のファブリックインターコネクトを追加します。

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置として

ファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリックインター

コネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトはネットワークへのエンドホストと

して、vNICを介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）の代表として動作するようになり
ます。これは、vNICをアップリンクポートにピン接続することにより実現されます（動的なピ
ン接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ネットワークに対して冗長性が提供さ

れ、これらのアップリンクポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなりま

す。エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトでスパニングツリープロトコ

ル（STP）は実行されません。ループは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送する
のを拒否すること、および同時に複数のアップリンクポート上に存在する出力サーバトラフィッ

クを拒否することにより回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイーサネットス

イッチングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に使用する必要が

あります。

• L2集約用のレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホストモードがイネーブルになっている場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン
接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続
し直すことはできず、その vNICはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャストパ
ケットは従来の方法で処理されます。スイッチモードは、デフォルトのイーサネットスイッチ

ングモードではありません。ファブリックインターコネクトをルータに直接接続する場合、また

は次のいずれかがアップストリームで使用される場合に限り使用する必要があります。

•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN
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どちらのイーサネットスイッチングモードの場合でも、サーバアレイ内のすべてのサーバ間

ユニキャストトラフィックは、ファブリックインターコネクトを介してだけ送信され、アッ

プリンクポートを介して送信されることはありません。vNICがアップリンクポートに固定ピ
ン接続されていたとしても同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロードキャ

ストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信されます。

（注）

イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、CiscoUCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが順番に再起動されます。 2つめのファ
ブリックインターコネクトがイーサネットスイッチングモードに変更され、システムが使用

できるようになるまでには数分間かかります。設定が保持されます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• Set Ethernet Switching Mode

• Set Ethernet End-Host Mode

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードでは、ファブリックインターコネクトがサーバとストレー

ジデバイス間のスイッチングデバイスとしてどのように動作するかを決定します。ファブリッ

クインターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。
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エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトは接続されているファイバチャネル

ネットワークへのエンドホストとして、vHBAを介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）
の代表として動作するようになります。これは、vHBAをファイバチャネルアップリンクポー
トにピン接続すること（動的なピン接続または固定のピン接続のいずれか）により実現されます。

これにより、これらのファイバチャネルアップリンクポートはファブリックの残りの部分に対

してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードでは、ファブリックインター
コネクトは、互いにトラフィックを受信しないようにアップリンクポートの拒否によってループ

を回避します。

エンドホストモードは、NPVモードと同義語です。これがデフォルトのファイバチャネルス
イッチングモードです。

エンドホストモードがイネーブルになっている場合、vHBAがアップリンクファイバチャネ
ルポートに固定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムは

その vHBAをピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードでは、

ファブリックインターコネクトがストレージデバイスに直接接続できます。ファイバチャネル

スイッチモードをイネーブルにすると、PODモデルにおいて、SANが存在しない（たとえば、
単一の Cisco UCSシステムがストレージに直接接続されている）場合、または SANが存在する
（アップストリームMDSに対して）場合に役立ちます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは無関係です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerにより自動的にロ
グアウトとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco
UCS Managerにより両方のファブリックインターコネクトが順番に再起動されます。 2つめ
のファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、シス

テムが使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• Set Fibre Channel Switching Mode

• Set Fibre Channel End-Host Mode

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。

ファブリックインターコネクトのプロパティの変更

Cisco UCSドメインのサブネットを変更するには、すべてのサブネット、Cisco UCS Manager
へのアクセスに使用される仮想 IPアドレス、およびすべてのファブリックインターコネクト
の IPアドレスを同時に変更する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [ALL]をクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Management Interfaces]をクリックして、[Management Interfaces]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 5 Cisco UCS Managerにアクセスするために使用する仮想 IPアドレスだけを変更するには、[Virtual
IP]領域の[IP Address]フィールドに目的の IPアドレスを入力します。

ステップ 6 Cisco UCSドメインに割り当てられた名前だけを変更するには、[Virtual IP]領域の[Name]フィー
ルドに必要な名前を入力します。

ステップ 7 ファブリックインターコネクトに割り当てられたサブネット、IPアドレス、およびデフォルト
ゲートウェイを変更するには、次のフィールドをアップデートします。
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a) [Virtual IP]領域で、[IP Address]フィールドの、Cisco UCS Managerにアクセスするために使用
する IPアドレスを変更します。

b) 各ファブリックインターコネクトの [Fabric Interconnect]領域で、次のフィールドをアップデー
トします。

説明名前

ファブリックインターコネクトと通信するときに使用する IP
アドレス。

[IP Address]フィールド

関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

関連付けられたゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIからログアウトし、再びログインして変更を確認します。

ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[High Availability Details]バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ
クインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。
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第 6 章

ポートおよびポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 6100シリーズファブリックインターコネクト上のサーバポートおよびアップリンクポー
ト, 74 ページ

• 6200シリーズファブリックインターコネクト上のユニファイドポート, 75 ページ

• サーバポート, 84 ページ

• アップリンクイーサネットポート, 84 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートの再設定, 86 ページ

• ファブリックインターコネクト上のポートのイネーブル化, 86 ページ

• ファブリックインターコネクト上のポートのディセーブル化, 87 ページ

• ファブリックインターコネクトのポート設定解除, 88 ページ

• アプライアンスポート, 89 ページ

• FCoEストレージポートおよびファイバチャネルストレージポート, 94 ページ

• FCoEアップリンクポート, 96 ページ

• ユニファイドストレージポート, 97 ページ

• ユニファイドアップリンクポート, 100 ページ

• アップリンクイーサネットポートチャネル, 102 ページ

• アプライアンスポートチャネル, 105 ページ

• ファイバチャネルポートチャネル, 110 ページ

• FCoEポートチャネル, 114 ページ

• ユニファイドアップリンクポートチャネル, 115 ページ

• アダプタポートチャネル, 116 ページ

• ファブリックポートチャネル, 117 ページ
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• Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定, 120 ページ

6100 シリーズファブリックインターコネクト上のサーバポートおよ
びアップリンクポート

各 6100シリーズファブリックインターコネクトには、サーバポートまたはアップリンクイーサ
ネットポートとして設定できるポートの集合が固定ポートモジュール内に存在します。これら

のポートは予約されていません。設定しなければ、Cisco UCSドメインで使用できません。拡張
モジュールを追加して、ファブリックインターコネクト上のアップリンクポートの数を増やした

り、ファブリックインターコネクトにアップリンクファイバチャネルポートを追加したりでき

ます。

LANピングループと SANピングループを作成して、サーバからのトラフィックをアップリンク
ポートにピン接続する必要があります。

6100シリーズファブリックインターコネクト上のポートは統合されません。ユニファイド
ポートの詳細については、「6200シリーズファブリックインターコネクト上のユニファイド
ポート」を参照してください。

（注）

各ファブリックインターコネクトには次のポートタイプを含むことができます。

サーバポート

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間の

データトラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。展開モジュールにはサー

バポートは含まれません。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートは、ファブリックインターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネットトラフィックを処理します。すべてのネットワーク行きの

イーサネットトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、イーサネットポートは未設定です。ただし、次のように動作するように

設定できます。

•アップリンク

• FCoE

•アプライアンス

固定モジュールまたは展開モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。
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アップリンクファイバチャネルポート

アップリンクファイバチャネルポートは、ファブリックインターコネクトと Storage Area
Networkの次のレイヤとの間の FCoEトラフィックを処理します。すべてのネットワーク行
きの FCoEトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、ファイバチャネルポートはアップリンクです。ただし、ファイバチャネ

ルストレージポートとして動作するよう設定できます。これは、Cisco UCSで直接接続ス
トレージ（DAS）デバイスへの接続が必要な場合に役立ちます。

設定できるのは展開モジュールのアップリンクファイバチャネルポートだけです。固定モ

ジュールには、アップリンクファイバチャネルポートは含まれません。

6200 シリーズファブリックインターコネクト上のユニファイドポー
ト

ユニファイドポートとは、6200シリーズのファブリックインターコネクト上のポートで、イー
サネットまたはファイバチャネルのいずれかのトラフィックを送信するように設定できます。こ

れらのポートは予約されていません。設定しなければ、Cisco UCSドメインで使用できません。

設定可能なビーコン LEDは、選択されたポートモードにいずれのユニファイドポートが設定さ
れているかを示します。

ポートモード

ポートモードは、イーサネットトラフィックまたはファイバチャネルトラフィックのいずれを

伝送するようにファブリックインターコネクトのユニファイドポートが設定されているかを決定

します。ポートモードは、ファブリックインターコネクトによって自動的には検出されません。

これは Cisco UCS Managerで設定します。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定は削除され、新しい論理ポートで置き換えられる

結果になります。VLANおよびVSANなど、そのポート設定と関連付けられたすべてのオブジェ
クトが削除されます。ポートモードをユニファイドポート用に変更することができる回数に制

限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプでは、ユニファイドポート接続で伝送されるトラフィックのタイプを定義します。

リストされている全ポートタイプは、固定および拡張モジュール両方で設定可能です。サーバ

ポートを含みますが、これは 6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールで
は設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールで設定可
能です。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されるユニファイドポートはアップリンク

イーサネットポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更されるユニ
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ファイドポートはファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャ

ネルポートは未設定にできません。

ポートタイプを変更しても、リブートは不要です。

ポートモードがイーサネットに設定されている場合、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートには、ポートタイプの 1つを設定し、SPAN送信元として
ポートを設定します。

（注）

ポートモードがファイバチャネルに設定されている場合、次のタイプを設定することができま

す。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートには、ポートタイプの 1つを設定し、SPAN送信元として
ポートを設定します。

（注）

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートに対応するビーコン LEDがあります。
ビーコン LEDのプロパティが設定されている場合、ビーコン LEDは、どのポートが指定のポー
トモードに設定されているかを点灯で示します。
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ビーコンLEDのプロパティは、いずれのポートが 1つのポートモード（イーサネットまたはファ
イバチャネル）にグループ化されているかを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコ

ン LEDのプロパティは Offに設定されます。

拡張モジュールのユニファイドポートの場合、ビーコン LEDのプロパティは、拡張モジュー
ルのリブート時にデフォルト値 Offにリセットされることがあります。

（注）

ユニファイドポートの設定の注意事項

ユニファイドポートを設定する場合、次の注意事項および制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは Cisco UCS Managerバージョン 2.0では 6200シリーズファブリックイン
ターコネクトでサポートされます。

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトでは、Cisco UCS Manager
バージョン 2.0を実行していてもサポートされません。

ポートモードの配置

CiscoUCSManagerGUIインターフェイスはスライダを使用して固定または拡張モジュールのユニ
ファイドポートのポートモードを設定するので、ポートモードをユニファイドポートにどのよ

うに割り当てることができるかを制限する次の制限が自動的に適用されます。CiscoUCSManager
CLIインターフェイスを使用する場合は、これらの制約事項はトランザクションをシステム設定
にコミットする場合に適用されます。ポートモードの設定が次の制限事項に違反する場合、Cisco
UCS Manager CLIにエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。モジュール（固定また
は拡張）ごとに、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数番号ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。モジュール（固定
または拡張）ごとに、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイーサ

ネットポートの後に続き、モジュールにポートの残りを含めるように拡張する必要がありま

す。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの最初のポートから開始する必要があります。

•イーサネットポートおよびファイバチャネルポートを交互にすることは単一モジュールで
はサポートされていません。

有効な設定の例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールでユニファイドポー

ト 1～ 16およびファイバチャネルポートモードでポート 17～ 32を含む場合があります。拡張
モジュールではポート 1～ 4をイーサネットポートモードで設定してから、ポート 5～ 16をファ
イバチャネルモードで設定できます。このポート配列では個々の各モジュールの規定に適合し
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ているため、イーサネットおよびファイバチャネルポートタイプを交互にすることに関する規

則には違反しません。

無効な設定の例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックを含む場合がありま
す。ポートの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート 17でブロックを開
始する必要があります。

各ファブリックインターコネクト上で設定できるアップリンクイーサネットポートおよび

アップリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は 31に制限されます。この制限
は、拡張モジュールで設定されたアップリンクイーサネットポートおよびアップリンクイー

サネットポートチャネルメンバを含みます。

（注）

ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポート設定時の注意

事項および注意

次に示すのは、ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポートを使用

中に従うべき注意と注意事項です。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として一方のコンポーネントをイネー
ブルにすると、他方のコンポーネントは自動的に、SPAN送信元になります。

イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元を作成または削除すると、
Cisco UCS Managerは FCoEアップリンクポートに SPAN送信元を自動的に作
成またはそれを削除します。 FCoEアップリンクポートに SPAN送信元を作
成すると同様のことが起きます。

（注）

• FCoEアップリンクポートおよびユニファイドアップリンクポートにはデフォルト以外のネ
イティブ VLANを設定する必要があります。この VLANは、いずれのトラフィックにも使
用されません。 Cisco UCS Managerは既存の fcoeストレージネイティブ VLANをこの目的
に再利用します。この FCoEストレージネイティブVLANは FCoEおよびユニファイドアッ
プリンクのネイティブ VLANとして使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルト以
外の VLANを指定しないと、FCoEストレージネイティブ VLANはユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートに、ネイ
ティブ VLANとしてデフォルト以外のネイティブ VLANが指定されていると、これはユニ
ファイドアップリンクポートには、ネイティブ VLANとして割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下にメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSManager
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。 FCoEポート
チャネルにメンバポートを作成または削除すると同様のことが起きます。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた
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は FCOポートチャネルのメンバポートにすると、CiscoUCSManagerは、このポートをイー
サネットおよび FCoEの両方のポートチャネルのメンバに自動的にします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバであることからメンバポートのメンバーシップを削除すると、CiscoUCSManager
はイーサネットポートチャネルおよび FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを
削除し新しいスタンドアロンポートを作成します。

•リリース 2.1から以前のリリースのいずれかに Cisco UCS Managerをダウングレードする場
合、ダウングレードが完了するとすべてのユニファイドアップリンクポートおよびポート

チャネルはイーサネットポートおよびイーサネットポートチャネルに変換されます。同様

に、すべてのユニファイドストレージポートがアプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポートの場合は、2つの
インターフェイスを作成すると、一度だけライセンスがチェックアウトされます。いずれか

のインターフェイスが有効な間、ライセンスはチェックアウトされたままです。ライセンス

は、ユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートの両方のイン

ターフェイスがディセーブルの場合にのみ解放されます。

• Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同じダウンストリー
ム NPVスイッチに面する 1VFまたは 1VF POしかサポートできません。

ポートモード変更によるデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更によって、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みが起きる
可能性があります。割り込みの長さと影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定
とポートモード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするため、固定および拡張モジュールにファ

イバチャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更による拡張モジュールへの影響

ポートモード変更を拡張モジュールで行った後で、モジュールがリブートします。拡張モジュー

ルのポートを通過するすべてのトラフィックは、約 1分間モジュールのリブート中に中断されま
す。

ポートモード影響によるクラスタ設定の固定モジュールへの変更

クラスタ設定には 2つのファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールにポート変
更を行ったら、ファブリックインターコネクトがリブートします。データトラフィックへの影

響は、一方が故障したときに他方のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするよう

にサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

一方のファブリックインターコネクトの拡張モジュールのポートモードを変更し、それがリブー

トするまで待ってから第 2のファブリックインターコネクトのポートモードの変更を行うと、次
のようになります。
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•サーバ vNICのフェールオーバーがある場合、トラフィックは他方のファブリックインター
コネクトにフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、約 8分間ファブリックインター
コネクトがリブートする間、中断されます。

ただし、両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更す

ると、ファブリックインターコネクトを通るすべてのデータトラフィックは、約 8分間ファブ
リックインターコネクトがリブートする間、中断されます。

ポートモード影響によるスタンドアロン設定の固定モジュールへの変更

スタンドアロン設定のファブリックインターコネクトは 1つだけです。固定モジュールにポート
変更を行ったら、ファブリックインターコネクトがリブートします。ファブリックインターコ

ネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、約 8分間ファブリックインターコネクトがリ
ブートする間、中断されます。

6248 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールでポートモードを変更すると、データトラフィックで中断が生じる可

能性があります。これは、固定モジュールに変更を行うと、ファブリックインターコネクト

のリブートが必要になり、拡張モジュールに変更を行うと、そのモジュールのリブートが必要

になるからです。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用にセットアップされたクラスタ設定と、フェー
ルオーバー用に設定されているサービスプロファイルを持つサーバがある場合、トラフィッ

クは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、固定モジュールでポートモー

ドが変更されても、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。

• [No]：モードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 ポートモードを設定するモジュールを選択するには、次のいずれかのボタンをクリックします。
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• Configure Fixed Module

• Configure Expansion Module

ステップ 7 マウスを使用して、モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに沿ってスライ

ダをドラッグします。

以前に設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 他方のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 6および 7を繰り返し
ます。

ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。
ポートモードを設定したモジュールによっては、Cisco UCSドメインのデータトラフィックは次
のように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックイ
ンターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビ

リティを提供し、フェールオーバー用に設定された vNICを持つサーバを含むクラスタ設定
では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発

生しません。

固定モジュールがリブートするまで、約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを通過するすべて
のデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまで、約 1分かかります。

次の作業

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上のモジュール表示で任意のポートを右クリッ

クし、そのポートを使用可能なポートタイプに設定できます。

6296 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールでポートモードを変更すると、データトラフィックで中断が生じる可

能性があります。これは、固定モジュールに変更を行うと、ファブリックインターコネクト

のリブートが必要になり、拡張モジュールに変更を行うと、そのモジュールのリブートが必要

になるからです。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用にセットアップされたクラスタ設定と、フェー
ルオーバー用に設定されているサービスプロファイルを持つサーバがある場合、トラフィッ

クは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、固定モジュールでポートモー

ドが変更されても、データトラフィックは中断されません。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：[Configure Unified Ports]ウィザードが開いてポートモードの設定を続行します。

• [No]：モードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure Fixed Module Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) マウスを使用して、固定モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに沿って
スライダをドラッグします。

b) ポートにポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示で任意のポートを右
クリックし、そのポートを使用可能なポートタイプに設定できます。

c) 次のいずれかを実行します。

• [Next]をクリックして拡張モジュール 1のポートのポートモードを設定します。

•拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進みます。

以前に設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 [Configure Expansion Module 1 Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) マウスを使用して、拡張モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに沿って
スライダをドラッグします。

b) ポートにポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示で任意のポートを右
クリックし、そのポートを使用可能なポートタイプに設定できます。

c) 次のいずれかを実行します。

• [Next]をクリックして拡張モジュール 2のポートのポートモードを設定します。

•残りの拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進み
ます。

以前に設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 拡張モジュール 3のポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 7を繰り返します。

ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。
ポートモードを設定したモジュールによっては、Cisco UCSドメインのデータトラフィックは次
のように中断されます。
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•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックイ
ンターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビ

リティを提供し、フェールオーバー用に設定された vNICを持つサーバを含むクラスタ設定
では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発

生しません。

固定モジュールがリブートするまで、約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを通過するすべて
のデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまで、約 1分かかります。

ユニファイドポートのビーコン LED の設定
ビーコン LEDを設定する各モジュールに対して次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 ビーコンLEDを設定するユニファイドポートの場所に応じて、次のいずれかをクリックします。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、[Beacon LED]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックしま
す。

• [Off]：すべての物理 LEDがオフになります。

• [Eth]：すべてのイーサネットポートの横にある物理 LEDがオンになります。

• [Fc]：すべてのファイバチャネルポートの横にある物理 LEDがオンになります。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 83

6200 シリーズファブリックインターコネクト上のユニファイドポート



サーバポート

サーバポートの設定

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。展開モジュールにはサーバポー

トは含まれません。

このタスクでは、ポートの設定方法を 1つだけ説明します。ポートは、右クリックメニューで
ポートの [General]タブから設定したり、LANアップリンクマネージャで設定したりすることも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [FixedModule] > [Unconfigured
Ports]を展開します。

ステップ 3 [Unconfigured Ports]ノードの下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 4 選択したポートをドラッグし、[Server Ports]ノードにドロップします。
ポートはサーバポートとして設定され、未設定のポートのリストから削除され、[ServerPorts]ノー
ドに追加されます。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは展開モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップ
リンクイーサネットポートは、右クリックメニューから設定したり、ポートの [General]タブか
ら設定したりすることもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module
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• Expansion Module

ステップ 4 [Unconfigured Ethernet Ports]ノードの下で 1つ以上のポートをクリックします。
サーバポート、アプライアンスポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合は、適
切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートをドラッグし、[Uplink Ethernet Ports]ノードにドロップします。
ポートはアップリンクイーサネットポートとして設定され、未設定のポートのリストから削除さ

れ、[Uplink Ethernet Ports]ノードに追加されます。

次の作業

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管理

速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Uplink Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Show Interface]をクリックします。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストから、受信バッファがいっぱいになったときに、
ポートがどのように IEEE 802.3xポーズフレームを送受信するか決定するためのフロー制御ポ
リシーを選択します。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

• 1Gbps

• 10 Gbps
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 再設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 選択したポートをドラッグし、該当するノードにドロップします。

ポートは適切なポートタイプとして再設定され、元のノードから削除され、新しいノードに追加

されます。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Uplink Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するノードを選択します。

2 ポートをドラッグし、[Server Ports]ノードにドロップします。

ファブリックインターコネクト上のポートのイネーブル化

ファブリックインターコネクトでポートをイネーブルまたはディセーブルにした後、シャーシを

再認識するまで少なくとも 1分間待ちます。シャーシの再認識の完了が早すぎると、シャーシか
らのサーバトラフィックのピニングが、イネーブルまたはディセーブルにしたポートへの変更で

更新されない場合があります。

設定されている場合だけ、ポートをイネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未設定

の場合は、enable disableオプションは非アクティブです。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 イネーブルにするポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Enable Port]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIから質問が表示されます。 [OK]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIから確認メッセージが表示されます。

ファブリックインターコネクト上のポートのディセーブル化

ファブリックインターコネクトでポートをイネーブルまたはディセーブルにした後、シャーシを

再認識するまで少なくとも 1分間待ちます。シャーシの再認識の完了が早すぎると、シャーシか
らのサーバトラフィックのピニングが、イネーブルまたはディセーブルにしたポートへの変更で

更新されない場合があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 イネーブルにするポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module
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• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIから質問が表示されます。 [OK]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIから確認メッセージが表示されます。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 設定を解除するポートのタイプに応じて、次のいずれかを展開します。

• Appliance Ports

• FCoE Storage Ports

• Server Ports

• Storage FC Ports

• Uplink Ethernet Ports

• Uplink FC Ports

ステップ 5 設定解除するポートを 1つ以上クリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 選択したポートを右クリックし、[Unconfigure]ノードを選択します。
ポートは設定が解除されて元のノードから削除され、[UnconfiguredPorts]ノードに追加されます。
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アプライアンスポート

アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクトを
接続するためだけに使用されます。

アプライアンスポートの設定

固定モジュールまたは展開モジュールにアプライアンスポートを設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。ポートの [General]
タブからもアプライアンスポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Unconfigured Ethernet Ports]ノードの下で 1つ以上のポートをクリックします。
サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定す
る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as Appliance Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このインターフェイスに関連付けられるサーバ設定の品質。次

のいずれかになります。

• [Fc]：このプライオリティは vHBAトラフィックのみに使
用します。

• [Platinum]：このプライオリティは vNICトラフィックのみ
に使用します。

• [Gold]：このプライオリティは vNICトラフィックのみに
使用します。

• [Silver]：このプライオリティは vNICトラフィックのみに
使用します。

• [Bronze]：このプライオリティはvNICトラフィックのみに
使用します。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しないでくださ
い。 ベーシックイーサネットトラフィックレーンのため

に予約されています。

[Priority]ドロップダウンリス
ト

指定したファブリックおよびポート、またはファブリックおよ

びポートチャネルへのアプライアンスピンターゲットとして

使用する LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリックし
ます。

[Create LAN Pin Group]リンク

このポートと関連付けられるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクをク

リックします。

[Create Network Control Policy]
リンク

このポートと関連付けられるフロー制御ポリシー。[FlowControl Policy]ドロップダ
ウンリスト

フロー制御ポリシーを作成する場合は、このリンクをクリック

します。

[Create FlowControl Policy]リン
ク
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説明名前

ポートがリンクされている宛先に一致する必要があるポートの

データ転送速度。次のいずれかになります。

• 1 Gbps

• 10 Gbps

• 20 Gbps

• 40 Gbps

adminの速度は特定のポートについてのみ変更できま
す。また、すべての速度をすべてのシステムで使用で

きるわけではありません。詳細については、ファブ

リックインターコネクトの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

（注）

[Admin Speed]フィールド

ステップ 8 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) [Port Mode]フィールドで、ポートチャネルに使用するモードを選択するために、次のいずれ
かのオプションボタンをクリックします。

• [Trunk]：使用するVLANを選択できる [VLAN]テーブルがCisco UCSManager GUIによっ
て表示されます。

• [Access]：[Select VLAN]ドロップダウンリストが Cisco UCSManager GUIによって表示さ
れ、このポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで [Create VLAN]リンクをクリックすると、新しいVLANを作成できます。

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合、[VLANs]テーブルの次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム
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c) [access]オプションボタンをクリックした場合、[Select VLAN]ドロップダウンリストから
VLANを選択します。

ステップ 9 （任意） エンドポイントを追加するには、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
して次のフィールドに値を入力します。

説明名前

エンドポイントの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

エンドポイントのMACアドレス。[MAC Address]フィールド

ステップ 10 [OK]をクリックします。
ポートはアプライアンスポートとして設定され、未設定のポートのリストから削除され、[Appliance
Ports]ノードに追加されます。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Appliance Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域の [Show Interface]をクリックします。
[Properties]ダイアログボックスでスクロールバーを使用するか展開して、すべてのフィールドを
表示する必要があります。
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ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

内部トラッキングまたはカスタマイズした識別に使用

できるユーザ定義名。

32文字まで入力します。`（アクセント記号）、\（バッ
クスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、
=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一
重引用符）を除く文字やスペースを使用できます。

[User Label]フィールド

ポートがリンクされている宛先に一致する必要がある

ポートのデータ転送速度。次のいずれかになります。

• 1 Gbps

• 10 Gbps

• 20 Gbps

• 40 Gbps

adminの速度は特定のポートについてのみ変
更できます。また、すべての速度をすべての

システムで使用できるわけではありません。

詳細については、ファブリックインターコ

ネクトの『Hardware Installation Guide』を参
照してください。

（注）

[Admin Speed]フィールド

このインターフェイスに関連付けられるサーバ設定の

品質。次のいずれかになります。

• [Fc]：このプライオリティは vHBAトラフィック
のみに使用します。

• [Platinum]：このプライオリティは vNICトラ
フィックのみに使用します。

• [Gold]：このプライオリティは vNICトラフィッ
クのみに使用します。

• [Silver]：このプライオリティは vNICトラフィッ
クのみに使用します。

• [Bronze]：このプライオリティはvNICトラフィッ
クのみに使用します。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しないで
ください。 ベーシックイーサネットトラフィッ

クレーンのために予約されています。

[Priority]ドロップダウンリスト
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説明名前

指定したファブリックおよびポート、またはファブリッ

クおよびポートチャネルへのアプライアンスピンター

ゲットとして使用する LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリスト

このポートと関連付けられるネットワーク制御ポリ

シー。

[Network Control Policy]ドロップダウン
リスト

エンドポイントのMACアドレス。

このフィールドが表示されない場合、ポートに設定さ

れたイーサネットターゲットエンドポイントがありま

せん。エンドポイントを追加するには、[Actions]領域
で[Add Target Ethernet Endpoint]をクリックします。

[MAC Address]フィールド

この領域に表示されるフィールドは、[PortMode]フィー
ルドの設定によって異なります。次を選択できます。

• [Trunk]：使用する VLANを選択できる [VLAN]
テーブルが Cisco UCS Manager GUIによって表示
されます。

• [Access]：[SelectVLAN]ドロップダウンリストが
Cisco UCS Manager GUIによって表示され、この
ポートチャネルに関連付ける VLANを選択でき
ます。

[Port Mode]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

FCoE ストレージポートおよびファイバチャネルストレージポート

FCoE ストレージポートの設定
固定モジュールまたは展開モジュールに FCoEストレージポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を 1つだけ説明します。ポートの [General]
タブからも FCoEストレージポートを設定できます。

はじめる前に

これらのポートを有効にするには、ファイバチャネルスイッチングモードを [Switching]に設定
する必要があります。ストレージポートはエンドホストモードでは動作できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Unconfigured Ethernet Ports]ノードの下で 1つ以上のポートをクリックします。
アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ポートはFCoEストレージポートとして設定され、未設定のポートのリストから削除され、[FCoE
Storage Ports]ノードに追加されます。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を 1つだけ説明します。ポートの [General]タ
ブからも FCストレージポートを設定できます。

はじめる前に

これらのポートを有効にするには、ファイバチャネルスイッチングモードを [Switching]に設定
する必要があります。ストレージポートはエンドホストモードでは動作できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [Uplink FC Ports]ノードの下で 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ポートはFCストレージポートとして設定され、アップリンクFCポートのリストから削除され、
[FC Storage Ports]ノードに追加されます。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンク FCポートとして機能する FCストレージポートの復元方法を 1つ
だけ説明します。ポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定することもできま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage FC Ports]ノードの下で 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ポートはアップリンク FCポートとして設定され、FCストレージポートのリストから削除され、
[Uplink FC Ports]ノードに追加されます。

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートを使用すると同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックおよび

ファイバチャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィックに FCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続されます。これは、同じ物理イーサネットリンクで

ファイバチャネルとイーサネットの両方のトラフィックが流れることを可能にします。

FCoEアップリンクおよびユニファイドアップリンクは、ディストリビューションレイヤス
イッチまでユニファイドファブリックを拡張してFCoEマルチホップ機能をイネーブルにしま
す。

（注）
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次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットおよびファイバチャネル両方のトラフィッ
クを伝送するユニファイドアップリンクポートとして。

FCoE アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールの FCoEアップリンクポートを設定できます。このタスク
では、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。 FCoEアップリンクポート
は、右クリックメニューから設定したり、ポートの [General]タブから設定したりすることもでき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、いずれかの [Unconfigured]ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンのオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIから成功メッセージが表示されます。 [Properties]領域で、[Role]が [Fcoe
Uplink]に変更されます。

ステップ 10 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドを指定します。

ユニファイドストレージポート

ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスおよび FCoEストレー
ジインターフェイスと同じ物理ポートを設定しています。固定モジュールまたは拡張モジュール

でユニファイドストレージポートとして任意のアプライアンスポートまたは FCoEストレージ
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ポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、ファブリックインター

コネクトがファイバチャネルスイッチングモードである必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージインターフェイスまたはアプライ
アンスインターフェイスをイネーブル/ディセーブルにすることができます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLANを
指定しないと、fcoeストレージネイティブ VLANはユニファイドストレージポートのネイ
ティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートに、ネイティブ VLANとし
てデフォルト以外のネイティブ VLANが指定されていると、これはユニファイドストレー
ジポートには、ネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー

ジのアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージがイネー
ブルになっていても、物理ポートに対してダウン状態になります。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、FCoEストレージのイン
ターフェイスがユニファイドストレージポートでディセーブルの場合、アプライアンスイ

ンターフェイスは正常に機能し続けます。

ユニファイドストレージポートとしてアプライアンスポートを設定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを設
定できます。未設定ポートからユニファイドストレージポートを設定することもできます。未

設定ポートから始める場合、ポートへアプライアンスまたは FCoEストレージの設定を割り当て
てから、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別の設定を追加します。

FIが FCスイッチングモードであることを確認してください。重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [EthernetPorts]ノードの下で、アプライアンスポートとしてすでに設定されているいずれかのポー
トを選択します。

[Work]ペインの [General]タブの下で、[Properties]領域の [Role]に [Nas Storage]と表示されます。
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ステップ 5 [Actions]領域の [Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンのオプションから、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 CiscoUCSManagerGUIから成功メッセージが表示されます。 [Properties]領域で、[Role]が [Unified
Storage]に変更されます。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を設定解除および削除できます。あるいはFCoEストレー
ジポート設定またはアプライアンスストレージポート設定のいずれか一方を設定解除して、他

方をポートに保持できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、設定解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• Unconfigure FCoE Storage Port

• Unconfigure Appliance Port

• Unconfigure both

ステップ 7 設定解除オプションの 1つを選択します。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCSManager GUIから成功メッセージが表示されます。 [Properties]領域で、[Role]が設定解
除の選択に基づいて変更されます。
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ユニファイドアップリンクポート

同じ物理イーサネットポートにイーサネットアップリンクおよび FCoEアップリンクを設定する
と、それはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。個別に FCoEインターフェイスまた
はイーサネットインターフェイスを独立してイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルにされます。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルにされます。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクの基礎となる物

理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクがイネーブルになってい
ても、FCoEアップリンクもダウン状態になります。ただし、FCoEアップリンクをディセーブル
にすると、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルの場合、それは引
き続きユニファイドアップリンクポートで正しく機能することができます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかからユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

このプロセスでは、既存の FCoEアップリンクポートからユニファイドアップリンクポートを設
定する 1つの方法について説明します。固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイド
アップリンクポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module
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ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]に [Fcoe Uplink]と表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域の [Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンのオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 CiscoUCSManagerGUIから成功メッセージが表示されます。 [Properties]領域で、[Role]が [Unified
Uplink]に変更されます。

ステップ 11 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドを指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を設定解除および削除できます。あるいはFCoE
ポート設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除して、他方をポートに保持

できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、設定解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• Unconfigure FCoE Uplink Port

• Unconfigure Uplink Port

• Unconfigure both

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 101

ユニファイドアップリンクポート



ステップ 7 設定解除オプションの 1つを選択します。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCSManager GUIから成功メッセージが表示されます。 [Properties]領域で、[Role]が設定解
除の選択に基づいて変更されます。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル

アップリンクイーサネットポートチャネルでは、1つの論理イーサネットリンクを作成して耐
障害性と高速接続を提供するために、複数の物理アップリンクイーサネットポートをグループ化

（リンク集約）することができます。 Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成
してから、そのポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。 1つのポー
トチャネルには、最大で 8個のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

CiscoUCSCiscoUCSでは、ポート集約プロトコル（PAgP）ではなく、LinkAggregation Control
Protocol（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグルー
プ化されます。アップストリームスイッチのポートが LACPに設定されていない場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクイーサネットポートチャネルのすべてのポート

を個々のポートとして処理し、したがってパケットを転送します。

（注）

アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ポートチャネルの ID。

1～ 256の整数を入力します。ポートチャネルが保存された
後、この IDを変更することはできません。

[ID]フィールド
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説明名前

ポートチャネルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

CiscoUCSManagerサーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、CiscoUCS
Managerで警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、この
ポートをアップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含め

ることができます。

（注）

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルへのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかの手順を実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで、[>>]ボタンをクリックしてポートを[Ports in the
port channel]テーブルに追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートをポートチャネルから削除し[Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
104 OL-28301-02-J  

アップリンクイーサネットポートチャネル



アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル

アプライアンスポートチャネルでは、1つの論理イーサネットストレージリンクを作成して耐
障害性と高速接続を提供するために、複数の物理アプライアンスポートをグループ化することが

できます。 Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャ
ネルにアプライアンスポートを追加します。 1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライ
アンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]ページで、次のフィールドに値を入力し
て、ポートチャネルの IDとその他のプロパティを指定します。

説明名前

ポートチャネルの固有識別情報。

1～ 256の整数を入力します。ポートチャネルが保存された
後、この IDを変更することはできません。

[ID]フィールド
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説明名前

ポートチャネルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このインターフェイスに関連付けられるサーバ設定の品質。次

のいずれかになります。

• [Fc]：このプライオリティは vHBAトラフィックのみに使
用します。

• [Platinum]：このプライオリティは vNICトラフィックのみ
に使用します。

• [Gold]：このプライオリティは vNICトラフィックのみに
使用します。

• [Silver]：このプライオリティは vNICトラフィックのみに
使用します。

• [Bronze]：このプライオリティはvNICトラフィックのみに
使用します。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しないでくださ
い。 ベーシックイーサネットトラフィックレーンのため

に予約されています。

[Priority]ドロップダウンリス
ト

ポートチャネルのプロトコル。次のいずれかになります。

• Static

• Lacp

[Protocol]フィールド

このポートチャネルと関連付けられる LANピングループ。[Pin Group]ドロップダウン

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリックし
ます。

[Create LAN Pin Group]リンク

このポートチャネルと関連付けられるネットワーク制御ポリ

シー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

すべてのポートチャネルに使用可能なグローバルネットワーク

制御ポリシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Network Control Policy]
リンク
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説明名前

このポートチャネルと関連付けられるフロー制御ポリシー。[FlowControl Policy]ドロップダ
ウンリスト

すべてのポートチャネルに使用可能なグローバルフロー制御ポ

リシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create FlowControl Policy]リン
ク

ステップ 6 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) [Port Mode]フィールドで、ポートチャネルに使用するモードを選択するために、次のいずれ
かのオプションボタンをクリックします。

• [Trunk]：使用するVLANを選択できる [VLAN]テーブルがCisco UCSManager GUIによっ
て表示されます。

• [Access]：[Select VLAN]ドロップダウンリストが Cisco UCSManager GUIによって表示さ
れ、このポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで [Create VLAN]リンクをクリックすると、新しいVLANを作成できます。

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合、[VLANs]テーブルの次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

c) [access]オプションボタンをクリックした場合、[Select VLAN]ドロップダウンリストから
VLANを選択します。

ステップ 7 （任意） エンドポイントを追加するには、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
して次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

エンドポイントの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

エンドポイントのMACアドレス。[MAC Address]フィールド

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerで、設定によってサービスプロファイルまた
はポート設定に問題が起きる可能性がある場合に警告が表示されます。これらの潜

在的な問題にかかわらずポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで

[Yes]をクリックできます。

（注）

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルへのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかの手順を実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで、[>>]ボタンをクリックしてポートを[Ports in the
port channel]テーブルに追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートをポートチャネルから削除し[Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル

ファイバチャネルポートチャネルでは、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成して耐障害
性と高速接続を提供するために、複数の物理ファイバチャネルポートをグループ化（リンク集

約）することができます。 Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、
そのポートチャネルにファイバチャネルポートを追加します。

各 Cisco UCSドメインに最大 4個のファイバチャネルポートチャネルを作成できます。各ファ
イバチャネルポートチャネルには最大 16のアップリンクファイバチャネルポートを含めるこ
とができます。

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

ポートチャネルの ID。

1～ 256の整数を入力します。ポートチャネルが保存された
後、この IDを変更することはできません。

[ID]フィールド

ポートチャネルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) [Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリストで、ポートチャネルのトラフィックに次の
いずれかのデータ転送速度を選択します。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• [Auto]：データ転送速度がCisco UCS判断されます。

b) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
c) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Enable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルへのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかの手順を実行します。
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•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで、[>>]ボタンをクリックしてポートを[Ports in the
port channel]テーブルに追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートをポートチャネルから削除し[Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2つのファイバチャネルポートチャネルを接続する場合、リンクが機能するためには両方の
ポートチャネルの管理速度が一致する必要があります。 1つまたは両方のファイバチャネル
ポートチャネルの管理速度が自動に設定されている場合、CiscoUCSは管理速度を自動的に調
整します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 変更するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに与えられたユーザ定義名。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。

[Name]フィールド

ポートチャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN]ドロップダウンリスト

ポートチャネルの管理速度。ここに表示され

る値は次のとおりです。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• auto

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FCoE ポートチャネル
FCoEポートチャネルでは、1個の FCoE論理ポートチャネルを作成するために複数の物理 FCoE
ポートをグループ化することができます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルはイーサネッ
トポートチャネルで FCoEトラフィックを伝送します。したがって、一連のメンバで構成される
FCoEポートチャネルは基本的には同じメンバを持つイーサネットポートチャネルです。この
イーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィックの物理的な伝送に使用されます。

各 FCoEポートチャネルについては、Cisco UCS Managerが VFCを内部的に作成し、イーサネッ
トポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィックは、FCoEトラ
フィックが FCアップリンクで送信されるのと同じ方法により VFCで送信されます。

FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoEPort Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

ポートチャネルの ID。

1～ 256の整数を入力します。ポートチャネルが保存された
後、この IDを変更することはできません。

[ID]フィールド

ポートチャネルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] [SAN Cloud] [Fabric] [FCoE Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル

同じ IDでイーサネットポートチャネルおよび FCoEポートチャネルを作成すると、それはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、物理

イーサネットポートチャネルおよび VFCが、指定されたメンバでファブリックインターコネク
トに作成されます。物理イーサネットポートチャネルはイーサネットトラフィックと FCoEト
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ラフィックの両方を伝送するのに使用されます。 VFCはイーサネットポートチャネルに FCoE
トラフィックをバインドします。

次の規則はユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバポートセットに適用されます。

•ユニファイドポートチャネルとして設定されている、同じ IDのイーサネットポートチャ
ネルおよび FCoEポートチャネルは、同じメンバポートセットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバポートチャネルを追加すると、Cisco UCS Manager
は FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポートチャ
ネルにメンバを追加すると、イーサネットポートチャネルにそのメンバポートを追加しま

す。

•ポートチャネルの 1つからメンバポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルの基礎となる物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクがイネーブルになっていても、FCoEアップリンクポートチャネルもダウン状
態になります。ただし、FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、VFCだけ
がダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルの場合、それは引き

続きユニファイドアップリンクポートチャネルで正しく機能することができます。

アダプタポートチャネル

アダプタポートチャネルグループは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）からのす
べての物理リンクを 1つの論理リンクへグループ化します。

アダプタポートチャネルは Cisco UCS Managerが正しいハードウェアの存在を検出すると内部的
に作成され管理されます。アダプタポートチャネルは手動で設定できません。アダプタポート

チャネルは、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用して、表示できます

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]を展開します。

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]カラムのリンクをクリックしま
す。
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ファブリックポートチャネル

ポートチャネルを使用すると、IOMからファブリックインターコネクトへの複数の物理リンクを
冗長性と帯域幅共有のために1つの論理リンクにグループ化できます。ファブリックポートチャ
ネルの 1つのリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは動作し続けます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルは Cisco UCS Manager
で次のように作成されます。

•シャーシのディスカバリ中に、シャーシディスカバリポリシーに設定されている設定に従っ
て。

•シャーシのディスカバリ後に、特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーで設定されている設
定に従って。

各 IOMに、ファブリックポートチャネルが 1つあります。ファブリックインターコネクトに
IOMを接続する各アップリンクは個々のリンクとして設定するか、ポートチャネルに含めること
ができますが、アップリンクは複数のファブリックポートチャネルに属することができません。

たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出されたときに、ファブリックポートチャネルを作成
するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco UCS Managerは 2つの
別個のファブリックポートチャネルを作成します。一方は IOM-1を接続するアップリンク用で、
もう一方は IOM-2を接続するアップリンク用です。その他のシャーシがこれらのファブリック
ポートチャネルに加入することはできません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネル
に属するアップリンクは IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の問題

Cisco UCS 2200シリーズ IOMと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間のリ
ンクをポートチャネルモードで設定した場合、アダプタの使用可能なVIF名前空間は IOMのアッ
プリンクがファブリックインターコネクトポートに接続されている場所によって異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、連続する 8個のポートが 6セットあり、それぞれの
ポートセットは単一チップで管理されます。 IOMからのアップリンクがすべて単一チップで管理
されるポートセットに接続されるようにアップリンクが接続されているときに、CiscoUCSManager
はシャーシ内のブレードに導入されたサービスプロファイルで使用されるVIFの数を最大化しま
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す。 IOMからのアップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場
合、VIFの数は少なくなります。

図 1：ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルからリンクを削除または追加すると、中断して、VIF名前空間
の使用可能な量に影響を及ぼすことがあります。

注意

ハイアベイラビリティクラスタモードのアプリケーションの場合、対称のケーブル接続設定を

強く推奨します。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能な VIFの最大数は 2つのケーブル接続
設定のうち少ない方になります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数の詳細については、ハードウェアおよびソフトウェア設定の設定
制限に関するマニュアルを参照してください。

ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に、IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンク
をファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグルー

プ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

シャーシディスカバリポリシーの設定, （210ページ）

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に、個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネ

ルに含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに

設定します。

シャーシ接続ポリシーの設定, （212ページ）

ステップ 3 シャーシ検出後、追加のファブリックポートチャネルメンバポートをイネーブルまたはディセー

ブルにします。

ファブリックポートチャネルメンバポートのイネーブル化またはディセーブル化, （119ペー
ジ）
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次の作業

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーに変更を加えた後でファブリック

ポートチャネルからシャーシのリンクを削除または追加するには、シャーシを再認識します。

シャーシの再認識は、ファブリックポートチャネルからシャーシのメンバポートをイネーブル

またはディセーブルにする場合には必要はありません

ファブリックポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 ファブリックポートチャネルを表示する IOMをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Fabric Ports]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックポートチャネルの詳細を表示するには、[PortChannel]カラムのリンクをクリックし
ます。

ファブリックポートチャネルメンバポートのイネーブル化またはディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Internal LAN] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 メンバポートをイネーブルまたはディセーブルにするポートチャネルを展開します。

ステップ 4 メンバポートをイネーブルまたはディセーブルにするイーサネットインターフェイスをクリック

します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• Enable Interface

• Disable Interface

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerは、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトに対してサーバ
ポートを設定できる単一インターフェイスを提供します。 Internal Fabric Managerには、そのファ
ブリックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Manager の起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。
別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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第 7 章

通信サービスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 通信サービス, 123 ページ

• CIM-XMLの設定, 125 ページ

• HTTPの設定, 125 ページ

• HTTPSの設定, 126 ページ

• SNMPの設定, 133 ページ

• Telnetのイネーブル化, 142 ページ

• 通信サービスのディセーブル化, 142 ページ

通信サービス

次の通信サービスを使用してサードパーティアプリケーションを Cisco UCSに接続できます。

説明通信サービス

このサービスはデフォルトでディセーブルになり、読み取り専用モード

でだけ利用できます。デフォルトのポートは 5988です。

この共通の情報モデルは、DistributedManagement Task Forceによって定
義された標準の 1つです。

CIM XML
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説明通信サービス

このサービスは、デフォルトでポート 80でイネーブルになります。

Cisco UCS Manager GUIを実行するには HTTPまたは HTTPSのいずれ
かをイネーブルにする必要があります。HTTPを選択した場合、すべて
のデータはクリアテキストモードで交換されます。

セキュリティ上の理由により、HTTPSをイネーブルにし、HTTPをディ
セーブルにすることを推奨します。

デフォルトでは、Cisco UCSは HTTP経由で通信するすべての試みを
HTTPS同等物にリダイレクトします。この動作を変更しないことを推
奨します。

Cisco UCSバージョン 1.4(1)にアップグレードする場合は、
これはデフォルトで行われません。 HTTP経由で通信するす
べての試みをHTTPS同等物にリダイレクトする場合は、Cisco
UCS Managerで [Redirect HTTP to HTTPS]をイネーブルにす
る必要があります。

（注）

HTTP

このサービスは、デフォルトでポート 443でイネーブルになります。

HTTPSでは、すべてのデータはセキュアなサーバを介して暗号化モー
ドで交換されます。

セキュリティ上の理由により、HTTPSのみを使用し、HTTP通信をディ
セーブルにするかリダイレクトすることを推奨します。

HTTPS

このサービスは読み取り専用アクセスに対してイネーブルとなり、show
コマンドなどの制限されたプロトコルのサブセットをサポートします。

これをディセーブルにすることはできません。

このシェルサービスは、Distributed Management Task Forceによって定
義された標準の 1つです。

SMASH CLP

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。イネーブル

の場合、デフォルトのポートは 161です。コミュニティと少なくとも
1つの SNMPトラップを設定する必要があります。

システムに SNMPサーバとの統合が含まれる場合にだけこのサービス
をイネーブルにします。

SNMP

このサービスは、ポート 22でイネーブルになります。これはディセー
ブルにできず、デフォルトのポートを変更することもできません。

このサービスは Cisco UCS Manager CLIへのアクセスを提供します。

SSH

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。

このサービスは Cisco UCS Manager CLIへのアクセスを提供します。

Telnet
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CIM-XML の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [CIM-XML]領域で、[enabled]オプションボタンをクリックします。
[CIM-XML]領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 （任意） [Port]フィールドで、Cisco UCSManager GUIが CIM-XMLに使用するデフォルトのポー
トを変更します。

デフォルトのポートは 5988です。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

HTTP の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [HTTP]領域で、[enabled]オプションボタンをクリックします。
[HTTP]領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 （任意） [Port]フィールドで、Cisco UCSManager GUIがHTTPに使用するデフォルトのポートを
変更します。

デフォルトのポートは 80です。

ステップ 6 （任意） [RedirectHTTP toHTTPS]フィールドで、[enabled]オプションボタンをクリックします。
HTTPログインを HTTPSログインにリダイレクションできるように HTTPSを設定してイネーブ
ルにする必要もあります。イネーブルにすると、HTTPSをディセーブルにするまでリダイレク
ションをディセーブルにできません。

HTTPを HTTPSにリダイレクトする場合は、HTTPを使用して Cisco UCS Manager GUI
にアクセスできません。リダイレクションは HTTPSに自動的にリダイレクトするた
め、HTTPをディセーブルにします。

（注）

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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HTTPS の設定

証明書、キーリング、トラストポイント

HTTPSは、PublicKey Infrastructure（PKI）を使用してクライアントのブラウザとCiscoUCSManager
などの 2つのデバイス間でセキュアな通信を確立します。

暗号キーとキーリング

各PKIデバイスは、内部キーリングに非対称のRivest-Shamir-Adleman（RSA）暗号キーのペア（1
つはプライベート、もう 1つはパブリック）を保持します。いずれかのキーで暗号化されたメッ
セージは、もう一方のキーで復号化できます。暗号化されたメッセージを送信する場合、送信者

は受信者の公開キーで暗号化し、受信者は独自の秘密キーを使用してメッセージを復号化します。

送信者は、独自の秘密キーで既知のメッセージを暗号化（「署名」とも呼ばれます）して公開キー

の所有者を証明することもできます。受信者が該当する公開キーを使用してメッセージを正常に

復号化できる場合は、送信者が対応する秘密キーを所有していることが証明されます。暗号キー

の長さはさまざまであり、通常の長さは 512ビット～ 2048ビットです。一般的に、短いキーよ
りも長いキーの方がセキュアになります。 Cisco UCSManagerでは、最初に 1024ビットのキーペ
アを含むデフォルトのキーリングが提供されます。そして、追加のキーリングを作成できます。

クラスタ名が変更されるか、証明書が期限切れになった場合は、デフォルトのキーリング証明書

を手動で再生成する必要があります。

この操作は UCS Manager CLIのみで使用できます。

証明書

セキュアな通信を準備するには、まず2つのデバイスがそれぞれのデジタル証明書を交換します。
証明書は、デバイスの IDに関する署名済み情報とともにデバイスの公開キーを含むファイルで
す。暗号化された通信をサポートするために、デバイスは独自のキーペアと独自の自己署名証明

書を生成できます。リモートユーザが自己署名証明書を提示するデバイスに接続する場合、ユー

ザはデバイスの IDを簡単に検証することができず、ユーザのブラウザは最初に認証に関する警告
を表示します。デフォルトでは、CiscoUCSManagerにはデフォルトのキーリングからの公開キー
を含む組み込みの自己署名証明書が含まれます。

トラストポイント

Cisco UCS Managerに強力な認証を提供するために、デバイスの IDを証明する信頼できるソース
（つまり、トラストポイント）からサードパーティ証明書を取得し、インストールできます。

サードパーティ証明書は、発行元トラストポイント（ルートCertificateAuthority [CA;認証局]、中
間 CA、またはルート CAにつながるトラストチェーンの一部となるトラストアンカーのいずれ
か）によって署名されます。新しい証明書を取得するには、Cisco UCS Managerで証明書要求を
生成し、トラストポイントに要求を送信する必要があります。
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証明書は Base64で符号化された X.509（CER）形式である必要があります。重要

キーリングの作成

CiscoUCSManagerはデフォルトのキーリングを含む、最大8つのキーリングをサポートします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 [Key Management]を右クリックし、[Create Key Ring]を選択します。

ステップ 4 [Create Key Ring]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Name]フィールドで、キーリングの一意の名前を入力します。
b) [Modulus]フィールドで、次のいずれかのオプションボタンを選択し、SSLキー長をビット単
位で指定します。

• Mod512

• Mod1024

• Mod1536

• Mod2048

• Mod2560

• Mod3072

• Mod3584

• Mod4096

c) [OK]をクリックします。

次の作業

このキーリングの証明書要求を作成します。
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キーリングの証明書要求の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 証明書要求を作成するキーリングをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで [Create Certificate Request]をクリックします。

ステップ 6 [Create Certificate Request]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

要求に関連付けられたドメインネームサーバ（DNS）アドレ
ス。

[DNS]フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する市または町。

最大 64文字まで入力できます。文字、数字、またはスペース
のほかに、,（カンマ）、.（ピリオド）、@（アットマーク）、
^（キャラット）、(左括弧）、)（右括弧）、-（ダッシュ）、_
（アンダースコア）、+（プラス記号）、:（コロン）、/（ス
ラッシュ）などの特殊文字を使用できます。

[Locality]フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する州または行政区分。

最大 64文字まで入力できます。文字、数字、またはスペース
のほかに、,（カンマ）、.（ピリオド）、@（アットマーク）、
^（キャラット）、(左括弧）、)（右括弧）、-（ダッシュ）、_
（アンダースコア）、+（プラス記号）、:（コロン）、/（ス
ラッシュ）などの特殊文字を使用できます。

[State]フィールド

会社が存在している国に対応する国コード。

2文字の英文字を入力します。

[Country]フィールド

証明書を要求している組織。

最大 64文字まで入力できます。文字、数字、またはスペース
のほかに、,（カンマ）、.（ピリオド）、@（アットマーク）、
^（キャラット）、(左括弧）、)（右括弧）、-（ダッシュ）、_
（アンダースコア）、+（プラス記号）、:（コロン）、/（ス
ラッシュ）などの特殊文字を使用できます。

[Organization Name]フィールド
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説明名前

組織ユニット

最大 64文字まで入力できます。文字、数字、またはスペース
のほかに、,（カンマ）、.（ピリオド）、@（アットマーク）、
^（キャラット）、(左括弧）、)（右括弧）、-（ダッシュ）、_
（アンダースコア）、+（プラス記号）、:（コロン）、/（ス
ラッシュ）などの特殊文字を使用できます。

[Organization Unit Name]フィー
ルド

要求に関連付けられた電子メールアドレス。[Email]フィールド

この要求に対するオプションのパスワード。[Password]フィールド

パスワードを指定した場合は、確認のためにそのパスワードを

再入力します。

[Confirm Password]フィールド

ファブリックインターコネクトの完全修飾ドメイン名。[Subject]フィールド

ファブリックインターコネクトの IPアドレス。[IP Address]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Request]フィールドから証明書要求のテキストをコピーし、ファイルに保存します。

ステップ 9 証明書要求を含むファイルをトラストアンカーまたは認証局に送信します。

次の作業

トラストポイントを作成し、トラストアンカーから受け取ったトラストの証明書の証明書チェー

ンを設定します。

トラストポイントの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 [Key Management]を右クリックし、[Create Trusted Point]を選択します。

ステップ 4 [Create Trusted Point]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

トラストポイントの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このトラストポイントの証明書情報。

証明書は Base64で符号化された X.509（CER）形式で
ある必要があります。

重要

[Certificate Chain]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

トラストアンカーまたは認証局から証明書を受信したら、キーリングにインポートします。

キーリングへの証明書のインポート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 証明書のインポート先となるキーリングをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Certificate]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Trusted Point]ドロップダウンリストから、この証明書を与えたトラストアンカーの信頼でき
るポイントを選択します。

b) [Certificate]フィールドに、トラストアンカーまたは認証局から受け取った証明書のテキスト
を貼り付けます。

証明書は Base64で符号化された X.509（CER）形式である必要がありま
す。

重要

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリック
します。

ヒント

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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次の作業

キーリングを使用して HTTPSサービスを設定します。

HTTPS の設定

HTTPSによって使用されるポートとキーリングの変更をなど、HTTPS設定がすべて完了する
と、トランザクションを保存するかコミットするとすぐに、現在のすべての HTTPと HTTPS
セッションは警告を出さずに終了します。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [HTTPS]領域で、[enabled]オプションボタンをクリックします。
[HTTPS]領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

[Admin State]がイネーブルの場合、CiscoUCSManager GUIには
このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State]フィールド

HTTPS接続に使用するポート。

1～ 65535の整数を指定します。このサービスは、デフォルト
でポート 443でイネーブルになります。

[Port]フィールド

システムレベルのHTTPS通信には、ポート Cisco UCSManager
が必要です。

このポートは変更できません。

[Operational Port]フィールド

HTTPS接続のキーリング。[KeyRing]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

UCSCisco UCSドメインで使用される暗号スイートのセキュリ
ティレベル。次のいずれかになります。

• High Strength

• Medium Strength

• Low Strength

• [Custom]：ユーザ定義の暗号スイート仕様ストリングを指
定できます。

[Cipher Suite Mode]フィールド

[Cipher Suite Mode]フィールドで [Custom]を選択する場合、こ
のフィールドにユーザ定義の暗号スイート仕様を指定します。

暗号スイートの仕様文字列には最大 256文字まで含めることが
できます。また、OpenSSLの暗号スイートの仕様に準拠する必
要があります。 !（感嘆符）、+（プラス記号）、-（ハイフ
ン）、および（コロン）を除き、スペースや特殊文字は使用で

きません。詳細については、http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/
mod_ssl.html#sslciphersuiteを参照してください。

たとえば、Medium Strength仕様ストリング Cisco UCS Manager
はデフォルトとして
ALL:!ADH:!EXPORT56:!LOW:RC4+RSA:+HIGH:+MEDIUM:+EXP:+eNULL
を使用します

[Cipher Suite]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

キーリングの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 削除するキーリングを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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トラストポイントの削除

はじめる前に

トラストポイントがキーリングによって使用されていないことを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 削除するトラストポイントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

SNMP の設定

SNMP に関する情報
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）は、SNMPマネージャとエージェントの間の通信の
メッセージフォーマットを提供するアプリケーション層プロトコルです。SNMPは、ネットワー
ク内のデバイスのモニタリングおよび管理に使用する標準フレームワークと共通言語を提供しま

す。

SNMP 機能の概要

SNMPフレームワークは 3つの部分で構成されます。

• SNMPマネージャ：SNMPを使用してネットワークデバイスのアクティビティを制御し、モ
ニタリングするシステム。

• SNMPエージェント：CiscoUCSのデータを保守し、必要に応じてデータをSNMPマネージャ
に報告する、CiscoUCS内のソフトウェアコンポーネント、つまり管理対象デバイス。Cisco
UCSCiscoUCSはエージェントおよびMIBの収集を含みます。 SNMPエージェントをイネー
ブルにし、マネージャおよびエージェント間の関係を作成するには、Cisco UCS Managerで
SNMPをイネーブルにして設定します。

•管理情報ベース（MIB）：SNMPエージェント上の管理対象オブジェクトのコレクション。
Cisco UCS Cisco UCSリリース 1.4(1)以降は以前のリリースに比べ多数のMIBをサポートし
ます。
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Cisco UCS Cisco UCSは SNMPv1、SNMPv2c、および SNMPv3をサポートします。 SNMPv1と
SNMPv2cは、ともにコミュニティベース形式のセキュリティを使用します。SNMPは、次に定義
されています。

• RFC 3410（http://tools.ietf.org/html/rfc3410）

• RFC 3411（http://tools.ietf.org/html/rfc3411）

• RFC 3412（http://tools.ietf.org/html/rfc3412）

• RFC 3413（http://tools.ietf.org/html/rfc3413）

• RFC 3414（http://tools.ietf.org/html/rfc3414）

• RFC 3415（http://tools.ietf.org/html/rfc3415）

• RFC 3416（http://tools.ietf.org/html/rfc3416）

• RFC 3417（http://tools.ietf.org/html/rfc3417）

• RFC 3418（http://tools.ietf.org/html/rfc3418）

• RFC 3584（http://tools.ietf.org/html/rfc3584）

SNMP 通知

SNMPの重要な機能の 1つは、SNMPエージェントから通知を生成できることです。これらの通
知では、要求をSNMPマネージャから送信する必要はありません。通知は、不正なユーザ認証、
再起動、接続の切断、隣接ルータとの接続の切断、その他の重要なイベントを表示します。

Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerは、トラップまたはインフォームとして SNMP通知を生成
します。 SNMPマネージャはトラップを受信したときに確認応答をまったく送信しないため、ト
ラップはインフォームより信頼性が低くなり、また、CiscoUCSManagerはトラップが受信された
かどうかを判断できません。インフォーム要求を受信する SNMPマネージャは、SNMP応答
Protocol Data Unit（PDU;プロトコルデータユニット）でメッセージの受信を確認します。 PDU
を受信しない場合、Cisco UCS Managerはインフォーム要求を再び送信できます。

SNMP セキュリティレベルおよび権限

SNMPv1、SNMPv2c、および SNMPv3は、それぞれ異なるセキュリティモデルを表します。セ
キュリティモデルと選択したセキュリティレベルの組み合わせにより、SNMPメッセージの処理
中に適用されるセキュリティメカニズムが決まります。

セキュリティレベルは、SNMPトラップに関連付けられているメッセージを表示するために必要
な権限を決めます。特権レベルは、メッセージが開示から保護する必要があるか、または認証が

必要であるかを決定します。サポートされるセキュリティレベルは、実装されているセキュリ

ティモデルによって異なります。 SNMPセキュリティレベルは次の特権の 1つ以上をサポート
します。

• noAuthNoPriv：非認証、非暗号化

• authNoPriv：認証、非暗号化
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• authPriv：認証、暗号化

SNMPv3では、セキュリティモデルとセキュリティレベルの両方が提供されています。セキュ
リティモデルは、ユーザおよびユーザが属するロールを設定する認証方式です。セキュリティ

レベルとは、セキュリティモデル内で許可されるセキュリティのレベルです。セキュリティモ

デルとセキュリティレベルの組み合わせにより、SNMPパケット処理中に採用されるセキュリ
ティメカニズムが決まります。

SNMP セキュリティモデルおよびセキュリティレベルのサポートされる組み合わせ

次の表に、セキュリティモデルとセキュリティレベルの組み合わせの意味を示します。

表 3： SNMP セキュリティモデルおよびセキュリティレベル

結果暗号化認証レベルモデル

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv1

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv2c

ユーザ名の照合を

使用して認証しま

す。

NoUsernamenoAuthNoPrivv3

Hash-Based
Message
AuthenticationCode
（HMAC）
Message Digest 5
（MD5;メッセー
ジダイジェスト

5）アルゴリズム
または HMAC
Secure Hash
Algorithm（SHA）
アルゴリズムに基

づいて認証しま

す。

NoHMAC-MD5また
は HMAC-SHA

authNoPrivv3
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結果暗号化認証レベルモデル

HMAC-MD5また
は HMAC-SHAア
ルゴリズムに基づ

いて認証します。

データ暗号規格

（DES）の 56
ビット暗号化、お

よび Cipher Block
Chaining（CBC;暗
号ブロック連鎖）

DES（DES-56）標
準に基づいた認証

を提供します。

DESHMAC-MD5また
は HMAC-SHA

authPrivv3

SNMPv3 セキュリティの機能

SNMPv3は、ネットワーク経由のフレームの認証と暗号化を組み合わせることによって、デバイ
スへのセキュアアクセスを実現します。SNMPv3は、設定済みユーザによる管理動作のみを許可
し、SNMPメッセージを暗号化します。 SNMPv3ユーザベースセキュリティモデル（USM）は
SNMPメッセージレベルセキュリティを参照し、次のサービスを提供します。

•メッセージの完全性：メッセージが不正な方法で変更または破壊されていないことを保証し
ます。また、データシーケンスが、通常発生するものよりも高い頻度で変更されていないこ

とを保証します。

•メッセージ発信元の認証：受信データを発信したユーザのアイデンティティが確認されたこ
とを保証します。

•メッセージの機密性および暗号化：不正ユーザ、エンティティ、またはプロセスに情報が使
用不可で開示されないことを保証します。

Cisco UCS での SNMP サポート Cisco UCS
Cisco UCS Cisco UCSには、SNMPに次のサポートが提供されます。

MIB のサポート

Cisco UCS Cisco UCSは、MIBへの読み取り専用アクセスをサポートします。

CiscoUCSで使用可能な特定のMIBおよびそれらをどこで取得できるかについては、『MIBQuick
Reference for Cisco UCS』を参照してください。
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SNMPv3 ユーザの認証プロトコル

Cisco UCS Cisco UCSは、SNMPv3ユーザに次の認証プロトコルをサポートします。

• HMAC-MD5-96（MD5）

• HMAC-SHA-96（SHA）

SNMPv3 ユーザの AES プライバシープロトコル

Cisco UCS Cisco UCSは、SNMPv3メッセージ暗号化用のプライバシープロトコルの 1つとして
Advanced Encryption Standard（AES）を使用し、RFC 3826に準拠しています。

プライバシーパスワードつまり privオプションで、SNMPセキュリティ暗号化方式として、DES
または 128ビットAESを選択できます。AES-128の設定を有効にし、SNMPv3ユーザのプライバ
シーパスワードを指定すると、Cisco UCS Managerは 128ビット AESキーを生成するためにプラ
イバシーパスワードを使用します。 AESのプライバシーパスワードは最小で 8文字です。パス
フレーズをクリアテキストで指定する場合、最大 64文字を指定できます。

SNMP のイネーブル化および SNMP プロパティの設定
Cisco UCSドメインからの SNMPメッセージには、システム名ではなくファブリックインターコ
ネクト名が表示されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

システムに SNMPサーバとの統合が含まれる場合にだけこの
サービスをイネーブルにします。

[Admin State]がイネーブルの場合、CiscoUCSManager GUIには
このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State]フィールド

Cisco UCS Managerが SNMPホストと通信するポート。デフォ
ルトポートは変更できません。

[Port]フィールド
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説明名前

CiscoUCSManagerがSNMPホストに送信するトラップメッセー
ジに含まれるデフォルトの SNMP v1または v2cコミュニティ名
あるいは SNMP v3ユーザ名。

1～32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、
\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または
空のスペースを使用しないでください。デフォルトは publicで
す。

[Community/Username]フィール
ド

SNMP実装のシステム連絡先担当者。

電子メールアドレスまたは名前と電話番号など、最大 255文字
の文字列を入力します。

[System Contact]フィールド

SNMPエージェント（サーバ）が実行されているホストの場所。

最大 510文字の英数字文字列を入力します。

[System Location]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

SNMPトラップおよびユーザを作成します。

SNMP トラップの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP Trap]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS Managerがトラップを送信する必要のある SNMPホ
ストの IPアドレス。

[IP Address]フィールド
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説明名前

Cisco UCS Managerが SNMPホストにトラップを送信するとき
に含まれるSNMPv1またはv2cのコミュニティ名、またはSNMP
v3ユーザ名。これは SNMPサービスに設定されているコミュ
ニティまたはユーザ名と同じであってはなりません。

1～32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、
\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または
空のスペースを使用しないでください。

[Community/Username]フィール
ド

Cisco UCS Managerがトラップの SNMPホストと通信するポー
ト。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトポートは 162で
す。

[Port]フィールド

トラップに使用されるSNMPバージョンとモデル。次のいずれ
かになります。

• V1

• V2c

• V3

[Version]フィールド

バージョンに [V2c]または [V3]を選択した場合の、送信するト
ラップのタイプ。次のいずれかになります。

• Traps

• Informs

[Type]フィールド

バージョンに [V3]を選択する場合の、トラップに関連付けられ
る特権。次のいずれかになります。

• [Auth]：認証されますが暗号化されません

• [Noauth]：認証されないか、暗号化されません

• [Priv]：認証および暗号化を行います

[v3 Privilege]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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SNMP トラップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps]領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SNMPv3 ユーザの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP User]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

SNMPユーザに割り当てられるユーザ名。

最大 32文字の文字または番号を入力します。名前は文字で始
まっている必要があり、_（アンダースコア）、.（ピリオド）、
（アットマーク）、および -（ハイフン）も使用できます。

ローカルで認証されたユーザ名と同一の SNMPユー
ザ名を作成することはできません。

（注）

[Name]フィールド

許可タイプ。次のいずれかになります。

• MD5

• SHA

[Auth Type]フィールド

オンにすると、このユーザにAES-128暗号化が使用されます。[Use AES-128]チェックボック
ス
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説明名前

このユーザのパスワード。[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

このユーザのプライバシーパスワード。[Privacy Password]フィールド

確認のためのプライバシーパスワードの再入力。[Confirm Privacy Password]
フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SNMPv3 ユーザの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users]領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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Telnet のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Telnet]領域で、[enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

通信サービスのディセーブル化

他のネットワークアプリケーションとのインターフェイスに必要ない通信サービスは、すべ

てディセーブルにすることを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブで、ディセーブルにする各サービスの [disable]オプションボタンを
クリックします。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。
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第 8 章

認証の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 認証サービス, 143 ページ

• リモート認証プロバイダーに関する注意事項および推奨事項, 144 ページ

• リモート認証プロバイダーのユーザ属性, 144 ページ

• LDAPグループルール, 146 ページ

• LDAPプロバイダーの設定, 147 ページ

• RADIUSプロバイダーの設定, 156 ページ

• TACACS+プロバイダーの設定, 160 ページ

• マルチ認証システムの設定, 162 ページ

• プライマリ認証サービスの選択, 168 ページ

認証サービス

Cisco UCSでは、ユーザログインを認証するために、2種類の方法がサポートされています。

• Cisco UCS Managerにローカルなユーザアカウントによる

•次のいずれかのプロトコルによるリモート

◦ LDAP

◦ RADIUS

◦ TACACS+
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リモート認証プロバイダーに関する注意事項および推奨事項

システムを、サポートされているリモート認証サービスのいずれかに設定する場合は、そのサー

ビス用のプロバイダーを作成して、CiscoUCSManagerがそのサービスと通信できるようにする必
要があります。また、ユーザ許可に影響する次のガイドラインに留意する必要があります。

リモート認証サービスのユーザアカウント

ユーザアカウントは、Cisco UCS Managerにローカルに、またはリモート認証サーバに存在する
ことができます。

リモート認証サービスを介してログインしているユーザの一時的なセッションは、Cisco UCS
Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで表示できます。

リモート認証サービスのユーザロール

リモート認証サーバでユーザアカウントを作成する場合は、ユーザが Cisco UCS Managerで作業
するために必要なロールをそれらのアカウントに含めること、およびそれらのロールの名前を

CiscoUCSManagerで使用される名前と一致させることが必要です。ロールポリシーによっては、
ユーザがログインできない可能性があります。または、読み取り専用の権限だけが許可されます。

リモート認証プロバイダーのユーザ属性

RADIUSおよび TACACS+設定の場合は、ユーザが Cisco UCS Managerにログインする各リモー
ト認証プロバイダーの Cisco UCSにユーザ属性を設定する必要があります。このユーザ属性は、
各ユーザに割り当てられたロールとロケールを保持します。

このステップは、ロールとロケールを割り当てるために LDAPグループマッピングを使用す
る LDAP設定には必要ありません。

（注）

ユーザがログインすると、Cisco UCS Managerは以下を実行します。

1 リモート認証サービスを照会します。

2 ユーザを検証します。

3 ユーザが検証されると、そのユーザに割り当てられているロールとロケールをチェックしま

す。

次の表に、Cisco UCSによってサポートされるリモート認証プロバイダーのユーザ属性要件の比
較を示します。
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表 4：リモート認証プロバイダー別のユーザ属性の比較

属性 ID の要件スキーマ拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

シスコの LDAP実装では
Unicodeタイプの属性が必要で
す。

CiscoAVPairのカスタム属性を
作成する場合は、属性 IDとし
て 1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使用し
ます。

サンプルOIDは、次の項で説明
します。

オプション次のいずれかを実

行するように選択できます。

• LDAPスキーマを拡張せ
ず、要件を満たす既存の

未使用の属性を設定しま

す。

• LDAPスキーマを拡張し
て、CiscoAVPairなどの一
意の名前でカスタム属性

を作成します。

グループマッ

ピングを使用

する場合は不

要

グループマッ

ピングを使用

しない場合は

オプション

LDAP

Cisco RADIUS実装のベンダー
IDは 009で、属性のベンダー
IDは 001です。

次の構文は、cisco-avpair属性を
作成する場合に、複数のユーザ

ロールとロケールを指定する例

を示しています：
shell:roles="admin,aaa"

shell:locales="L1,abc"。複数

の値を区切るには、デリミタと

してカンマ（,）を使用します。

オプション次のいずれかを実

行するように選択できます。

• RADIUSスキーマを拡張
せず、要件を満たす既存

の未使用の属性を使用し

ます。

• RADIUSスキーマを拡張
して、cisco-avpairなどの
一意の名前でカスタム属

性を作成します。

オプションRADIUS
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属性 ID の要件スキーマ拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

cisco-av-pairの名前は、
TACACS+プロバイダーに属性
IDを指定する文字列です。

次の構文は、cisco-av-pair属性を
作成する場合に、複数のユーザ

ロールとロケールを指定する方

法を示しています：
cisco-av-pair=shell:roles="admin

aaa" shell:locales*"L1 abc"。

アスタリスク（*）を
cisco-av-pair属性構文内で使用す
ることで、オプションとしてロ

ケールにフラグを立て、同じ認

証プロファイルを使用する他の

シスコデバイスに対する認証が

失敗しないようにします。複数

の値を区切るには、デリミタと

してスペースを使用します。

必須です。スキーマを拡張し

て、cisco-av-pairという名前で
カスタム属性を作成する必要

があります。

RequiredTACACS+

LDAP ユーザ属性のサンプル OID

次に示すのは、カスタム CiscoAVPair属性のサンプル OIDです。

CN=CiscoAVPair,CN=Schema,
CN=Configuration,CN=X
objectClass: top
objectClass: attributeSchema
cn: CiscoAVPair
distinguishedName: CN=CiscoAVPair,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X
instanceType: 0x4
uSNCreated: 26318654
attributeID: 1.3.6.1.4.1.9.287247.1
attributeSyntax: 2.5.5.12
isSingleValued: TRUE
showInAdvancedViewOnly: TRUE
adminDisplayName: CiscoAVPair
adminDescription: UCS User Authorization Field
oMSyntax: 64
lDAPDisplayName: CiscoAVPair
name: CiscoAVPair
objectCategory: CN=Attribute-Schema,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X

LDAP グループルール
LDAPグループルールは、ユーザロールとロケールをリモートユーザに割り当てるときに Cisco
UCSが LDAPグループを使用するかどうかを決定するために使用します。
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LDAP プロバイダーの設定

LDAP プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されているこのタイプのすべての
プロバイダー接続のデフォルト設定になります。個々のプロバイダーにこれらのプロパティのい

ずれかの設定が含まれている場合、Cisco UCSはその設定を使用し、デフォルト設定を無視しま
す。

はじめる前に

LDAPサーバとして Active Directoryを使用する場合、Cisco UCSにバインドする Active Directory
サーバでユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパスワード

を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LDAPデータベースへの問い合わせがタイムアウトするま
での秒数。

1～60秒の整数を入力します。デフォルト値は30秒です。

このプロパティは必須です。

[Timeout]フィールド

ユーザロールとロケールの値を保管する LDAP属性。この
プロパティは、常に、名前と値のペアで指定されます。シ

ステムは、ユーザレコードで、この属性名と一致する値を

検索します。

LDAPスキーマを拡張しない場合、既存の、使用されてい
ない LDAP属性を Cisco UCSロールとロケールで設定でき
ます。あるいは、CiscoAVPairという名前の属性を、属性
ID1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使用してリモート認証サービスに
作成できます。

[Attribute]フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 147

LDAP プロバイダーの設定



説明名前

リモートユーザがログインし、システムがユーザ名に基づ

いてユーザの DNを取得しようとするときに、サーバが検
索を開始する必要のある LDAP階層内の特定の識別名。サ
ポートされるストリングの最大長は 127文字です。

このプロパティは必須です。このタブで Base DNを指定し
ない場合、このUCSドメインに定義されている LDAPプロ
バイダーごとに、[General]CiscoUCSドメインタブに任意の
値を指定する必要があります。

[Base DN]フィールド

LDAP検索は、定義したフィルタと一致するユーザ名に制
限されます。

このプロパティは必須です。このタブでフィルタを指定し

ない場合、このUCSドメインに定義されている LDAPプロ
バイダーごとに、[General]CiscoUCSドメインタブに任意の
フィルタを指定する必要があります。

[Filter]フィールド

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

LDAPプロバイダーを作成します。

LDAP プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerは最大 16の LDAPプロバイダーをサポートします。

はじめる前に

LDAPサーバとして Active Directoryを使用する場合、Cisco UCSにバインドする Active Directory
サーバでユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパスワード

を設定する必要があります。

• LDAPサーバで、次のいずれかの設定を行います。

◦ LDAPグループを設定します。LDAPグループにはユーザロールとロケール情報が含ま
れます。

◦ Cisco UCS Managerのユーザロールとロケール情報を保持する属性を使用してユーザを
設定します。この属性の LDAPスキーマを拡張するかどうかを選択できます。スキー
マを拡張しない場合は、既存のLDAP属性を使用してCiscoUCSユーザロールとロケー
ルを保持します。スキーマを拡張する場合は、CiscoAVPair属性など、カスタム属性を
作成します。
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シスコの LDAP実装では Unicodeタイプの属性が必要です。

CiscoAVPairのカスタム属性を作成する場合は、属性 IDとして 1.3.6.1.4.1.9.287247.1を
使用します。

◦クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポート IPアド
レスを追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコネクトで障害が発
生し、システムが2つめのファブリックインターコネクトにフェールオーバーしても、
リモートユーザは引き続きログインできることが保証されます。ログイン要求はすべ

て、これらの IPアドレスから送信されます。Cisco UCSManagerによって使用されてい
る仮想 IPアドレスではありません。

•セキュアな通信を使用する場合は、CiscoUCSManagerでLDAPサーバのルート認証局（CA）
証明書を含むトラストポイントを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]エリアで、[Create LDAP Provider]をクリックします。

ステップ 5 ウィザードの [Create LDAP Provider]ページで、次を実行します。
a) 使用する LDAPサービスに関する情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LDAPプロバイダーのホスト名または IPアドレス。 SSLがイ
ネーブルの場合、このフィールドは、LDAPデータベースの
セキュリティ証明書内のCommonName（CN;通常名）と正確
に一致している必要があります。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメ
インが Cisco UCS Centralに登録されていないか、
DNSManagementが [local]に設定されている場合、
DNSサーバを Cisco UCS Managerに設定します。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ており、DNS Managementが [global]に設定されて
いる場合、DNSサーバを Cisco UCS Centralに設定
します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

Cisco UCSでこのプロバイダーをユーザの認証に使用する順
序。

1から 16までの整数を入力するか、この Cisco UCSドメイン
に定義されている他のプロバイダーに基づいて、次に使用で

きる順番を Cisco UCSで割り当てる場合は、使用可能な最も
低い値または 0（ゼロ）を入力します。

[Order]フィールド

ベース DNの下にあるすべてのオブジェクトに対する読み取
りおよび検索の権限を持つLDAPデータベースアカウントの
識別名（DN）。

サポートされるストリングの最大長は 127 ASCII文字です。

[Bind DN]フィールド

リモートユーザがログインし、システムがユーザ名に基づい

てユーザの DNを取得しようとするときに、サーバが検索を
開始する必要のあるLDAP階層内の特定の識別名。サポート
されるストリングの最大長は 127文字です。

デフォルトのベースDNが LDAPの [General]タブで設定され
ていない場合、この値は必要です。

[Base DN]フィールド

Cisco UCSが LDAPデータベースと通信するためのポート。
標準ポート番号は 389です。

[Port]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、LDAPデータベース
との通信に暗号化が必要になります。このチェックボックス

をオフにすると、認証情報はクリアテキストで送信されま

す。

LDAPでは STARTTLSが使用されます。これにより、ポート
389を使用した暗号化通信を行えます。

[EnableSSL]チェックボックス

LDAP検索は、定義したフィルタと一致するユーザ名に制限
されます。

デフォルトのフィルタがLDAPの [General]タブで設定されて
いない場合、この値は必要です。

[Filter]フィールド
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説明名前

ユーザロールとロケールの値を保管するLDAP属性。このプ
ロパティは、常に、名前と値のペアで指定されます。システ

ムは、ユーザレコードで、この属性名と一致する値を検索し

ます。

LDAPスキーマを拡張しない場合、既存の、使用されていな
いLDAP属性をCiscoUCSロールとロケールで設定できます。
あるいは、CiscoAVPairという名前の属性を、属性 ID
1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使用してリモート認証サービスに作成
できます。

デフォルトの属性がLDAPの [General]タブで設定されていな
い場合、この値は必要です。

[Attribute]フィールド

[Bind DN]フィールドで指定した LDAPデータベースアカウ
ントのパスワード。スペース、§（セクション記号）、?（疑
問符）、または =（等号）を除くすべての標準 ASCII文字を
入力できます。

[Password]フィールド

確認のための LDAPデータベースパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

LDAPデータベースへの問い合わせがタイムアウトするまで
の秒数。

LDAPの [General]タブでグローバルタイムアウト値を使用す
るには、1～60秒の整数か、0（ゼロ）を入力します。デフォ
ルトは 30秒です。

[Timeout]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 ウィザードの [LDAP Group Rule]ページで、次を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

ユーザロールとロケールを認証して、それらをリモートユー

ザに割り当てるときに、Cisco UCSが LDAPグループも検索
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disable]：Cisco UCSCisco UCSは LDAPグループにアク
セスしません。

• [Enable]：Cisco UCSはこの Cisco UCSドメイン内にマッ
ピングされたすべてのLDAPグループを検索します。リ
モートユーザが検出されると、Cisco UCSは関連付けら
れた LDAPグループマップの LDAPグループに定義さ
れたユーザロールとロケールを割り当てます。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユー

ザが複数のグループに含まれているか、LDAP属性
に指定されているロールまたはロケールを持ってい

る場合、Cisco UCSはそのユーザに、それらのグ
ループまたは属性のいずれかにマップされているす

べてのロールおよびロケールを割り当てます。

（注）

[Group Authorization]フィール
ド

Cisco UCSがマップされたグループとそれらの親グループの
両方を検索するかどうか。次のいずれかになります。

• [Non Recursive]：Cisco UCSは、このCisco UCSドメイン
にマップされたグループのみを検索します。ユーザが含

まれているグループのいずれも明示的にユーザ認可プロ

パティを設定していない場合、Cisco UCSはデフォルト
設定を使用します。

• [Recursive]：CiscoUCSはマップされている各グループと
そのすべての親グループに対して、ユーザの許可プロパ

ティを検索します。これらのプロパティは累積的である

ため、各グループに対して、Cisco UCSは明示的な許可
プロパティ設定を使用して検索し、それらの設定を現在

のユーザに適用します。それ以外の場合は、デフォルト

設定を使用します。

[Group Recursion]フィールド

Cisco UCSで LDAPデータベース内のグループメンバーシッ
プを決定する際に使用される属性。

サポートされる文字列長は 63文字です。デフォルトの設定
は memberOfです。

[Target Attribute]フィールド
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b) [Finish]をクリックします。

次の作業

1つの LDAPデータベースを含む実装では、認証サービスとして [LDAP]を選択します。

複数の LDAPデータベースを含む実装では LDAPプロバイダーのグループを設定します。

LDAP プロバイダーの LDAP グループルールの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers]を展開し、グループルールを変更する LDAPプロバイダーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [LDAP Group Rules]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザロールとロケールを認証して、それらをリモートユーザ

に割り当てるときに、Cisco UCSが LDAPグループも検索する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disable]：Cisco UCSCisco UCSは LDAPグループにアクセ
スしません。

• [Enable]：Cisco UCSはこのCisco UCSドメイン内にマッピ
ングされたすべてのLDAPグループを検索します。リモー
トユーザが検出されると、Cisco UCSは関連付けられた
LDAPグループマップのLDAPグループに定義されたユー
ザロールとロケールを割り当てます。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユー

ザが複数のグループに含まれているか、LDAP属性に
指定されているロールまたはロケールを持っている場

合、Cisco UCSはそのユーザに、それらのグループま
たは属性のいずれかにマップされているすべてのロー

ルおよびロケールを割り当てます。

（注）

[Group Authorization]フィール
ド
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説明名前

Cisco UCSがマップされたグループとそれらの親グループの両
方を検索するかどうか。次のいずれかになります。

• [NonRecursive]：CiscoUCSは、このCiscoUCSドメインに
マップされたグループのみを検索します。ユーザが含まれ

ているグループのいずれも明示的にユーザ認可プロパティ

を設定していない場合、Cisco UCSはデフォルト設定を使
用します。

• [Recursive]：Cisco UCSはマップされている各グループと
そのすべての親グループに対して、ユーザの許可プロパ

ティを検索します。これらのプロパティは累積的であるた

め、各グループに対して、Cisco UCSは明示的な許可プロ
パティ設定を使用して検索し、それらの設定を現在のユー

ザに適用します。それ以外の場合は、デフォルト設定を使

用します。

[Group Recursion]フィールド

Cisco UCSで LDAPデータベース内のグループメンバーシップ
を決定する際に使用される属性。

サポートされる文字列長は 63文字です。デフォルトの設定は
memberOfです。

[Target Attribute]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LDAP プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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LDAP グループマッピング
すでに LDAPグループを使用して LDAPデータベースへのアクセスを制限している組織では、ロ
グイン時にLDAPユーザにロールまたはロケールを割り当てるためにUCSMがグループメンバー
シップ情報を使用できます。このため、Cisco UCS Managerが導入されるときに LDAPユーザオ
ブジェクトにロールまたはロケール情報を定義する必要はありません。

ユーザが Cisco UCS Managerにログインすると、ユーザのロールおよびロケールに関する情報が
LDAPグループマップから取り出されます。ロールとロケールの条件がポリシー情報と一致する
場合、アクセスが許可されます。

ロールとロケールの定義はUCSCiscoUCSManagerでローカルに設定され、LDAPディレクトリに
対する変更に基づいて自動的に更新されることはありません。 LDAPディレクトリの LDAPグ
ループを削除するか、ファイルの名前を変更する場合、その変更で Cisco UCS Managerを更新す
ることが重要です。

LDAPグループマップはロールとロケールの次の組み合わせを含むように設定できます。

•ロールのみ

•ロケールのみ

•ロールとロケール両方

たとえば、特定の場所でサーバ管理者グループを表す LDAPグループを考慮します。 LDAPグ
ループマップは server-profileおよび server-equipmentなどのユーザロールを含むように設定され
ている場合があります。特定の場所でサーバ管理者へのアクセスを制限するには、ロケールを特

定のサイト名に設定できます。

Cisco UCS Managerには、多くのアウトオブザボックスのユーザロールが含まれていますが、
ロケールはまったく含まれません。ロケールへ LDAPプロバイダーグループをマッピングす
るには、カスタムロケールを作成する必要があります。

（注）

LDAP グループマップの作成

はじめる前に

• LDAPサーバで LDAPグループを作成します。

• LDAPサーバで LDAPグループの識別名を設定します。

• Cisco UCS Managerでロケールを作成します（任意）。

• Cisco UCS Managerでカスタムロールを作成します（任意）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps]を右クリックし、[Create LDAP Group Map]を選択します。

ステップ 4 [Create LDAP Group Map]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [LDAP Group DN][LDAP Group DN]フィールドフィールドに、LDAPデータベースのグループ
の識別名を入力します。

この名前は、LDAPデータベース名と正確に一致する必要がありま
す。

重要

b) [Roles]テーブルで、グループマップに含まれているユーザに割り当てるすべてのロールの
チェックボックスをオンにします。

c) [Locales]テーブルで、グループマップに含まれているユーザに割り当てるすべてのロケールの
チェックボックスをオンにします。

d) [OK]をクリックします。

次の作業

LDAPグループルールを設定します。

LDAP グループマップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPグループマップを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

RADIUS プロバイダーの設定

RADIUS プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されているこのタイプのすべての
プロバイダー接続のデフォルト設定になります。個々のプロバイダーにこれらのプロパティのい
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ずれかの設定が含まれている場合、Cisco UCSはその設定を使用し、デフォルト設定を無視しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

RADIUSデータベースへの問い合わせがタイムアウトする
までの秒数。

1～ 60秒の整数を入力するか、または 0（ゼロ）を入力し
てRADIUSの [General]タブで指定されたグローバルタイム
アウト値を使用します。デフォルトは 5秒です。

[Timeout]フィールド

要求が失敗したと見なされるまでの接続の再試行の回数。[Retries]フィールド

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

RADIUSプロバイダーを作成します。

RADIUS プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerは最大 16の RADIUSプロバイダーをサポートします。

はじめる前に

RADIUSサーバで、次の設定を行います。

• Cisco UCS Managerのユーザロールとロケール情報を保持する属性を使用してユーザを設定
します。この属性の RADIUSスキーマを拡張するかどうかを選択できます。スキーマを拡
張しない場合は、既存のRADIUS属性を使用してCiscoUCSユーザロールとロケールを保持
します。スキーマを拡張する場合は、cisco-avpair属性などのカスタム属性を作成します。

Cisco RADIUS実装のベンダー IDは 009で、属性のベンダー IDは 001です。

次の構文は、cisco-avpair属性を作成する場合に、複数のユーザロールとロケールを指定する
例を示しています：shell:roles="admin,aaa" shell:locales="L1,abc"。複数の値を区切るに

は、デリミタとしてカンマ（,）を使用します。

•クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポート IPアドレス
を追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコネクトで障害が発生し、シ
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ステムが2つめのファブリックインターコネクトにフェールオーバーしても、リモートユー
ザは引き続きログインできることが保証されます。ログイン要求はすべて、これらの IPア
ドレスから送信されます。Cisco UCS Managerによって使用されている仮想 IPアドレスでは
ありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [Create RADIUS Provider]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 使用する RADIUSサービスに関する情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

RADIUSプロバイダーが存在する場所のホスト名または IPア
ドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメ
インが Cisco UCS Centralに登録されていないか、
DNSManagementが [local]に設定されている場合、
DNSサーバを Cisco UCS Managerに設定します。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ており、DNS Managementが [global]に設定されて
いる場合、DNSサーバを Cisco UCS Centralに設定
します。

（注）

[Hostname]フィールド

Cisco UCSでこのプロバイダーをユーザの認証に使用する順
序。

1から 16までの整数を入力するか、この Cisco UCSドメイン
に定義されている他のプロバイダーに基づいて、次に使用で

きる順番を Cisco UCSで割り当てる場合は、使用可能な最も
低い値または 0（ゼロ）を入力します。

[Order]フィールド

データベースの Secure Socket Layer（SSL;セキュアソケット
レイヤ）暗号キー。

[Key]フィールド

確認のための SSL暗号キーの再入力。[Confirm Key]フィールド

Cisco UCSが RADIUSデータベースと通信するために使用す
るポート。

[Authorization Port]フィールド
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説明名前

RADIUSデータベースへの問い合わせがタイムアウトするま
での秒数。

1～ 60秒の整数を入力するか、または 0（ゼロ）を入力して
RADIUSの [General]タブで指定されたグローバルタイムアウ
ト値を使用します。デフォルトは 5秒です。

[Timeout]フィールド

要求が失敗したと見なされるまでの接続の再試行の回数。

必要に応じて、0～ 5の整数を入力します。値を指定しない
場合、Cisco UCSは、RADIUSの [General]タブで指定された
値を使用します。

[Retries]フィールド

b) [OK]をクリックします。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

1つの RADIUSデータベースを含む実装では、プライマリ認証サービスとして [RADIUS]を選択
します。

複数の RADIUSデータベースを含む実装では RADIUSプロバイダーのグループを設定します。

RADIUS プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 削除する RADIUSプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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TACACS+ プロバイダーの設定

TACACS+ プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されているこのタイプのすべての
プロバイダー接続のデフォルト設定になります。個々のプロバイダーにこれらのプロパティのい

ずれかの設定が含まれている場合、Cisco UCSはその設定を使用し、デフォルト設定を無視しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域で、 [Timeout]フィールドに値を入力します。
タイムアウトになるまで TACACS+データベースとの接続が試みられる秒数。

1～ 60秒の整数を入力するか、または 0（ゼロ）を入力して TACACS+の [General]タブで指定し
たグローバルタイムアウト値を使用します。デフォルトは 5秒です。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

TACACS+プロバイダーを作成します。

TACACS+ プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerは最大 16の TACACS+プロバイダーをサポートします。

はじめる前に

TACACS+サーバで、次の設定を行います。

• cisco-av-pair属性を作成します。既存の TACACS+属性は使用できません。

cisco-av-pairの名前は、TACACS+プロバイダーに属性 IDを指定する文字列です。

次の構文は、cisco-av-pair属性を作成する場合に、複数のユーザロールとロケールを指定す
る方法を示しています：cisco-av-pair=shell:roles="admin aaa" shell:locales*"L1 abc"。

アスタリスク（*）を cisco-av-pair属性構文内で使用することで、オプションとしてロケール
にフラグを立て、同じ認証プロファイルを使用する他のシスコデバイスに対する認証が失敗

しないようにします。複数の値を区切るには、デリミタとしてスペースを使用します。

•クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポート IPアドレス
を追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコネクトで障害が発生し、シ
ステムが2つめのファブリックインターコネクトにフェールオーバーしても、リモートユー
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ザは引き続きログインできることが保証されます。ログイン要求はすべて、これらの IPア
ドレスから送信されます。Cisco UCS Managerによって使用されている仮想 IPアドレスでは
ありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [General]タブの [Actions]領域で、[Create TACACS+ Provider]をクリックします。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 使用する TACACS+サービスに関する情報を使用して、フィールドに値を入力します。

説明名前

LDAPプロバイダーが存在する場所のホスト名または IPアド
レス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメ
インが Cisco UCS Centralに登録されていないか、
DNSManagementが [local]に設定されている場合、
DNSサーバを Cisco UCS Managerに設定します。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ており、DNS Managementが [global]に設定されて
いる場合、DNSサーバを Cisco UCS Centralに設定
します。

（注）

[Hostname]フィールド

Cisco UCSでこのプロバイダーをユーザの認証に使用する順
序。

1から 16までの整数を入力するか、この Cisco UCSドメイン
に定義されている他のプロバイダーに基づいて、次に使用で

きる順番を Cisco UCSで割り当てる場合は、使用可能な最も
低い値または 0（ゼロ）を入力します。

[Order]フィールド

データベースの Secure Socket Layer（SSL;セキュアソケット
レイヤ）暗号キー。

[Key]フィールド

確認のための SSL暗号キーの再入力。[Confirm Key]フィールド

Cisco UCSが TACACS+データベースと通信するために使用
するポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトポートは 49で
す。

[Port]フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 161

TACACS+ プロバイダーの設定



説明名前

タイムアウトになるまで TACACS+データベースとの接続が
試みられる秒数。

1～ 60秒の整数を入力するか、または 0（ゼロ）を入力して
TACACS+の [General]タブで指定したグローバルタイムアウ
ト値を使用します。デフォルトは 5秒です。

[Timeout]フィールド

b) [OK]をクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

1つの TACACS+データベースを含む実装では、プライマリ認証サービスとして [TACACS+]を選
択します。

複数のTACACS+データベースを含む実装ではTACACS+プロバイダーのグループを設定します。

TACACS+ プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 削除する TACACS+プロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチ認証システムの設定

マルチ認証システム

次の機能を設定して、複数の認証システムを使用するように Cisco UCSを設定できます。

•プロバイダーグループ

•認証ドメイン
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プロバイダーグループ

プロバイダーグループは、認証プロセス中に Cisco UCSが使用する一連のプロバイダーです。
Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerでは、グループごとに最大 8プロバイダーが許可されるプ
ロバイダーグループを最大 16作成できます。

認証中、プロバイダーグループ内のすべてのプロバイダーは順番に試行されます。設定された

サーバがすべて使用できないか、到達不能の場合、Cisco UCS Managerはローカルユーザ名とパ
スワードを使用してローカル認証方式に自動的にフォールバックします。

LDAP プロバイダーグループの作成
LDAPプロバイダーのグループを作成すると、複数の LDAPデータベースを使用して認証を行う
ことができます。

単一のLDAPデータベースでの認証では、LDAPプロバイダーのグループを設定する必要はあ
りません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の LDAPプロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups]を右クリックし、[Create LDAP Provider Group]を選択します。

ステップ 4 [Create LDAP Provider Group]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [Name]フィールドに、グループの一意の名前を入力します。
この名前には、1から 127個の文字を使用できます。

b) [LDAP Providers]テーブルで、グループに含める一つ以上のプロバイダーを選択します。
c) [>>]ボタンをクリックして、[Included Providers]テーブルにプロバイダーを追加します。
グループからプロバイダーを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

d) 必要なすべてのプロバイダーをプロバイダーグループへ追加した後で、[OK]をクリックしま
す。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルトの認証サービスを選択します。
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LDAP プロバイダーグループの削除

はじめる前に

認証設定からプロバイダーグループを削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPプロバイダーグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

RADIUS プロバイダーグループの作成
RADIUSプロバイダーのグループを作成すると、複数の RADIUSデータベースを使用して認証を
行うことができます。

単一のRADIUSデータベースでの認証では、RADIUSプロバイダーのグループを設定する必要
はありません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の RADIUSプロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups]を右クリックし、[Create RADIUS Provider Group]を選択します。

ステップ 4 [Create RADIUS Provider Group]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [Name]フィールドに、グループの一意の名前を入力します。
この名前には、1～ 127文字の ASCII文字を使用できます。

b) [RADIUS Providers]テーブルで、グループに含める一つ以上のプロバイダーを選択します。
c) [>>]ボタンをクリックして、[Included Providers]テーブルにプロバイダーを追加します。
グループからプロバイダーを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。
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d) 必要なすべてのプロバイダーをプロバイダーグループへ追加した後で、[OK]をクリックしま
す。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルトの認証サービスを選択します。

RADIUS プロバイダーグループの削除
認証設定によって使用されているプロバイダーのグループは削除できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する RADIUSプロバイダーグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

TACACS+ プロバイダーグループの作成
TACACS+プロバイダーのグループを作成すると、複数の TACACS+データベースを使用して認
証を行うことができます。

単一の TACACS+データベースでの認証では、TACACS+プロバイダーのグループを設定する
必要はありません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の TACACS+プロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups]を右クリックし、[Create TACACS+ Provider Group]を選択します。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider Group]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [Name]フィールドに、グループの一意の名前を入力します。
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この名前には、1～ 127文字の ASCII文字を使用できます。

b) [TACACS+ Providers]テーブルで、グループに含める一つ以上のプロバイダーを選択します。
c) [>>]ボタンをクリックして、[Included Providers]テーブルにプロバイダーを追加します。
グループからプロバイダーを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

d) 必要なすべてのプロバイダーをプロバイダーグループへ追加した後で、[OK]をクリックしま
す。

TACACS+ プロバイダーグループの削除
認証設定によって使用されているプロバイダーのグループは削除できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する TACACS+プロバイダーグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

認証ドメイン

認証ドメインは、マルチ認証システムを活用するために Cisco UCS Managerによって使用されま
す。各認証ドメインは、ログイン時に指定および設定されます。認証ドメインが指定されない場

合、デフォルトの認証サービス設定が使用されます。

最大 8個の認証ドメインを作成できます。各認証ドメインは、CiscoUCSManagerのプロバイダー
グループとレルムに関連付けられます。プロバイダーグループが指定されていない場合、レルム

内のすべてのサーバが使用されます。
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認証ドメインの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Authentication Domains]を右クリックし、[Create a Domain]を選択します。

ステップ 4 [Create a Domain]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ドメインの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

優先する認証プロトコルとして RADIUSを使用する
システムの場合、認証ドメイン名はローカルに作成さ

れたユーザ名に最大 32文字のユーザ名および番号の
一部と見なされます。CiscoUCSはフォーマット用に
5文字を挿入するため、ドメイン名とユーザ名を組み
合わせた総数が27文字を超えると認証が失敗します。

（注）

[Name]フィールド

Webクライアントが Cisco UCS Managerに接続する場合、クラ
イアントはリフレッシュ要求を Cisco UCS Managerに送信して
Webセッションをアクティブに保つ必要があります。このオプ
ションによって、このドメイン内のユーザに対するリフレッシュ

要求の間に許容される最大時間が指定されます。

この時間制限を超えると、Cisco UCS ManagerはWebセッショ
ンが非アクティブであると見なしますが、セッションは終了さ

れません。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 600秒です。

[Web Session Refresh Period]
フィールド

Cisco UCS Managerが、Webセッションが終了したと見なす前
提となる最終リフレッシュ要求後の最大経過時間。この時間制

限を超えると、Cisco UCS Managerは自動的にWebセッション
を終了します。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 7200秒です。

[Web Session Timeout]フィール
ド
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説明名前

このドメインのユーザに適用される認証プロトコル。次のいず

れかになります。

• [Local]：ユーザアカウントはこの Cisco UCSドメインで
ローカルで定義する必要があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに指定され
た RADIUSサーバで定義する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに定義され
た TACACS+サーバで定義する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに指定された
LDAPサーバで定義する必要があります。

[Realm]フィールド

[Realm]が [Local]以外に設定されている場合、このフィールド
を使用して、関連するプロバイダーグループ（ある場合）を選

択できます。

[ProviderGroup]ドロップダウン
リスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

プライマリ認証サービスの選択

コンソール認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。システムが Cisco UCSを介してローカル認証のみを使用する場合は、最初に
プロバイダーを作成する必要はありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Console Authentication]タブ領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンソールにログインするユーザが認証される

方法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザアカウントはこの Cisco
UCSドメインでローカルで定義する必要
があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに指定された RADIUSサーバで定義
する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに定義されたTACACS+サーバで定義
する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCSドメイ
ンに指定されたLDAPサーバで定義する必
要があります。

• [None]：ユーザアカウントがこの Cisco
UCSドメインに対してローカルである場
合、ユーザがコンソールにログインすると

きにパスワードは必要ありません。

[Realm]フィールド

コンソールにログインするユーザの認証に使用

するプロバイダーのグループ。

[Provider Group]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

デフォルトの認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。システムが Cisco UCSを介してローカル認証のみを使用する場合は、最初に
プロバイダーを作成する必要はありません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Default Authentication]タブ領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リモートログイン中にユーザが認証されるデ

フォルトの方法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザアカウントはこの Cisco
UCSドメインでローカルで定義する必要
があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに指定された RADIUSサーバで定義
する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに定義されたTACACS+サーバで定義
する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCSドメイ
ンに指定されたLDAPサーバで定義する必
要があります。

• [None]：ユーザアカウントがこの Cisco
UCSドメインインスタンスに対してロー
カルである場合、ユーザがリモートでログ

インするときにパスワードは必要ありませ

ん。

[Realm]ドロップダウンリスト

リモートログイン中にユーザを認証するために

使用するデフォルトプロバイダーのグループ。

[Provider Group]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
170 OL-28301-02-J  

プライマリ認証サービスの選択



リモートユーザのロールポリシー

デフォルトでは、Cisco UCS Managerでユーザロールが設定されていない場合、読み取り専用ア
クセスがLDAP、RADIUS、またはTACACSプロトコルを使用してリモートサーバからCiscoUCS
Managerにログインしているすべてのユーザに許可されます。セキュリティ上の理由から、Cisco
UCS Managerで確立されたユーザロールに一致しているユーザへアクセスを制限するのが望まし
い場合があります。

リモートユーザのロールポリシーは次の方法で設定可能です。

assign-default-role

ユーザロールに基づいて Cisco UCS Managerへのユーザアクセスを制限しません。 Cisco
UCS Managerでその他のユーザロールが定義されていない場合、すべてのユーザに読み取
り専用アクセスが許可されます。

これはデフォルトの動作です。

no-login

ユーザロールに基づいて Cisco UCS Managerへのユーザアクセスを制限します。ユーザ
ロールがリモート認証システムに割り当てられていない場合、アクセスは拒否されます。

リモートユーザのロールポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Role Policy for Remote Users]フィールドでは、ユーザがログインしようとして、リモート認証プ
ロバイダーでユーザロールに認証情報が提供されていないときに何が発生するかを決定するには

次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

• [NoLogin]：ユーザ名とパスワードが正しくても、ユーザはシステムにログインできません。

• [Assign Default Role]：ユーザは、読み取り専用ユーザロールでログインできます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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第 9 章

組織の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• マルチテナント環境の組織, 173 ページ

• マルチテナント環境における階層的な名前解決, 174 ページ

• ルート組織下の組織の作成, 176 ページ

• サブ組織下の組織の作成, 176 ページ

• 組織の削除, 177 ページ

マルチテナント環境の組織

マルチテナント機能を使用すると、CiscoUCSドメインの大規模な物理インフラストラクチャを、
組織と呼ばれる論理エンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物理イ

ンフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service定義などがあ
ります。また、すべてのユーザがすべての組織にアクセスできるようにする必要がない場合は、

ロケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもで

きます。

マルチテナント環境をセットアップする場合、すべての組織は階層的になります。最上位の組織

は常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、こ

のシステムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーや

プールが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステム

にFinanceとHRという組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HRは Finance組織にあるポリシーには一切
アクセスできません。しかし、FinanceとHRは両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを
使用できます。

マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に次のうち 1つ
以上をセットアップすることもできます。
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•リソースプール

•ポリシー

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

ルート組織は、常にトップレベルの組織です。

マルチテナント環境における階層的な名前解決

マルチテナント環境では、Cisco UCSは組織の階層を使用して、ポリシーおよびリソースプール
の名前を解決します。 Cisco UCS Managerがプールに割り当てられているポリシーまたはリソー
スの詳細を検索すると、次のことが起こります。

1 Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerが、サービスプロファイルまたはポリシーに割り当て
られた組織内で指定した名前のポリシーまたはプールの有無を調べます。

2 ポリシーが検出されるか、使用可能なリソースがプール内に存在する場合、CiscoUCSManager
はこのポリシーまたはリソースを使用します。ローカルレベルで使用可能なリソースがプー

ルに存在しない場合、Cisco UCS Managerは階層内で上位の親組織に移動し、同じ名前のプー
ルを検索します。 Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerは、検索がルート組織に到達するま
でこの手順を繰り返します。

3 検索がルート組織まで到達し、使用可能なリソースまたはポリシーが検出されない場合、Cisco
UCS Managerはローカル組織に戻り、デフォルトプール内でデフォルトポリシーまたは使用
可能なリソースの検出を開始します。

4 適用可能なデフォルトポリシーまたは使用可能なリソースがデフォルトプール内で検出され

ると、Cisco UCS Managerはこのポリシーまたはリソースを使用します。プール内に使用可能
なリソースが存在しない場合、Cisco UCS Managerは階層内で上位の親組織に移動し、デフォ
ルトプールを検索します。 Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerは、検索がルート組織に到
達するまでこの手順を繰り返します。

5 Cisco UCS Managerは適用可能なポリシーまたは使用可能なリソースを階層内で検出できない
場合、割り当てエラーを返します。

例：単一階層でのサーバプール名の解決

この例では、すべての組織がルート組織下の同一レベルにあります。たとえば、サービスプロバ

イダーは、各顧客に対して個別の組織を作成します。この構成では、組織は、自身の組織および

ルート組織に割り当てられたポリシーおよびリソースだけにアクセスできます。

この例では、XYZcustomer組織のサービスプロファイルは、XYZcustomerサーバプールのサーバ
を使用するように設定されています。リソースプールおよびポリシーがサービスプロファイル

に割り当てられると、次のことが発生します。

1 Cisco UCSManager Cisco UCSManagerが、XYZcustomerサーバプール内で使用可能なサーバの
有無を調べます。
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2 XYZcustomerサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManagerはこのサー
バとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プール内に使用可能なサーバが

存在しない場合、Cisco UCS Managerはルート組織で同じ名前のサーバプールの有無を調べま
す。

3 ルート組織に XYZcustomerサーバプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが
存在する場合、Cisco UCS Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を
終了します。プール内に使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerはXYZcustomer
組織に戻り、デフォルトのサーバプールを調べます。

4 XYZcustomer組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManager
はこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルトプールに

使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerはルート組織内でデフォルトのサー
バプールを調べます。

5 ルート組織内のデフォルトのサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは割り当てエラーを返しま
す。

例：多階層でのサーバプール名の解決

この例では、各組織に少なくとも 1つのサブ組織が含まれています。たとえば、企業は、企業内
の各主要部門に対しておよびこれらの部門のサブ部門に対して組織を作成できます。この構成で

は、各組織が、自身のローカルポリシーとリソースプール、および親階層内のリソースプール

にアクセスできます。

この例では、Finance組織に 2つのサブ組織（AccountsPayableおよび AccountsReceivable）が含ま
れています。AccountsPayable（AP）組織のサービスプロファイルは、APサーバプールのサーバ
を使用するように設定されています。リソースプールおよびポリシーがサービスプロファイル

に割り当てられると、次のことが発生します。

1 Cisco UCSManager Cisco UCSManagerが、サービスプロファイルに定義されている APサーバ
プール内で使用可能なサーバの有無を調べます。

2 APサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサー
ビスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プールに使用可能なサーバが存在しない

場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、Finance組織で同じ名前のプールの有無を調
べます。

3 Finance組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する
場合、Cisco UCS Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了しま
す。プールに使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerは1階層上位に移動し、
ルート組織で同じ名前のプールの有無を調べます。

4 ルート組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する場

合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCSManagerはAccountsPayable組織に戻
り、デフォルトのサーバプールを調べます。
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5 AccountsPayable組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、
Finance組織のデフォルトのサーバプールを調べます。

6 Finance組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManagerは
このサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルトプールに使

用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、ルート組織の
デフォルトのサーバプールを調べます。

7 ルート組織内のデフォルトのサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは割り当てエラーを返しま
す。

ルート組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 ツールバーで、[New] > [Create Organization]を選択します。

ステップ 2 [Create Organization]ダイアログボックスの [Name]フィールドに、組織の一意の名前を入力しま
す。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 3 [Description]フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

サブ組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Service Profiles] > [root]を展開します。
[Policies]ノードまたは [Pools]ノードの下の [Sub-Organizations]ノードにもアクセスできます。

ステップ 3 [Sub-Organizations]ノードを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•ルート直下に組織を作成するには、[Sub-Organizations]を右クリックし、[Create Organization]
を選択します。
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•より低いレベルのサブ組織の下に組織を作成するには、階層内のサブ組織ノードを展開して
から、新しい組織を作成するサブ組織を右クリックし、[Create Organization]を選択します。

ステップ 4 [Create Organization]ダイアログボックスの [Name]フィールドに、組織の一意の名前を入力しま
す。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 5 [Description]フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 削除する組織に移動します。

ステップ 3 組織を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 10 章

ロールベースアクセスコントロールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ロールベースアクセスコントロール, 179 ページ

• Cisco UCSのユーザアカウント , 180 ページ

• ユーザロール, 183 ページ

• ユーザロケール, 188 ページ

• ユーザロールの設定, 189 ページ

• ロケールの設定, 191 ページ

• ローカル認証されたユーザアカウントの設定, 193 ページ

• ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル, 200 ページ

• ユーザセッションのモニタリング, 203 ページ

ロールベースアクセスコントロール

ロールベースアクセスコントロール（RBAC）は、ユーザのロールとロケールに基づいてユーザ
のシステムアクセスを制限または許可する方法です。ロールによってシステム内でのユーザの権

限が定義され、ロケールによってユーザがアクセス可能な組織（ドメイン）が定義されます。権

限がユーザに直接割り当てられることはないため、個々のユーザ権限の管理では、適切なロール

とロケールを割り当てることが主な作業になります。

必要なシステムリソースへの書き込みアクセス権限がユーザに与えられるのは、割り当てられた

ロールによりアクセス権限が与えられ、割り当てられたロケールによりアクセスが許可されてい

る場合に限ります。たとえば、エンジニアリング組織内のサーバ管理者ロールを持つユーザは、

エンジニアリング組織内のサーバ設定を更新できますが、そのユーザに割り当てられたロケール

に財務組織が含まれていなければ、財務組織内のサーバ設定を更新できません。
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Cisco UCSのユーザアカウント
ユーザアカウントは、システムにアクセスするために使用されます。最大で 48のユーザアカウ
ントを各 Cisco UCS Managerドメインで設定できます。各ユーザアカウントには、一意のユーザ
名とパスワードが必要です。

ユーザアカウントは、SSH公開キーを付けて設定できます。公開キーは、OpenSSHと SECSHの
いずれかの形式で設定できます。

Admin アカウント

各 Cisco UCSドメインに adminアカウントがあります。管理者アカウントはデフォルトユーザ
アカウントで、変更も削除もできません。このアカウントは、システム管理者またはスーパー

ユーザアカウントであり、すべての権限が与えられています。 adminアカウントには、デフォル
トのパスワードは割り当てられません。初期システムセットアップ時にパスワードを選択する必

要があります。

adminアカウントは常にアクティブで、有効期限がありません。 adminアカウントを非アクティ
ブに設定することはできません。

ローカル認証されたユーザのアカウント

ローカル認証されたユーザのアカウントは、ファブリックインターコネクトによって直接認証さ

れ、adminまたはaaa権限を持つ人なら誰でもイネーブルまたはディセーブルにすることができま
す。ローカルユーザアカウントがディセーブルになっている場合、ユーザはログインできませ

ん。ディセーブルにされたローカルユーザアカウントの設定の詳細はデータベースによって削

除されません。ディセーブルにされたローカルユーザアカウントを再度イネーブルにすると、

そのアカウントはユーザ名とパスワードを含む既存の設定で再びアクティブになります。

リモート認証されたユーザのアカウント

リモート認証されたユーザのアカウントは、LDAP、RADIUS、または TACACS+で認証された
ユーザアカウントです。

ユーザが、ローカルユーザアカウントとリモートユーザのアカウントを同時に保持すると、ロー

カルユーザアカウントに定義されているロールがリモートユーザアカウントに保持されている

ロールを上書きします。

ユーザアカウントの有効期限

ユーザアカウントは、事前に定義した時間に有効期限が切れるように設定できます。有効期限の

時間になると、ユーザアカウントはディセーブルになります。

デフォルトでは、ユーザアカウントの有効期限はありません。
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有効期限の日付をユーザアカウントに設定した後で、期限切れにならないようにそのアカウ

ントを再設定することはできません。ただし、使用可能な最新の有効期限日でそのアカウン

トを設定することはできます。

（注）

Cisco UCSユーザ名に関する注意事項
ユーザ名は Cisco UCS Managerに対するログイン IDとしても使用されます。 Cisco UCSのユーザ
アカウントにログイン IDを割り当てるときは、次の注意事項および制約事項を考慮してくださ
い。

•ログイン IDには、次を含む 1～ 32の文字を含めることができます。

◦任意の英字

◦任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

•ログイン IDは Cisco UCS Manager内で固有でなければなりません。

•ログイン IDは英字で開始する必要があります。アンダースコアなどの特殊文字または数字
で開始することはできません。

•ログイン IDでは、大文字と小文字が区別されます。

•すべて数字のログイン IDを作成することはできません。

•ユーザアカウントを作成した後は、ログイン IDを変更できませんユーザアカウントを削除
し、新しいユーザアカウントを作成する必要があります。

予約語：ローカル認証されたユーザのアカウント

次の語はローカルユーザアカウントをCisco UCSで作成する場合に使用することはできません。

• root

• bin

• daemon

• adm

• lp

• sync

• shutdown
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• halt

• news

• uucp

• operator

• games

• gopher

• nobody

• nscd

• mailnull

• mail

• rpcuser

• rpc

• mtsuser

• ftpuser

• ftp

• man

• sys

• samdme

• debug

Cisco UCSパスワードの注意事項
ローカル認証されたユーザの各アカウントにパスワードが必要です。 adminまたは aaa権限を持
つユーザは、ユーザパスワードのパスワード強度チェックを実行するように、CiscoUCSManager
を設定できます。パスワード強度チェックをイネーブルにすると、各ユーザには強力なパスワー

ドが必要です。

シスコでは、各ユーザが強力なパスワードを持つことを推奨します。ローカル認証されたユーザ

にパスワード強度チェックをイネーブルにした場合、CiscoUCSManagerは、次の要件を満たさな
いすべてのパスワードを拒否します。

• 8～ 80文字で構成する必要がある。

•次の少なくとも 3種類を含む。

◦小文字

◦大文字

◦数字

◦特殊文字
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• aaabbbなど連続して 3回を超えて繰り返す文字を含まない。

•ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではない。

•パスワードディクショナリチェックに合格する。たとえば、パスワードには辞書に記載さ
れている標準的な単語に基づいたものを指定することはできません。

•次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等号）。

•ローカルユーザアカウントおよび adminアカウントには、空白を含めない。

ユーザアカウントの Web セッション制限
Webセッション制限が、特定のユーザアカウントが常時アクセスを許可されるWebセッション
（GUIおよび XMLの両方）の数を制限するために Cisco UCS Managerによって使用されます。

デフォルトでは、Cisco UCS Managerにより許可される同時Webセッションの数は 32に設定され
ます。ただし、この値はシステムの最大値 256まで設定可能です。

ユーザロール

ユーザロールは、ユーザに許可された操作を定義する 1つ以上の権限を含みます。 1つ以上の
ロールを各ユーザに割り当てることができます。複数のロールを持つユーザは、すべての割り当

てロールを組み合わせた権限を持ちます。たとえば、Role1にストレージ関連の権限があり、Role2
にサーバ関連の権限がある場合、Role1とRole2を持つユーザはストレージ関連およびサーバ関連
の両方の権限を持ちます。

Cisco UCSドメインにはデフォルトユーザロールを含めて最大 48のユーザロールを含めること
ができます。最初の 48より後で設定されたユーザロールはすべて受け入れられますが、エラー
が生成されて非アクティブになります。

すべてのロールには、Cisco UCSドメイン内のすべての設定に対する読み取りアクセス権限が含
まれています。読み取り専用ロールを持つユーザは、システム状態を変更できません。

ロールは、作成、変更（新しい権限の追加や既存の権限の削除）、および削除できます。ロール

を変更すると、そのロールを持つすべてのユーザに新しい権限が適用されます。権限の割り当て

は、デフォルトロールに定義されている権限に限定されません。つまり、カスタムの権限の組み

合わせを使用して、独自のロールを作成できます。たとえば、デフォルトのサーバアドミニスト

レータロールとストレージアドミニストレータロールの持つ権限の組み合わせは異なっていま

すが、両方のロールの権限を組み合わせた新しい 1つのサーバおよびストレージアドミニスト
レータロールを作成できます。

ロールがユーザへの割り当て後に削除されると、それらのユーザアカウントからも削除されま

す。

AAAサーバ（RADIUSまたは TACACS+）上のユーザプロファイルは、そのユーザに与える権限
に対応したロールを追加するように変更する必要があります。属性はロール情報を保存するため

に使用されます。AAAサーバでは、要求とともにこの属性が返され、それを解析してロールが得
られます。 LDAPサーバでは、ユーザプロファイル属性内のロールが返されます。
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ローカルユーザアカウントおよびリモートユーザアカウントが同じユーザ名である場合は、

リモートユーザに割り当てられたすべてのロールはローカルユーザに割り当てられているロー

ルによって上書きされます。

（注）

デフォルトのユーザロール

システムには、次のデフォルトのユーザロールが用意されています。

AAAアドミニストレータ

ユーザ、ロール、およびAAA設定に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの
残りの部分に対する読み取りアクセス権。

アドミニストレータ

システム全体に対する完全な読み取りと書き込みのアクセス権。デフォルトの adminアカ
ウントは、デフォルトでこのロールが割り当てられ、変更はできません。

ファシリティマネージャ

power-mgmt権限による電源管理操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システム
の残りの部分に対する読み取りアクセス権。

ネットワーク管理者

ファブリックインターコネクトインフラストラクチャとネットワークセキュリティ操作に

対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分に対する読み取りアクセ

ス権。

オペレーション

システムのログ（syslogサーバを含む）と障害に対する読み取りと書き込みのアクセス権。
システムの残りの部分に対する読み取りアクセス権。

Read-Only

システム設定に対する読み取り専用アクセス権。システム状態を変更する権限はありませ

ん。

サーバ計算

サービスプロファイルのほとんどの側面に対する読み取りと書き込みのアクセス権。ただ

し、ユーザは vNICまたは vHBAの作成、変更、削除ができません。

サーバ機器アドミニストレータ

物理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分

に対する読み取りアクセス権。
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サーバプロファイルアドミニストレータ

論理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分

に対する読み取りアクセス権。

サーバセキュリティアドミニストレータ

サーバセキュリティ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残

りの部分に対する読み取りアクセス権。

ストレージアドミニストレータ

ストレージ操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分に対す

る読み取りアクセス権。

予約語：ユーザロール

次の語はカスタムロールを Cisco UCSで作成するときに使用することはできません。

• network-admin

• network-operator

• vdc-admin

• vdc-operator

• server-admin

権限

ユーザロールを割り当てられたユーザは、権限により、特定のシステムリソースへアクセスした

り、特定のタスクを実行したりできるようになります。次の表に、各権限と、その権限がデフォ

ルトで与えられるユーザロールのリストを示します。

これらの権限とそれによってユーザが実行できるタスクに関する詳細情報は、「Privileges in
Cisco UCS」に記載されており、次の URLからアクセスできます。http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10281/prod_technical_reference_list.html

ヒント

表 5：ユーザの権限

デフォルトのロール割り当て説明特権

AAAアドミニストレータシステムセキュリティおよび
AAA

aaa

アドミニストレータシステム管理admin
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デフォルトのロール割り当て説明特権

ネットワーク管理者外部 LAN設定ext-lan-config

ネットワーク管理者外部 LANポリシーext-lan-policy

ネットワーク管理者外部 LAN QoSext-lan-qos

ネットワーク管理者外部 LANセキュリティext-lan-security

ストレージアドミニストレータ外部 SAN設定ext-san-config

ストレージアドミニストレータ外部 SANポリシーext-san-policy

ストレージアドミニストレータ外部 SAN QoSext-san-qos

ストレージアドミニストレータ外部 SANセキュリティext-san-security

オペレーションアラームおよびアラームポリ

シー

fault

オペレーションログおよび Smart Call Homeoperations

オペレーション組織管理org-management

ネットワーク管理者ポッド設定pod-config

ネットワーク管理者ポッドポリシーpod-policy

ネットワーク管理者ポッド QoSpod-qos

ネットワーク管理者ポッドセキュリティpod-security

ファシリティマネージャ電源管理操作に対する読み取り

と書き込みのアクセス権

power-mgmt

Read-Only読み取り専用アクセス権

読み取り専用は、権限として選

択できません。この権限は、す

べてのユーザロールに割り当て

られます。

read-only

サーバ機器アドミニストレータサーバハードウェア管理server-equipment

サーバ機器アドミニストレータサーバメンテナンスserver-maintenance
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デフォルトのロール割り当て説明特権

サーバ機器アドミニストレータサーバポリシーserver-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サーバセキュリティserver-security

サーバ計算アドミニストレータサービスプロファイル計算service-profile-compute

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイル設定service-profile-config

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイル設定ポリ

シー

service-profile-config-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルエンド

ポイントアクセス

service-profile-ext-access

ネットワーク管理者サービスプロファイルネット

ワーク

service-profile-network

ネットワーク管理者サービスプロファイルネット

ワークポリシー

service-profile-network-policy

ネットワーク管理者サービスプロファイル QoSservice-profile-qos

ネットワーク管理者サービスプロファイル QoSポ
リシー

service-profile-qos-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルセキュ

リティ

service-profile-security

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルセキュ

リティポリシー

service-profile-security-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルサーバ

管理

service-profile-server

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルコン

シューマ

service-profile-server-oper

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルプール

ポリシー

service-profile-server-policy

ストレージアドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジ

service-profile-storage
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デフォルトのロール割り当て説明特権

ストレージアドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジポリシー

service-profile-storage-policy

ユーザロケール

ユーザには、ロケールを 1つ以上割り当てることができます。各ロケールには、ユーザからのア
クセスを許可する 1つ以上の組織（ドメイン）を定義します。アクセスは、このロケールで指定
された組織の範囲内に制限されます。このルールの 1つの例外として、組織が指定されていない
ロケールがあります。この場合、すべての組織内のシステムリソースに対して無制限のアクセス

が可能になります。

Cisco UCSドメインには最大 48のユーザロケールを含めることができます。最初の 48より後で
設定されたユーザロケールはすべて受け入れられますが、エラーが生成されて非アクティブにな

ります。

adminまたは aaa権限を持つユーザは、組織を他のユーザのロケールに割り当てることができま
す。組織の割り当ては、それを行うユーザのロケール内の組織だけに制限されます。たとえば、

ロケールにエンジニアリング組織しか含まれていない場合、そのロケールを割り当てられたユー

ザは、他のユーザにエンジニアリング組織のみを割り当てることできます。

次の権限を 1つ以上持つユーザにロケールを割り当てることはできません。（注）

• aaa

• admin

• fault

• operations

組織は階層的に管理できます。トップレベルの組織に割り当てられたユーザは、自動的にその下

にあるすべての組織にアクセスできます。たとえば、エンジニアリング組織が、ソフトウェアエ

ンジニアリング組織とハードウェアエンジニアリング組織で構成されているとします。ソフト

ウェアエンジニアリング組織のみを含むロケールでは、その組織内のシステムリソースにしかア

クセスできません。一方、エンジニアリング組織が含まれるロケールでは、ソフトウェアエンジ

ニアリング組織とハードウェアエンジニアリング組織の両方のリソースにアクセスできます。
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ユーザロールの設定

ユーザロールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [User Services]を右クリックし、[Create Role]を選択します。
[Roles]を右クリックしてそのオプションにアクセスすることもできます。

ステップ 4 [Create Role]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このユーザロールのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

システムに定義されている権限のリスト。

その権限の説明を表示するには、権限をクリックします。チェッ

クボックスをオンにすると、選択したユーザにその権限が割り

当てられます。

[Privileges]リストボックス

[Help]セクション

[Privileges]リストボックス内で最後にクリックした権限の説
明。

[Description]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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ユーザロールへの権限の追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 権限を追加するロールを選択します。

ステップ 5 [General]タブで、ロールに追加する権限に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザロールからの権限の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 権限を削除するロールを選択します。

ステップ 5 [General]タブで、ロールから削除する権限に対応するボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザロールの削除

あるユーザロールを削除すると、Cisco UCS Managerにより、そのロールは割り当て先のすべて
のユーザアカウントから削除されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Delete]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

ロケールの設定

ロケールの作成

はじめる前に

ロケールを作成するには、1つ以上の組織が存在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]を右クリックし、[Create a Locale]を選択します。

ステップ 4 [Create Locale]ページで、次の手順を実行します。
a) [Name]フィールドに、ロケールの一意の名前を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Assign Organizations]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) Cisco UCSドメイン内の組織を表示するには、[Organizations]領域を展開します。
b) [root]ノードを展開して、サブ組織を表示します。
c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。
d) [Organizations]領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグアンドドロップします。
e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ bおよび cを繰り返します。

ステップ 6 [Finish]をクリックします。
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次の作業

ロケールを 1つまたは複数のユーザアカウントに追加します。詳細については、ローカル認証さ
れたユーザアカウントに割り当てられたロケールの変更, （197ページ）を参照してください。

ロケールへの組織の割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開し、組織を追加するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations]領域のテーブルアイコンバーで [+]をクリックします。

ステップ 6 [Assign Organizations]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) Cisco UCSドメイン内の組織を表示するには、[Organizations]領域を展開します。
b) [root]ノードを展開して、サブ組織を表示します。
c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。
d) [Organizations]領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグアンドドロップします。
e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ bおよび cを繰り返します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ロケールからの組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開し、組織を削除するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations]領域で、ロケールから削除する組織を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ロケールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロケールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントの設定

ユーザアカウントの作成

少なくとも、次のユーザを作成することを推奨します。

•サーバアドミニストレータアカウント

•ネットワークアドミニストレータアカウント

•ストレージアドミニストレータ

はじめる前に

システムに次のいずれかがある場合は、該当するタスクを実行します。

•リモート認証サービス：ユーザがリモート認証サーバに存在すること、および適切なロール
と権限を持っていることを確認します。

•組織のマルチテナント機能：1つ以上のロケールを作成します。ロケールが 1つもない場
合、すべてのユーザはルートに作成され、すべての組織のロールと権限が割り当てられま

す。

• SSH認証。SSHキーを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [User Services]を右クリックし、[Create User]を選択して [User Properties]ダイアログボックスを開
きます。
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[Locally Authenticated Users]を右クリックしてそのオプションにアクセスすることもできます。

ステップ 4 ユーザに関して要求される情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このアカウントにログインするときに使用されるアカウント名。

このアカウントは固有であるとともに、CiscoUCSManagerユー
ザアカウントに関する次のガイドラインと制約事項を満たして

いる必要があります。

•ログイン IDには、次を含む 1～ 32の文字を含めることが
できます。

◦任意の英字

◦任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

•ログイン IDはCiscoUCSManager内で固有でなければなり
ません。

•ログイン IDは英字で開始する必要があります。アンダー
スコアなどの特殊文字または数字で開始することはできま

せん。

•ログイン IDでは、大文字と小文字が区別されます。

•すべて数字のログイン IDを作成することはできません。

•ユーザアカウントを作成した後は、ログイン IDを変更で
きませんユーザアカウントを削除し、新しいユーザアカ

ウントを作成する必要があります。

ユーザを保存した後は、ログイン IDを変更できません。ユー
ザアカウントを削除し、新しいユーザアカウントを作成する必

要があります。

[Login ID]フィールド

ユーザの名。このフィールドには、32文字までの値を入力でき
ます。

[First Name]フィールド

ユーザの姓。このフィールドには、32文字までの値を入力でき
ます。

[Last Name]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。[Email]フィールド

ユーザの電話番号。[Phone]フィールド
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説明名前

このアカウントに関連付けられているパスワード。パスワード

強度のチェックをイネーブルにすると、ユーザパスワードを強

くする必要があり、次の要件を満たしていないパスワードは

Cisco UCS Managerによってすべて拒否されます。

• 8～ 80文字で構成する必要がある。

•次の少なくとも 3種類を含む。

◦小文字

◦大文字

◦数字

◦特殊文字

• aaabbbなど連続して 3回を超えて繰り返す文字を含まな
い。

•ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではな
い。

•パスワードディクショナリチェックに合格する。たとえ
ば、パスワードには辞書に記載されている標準的な単語に

基づいたものを指定することはできません。

•次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等
号）。

•ローカルユーザアカウントおよび adminアカウントには、
空白を含めない。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステータスが [Active]に設定されている場合、ユーザはこのロ
グイン IDとパスワードを使用して Cisco UCSManagerにログイ
ンできます。

[Account Status]フィールド

オンにすると、[ExpirationDate]フィールドに指定された日を経
過した後、このアカウントは期限切れになり、使用できなくな

ります。

有効期限の日付をユーザアカウントに設定した後で、

期限切れにならないようにそのアカウントを再設定す

ることはできません。ただし、使用可能な最新の有

効期限日でそのアカウントを設定することはできま

す。

（注）

[Account Expires]チェックボッ
クス

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 195

ローカル認証されたユーザアカウントの設定



説明名前

アカウントの期限が切れる日付。日付の形式は yyyy-mm-ddで
す。

このフィールドの終端にある下矢印をクリックするとカレンダー

が表示されるので、それを使用して期限日を選択できます。

[Account Expires]チェックボックスをオンにすると、
Cisco UCS Manager GUIにこのフィールドが表示され
ます。

（注）

[Expiration Date]フィールド

ステップ 5 [Roles]領域で 1つ以上のボックスをオンにして、ユーザアカウントにロールと権限を割り当てま
す。

adminまたは aaaロールを持つユーザにロケールを割り当てないでくださ
い。

（注）

ステップ 6 （任意） システムに組織が含まれる場合、[Locales]領域の 1つ以上のチェックボックスをオンに
して、適切なロケールをユーザに割り当てます。

ステップ 7 [SSH]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Type]フィールドで、次をクリックします。

• [PasswordRequired]：ユーザはログインするときにパスワードを入力する必要があります。

• [Key]：このユーザがログインするときに、Secure Shell（SSH;セキュアシェル）暗号化
が使用されます。

b) [Key]を選択する場合、[SSH data]フィールドに SSHキーを入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ローカル認証されたユーザのパスワード強度チェックのイネーブル化

パスワード強度のチェックを有効にするには、adminまたはaaa権限を持つユーザである必要があ
ります。パスワード強度のチェックをイネーブルにすると、Cisco UCS Managerによって、ユー
ザは強力なパスワードのガイドラインを満たしていないパスワードを選択できなくなります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Properties]領域の[Password Strength Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIユーザの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

各ユーザに許可されているHTTPおよびHTTPSの同時セッショ
ンの最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions Per User]
フィールド

システム内のすべてのユーザに許可されている HTTPおよび
HTTPSの同時セッションの最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロケールの変更

adminまたは aaaロールを持つユーザにロケールを割り当てないでください。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 修正するユーザアカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Locales]領域で、次の手順を実行します。

•ユーザアカウントに新しいロケールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにし
ます。

•ユーザアカウントからロケールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロールの変更

ユーザロールと権限の変更は、ユーザが次にログインするまで有効になりません。新しいロール

をユーザアカウントに追加するか、既存のロールをユーザアカウントから削除するときにユーザ

がログインしていると、前のロールと権限を使用してアクティブなセッションが続行されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 修正するユーザアカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Roles]領域で、次の手順を実行します。

•ユーザアカウントに新しいロールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにしま
す。

•ユーザアカウントからロールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ユーザアカウントの有効化

ローカルユーザアカウントを有効または無効にするには、adminまたは aaa権限を持つユーザで
ある必要があります。

はじめる前に

ローカルユーザアカウントを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 有効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status]フィールドで、[active]オプションボタンをクリックします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザアカウントの無効化

ローカルユーザアカウントを有効または無効にするには、adminまたは aaa権限を持つユーザで
ある必要があります。

ディセーブルにされているアカウントのパスワードを Cisco UCS Manager GUIによって変更す
ると、ユーザはアカウントをイネーブルにしてアクティブにした後でこの変更されたパスワー

ドを使用できません。ユーザはアカウントがイネーブルにされアクティブになった後で、必

要なパスワードをもう一度入力する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 無効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status]フィールドで、[inactive]オプションボタンをクリックします。
adminユーザアカウントは常にアクティブに設定されます。これは変更できません。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザのパスワード履歴のクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 パスワード履歴をクリアするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Clear Password History]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ローカルに認証されたユーザアカウントの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するユーザアカウントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Delete]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル

パスワードプロファイルには、Cisco UCS Managerのすべてのローカル認証されたユーザのパス
ワード履歴およびパスワード変更間隔のプロパティが含まれます。それぞれのローカル認証され

たユーザに異なるパスワードプロファイルを指定することはできません。

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたはAAA権限を持っている必
要があります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは adminまたはAAA権限を持つ
ユーザには適用されません。

（注）
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パスワード履歴カウント

パスワード履歴カウントにより、ローカル認証されたユーザが同じパスワードを何度も再利用す

ることを防止できます。このプロパティが設定されている場合、Cisco UCS Managerは、ローカ
ル認証されたユーザが以前に使用したパスワードを最大15パスワードまで保存します。パスワー
ドは、履歴カウントしきい値に達した場合に最も古いパスワードだけが再使用できるように、最

新パスワードから最初に新しい順に保存されます。

ユーザは、パスワード履歴に設定されている数のパスワードを作成して使用しなければ、パスワー

ドを再利用できるようになりません。たとえば、パスワード履歴カウントを 8に設定した場合、
ローカル認証されたユーザは、9番めのパスワードが期限切れになってからでなければ、最初の
パスワードを再利用できません。

デフォルトでは、パスワード履歴は 0に設定されます。この値は、履歴カウントをディセーブル
にし、ユーザがいつでも前のパスワードを使用できるようになります。

必要に応じて、ローカル認証されたユーザに対してパスワード履歴カウントをクリアし、以前の

パスワードの再利用をイネーブルにできます。

パスワード変更間隔

パスワード変更間隔を使用すると、ローカル認証されたユーザが一定の時間内に行うことができ

るパスワード変更の回数を制限できます。次の表に、パスワード変更間隔の 2つの設定オプショ
ンについての説明を示します。

例説明間隔の設定

たとえば、ローカル認証されたユー

ザが自分のパスワードを変更してか

ら 48時間以内に、パスワードが変
更されないようにするには、次のよ

うに設定します。

•間隔中の変更をディセーブル

•変更なし間隔を 48

このオプションは、ローカル認証

されたユーザのパスワードが、パ

スワード変更後の指定時間内に変

更されることを許可しません。

変更なし間隔に指定できる時間の

範囲は、1～745時間です。デフォ
ルトでは、変更なし間隔は 24時間
です。

許可するパスワード変

更なし

たとえば、ローカル認証されたユー

ザが自分のパスワードを変更してか

ら 24時間以内に、最大 1回の変更
を許可するには、次のように設定し

ます。

•間隔中の変更をイネーブル

•変更カウントを 1

•変更間隔を 24

このオプションはローカル認証さ

れたユーザのパスワードを定義済

み間隔内に変更できる最大回数を

指定します。

変更間隔は1～745時間の範囲で、
パスワード変更の最大回数は 0～
10の範囲で指定できます。デフォ
ルトでは、ローカル認証されたユー

ザは、48時間間隔内で最大 2回の
パスワード変更を許可されます。

変更間隔内でパスワー

ド変更を許可

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 201

ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル



変更間隔のパスワード変更の最大回数の設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは AAA権限を持っている必要
があります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは adminまたは AAA権限を持つユー
ザには適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、次の手順を実行します。
a) [Change During Interval]フィールドで、[Enable]をクリックします。
b) [ChangeCount]フィールドで、間隔の変更中に、ローカルで認証されたユーザが自分のパスワー
ドを変更できる最大回数を入力します。

この値は 0～ 10の間で、自由に設定できます。

c) [Change Interval]フィールドで、[Change Count]フィールドに指定されているパスワードの変更
回数が適用される最大時間数を入力します。

この値は 1～ 745時間の間で、自由に設定できます。

たとえば、このフィールドが 48に設定され、[Change Count]フィールドが 2に設定されている
場合、ローカルで認証されたユーザは48時間以内に2回しかパスワードの変更を行えません。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

パスワードの変更なし間隔の設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは AAA権限を持っている必要
があります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは adminまたは AAA権限を持つユー
ザには適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、次の手順を実行します。
a) [Change During Interval]フィールドで、[Disable]をクリックします。
b) [No Change Interval]フィールドで、新しく作成されたパスワードを変更するまでに、ローカル
で許可されたユーザが待機する必要のある最小時間数を入力します。
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この値は 1～ 745時間の間で、自由に設定できます。

この間隔は、[Change During Interval]プロパティが [Disable]に設定されていない場合は無視さ
れます。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

パスワード履歴カウントの設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは AAA権限を持っている必要
があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、[History Count]フィールドに、ローカル認証されたユーザが以前に使用
したパスワードを再使用できるようになる前に作成する必要がある一意のパスワードの数を入力

します。

この値は 0～ 15の間で、自由に設定できます。

デフォルトで、[HistoryCount]フィールドは0に設定されます。これによって履歴数がディセーブ
ルになり、ユーザは以前に使用したパスワードをいつでも使用できるようになります。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ユーザセッションのモニタリング

CLIまたは GUIのいずれでログインしているかに関係なく、ローカル認証されたユーザとリモー
ト認証されたユーザの両方について、Cisco UCS Managerセッションをモニタできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Sessions]タブをクリックします。
このタブには、ユーザセッションに関する次の詳細情報が表示されます。
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説明名前

セッションの名前。[Name]カラム

セッションに参加しているユーザ名。[User]カラム

このセッションのためにユーザがログインしているファブリッ

クインターコネクト。

[Fabric ID]カラム

セッションが開始された日時。[Login Time]カラム

Webクライアントが Cisco UCS Managerに接続する場合、クラ
イアントはリフレッシュ要求を Cisco UCS Managerに送信して
Webセッションをアクティブに保つ必要があります。このオプ
ションによって、このドメイン内のユーザに対するリフレッシュ

要求の間に許容される最大時間が指定されます。

この時間制限を超えると、Cisco UCS ManagerはWebセッショ
ンが非アクティブであると見なしますが、セッションは終了さ

れません。

[Refresh Period]カラム

Cisco UCS Managerが、Webセッションが終了したと見なす前
提となる最終リフレッシュ要求後の最大経過時間。この時間制

限を超えると、Cisco UCS Managerは自動的にWebセッション
を終了します。

[Session Timeout]カラム

ユーザがログインするときに使用する端末の種類。[Terminal Type]カラム

ユーザのログイン元である IPアドレス。[Host]カラム

このカラムに [Y]が表示された場合、関連付けられているユー
ザセッションは現在アクティブです。

[Current Session]カラム
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第 11 章

DNS サーバの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSの DNSサーバ , 205 ページ

• DNSサーバの追加, 205 ページ

• DNSサーバの削除, 206 ページ

Cisco UCSの DNS サーバ
システムがホスト名の名前解決を必要とする場合は、使用する外部DNSサーバを各Cisco UCSド
メインに指定する必要があります。たとえば、DNSサーバを設定していないと、ファブリック
インターコネクトに関する設定を行うときに、www.cisco.comなどの名前を使用できません。サー
バの IPアドレスを使用しなければならなくなります。

DNS サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [DNS Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 6 [Specify DNS Server]ダイアログボックスで、ドメインネームシステム（DNS）サーバの IPアド
レスを入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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DNS サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [DNS Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server]領域で、削除する DNSサーバを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 12 章

システム関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• シャーシディスカバリポリシーの設定, 207 ページ

• シャーシ接続ポリシーの設定, 211 ページ

• ラックサーバディスカバリポリシーの設定, 212 ページ

• MACアドレステーブルのエージングタイムの設定, 214 ページ

シャーシディスカバリポリシーの設定

シャーシディスカバリポリシー

シャーシディスカバリポリシーでは、新しいシャーシを追加した際のシステムによる対応方法が

規定されます。 Cisco UCS Managerは、シャーシディスカバリポリシー内の設定を使用して、
シャーシとファブリックインターコネクトの間のリンク数の最小しきい値と、IOMからファブ
リックポートチャネルのファブリックインターコネクトへのリンクをグループ化するかどうか

を決定します。

シャーシリンク

リンク数 1、2、4、および 8のリンクで配線されたシャーシのCiscoUCSドメインがある場合は、
CiscoUCSManagerが、すべてのシャーシを検出できるように、ドメインの最小リンク数にシャー
シディスカバリポリシーを設定することを推奨します。

リンク数が異なる IOMが混在する Cisco UCS実装については、プラットフォーム最大値を使
用することを推奨します。プラットフォーム最大値を使用すると、Cisco UCS Managerは、使
用可能な IOMアップリンクの最大数を使用することが保証されます。

ヒント

初回の検出後、設定よりも配線されるリンク数が多いシャーシを再認識させると、すべての使用

可能なリンクをシャーシが使用するように Cisco UCS Managerによって設定されます。
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Cisco UCS Managerは、シャーシディスカバリポリシーで設定されたリンク数よりも、配線され
るリンク数が少ないシャーシを検出できません。たとえば、シャーシディスカバリポリシーが

リンク数4で設定されている場合、CiscoUCSManagerは配線されるリンク数が1または2のシャー
シを検出できません。シャーシを再認識させても、この問題は解決されません。

次の表は、複数のシャーシで構成されたCisco UCSドメインにおけるシャーシディスカバリポリ
シーの動作の概要を示しています。

表 6：シャーシディスカバリポリシーとシャーシのリンク

プラットフォー

ム最大値ディス

カバリポリシー

シャーシディス

カバリポリシー

のリンク数が 8

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 4

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 2

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 1

シャーシで配

線されるリン

ク数

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 1で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 1つの
リンクが存在

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出できず、

Cisco UCSド
メインに追加

されません。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 2つの
リンクが存在
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プラットフォー

ム最大値ディス

カバリポリシー

シャーシディス

カバリポリシー

のリンク数が 8

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 4

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 2

シャーシ

ディスカバリ

ポリシーのリ

ンク数が 1

シャーシで配

線されるリン

ク数

IOMのリンク数
が 4の場合、
シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 4で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

IOMのリンク数
が 8の場合、
シャーシは Cisco
UCS Managerで
完全には検出さ

れません。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出できず、

CiscoUCSドメイ
ンに追加されま

せん。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 4で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 4つの
リンクが存在

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 8で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは Cisco
UCS Managerで
検出され、Cisco
UCSドメインに
リンク数 8で配
線されるシャー

シとして追加さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 4で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 2で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

シャーシは
Cisco UCS
Managerで検
出され、

Cisco UCSド
メインにリン

ク数 1で配線
されるシャー

シとして追加

されます。

初回の検出の

後にシャーシ

を再認識させ

ると、Cisco
UCS Manager
で再認識さ

れ、追加のリ

ンクが使用さ

れます。

IOMとファ
ブリックイ

ンターコネク

ト間で 8つの
リンクが存在
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リンクのグループ化

ファブリックポートチャネルをサポートするハードウェア構成については、IOMからファブリッ
クインターコネクトへのすべてのリンクをシャーシディスカバリの実行中にファブリックポー

トチャネルにグループ化するかどうかは、リンクのグループ化によって決まります。リンクのグ

ループ化の設定が port channelに設定されている場合、IOMからファブリックインターコネクト
へのすべてのリンクはファブリックポートのチャネルにグループ化されます。グループなしに設

定すると、IOMからファブリックインターコネクトへのリンクはファブリックポートチャネル
にグループ化されません。

ファブリックポートチャネルが作成されると、リンクグループの設定を変更してシャーシを再

認識させ、ポートチャネルからシャーシをイネーブルまたはディセーブルにすることによって、

リンクを追加または削除できます。

リンクグループのプリファレンスは、IOMまたは FEXとファブリックインターコネクトの間
のリンクの両方の側がファブリックポートチャネルをサポートする場合にのみ影響を及ぼし

ます。リンクの一方の側がファブリックポートチャネルをサポートしていない場合、このプ

リファレンスは無視され、リンクはポートチャネルにグループ化されません。

（注）

シャーシディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Chassis Discovery Policy]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

シャーシとファブリックインターコネクトの間のリンクの最小

しきい値を指定します。次のいずれかになります。

• 1-link

• 2-link

• 4-link

• 8-link

•プラットフォームの最大値

[Action]フィールド
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説明名前

IOMからファブリックインターコネクトへのリンクがポート
チャネルにグループ化されるかどうかを指定します。次のいず

れかになります。

• [None]：ポートチャネルにリンクはグループ化されませ
ん。

• [Port Channel]：IOMからファブリックインターコネクト
へのすべてのリンクがポートチャネルにグループ化されま

す。

リンクグループのプリファレンスは、IOMまたは
FEXとファブリックインターコネクトの間のリンク
の両方の側がファブリックポートチャネルをサポー

トする場合にのみ影響を及ぼします。リンクの一方

の側がファブリックポートチャネルをサポートして

いない場合、このプリファレンスは無視され、リンク

はポートチャネルにグループ化されません。

（注）

[Link Grouping Preference]
フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

特定のシャーシのファブリックポートのチャネル接続をカスタマイズするには、シャーシの接続

ポリシーを設定します。

シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシ接続ポリシー

シャーシ接続ポリシーは、シャーシの検出後に特定のシャーシをファブリックポートチャネルに

含めるかどうかを決定します。このポリシーは、グローバルシャーシディスカバリポリシーで

指定されたものと異なるように 1つ以上のシャーシを設定するユーザに役立ちます。シャーシ接
続ポリシーは、ファブリックインターコネクトごとに異なる接続モードにも対応し、シャーシ接

続に関して提供される制御レベルをそれ以上に拡張できます。

デフォルトでは、シャーシ接続ポリシーは、globalに設定されます。これは、シャーシが新たに
検出されたときに、接続制御がシャーシディスカバリポリシーで設定されている設定値を使用し

て設定されることを意味します。シャーシが検出されると、シャーシ接続ポリシーは、接続制御

が noneまたは port channelのいずれに設定されるかを制御します。
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シャーシ接続ポリシーは、ハードウェア構成がファブリックポートチャネルをサポートする

場合にだけCiscoUCSManagerによって作成されます。現時点では、6200シリーズファブリッ
クインターコネクトおよび 2200シリーズ IOMのみがこの機能をサポートしています。他の
すべてのハードウェアの組み合わせでは、Cisco UCS Managerはシャーシ接続ポリシーを作成
しません。

（注）

シャーシ接続ポリシーの設定

シャーシの接続モードを変更すると、VIFのネームスペースが減少する可能性があります。

シャーシに対する接続モードを変更すると、シャーシの再認識が行われます。その期間は、

トラフィックが中断されることがあります。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 IOMとファブリックインターコネクト間の接続を設定するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Connectivity Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 シャーシの各 IOMについて、[Admin State]フィールドでシャーシとファブリック接続用の次のい
ずれかの値を選択します。

• [None]：ポートチャネルにリンクはグループ化されません。

• [Port Channel]：IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンクがポートチャ
ネルにグループ化されます。

• [Global]：シャーシディスカバリポリシーからシャーシはこの設定を継承します。 768ビッ
トは、デフォルト値です。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

ラックサーバディスカバリポリシー

ラックサーバディスカバリポリシーでは、新しいラックマウントサーバを追加した際のシステ

ムによる対応方法が規定されます。Cisco UCSManager Cisco UCSManagerは、ラックサーバディ
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スカバリポリシーの設定を使用して、ハードディスクのすべてのデータがスクラビングされるか

どうか、およびサーバディスカバリをただちに実行するのか明示的なユーザの確認を待機する必

要があるのかを決定します。

Cisco UCS Manager Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトに正しくケーブル接続
されず、接続されていないラックマウントサーバを検出できません。サポートされている Cisco
UCSラックマウントサーバを Cisco UCS Managerに統合する方法については、そのサーバのハー
ドウェアインストレーションガイドを参照してください。

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Rack Server Discovery Policy]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

新しいラックサーバを追加すると、Cisco UCS Managerがどの
ように反応するか。次のいずれかになります。

• [Immediate]：Cisco UCS Managerは新しいサーバを自動的
に検出しようとします

• [User Acknowledged]：Cisco UCS Managerはユーザが新し
いサーバの検索を指示するまで待機します

[Action]フィールド

新しく検出されたサーバが、選択したサーバプールポリシー資

格内の基準と一致する場合に、そのサーバ上で実行するスクラ

ブポリシー。

[Scrub Policy]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

MAC アドレステーブルのエージングタイム
ポート間でパケットを効率的に切り替えるために、ファブリックインターコネクトはMACアド
レステーブルを保持しています。ファブリックインターコネクトは、受信したパケットのMAC
ソースアドレスと、パケットが読み取られた関連ポートを使用して、MACアドレステーブルを
動的に構築します。ファブリックインターコネクトは、設定可能なエージングタイマーで定義

されたエージングメカニズムを使用して、エントリがMACアドレステーブル内にとどまる期間
を判断します。アドレスの非アクティブ状態が所定の秒数続くと、そのアドレスはMACアドレ
ステーブルから削除されます。

MACアドレスエントリ（MACアドレスとその関連ポート）がMACアドレステーブルにとどま
る時間（エージ）はユーザが設定できます。

MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [MAC Address Table Aging]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用されていないMACアドレスが、CiscoUCSによって削除さ
れるまで、MACアドレステーブル内に留まる時間の長さ。次
のいずれかになります。

• [Never]：MACアドレスは、使用されていない時間がどの
程度長くなっても、テーブルから削除されません。

• [Mode-Default]：システムのデフォルト値が使用されます。
ファブリックインターコネクトがエンドホストモードに

設定されている場合、デフォルトは14,500秒です。スイッ
チングモードに設定されている場合、デフォルトは300秒
です。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIに、カスタム値を入力でき
る [dd:hh:mm:ss]フィールドが表示されます。

[Aging Time]フィールド
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説明名前

MACアドレスがCisco UCSによってMACアドレステーブルか
ら削除されるまでに、そのMACアドレスが使用されない状態
である必要のある時間の長さ。このフィールドは、エージング

タイムに [other]を選択した場合にだけ表示されます。

時間を days:hours:minutes:secondsの形式で入力します。

[dd:hh:mm:ss]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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第 13 章

ライセンスの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ライセンス, 217 ページ

• ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法, 219 ページ

• ライセンスの取得, 219 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド, 220 ページ

• 離れた場所からのファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード, 221 ペー
ジ

• ライセンスのインストール, 223 ページ

• ファブリックインターコネクトにインストールされたライセンスの表示, 224 ページ

• ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定, 226 ページ

• ライセンスの有効期限の決定, 228 ページ

• ライセンスのアンインストール, 228 ページ

ライセンス

各 Cisco UCSファブリックインターコネクトには、工場でインストールされ、ハードウェアとと
もに出荷される複数のポートライセンスが付属しています。完全にライセンスされたファブリッ

クインターコネクト、または部分的にライセンスされたファブリックインターコネクトを購入で

きます。納品後に追加のライセンスを購入することもできます。

各ファブリックインターコネクトは、少なくとも次にカウントされたライセンスがプリインス

トールされた状態で出荷されます。
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• Cisco UCS 6120XPファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされ
る最初の 8個のイーサネットポート用および拡張モジュール上のすべてのファイバチャネ
ルポート用のプリインストールライセンス

• Cisco UCS 6140XPファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされ
る最初の 16個のイーサネットポート用および拡張モジュール上のすべてのファイバチャネ
ルポート用のプリインストールライセンス

• Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされる
最初の 12個のユニファイドポート用のプリインストールライセンス拡張モジュールには、
拡張モジュールまたはベースモジュールで使用できる 8個のライセンスが付属しています。

• Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされる
最初の 18個のユニファイドポート用のプリインストールライセンス拡張モジュールには、
拡張モジュールまたはベースモジュールで使用できる 8個のライセンスが付属しています。

6200シリーズファブリックインターコネクト拡張モジュールに付属する 8個のデフォルトの
ライセンスは、ベースモジュールでポートをイネーブルにするために使用できますが、削除

された場合は拡張モジュールに移動します。拡張モジュールを取り外すと、ベースモジュー

ルによって使用されているデフォルトの拡張モジュールライセンスがベースモジュールのポー

トから削除されます。これにより、ライセンスされてないポートになります。

（注）

ポートライセンスは、物理ポートにバインドされません。ライセンスされているポートをディ

セーブルにすると、そのライセンスは次回イネーブルにされたポートで使用するために保持され

ます。追加の固定ポートを使用する場合は、それらのポート用のライセンスを購入し、インス

トールする必要があります。

ライセンスは、製品の世代間では移行できません。 6100シリーズファブリックインターコネ
クト用に購入したライセンスを使用して 6200シリーズファブリックインターコネクトをイ
ネーブルにすること、またその逆を行うことはできません。

重要

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間の
猶予期間を開始します。猶予期間は、ライセンスなしでポートを最初に使用したときから測定さ

れ、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間で使用され

た期間は、システムによって保持されます。

各物理ポートには、独自の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべ
てのポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）
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ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能してい

るポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは残りの

猶予期間が最も短いポートに移動されます。

High Availability コンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリックインターコネクト

に同じ数のポートがライセンスされていることを推奨します。対称性が維持されていない場合に

フェールオーバーが発生すると、CiscoUCSは欠落しているライセンスをイネーブルにし、フェー
ルオーバーノードで使用される各ポートの猶予期間を開始します。

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域では、ホスト IDは [Serial Number (SN)]フィールドに表示されます。

次の作業

シスコから必要なライセンスを取得します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュア

ルの手順が 1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方
法をお問い合わせください。

（注）

はじめる前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証明
書
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手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、Product Authorization Key（PAK;製品認証キー）を取
得します。

ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイトURLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入力し
ます。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求さ

れたファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

Cisco UCS Managerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能もイネーブルにな
ります。

次の作業

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへの

ライセンスのダウンロード

クラスタセットアップでは、一致するペアの両方のファブリックインターコネクトにライセ

ンスをダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウ

ンロードを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされ

ます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、ライセンスファイルのフルパスと名前を入力します。
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ライセンスファイルがあるフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]をクリックし
てファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なすべてのライセンスがファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクを完了した後に、ライセンスをインストールします。

離れた場所からのファブリックインターコネクトへのライセンスのダ

ウンロード

クラスタセットアップでは、一致するペアの両方のファブリックインターコネクトにライセ

ンスをダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウ

ンロードを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされ

ます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを取得します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 次のフィールドに入力します。

説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

ファイルが存在するリモートサーバの IPアドレスまたはホス
ト名。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Server]フィールド

ダウンロードするライセンスファイルの名前。[Filename]フィールド

必要に応じて、リモートサーバ上のライセンスファイルの絶対

パスを指定します。

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコ
ルを使用する場合は、ファイルがデフォルトのダウンロード

フォルダにあれば、リモートパスを指定する必要はありませ

ん。ファイルサーバの設定方法の詳細については、システム管

理者に問い合わせてください。

[Path]フィールド
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説明名前

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なすべてのライセンスがファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクを完了した後に、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
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CiscoUCSManagerGUIによってライセンスがインストールされ、ライセンスされていないポート
または機能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされたライセンスの表

示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリックインターコネクトにインス
トールされたすべてのライセンスに関して次の詳細を表示します。

説明名前

ライセンスの一意の識別子。[License File ID]カラム

ライセンスの動作状態。[Operational State]カラム

動作状態に関する詳細。[Operational State Description]カ
ラム

このライセンスがインストールされているファブリック。[Scope]カラム

ライセンスのバージョン。[Version]カラム
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説明名前

ライセンスの管理状態。次のいずれかになります。

• [Delete Failed]：Cisco UCSはライセンスを削除できません
でした。削除に失敗したのが最初の場合は、削除要求を再

送信します。再度失敗した場合は、Cisco TACに連絡して
ください。

• [Delete Pending]：ユーザは Cisco UCSがこのファブリック
インターコネクトからライセンスファイルを削除すること

を要求しました。

• [Deleted]：Cisco UCSはライセンスファイルの削除を完了
しましたが、データベースからはまだ除去されていませ

ん。

• [Deleting]：Cisco UCSは、現在ライセンスを削除していま
す。

• [Install Failed]：Cisco UCSはライセンスをインストールで
きませんでした。インストールに失敗したのが最初の場合

は、ライセンスを再インストールします。再度失敗した場

合は、Cisco TACに連絡してください。

• [InstallPending]：ライセンスはダウンロードされましたが、
まだインストールされていません。

• [Installed]：ライセンスファイルはファブリックインター
コネクトにインストールされています。

• [Installing]：CiscoUCSは、現在ライセンスをインストール
しています。

• [Stale]：ライセンスファイルは古いファブリックインター
コネクトに適用され、現在のファブリックインターコネク

トでは使用できません。ライセンスファイルを削除する

必要があります。また、必要に応じて現在のライセンスに

置き換える必要があります。

• [Unknown]：状態を判別できません。

• [Validated]：Cisco UCSは、これが有効な Ciscoライセンス
ファイルであることを検証しました。

[Administrative State]カラム

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックし、[Contents]タブに、そのライセンスの次の詳細を表示しま
す。

ファイルの個別のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開する必要がある

場合があります。
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説明名前

特定のコンポーネントとそのサブコンポーネントを表示できる

ナビゲーションツリー。コンポーネントを右クリックすると、

そのコンポーネントに使用できる処理を表示できます。

[Name]カラム

ライセンスパッケージファイルで使用可能なライセンスの総

数。

[Total Qty]カラム

ライセンスタイプ。[Type]カラム

ライセンスが期限切れになる日付。[Expiry]カラム

ライセンスパッケージファイルの指定されたタイプのライセン

スの数量。

[Quantity]カラム

このライセンスに関連付けられた製品認証キー（PAK）（利用
できる場合）。

[PAK]カラム

指定されたタイプのライセンスに関連付けられた署名キー。[Signature]カラム

ライセンスパッケージファイルを発行した会社。[Vendor]カラム

ライセンスパッケージファイルのバージョン。[Version]カラム

ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内の機能をクリックし、[General]タブに、その機能に関する次の詳細（使用されている
猶予期間を含む）を表示します。

説明名前

ライセンスを適用する機能の名前。[Name]フィールド

ライセンスに関連付けられたファブリック。[Scope]フィールド
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説明名前

使用可能なライセンスの総数。この値は、デフォルトのライセ

ンス数と、購入ライセンス数の合計です。

[Absolute Quantity]フィールド

システムによって現在使用されているライセンスの数。この値

が使用可能なライセンスの総数を超えると、関連する猶予時間

が経過した後、一部のポートが機能を停止します。

[Used Quantity]フィールド

この Cisco UCSドメインに提供されているライセンスのデフォ
ルト数。

[Default Quantity]フィールド

ライセンスの動作状態。[Operational State]フィールド

このライセンスが使用した猶予期間の日数。猶予期間が終了す

ると、新しいライセンスが購入されるまで、CiscoUCSはアラー
トメッセージを送信します。

[Grace Period Used]フィールド

このファブリックインターコネクトと比較した場合の、ピア

ファブリックインターコネクトにあるライセンス数。次のいず

れかになります。

• [exceeds]：ピアファブリックインターコネクトには、この
ファブリックインターコネクトより多くのライセンスがイ

ンストールされています。

• [lacks]：ピアファブリックインターコネクトには、この
ファブリックインターコネクトより少ないライセンスがイ

ンストールされています。

• [matching]：両方のファブリックインターコネクトに、同
じ数のライセンスがインストールされています。

[Peer License Count Comparison]
フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 227

ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定



ライセンスの有効期限の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックし、下の[Contents]タブにそのライセンスの詳細を表示しま
す。

ステップ 5 [Contents]タブで、ライセンスファイルを展開してファイルのすべてのライセンスを表示します。

ステップ 6 [Expiry]カラムで、ライセンスの有効期限を表示します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをア

ンインストールできます。使用中の永続ライセンスを削除しようとすると、CiscoUCSManager
はその要求を拒否し、エラーメッセージを表示します。

（注）

はじめる前に

• Cisco UCS Manager設定をバックアップします。

•アンインストールするライセンスに関連付けられた機能またはポートをディセーブルにしま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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Cisco UCS Managerはライセンスを無効にし、ライセンスのリストからライセンスを削除して、
ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。クラスタセットアップでは、他

のファブリックインターコネクトからライセンスをアンインストールする必要があります。
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第 14 章

仮想インターフェイスの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• 仮想インターフェイス, 231 ページ

• 仮想インターフェイスの加入者管理とエラー処理, 232 ページ

仮想インターフェイス

ブレードサーバ環境では、サービスプロファイル向けに設定可能な vNICおよび vHBAの数は、
アダプタの機能とアダプタで利用できる仮想インターフェイス（VIF）名前空間の容量によって決
定されます。 Cisco UCSでは、VIFの名前空間部分は VIFというチャンクで割り当てられます。
ハードウェアに応じて、VIFの最大数は、定義済みのポート単位で割り当てられます。
VIFの最大数は、ハードウェア機能とポート接続によって異なります。設定された各 vNICまた
は vHBAには、1つまたは 2つの VIFが割り当てられます。スタンドアロン vNICおよび vHBA
は 1つの VIFを使用し、フェールオーバー vNICおよび vHBAは 2つ使用します。

次の変数は、ブレードサーバに使用可能なVIFの数、およびサービスプロファイルに対して設定
可能な vNICと vHBAの数に影響を与えます。

•ファブリックインターコネクトでサポートされている VIFの最大数

•ファブリックインターコネクトをケーブル接続する方法

•ファブリックインターコネクトと IOMがファブリックポートチャネルモードで設定されて
いる場合

ハードウェア設定によってサポートされているVIFの最大数の詳細については、ソフトウェアリ
リースの『Cisco UCS 6100 and 6200 Series Configuration Limits for Cisco UCS Manager』を参照して
ください。
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仮想インターフェイスの加入者管理とエラー処理

ポートチャネルでグループ化されたファブリックインターコネクトでは、ファブリックインター

コネクトを I/Oモジュールに接続する方法を変更すると、ブレードサーバに使用可能な VIFの数
が大幅に変化する可能性があります。これらの変更効果の追跡を支援するため、CiscoUCSManager
は次のメトリックを維持しています。

•ハードウェアによってサポートされる VIFの最大数

•接続タイプ

ブレードに使用可能な VIFの数を減らすような方法で設定を変更すると、UCS Managerは警告を
表示し、操作を続行するかどうかを尋ねます。これには、接続の追加または移動によってVIFの
数が減らされる回数を含む、いくつかのシナリオが含まれています。
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第 15 章

Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの
登録

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSドメインの登録, 233 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決, 234 ページ

• Cisco UCSドメインの Cisco UCS Centralへの登録, 235 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決の変更, 236 ページ

• Cisco UCSドメインの Cisco UCS Centralからの登録解除, 237 ページ

Cisco UCS ドメインの登録
Cisco UCS Centralにより、データセンターで一部またはすべての Cisco UCSドメインを管理でき
ます。

Cisco UCS Centralによって Cisco UCSドメインを管理する場合は、そのドメインを登録する必要
があります。登録するときに、どのポリシーのタイプ、およびバックアップとファームフェアな

どのその他の設定が Cisco UCS Centralまたは Cisco UCS Managerによって管理されるかを選択す
る必要があります。登録されたすべてのCisco UCSドメインで同じタイプのポリシーおよび設定
を Cisco UCS Centralによって管理するか、または登録された各 Cisco UCSドメインに異なる設定
を選択できます。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録する前に、次の作業を実行します。

• NTPサーバと正しいタイムゾーンを、Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方に設定
して、それらが同期されるようにします。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの日時が
同期していない場合、登録が失敗する可能性があります。

•次のホスト名または IPアドレスを取得します： Cisco UCS Central

• Cisco UCS Centralを展開した際に設定した共有秘密を取得します
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Cisco UCS Centralに登録されているドメイン内の Cisco UCS Managerによって使用されている
IPアドレスを変更またはスワップすることはできません。その IPアドレスを変更またはス
ワップする必要がある場合は、最初にCiscoUCSCentralからのドメインを登録解除する必要が
あります。 IPアドレスを変更またはスワップした後、CiscoUCSドメインを再登録できます。

（注）

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Centralに登録する各 Cisco UCSドメインでは、特定のポリシーおよび設定を管理する
アプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じ Cisco UCS Centralに登録したすべ
ての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

次のテーブルには、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのいずれかで管理するように選択
できるポリシーおよび設定のリストを示します。

説明名前

機能カタログおよびインフラストラクチャファームウェアポリ

シーがローカルで定義されるか、または Cisco UCS Centralから
取得されるかどうかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

タイムゾーンおよび NTPサーバの設定がローカルで定義され
るか、または Cisco UCS Centralから取得されるかどうかを決定
します。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制限、管理
インターフェイスモニタリングポリシー設定が、ローカルまた

は Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定します。

[Communication Services]

グローバル障害ポリシーが、ローカルまたは Cisco UCS Central
のどちらで定義されるかを決定します。

[Global Fault Policy]

認証とネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、TACACS+、ト
ラストポイント、ロケール、およびユーザロールが、ローカル

または Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定しま
す。

[User Management]

DNSサーバが、ローカルまたはCisco UCSCentralのどちらで定
義されるかを決定します。

[DNS Management]
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説明名前

完全な状態のバックアップポリシーおよびすべてのコンフィ

ギュレーションのエクスポートポリシーが、ローカルまたは

Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定します。

[Backup & Export Policies]

Call Home、Syslog、および TFTP Core Exporter設定がローカル
または Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定しま
す。

[Monitoring]

SELポリシーが、ローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで
定義されるかを決定します。

[SEL Policy]

グローバルな電力割り当てポリシーがローカルまたはCiscoUCS
Centralのどちらで定義されるかを決定します。

[Power Allocation Policy]

電源ポリシーが、ローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで
定義されるかを決定します。

[Power Policy]

Cisco UCS ドメインの Cisco UCS Centralへの登録

Cisco UCS Centralに登録されているドメイン内の Cisco UCS Managerによって使用されている
IPアドレスを変更またはスワップすることはできません。その IPアドレスを変更またはス
ワップする必要がある場合は、最初にCiscoUCSCentralからのドメインを登録解除する必要が
あります。 IPアドレスを変更またはスワップした後、CiscoUCSドメインを再登録できます。

（注）

はじめる前に

NTPサーバと正しいタイムゾーンを、CiscoUCSManagerとCiscoUCSCentralの両方に設定して、
それらが同期されるようにします。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの日時が同期してい
ない場合、登録が失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

Cisco UCS Centralが展開される仮想マシンのホスト名または
IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメ
インが Cisco UCS Centralに登録されていないか、
DNSManagementが [local]に設定されている場合、
DNSサーバを Cisco UCS Managerに設定します。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ており、DNS Managementが [global]に設定されて
いる場合、DNSサーバを Cisco UCS Centralに設定
します。

（注）

[Hostname/IPAddress]フィール
ド

Cisco UCS Centralが配置された後に設定された共有秘密（ま
たはパスワード）。

[Shared Secret]フィールド

b) [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [PolicyResolutionControl]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリックし
ます。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS ドメインの Cisco UCS Centralからの登録解除
Cisco UCSドメインをCisco UCS Centralから登録解除すると、Cisco UCS Managerはグローバルポ
リシーへの更新を受け取らなくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [UCS Central]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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第 III 部

ネットワーク設定
• LANアップリンクマネージャの使用, 241 ページ

• VLANの設定, 257 ページ

• LANピングループの設定, 285 ページ

• MACプールの設定, 289 ページ

• Quality of Serviceの設定, 293 ページ

• ネットワーク関連ポリシーの設定, 305 ページ

• アップストリーム分離レイヤ 2ネットワークの設定, 345 ページ





第 16 章

LAN アップリンクマネージャの使用

この章の内容は、次のとおりです。

• LANアップリンクマネージャ, 241 ページ

• LANアップリンクマネージャの起動, 242 ページ

• LANアップリンクマネージャでのイーサネットスイッチングモードの変更, 242 ページ

• LANアップリンクマネージャでのポートの設定, 243 ページ

• サーバポートの設定, 243 ページ

• アップリンクイーサネットポートの設定, 245 ページ

• アップリンクイーサネットポートチャネルの設定, 246 ページ

• LANピングループの設定, 249 ページ

• ネームド VLANの設定, 250 ページ

• LANアップリンクマネージャでの QoSシステムクラスの設定, 254 ページ

LAN アップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一インターフェイ
スを提供します。LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設定できます。

•イーサネットスイッチングモード

•アップリンクイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート
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• QoSシステムクラス

LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LAN アップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

LAN アップリンクマネージャでのイーサネットスイッチングモード
の変更

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、CiscoUCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが順番に再起動されます。 2つめのファ
ブリックインターコネクトがイーサネットスイッチングモードに変更され、システムが使用

できるようになるまでには数分間かかります。設定が保持されます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Uplink Mode]領域で、次のいずれかのボタンをクリックします。

• Set Ethernet Switching Mode

• Set Ethernet End-Host Mode

現在のスイッチングモードのボタンはグレー表示されています。

ステップ 3 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。
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LAN アップリンクマネージャでのポートの設定
設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。展開モジュールにはサーバポー

トは含まれません。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]：固定モジュールのポートをサーバポートまたはアップリンクイーサネット
ポートとして設定します。

• [ExpansionModuleNumber]：拡張モジュールのポートをアップリンクイーサネットポートと
してイネーブルにします。拡張モジュールのポートはサーバポートとして設定できません。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合は、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• Configure as Server Port

• Configure as Uplink Port

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバポートとして設定されているものの、ディセーブルになっているこ

とを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable]を選択します。

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 設定を解除するポートを右クリックし、[Unconfigure]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネットポートのイネー
ブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディセー

ブルになっていることを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネットポートのディ
セーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces]を選択します。
複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合は、複数のポートを選択でき

ます。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 245

アップリンクイーサネットポートの設定



LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネットポートの設定
解除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートをクリックします。

複数のアップリンクイーサネットポートの設定を解除する場合は、複数のポートを選択できま

す。

ステップ 4 [Disable Interface]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LAN アップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Port Channel]をクリックします。

ステップ 3 ポップアップメニューから、ポートチャネルを作成する次のいずれかのファブリックインター

コネクトを選択します。

• Fabric Interconnect A

• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

ポートチャネルの ID。

1～ 256の整数を入力します。ポートチャネルが保存された
後、この IDを変更することはできません。

[ID]フィールド

ポートチャネルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

CiscoUCSManagerサーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、CiscoUCS
Managerで警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、この
ポートをアップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含め

ることができます。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポートチャネルを右クリックして、[Add Ports]を選択します。

ステップ 4 [Add Ports]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Ports]テーブルで、ポートチャネルに含める 1つ以上のポートを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、[Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。
ポートチャネルからポートを削除するには、[<<]ボタンを使用できます。

CiscoUCSManagerサーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、CiscoUCS
Managerで警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、この
ポートをアップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含め

ることができます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポートの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポートチャネルを展開します。

ステップ 4 ポートチャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ピングループの設定

LAN アップリンクマネージャでのピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Pin Group]をクリックします。

ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 4 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループは、vNICテンプレートにインクルードします。

LAN アップリンクマネージャを使用したピングループの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Pin Groups]領域で、削除するピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ネームド VLAN の設定

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の作成
2つのスイッチを持つ Cisco UCSドメインでは、両方のスイッチまたは 1つのスイッチだけにア
クセスできるネームド VLANを作成できます。
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3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 3 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられたマルチキャストポリシー。

ポリシーを選択しなかった場合、CiscoUCSManagerはデフォル
トのマルチキャストポリシーの設定を使用します。

[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANに使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム disjoint L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して、両方のファブリックに適用する
VLANを作成することをお勧めします。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967の範囲

• 4048～ 4093の範囲

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成すること
はできません。この範囲のVLAN IDは予約されていま
す。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE
VLANには、異なる IDを割り当てる必要があります。
VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用する
と、重大な障害が発生し、VLANを使用するすべての
vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoEVLAN
IDと重複する IDを持つ VLANでドロップされます

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

この VLANがプライベート VLANまたはセカンダリ VLANに
再分割されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANには、セカンダリ VLANまたはプラ
イベート VLANがありません。

• [Primary]：[Secondary VLANs]領域に示すように、この
VLANには 1つ以上のセカンダリVLANが存在できます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。プライマリ
VLANとこれが関連付けられたVLANは、[PrimaryVLAN]
ドロップダウンリストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これはこのプライベート VLANに関連付けられたプライマリ
VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

VLANに表示されるリストから組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で使用できます。

VLANの許容組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerによって次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 削除する VLANのタイプに応じて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VLANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャでの QoS システムクラスの設定
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。

手順

ステップ 1 LANアップリンクマネージャで、[QoS]タブをクリックします。

ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応するQoSクラスが
ファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリシーに
割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブリッ

クインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連付けら

れた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になるか、（シ
ステムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）Cos 0シス
テムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]の
場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。 0～ 6の整数を入力できます。0は最低プラ
イオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。 QoS
ポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラスが

ディセーブルになったときに、システムクラスをトラフィック

のデフォルトシステムクラスにする必要がある場合を除き、こ

の値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は7に、
[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。これら
の値は両方とも予約されており、他のプライオリティ

に割り当てることはできません。

（注）

[Cos]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対してパ

ケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオフに

すると、送信時にパケットを破棄できません。

このフィールドは、[Fibre Channel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[BestEffort]の場
合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

[Packet Drop]チェックボックス

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィール
ドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り当て

られるネットワーク帯域幅の割合が Cisco UCSによって決
定されます。

• best-effort.

• none.

[Weight]ドロップダウンリスト
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説明名前

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、CiscoUCS
によって次の作業が実行されます。

1 すべてのチャネルの重みを加算します。

2 チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求めま

す。

3 その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対応
します。

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている 1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に [fc]
に設定されます。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛先

に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用されませ
ん。

（注）

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [OK]をクリックして変更を保存し、LANアップリンクマネージャを終了します。

• [Apply]をクリックし、LANアップリンクマネージャを終了せずに変更を保存します。
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第 17 章

VLAN の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ネームド VLAN, 257 ページ

• プライベート VLAN, 258 ページ

• VLANポートの制限事項, 260 ページ

• ネームド VLANの設定, 261 ページ

• プライベート VLANの設定, 266 ページ

• VLANポート数の表示, 275 ページ

• VLANのポート数の最適化, 275 ページ

• VLANグループ, 278 ページ

• VLANの権限, 281 ページ

ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。 VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLAN IDに割り当てる名前によって抽象化層が追加されることで、ネームド VLANを使用する
サービスプロファイルに関連付けされたすべてのサーバを一括してアップデートできるようにな

ります。外部 LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありません。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じVLAN IDを使用してHRと Financeという名前のVLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
    OL-28301-02-J 257



クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。

VLAN ID に関するガイドライン

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

VLAN 4048はユーザによる設定が可能です。ただし、Cisco UCS Managerは次のデフォルト値に
VLAN 4048を使用します。 VLANに 4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要が
あります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANでは、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。アップグレード前にデフォルトの
FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定されていた場合、使用または予約されていな
い VLAN IDにそれを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使用中でない場合、
デフォルトを 4049に変更することを検討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デフォルトの VSANの FCoE VLAN
では、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。 FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブド
メインに分割し、一部のポートを分離できるようにします。 PVLANの各サブドメインには、プ
ライマリ VLANと 1つ以上のセカンダリ VLANが含まれています。 PVLANのすべてのセカンダ
リ VLANは、同じプライマリ VLANを共有する必要があります。セカンダリ VLAN IDは、各サ
ブドメインの区別に使用されます。

独立 VLAN

Cisco UCSドメインのすべてのセカンダリ VLANは、独立 VLANである必要があります。 Cisco
UCSは、コミュニティ VLANをサポートしていません。
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独立 VLAN のポート

独立 VLANの通信が使用できるのは、プライマリ VLANの関連ポートだけです。これらのポー
トは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANに複数のセ
カンダリ VLANが含まれている場合、それらの独立 VLANは互いに直接通信できません。

独立セカンダリ VLANに属するホストポート。このポートは、同じプライベート VLANドメイ
ン内の他のポートから完全に隔離されています。 PVLANは、無差別ポートからのトラフィック
を除き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラ

フィックは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを
含めることができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離さ
れています。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに注意してください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN ID に関するガイドライン

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

VLAN 4048はユーザによる設定が可能です。ただし、Cisco UCS Managerは次のデフォルト値に
VLAN 4048を使用します。 VLANに 4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要が
あります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANでは、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。アップグレード前にデフォルトの
FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定されていた場合、使用または予約されていな
い VLAN IDにそれを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使用中でない場合、
デフォルトを 4049に変更することを検討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デフォルトの VSANの FCoE VLAN
では、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。 FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。
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VLAN ポートの制限事項
Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトの境界ドメインおよびサーバドメイン下
で設定可能な VLANポートインスタンスの数を 6000に制限しています。

VLAN のポート数に含まれるポートのタイプ

次のポートのタイプが VLANポートの計算でカウントされます。

•境界アップリンクイーサネットポート

•境界アップリンクイーサネットチャネルメンバポート

• SANクラウド内の FCoEポート

• NASクラウド内のイーサネットポート

•サービスプロファイルを通して作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザにあるポートプロファイルの一部として作成
された VM vNIC

これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数を追跡し、検証中に VLANのポート制限を強制的に適用します。 Cisco UCS
Managerは、制御トラフィック用に事前定義された VLANポートリソースをいくつか予約してい
ます。これらには、HIFポートおよび NIFポート下で設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN のポート制限の実施

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートの可用性を検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドからの VLANの追加または削除

• SANポートまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBA下での VLANの設定または設定解除

• ESXハイパーバイザから、VMWare vNICからの作成通知または削除通知の受信時

これは、Cisco UCS Managerの制御対象外です（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード
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Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの操作に対して VLANのポート制限を強制的に適
用します。 Cisco UCS Managerが VLANのポート制限を超過したことを検出した場合、展開中に
サービスプロファイル設定が失敗します。

境界ドメイン内でVLANのポート数を超えても、それほど中断が発生しません。境界ドメインで
VLANポート数が超過した場合、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更し
ます。ステータスを Availableに戻すには、次のいずれかのアクションを実行する必要がありま
す。

• 1つ以上の境界ポートの設定を解除します

• LANクラウドから VLANを削除します

• 1つ以上の vNICまたは vHBAの設定を解除します

ネームド VLAN の設定

ネームド VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスできるネームドVLANを作成
できます。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられたマルチキャストポリシー。

ポリシーを選択しなかった場合、CiscoUCSManagerはデフォル
トのマルチキャストポリシーの設定を使用します。

[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANに使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム disjoint L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して、両方のファブリックに適用する
VLANを作成することをお勧めします。

設定オプション
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説明名前

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967の範囲

• 4048～ 4093の範囲

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成すること
はできません。この範囲のVLAN IDは予約されていま
す。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE
VLANには、異なる IDを割り当てる必要があります。
VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用する
と、重大な障害が発生し、VLANを使用するすべての
vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoEVLAN
IDと重複する IDを持つ VLANでドロップされます

重要

[VLAN IDs]フィールド

この VLANがプライベート VLANまたはセカンダリ VLANに
再分割されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANには、セカンダリ VLANまたはプラ
イベート VLANがありません。

• [Primary]：[Secondary VLANs]領域に示すように、この
VLANには 1つ以上のセカンダリVLANが存在できます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。プライマリ
VLANとこれが関連付けられたVLANは、[PrimaryVLAN]
ドロップダウンリストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これはこのプライベート VLANに関連付けられたプライマリ
VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

VLANに表示されるリストから組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で使用できます。

VLANの許容組織
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説明名前

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、次の作業を実行します。
a) [OverlappingVLANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。VALNのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

b) [OverlappingVSANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム
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説明名前

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。VSANのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCSManagerによってVLAN IDまたは FCoE VLAN IDの重複が識別された場合には、既
存の VLANと重複しない VLAN IDに変更します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerによって次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

ネームド VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、機能している別のプライマリ VLANにセカ
ンダリ VLANを再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、VLANがすべての vNICおよび vNIC
テンプレートから削除されたことを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられたVLANを削除する場合、vNICによってその
VLANをフラップさせることができます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VLANのタイプに応じて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VLANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN 用のプライマリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスできるプライマリVLANを作
成できます。
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3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられたマルチキャストポリシー。

ポリシーを選択しなかった場合、CiscoUCSManagerはデフォル
トのマルチキャストポリシーの設定を使用します。

[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANに使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム disjoint L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して、両方のファブリックに適用する
VLANを作成することをお勧めします。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967の範囲

• 4048～ 4093の範囲

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成すること
はできません。この範囲のVLAN IDは予約されていま
す。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE
VLANには、異なる IDを割り当てる必要があります。
VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用する
と、重大な障害が発生し、VLANを使用するすべての
vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoEVLAN
IDと重複する IDを持つ VLANでドロップされます

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

この VLANがプライベート VLANまたはセカンダリ VLANに
再分割されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANには、セカンダリ VLANまたはプラ
イベート VLANがありません。

• [Primary]：[Secondary VLANs]領域に示すように、この
VLANには 1つ以上のセカンダリVLANが存在できます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。プライマリ
VLANとこれが関連付けられたVLANは、[PrimaryVLAN]
ドロップダウンリストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これはこのプライベート VLANに関連付けられたプライマリ
VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

VLANに表示されるリストから組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で使用できます。

VLANの許容組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、次の作業を実行します。
a) [OverlappingVLANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム
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説明名前

VLANへのフルパス。VALNのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

b) [OverlappingVSANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。VSANのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCSManagerによってVLAN IDまたは FCoE VLAN IDの重複が識別された場合には、既
存の VLANと重複しない VLAN IDに変更します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、次のいずれかの [VLANs]ノードにプライマリ VLANを追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。
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プライベート VLAN 用のセカンダリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコ
ネクトまたは 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスできるセカンダリVLANを作
成できます。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成することはできません。この範囲の VLAN ID
は予約されています。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE VLANには、異なる IDを割り当てる必
要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発生しま
す。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでドロップ
されます

重要

はじめる前に

プライマリ VLANを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられたマルチキャストポリシー。

ポリシーを選択しなかった場合、CiscoUCSManagerはデフォル
トのマルチキャストポリシーの設定を使用します。

[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

すべてのVLANに使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム disjoint L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して、両方のファブリックに適用する
VLANを作成することをお勧めします。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967の範囲

• 4048～ 4093の範囲

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成すること
はできません。この範囲のVLAN IDは予約されていま
す。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE
VLANには、異なる IDを割り当てる必要があります。
VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用する
と、重大な障害が発生し、VLANを使用するすべての
vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoEVLAN
IDと重複する IDを持つ VLANでドロップされます

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

この VLANがプライベート VLANまたはセカンダリ VLANに
再分割されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANには、セカンダリ VLANまたはプラ
イベート VLANがありません。

• [Primary]：[Secondary VLANs]領域に示すように、この
VLANには 1つ以上のセカンダリVLANが存在できます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。プライマリ
VLANとこれが関連付けられたVLANは、[PrimaryVLAN]
ドロップダウンリストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これはこのプライベート VLANに関連付けられたプライマリ
VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

VLANに表示されるリストから組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で使用できます。

VLANの許容組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

マルチキャストポリシーは、セカンダリ VLANではなく、プライマリ VLANに関連付
けられます。

（注）

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、次の作業を実行します。
a) [OverlappingVLANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム
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説明名前

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。VALNのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

b) [OverlappingVSANs]タブをクリックし、次の各フィールドを確認してVLANIDが既存のVSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システム

レベルで作成された仮想 LANおよび SANネットワーク
に適用されます。

[Fabric ID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。VSANのプロパティを表示するには、
このカラムのリンクをクリックします。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCSManagerによってVLAN IDまたは FCoE VLAN IDの重複が識別された場合には、既
存の VLANと重複しない VLAN IDに変更します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、次のいずれかの [VLANs]ノードにプライマリ VLANを追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

VLAN ポート数の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 VLANポート数を表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[VLAN Port Count]バーの下矢印をクリックしてその領域を展開します。
Cisco UCS Manager GUIに、次の詳細が表示されます。

説明名前

このファブリックインターコネクトで許可されるVLANポート
の最大数。

[VLAN Port Limit]フィールド

使用可能な VLANアクセスポートの数。[Access VLAN Port Count]
フィールド

使用可能な VLANボーダーポートの数。[BorderVLANPort Count]フィー
ルド

VLANポート割り当てのステータス。[Allocation Status]フィールド

VLAN のポート数の最適化
VLANのポート数の最適化により、複数の VLANの状態を単一の内部状態にマップできます。
VLANのポート数の最適化をイネーブルにすると、CiscoUCSManagerは、ポートVLANメンバー
シップに基づいて VLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポート VLAN
数の制限が増加します。また、VLANのポート数の最適化により、VLANステートが圧縮され、
ファブリックインターコネクトの CPUの負荷が軽減されます。この CPUの負荷の軽減により、
より多くのVLANをより多くの vNICに展開できます。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN設定は変更されません。
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デフォルトでは、VLANポート数の最適化はディセーブルです。要件に基づいて、オプションを
イネーブルまたはディセーブルにできます。

重要 • VLANポート数の最適化をイネーブルにすると、使用可能な VLANポート数が増加しま
す。ポートVLAN数が非最適化された状態のVLANの最大数を超えると、VLANポート
数の最適化をディセーブルにできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

ポート VLAN 数の最適化のイネーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN数の最適化はディセーブルです。この機能をイネーブルにする
と、CPUの使用率を最適化し、ポート VLAN数を増加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常にイネーブルになると、確認メッセージが表示
されます。 [OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ポート VLAN 数の最適化のディセーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN数の最適化はディセーブルです。この機能をイネーブルにして
ポートVLAN数が増加した場合で、CPUの使用率を最適化する場合は、この機能をディセーブル
にできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常にディセーブルになると、確認メッセージが表
示されます。 [OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN の最適化設定の表示
システム内のVLANIDに基づいてVLANのポート数の最適化グループが自動的に作成されます。
グループ内のすべての VLANによって、同じ IGMPポリシーが共有されます。次の VLANは
VLANポート数の最適化グループに含められません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPAN送信元として指定された VLAN

•インターフェイス上で、単一の許可された VLANとして設定された VLAN、および単一の
VLANのあるポートプロファイル

Cisco UCS Manager GUIは、最適化された VLANを自動的にグループ化します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで [Fabric A]または [Fabric B]をクリックし、リストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。
[Work]ペインに、VLANの最適化グループのリストが [Name]および [Size]とともに表示されま
す。
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VLAN グループ
VLANグループでは、機能または特定のネットワークに属するVLANにより、イーサネットアッ
プリンクポート上の VLANをグループ化できます。 VLANメンバーシップを定義し、そのメン
バーシップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適

用できます。

VLANを VLANグループに割り当てた後、VLANグループへの変更が、VLANグループで設定さ
れているすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグループに
より、分離された VLAN間の VLANの重複も識別できます。

VLANグループ下で、アップリンクポートを設定できます。VLANグループのアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートは、そのグループ内のすべてのVLANだけをサポート
します。

VLANグループは、LANクラウドまたは LANアップリンクマネージャから作成できます。

VLAN グループの作成
[LANCloud]または [LANUplinksManager]から、[VLANGroup]を作成できます。この手順では、
[LAN Cloud]から VLANグループを作成する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN Cloud]を右クリックして、ドロップダウンオプションから [Create VLANGroup]を選択しま
す。

[Create VLAN Group]ウィザードが起動します。

ステップ 4 [Select VLANs]ペインで、次の操作を実行して [Next]をクリックします。

説明名前

VLANグループの名前を入力します。VLANグ
ループ名では、大文字と小文字が区別されま

す。

この名前には、1～32文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊
文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更す

ることはできません。

Name
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説明名前

表示されたリストから、グループに追加する

VLANを選択します。選択したいずれかの
VLANを [Native VLAN]として選択できます。

VLANs

このグループに新しいVLANを追加するには、
[Create VLAN]をクリックします。

Create VLAN

ステップ 5 （任意）[Add Uplink Ports]ペインで、表示されたリストから [Uplink Ports]を選択して [Selected
Uplink Ports]に追加します。

ステップ 6 （任意）[Add Port Channels]ペインで、[Port Channels]を選択して [Selected Port Channels]に追加し
ます。

ステップ 7 （任意）[Org Permissions]ペインで、表示されたリストから適切なグループを選択します。
ここで作成するグループに属するVLANは、ここで選択したグループだけにアクセスできます。

ステップ 8 [Finish]をクリックします。
この VLANグループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups]の下にある [VLAN Groups]のリス
トに追加されます。

VLAN グループのメンバの編集

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、グループメンバの VLANを編集する VLANグループ
名を選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された 1つまたは複数の VLANグループを右クリックし、[Edit VLAN Group Members]
を選択します。

[Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスが開きます。
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ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスで、表示されたリストから追加また
は削除する VLANを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels]ペインで、[Port Channels]を選択して [Selected Port Channels]に追加し
ます。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions]ペインで、表示されたリストから適切なグループを選択します。
ここで作成するグループに属するVLANは、ここで選択したグループだけにアクセスできます。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

ステップ 10 この VLANグループは、選択に基づいて変更されます。

VLAN グループの組織アクセス権限の変更
VLANグループの組織アクセス権限を変更すると、権限の変更はそのVLANグループのすべての
VLANに適用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group]を展開し、[VLAN group name]を選択しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Groups Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Groups Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions]で、次の作業を実行します。

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
280 OL-28301-02-J  

VLAN グループ



VLAN グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、削除する VLANグループの名前を選択します。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された 1つまたは複数の VLANグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VLAN の権限
VLANの権限は、指定された組織に基づいてVLANへのアクセスを制限します。また、VLANが
属するサービスプロファイルの組織に基づいて、サービスプロファイル vNICに割り当てること
ができるVLANのセットも制限します。VLANの権限はオプションの機能であり、デフォルトで
はディセーブルです。要件に基づいて、機能をイネーブルまたはディセーブルにできます。機能

をディセーブルにすると、すべてのVLANは、すべての組織に対してグローバルにアクセスでき
ます。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]で組織の権限をイネーブルにした場
合、VLANを作成すると、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]
オプションが表示されます。 [Org Permissions]をイネーブルにしない場合は、[Permitted Orgs
for VLAN(s)]オプションが表示されません。

（注）

組織の権限をイネーブルにした場合は、VLANの作成時にVLANに組織を指定します。組織を指
定すると、そのVLANは、その特定組織および構造下にあるすべてのサブ組織で使用可能になり
ます。他の組織のユーザは、この VLANにアクセスできません。また、VLANのアクセス要件
の変更に基づいて、VLANの権限を任意の時点で変更することもできます。

ルートレベルで組織に VLAN組織の権限を割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできます。ルートレベルで組織の権限を割り当てた後、サブ組織に属する VLANの権限
を変更した場合は、その VLANがルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意
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VLAN の権限のイネーブル化
デフォルトでは、VLANの権限はディセーブルになっています。異なる組織の権限を作成して
VLANアクセスを制限する場合は、組織の権限オプションをイネーブルにする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [OrgPermissions]オプションが正常にイネーブルになると、確認メッセージが表示されます。 [OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN の権限のディセーブル化
デフォルトでは、VLANの権限はディセーブルになっています。このオプションをイネーブルに
した後、VLANの権限を別のネットワークグループに割り当てたため、このオプションを使用し
なくなった場合は、オプションをグローバルにディセーブルにできます。VLANの組織の権限機
能をディセーブルにした場合、VLANに割り当てた権限は引き続きシステム内に存在しますが、
施行されません。組織の権限を後で使用する場合は、この機能をイネーブルにして割り当てられ

た権限を使用できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Org Permissions]オプションが正常にディセーブルになると、確認メッセージが表示されます。
[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN の権限の追加または変更
VLANの許可された組織を追加または削除できます。
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VLANの許可された組織として組織を追加すると、すべての下位組織が VLANにアクセスで
きます。このため、組織から VLANへのアクセス権限を削除すると、すべての下位組織が
VLANにアクセスできなくなります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs]を展開し、[VLAN name]を選択します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)]で、

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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第 18 章

LAN ピングループの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• LANピングループ, 285 ページ

• LANピングループの作成, 286 ページ

• LANピングループの削除, 287 ページ

LAN ピングループ
Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できま

す。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。次に、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル内に
取り込まれます。 vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップ
リンクイーサネットポートに進みます。

ピングループが vNICポリシーを使用してサーバインターフェイスに割り当てられていない
場合、Cisco UCS Managerは、そのサーバインターフェイスからのトラフィックに対するアッ
プリンクイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的

ではありません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバイ

ンターフェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポー

トチャネルが使用される可能性があります。

（注）
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LAN ピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN Pin Groups]を右クリックし、[Create LAN Pin Group]を選択します。

ステップ 4 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループは、vNICテンプレートにインクルードします。
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LAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [LAN Pin Groups]を展開します。

ステップ 3 削除する LANピングルーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 19 章

MAC プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• MACプール, 289 ページ

• MACプールの作成, 290 ページ

• MACプールの削除, 291 ページ

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集まりです。MACアドレスはレイヤ 2環
境では一意で、サーバのvNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMACプー
ルを使用する場合、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMACア
ドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーションまたはビジネスサービスでのみ使用できるようにすることができます。

Cisco UCS Managerは名前解決ポリシーを使用してプールからMACアドレスを割り当てます。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。次に、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル内
に取り込まれます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレスのグ
ループを使用することもできます。
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MAC プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools]を展開します

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create MAC Pool]ウィザードの [Set MAC Pool Name]ページで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

MACプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

MACプールの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of MAC Addresses]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MACAddress]フィールド
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説明名前

ブロック内のMACアドレスの数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

MACプールは、vNICテンプレートにインクルードします。

MAC プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [MAC Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するMACプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 291

MAC プールの削除



   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
292 OL-28301-02-J  

MAC プールの削除



第 20 章

Quality of Service の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Quality of Service, 293 ページ

• システムクラスの設定, 293 ページ

• Quality of Serviceポリシーの設定, 297 ページ

• フロー制御ポリシーの設定, 301 ページ

Quality of Service
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する
ためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラフィックを処理するために、Data Center
Ethernet（DCE）が使用されます。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に
2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Serviceを設定
できます。 Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がどのよう
に割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。
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各システムクラスでは、特定のトラフィックタイプのために、帯域幅の特定セグメントが予約さ

れています。これにより、オーバーサブスクライブされたシステムでも、ある程度のトラフィッ

ク管理ができるようになります。たとえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラス

を設定して、FCoEトラフィックに割り当てられるDCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 7：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーにインクルードできる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

Best Effort

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできま

せん。

ファイバチャネル

QoS システムクラスの設定
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応するQoSクラスが
ファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリシーに
割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブリッ

クインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連付けら

れた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になるか、（シ
ステムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）Cos 0シス
テムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]の
場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。 0～ 6の整数を入力できます。0は最低プラ
イオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。 QoS
ポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラスが

ディセーブルになったときに、システムクラスをトラフィック

のデフォルトシステムクラスにする必要がある場合を除き、こ

の値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は7に、
[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。これら
の値は両方とも予約されており、他のプライオリティ

に割り当てることはできません。

（注）

[Cos]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対してパ

ケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオフに

すると、送信時にパケットを破棄できません。

このフィールドは、[Fibre Channel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[BestEffort]の場
合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

[Packet Drop]チェックボックス
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説明名前

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィール
ドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り当て

られるネットワーク帯域幅の割合が Cisco UCSによって決
定されます。

• best-effort.

• none.

[Weight]ドロップダウンリスト

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、CiscoUCS
によって次の作業が実行されます。

1 すべてのチャネルの重みを加算します。

2 チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求めま

す。

3 その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対応
します。

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている 1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に [fc]
に設定されます。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛先

に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用されませ
ん。

（注）

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effortシステムクラスまたは Fibre Channelシステムクラスはイネーブルに
なっています。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoSシステムクラスの [Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのディセーブル化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスはディセーブルにできま

せん。

ディセーブルにされたシステムクラスに関連付けられているすべてのQoSポリシーのデフォルト
は、Best Effortです。ディセーブルにされたシステムの Class of Service（CoS;クラスオブサービ
ス）が 0に設定されている場合のデフォルトは、Cos 0システムクラスになります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoSシステムの [Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Quality of Service ポリシーの設定

Quality Of Service ポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。
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vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

このQoS定義に割り当てられたプライオリティ。次のいずれか
になります。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御する QoSポリシーに
このプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリシー
にこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリシー
にこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポリシー
にこのプライオリティを使用します。

• [Best Effort]：このプライオリティを使用しないでくださ
い。 ベーシックイーサネットトラフィックレーンのため

に予約されています。このプライオリティをQoSポリシー
に割り当て、別のシステムクラスを CoS 0に設定する場
合、Cisco UCS Managerはこのシステムクラスのデフォル
トには戻りません。そのトラフィックのCoS0でプライオ
リティがデフォルトに戻ります。

[Priority]ドロップダウンリス
ト

このポリシーを使用するサーバの通常バーストサイズ。この

フィールドにより、トラフィックがレート制限を超えていると

見なされずに到達できるトラフィックバーストの最大サイズが

決定されます。デフォルトは 10240です。最小値は 0で、最大
値は 65535です。

この設定は、一部のアダプタには適用されません。

[Burst]フィールド
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説明名前

想定されるトラフィックの平均レート。このレートを下回るト

ラフィックは、常に準拠です。デフォルトは回線速度です。こ

れは、値が 0の場合と等しく、レート制限が指定されません。
最小値は 8で、最大値は 40,000,000です。

CiscoUCSM81KR仮想インターフェイスカードアダプタのレー
ト制限の粒度は、1Mbpsです。これらのアダプタでは、要求し
たレートが「超えてはならない」レートとして扱われます。し

たがって、4.5Mbpsの値は 4Mbpsと解釈されます。 0より大き
くて 1Mbpsより小さい要求レートは、1Mbpsと解釈されます。
これは、サポートされる最低のハードウェアレート制限です。

レート制限は、一部のアダプタには適用されません。たとえ

ば、この設定は Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカー
ドでサポートされていません。

[Rate]フィールド

Cisco UCSがサービスクラス（CoS）を制御するかどうか。次
のいずれかになります。

• [None]：ホストによって割り当てられた CoS値に関係な
く、[Priority]ドロップダウンリストで選択されたプライオ
リティに関連付けられているCoS値がCisco UCSで使用さ
れます。

• [Full]：ホストによって割り当てられた有効な CoS値がパ
ケットにある場合、その値が Cisco UCSで使用されます。
そうでなければ、[Priority]ドロップダウンリストで選択さ
れたプライオリティと関連付けられている CoS値が Cisco
UCSで使用されます。

この設定は、一部のアダプタには適用されません。

[Host Control]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラス
をディセーブルにした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベスト
エフォートシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナ
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ント機能を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、組織階層から一致する QoS
ポリシーを見つけようとします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [QoS Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する QoSポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。 Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーによって設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効

になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリン

クイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワー

クポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポート

で停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定をイネーブルにした場合は、必ず、ネット

ワークポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。 Cisco UCSポートでフロー制
御フレームを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desiredに設定
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されていることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの

受信パラメータと送信パラメータを offに設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシーは、

作成できません。

ステップ 4 [Flow Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Flow Control Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

次のいずれかになります。

• [Auto]：このファブリックインターコネクト上で PPPを使
用するかどうかを決めるために、Cisco UCSとネットワー
クがネゴシエーションします。

• [On]：このファブリックインターコネクト上で PPPをイ
ネーブルにします。

[Priority]フィールド

次のいずれかになります。

• [Off]：ネットワークからのポーズ要求は無視され、トラ
フィックフローは通常どおり継続します。

• [On]：ポーズ要求に従い、そのアップリンクポート上のす
べてのトラフィックは、ネットワークでポーズ要求が取り

消されるまで停止されます。

[Receive]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Off]：パケット負荷に関係なくポート上のトラフィックが
通常どおり流れます。

• [On]：着信パケットレートが高くなり過ぎると、CiscoUCS
からポーズ要求がネットワークに送信されます。ポーズは

数ミリ秒有効になった後、通常のレベルにリセットされま

す。

[Send]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Flow Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 21 章

ネットワーク関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vNICテンプレートの設定, 305 ページ

• イーサネットアダプタポリシーの設定, 312 ページ

• デフォルトの vNICの動作のポリシーの設定, 318 ページ

• LAN接続ポリシーの設定, 320 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 335 ページ

• マルチキャストポリシーの設定, 339 ページ

vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
このポリシーは、サーバ上のvNICがLANに接続する方法を定義します。このポリシーは、vNIC
LAN接続ポリシーとも呼ばれます。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する場合に、適切な設定でVM-FEXポートプロ
ファイルを自動的に作成しません。 VM-FEXポートプロファイルを作成する場合は、vNICテン
プレートのターゲットを VMとして設定する必要があります。

このポリシーをサービスプロファイルに含めて、ポリシーを有効にする必要があります。
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サーバに 2つの Emulexまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS CNA
M71KR-Q）がある場合は、サービスプロファイル内で両方のアダプタの vNICポリシーを設
定し、両方の NICのユーザ定義のMACアドレスを取得する必要があります。両方の NICの
ポリシーを設定しない場合、Windowsは、引き続き両方の NICを PCIバスで検出します。次
に、2番目のイーサネットがサービスプロファイルの一部ではないため、Windowsがハード
ウェアのMACアドレスを割り当てます。次に、サービスプロファイルを別のサーバに移動
した場合は、1つのNICにユーザ定義のMACアドレスがないため、Windowsは追加のNICを
表示します。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [General]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

virtual Network Interface Card（vNIC;仮想ネットワークイン
ターフェイスカード）テンプレートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、このテンプレートから作成された vNICから第 2の
ファブリックインターコネクトにアクセスできるようにする

には、[Enable Failover]チェックボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバを、このテ
ンプレートから作成された 1つ以上の vNICに
関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
設定に関連付ける予定がある場合。選択した

場合、サービスプロファイルとサーバを関連

付けたときに、Cisco UCS Managerによって設
定エラーが生成されます。

[Fabric ID]フィールド
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説明名前

このテンプレートから作成された vNICに可能なターゲット
のリスト。選択したターゲットにより、Cisco UCS Manager
が、vNICテンプレートの適切な設定によって自動的に
VM-FEXポートプロファイルを作成するかどうかを決定しま
す。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択すると、VM-FEXポートプロファ
イルは作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。こ
のオプションを選択すると、VM-FEXポートプロファイ
ルが作成されます。

[Target]リストボックス

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更された場合、この
テンプレートから作成された vNICはアップデートされ
ません。

• [UndatingTemplate]：テンプレートが変更された場合、こ
のテンプレートから作成された vNICはアップデートさ
れます。

[Template Type]フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテーブルを使
用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

c) [Policies]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICテンプレート
にある場合、ここで指定されるMTUは、関連付け
られた QoSシステムクラスで指定されたMTU以
下でなければなりません。このMTU値が QoSシ
ステムクラスのMTU値を超えると、データ伝送中
にパケットがドロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるMACアドレスプール。

[MACPool]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるサービスポリシーの品質。

[QoS Policy]ドロップダウン
リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるネットワーク制御ポリシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるダイナミック vNIC接続ポリシー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vNICテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vNIC テンプレートへの vNIC のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることができま
す。 vNICを vNICテンプレートにバインドした場合、Cisco UCSManagerは vNICテンプレートで
定義された値を使って vNICを設定します。既存の vNIC設定が vNICテンプレートと一致しない
場合、Cisco UCS Managerによって vNICが再設定されます。バインドされた vNICの設定は、関
連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。 vNICをインクルードしている
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サービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされている場合、

vNICを vNICテンプレートにバインドできません。

再設定されているvNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドする vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [vNIC Template]ドロップダウンリストから、vNICをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNICの再
設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確認
します。

vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vNIC テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSManagerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。 Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらの

ポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求し

ます。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16
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イーサネットアダプタポリシーの作成

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド
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説明名前

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueues]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupts]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが計算
されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUからす
べてのパケットがハードウェアに送信されます。このオプ

ションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性
があります。

このオプションは、インターフェイスから送信された

パケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが検証
されます。

• [Enabled]：CPUからすべてのパケットチェックサムが検
証のためにハードウェアへ送信されます。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があり
ます。

このオプションは、インターフェイスによって受信さ

れたパケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Sisabled]：大きい TCPパケットが CPUで分割されます。

• [Enabled]：大きい TCPパケットが、CPUからハードウェ
アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれ、インターフェイスから送信されるパケットのみ

に影響を及ぼします。

（注）

[TCP Segmentation Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべての大きいパケットが処理されま
す。

• [Enabled]：すべての分割パケットが、CPUに送信される前
にハードウェアによって再構築されます。このオプション

により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスルー
プットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスによって受信さ

れたパケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]
フィールド

RSSにより、マルチプロセッサシステムにおいてネットワーク
の受信処理が複数の CPUに分散されます。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが
使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されま
す。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常にプ
ロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling]フィール
ド

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout]フィールド
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説明名前

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[Interrupt Mode]フィールド

次のいずれかになります。

• [Min]：別の割り込みイベントを送信する前に、[Interrupt
Timer]フィールドに指定された時間だけシステムは待機し
ます。

• [Idle]：アクティビティなしの期間が少なくとも [Interrupt
Timer]フィールドに指定された時間続くまで、システムか
ら割り込みは送信されません。

[Interrupt Coalescing Type]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするには、
このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Linux オペレーティングシステム上の MRQS に対する eNIC サポートをイネーブルに
するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.x上のMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能に対する eNICサポートが含ま
れています。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

•送信キュー = 1
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•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）=イネーブル化

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成, （314ページ）を参照してください。

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。
『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide』を参照してください。

ステップ 3 サーバをリブートします

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するイーサネットアダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vNIC の動作のポリシーの設定

デフォルトの vNIC および vHBA の動作ポリシー
デフォルトの vNICおよび vHBAの動作ポリシーでは、サービスプロファイル用に vNICおよび
vHBAを作成する方法を設定できます。 vNICSおよび vHBAを選択して手動で作成するか、また
は自動的に作成することができます。

デフォルトの vNIC の動作ポリシー

デフォルトの vNICの動作ポリシーを設定し、vNICの作成方法を定義できます。次のいずれかに
なります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。
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• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vNICが必要であるときに、いずれも明示的に定義さ
れていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにイ
ンストールされたアダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [HW Inherit]が使用さ
れます。

（注）

デフォルトの vHBA の動作ポリシー

デフォルトの vHBAの動作ポリシーを設定し、vHBAの作成方法を定義できます。次のいずれか
になります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vHBAが必要であるときに、いずれも明示的に定義
されていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバに
インストールされたアダプタに基づいて、必要な vHBAを作成します。

vHBAの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [none]が使用されます。（注）

デフォルトの vNIC の動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のデフォルトの vNICの動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォル
トの vNICの動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vNIC Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のいずれかのオプションボタン
をクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vNICが必要であるときに、いずれも明示的に定義さ
れていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにイ
ンストールされたアダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN の接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらのポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートにイ

ンクルードされ、複数のサーバの設定に使用できるため、接続ポリシーでスタティック IDを
使用することは推奨されません。

（注）

LAN および SAN 接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネットワーク接

続およびストレージ接続によってサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレート

を作成および変更できるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するためには、ユーザは

適切なネットワーク権限およびストレージ権限を持つ必要があります。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーには、他のネットワーク設定およびストレージ設定と同じ権限が必要です。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、少なくとも次のいずれかの権限が必要です。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するのに必要な権限

接続ポリシーを作成した後、ls-compute権限を持つユーザは、それらのポリシーをサービスプロ
ファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限のみを持つユーザは、接続ポリシーを作成できません。
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サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法で、サービスプロファイルの LANおよび SAN接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSは、サービスプロファイル内で、接続ポリシーとローカル vNICおよび vHBA設定間
の相互排他を維持します。接続ポリシーとローカルに作成された vNICまたは vHBAを組み合わ
せることはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、すべての既存
の vNIC設定が消去され、SAN接続ポリシーを含めると、そのサービスプロファイル内のすべて
の既存の vHBA設定が消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドにポリシーの名前および
説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 321

LAN 接続ポリシーの設定



説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• vNICを LAN接続ポリシーに追加するには、ステップ 7に進みます。

• iSCSI vNICをLAN接続ポリシーに追加して、サーバで iSCSIブートを使用するには、ステッ
プ 8に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、[vNIC Table]領域でテーブルアイコンバーの [+]をクリックし、[Create
vNIC]ダイアログボックスの次のフィールドに値を入力します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。

説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク
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説明名前

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

b) ファブリック接続情報を指定するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 8 サーバで iSCSIブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs]バーを展開
し、次の手順を実行します。

a) テーブルアイコンバーで、[+]をクリックします。
b) [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（ある場合）。

[iSCSIAdapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。
デフォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よび Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定する VLANはオーバーレイ vNIC
上のネイティブ VLANと同じである必要がありま
す。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割
り当てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリス
ト
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c) [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスは割り当てないまま、[Select (None used by default)]を選択してください。
このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードアダプタまたは Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカードが含ま
れている場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS NIC M51KR-B
アダプタが含まれている場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MACAddress]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用

可能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計
数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、2つのプールカテ
ゴリがある可能性があります。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義さ
れ、[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されます。

d) （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードのフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （290ページ）を参照してください。

e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNICまたは iSCSI vNICを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを含めます。
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LAN 接続ポリシーの vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。

説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク
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説明名前

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

b) ファブリック接続情報を指定するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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LAN 接続ポリシーの iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（あ
る場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。デ
フォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
びCisco UCSM82-8P仮想インターフェイスカードの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNIC上のネイ
ティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割り当
てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト
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ステップ 8 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスは割り当てないまま、[Select (None used by default)]を選択してください。こ
のサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタまたは Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカードが含まれている
場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS NICM51KR-Bアダ
プタが含まれている場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、2つのプールカテゴリ
がある可能性があります。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義され、
[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されます。

ステップ 9 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードのフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （290ページ）を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する iSCSI vNICをクリックします。
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b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれている LAN接続ポリシーを削除すると、そのサービスプロファ
イルからすべての vNICと iSCSI vNICが削除され、サービスプロファイルに関連付けられたサー
バに対する LANデータトラフィックが中断されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは、次を含めて Cisco UCSドメインのネットワーク制御設定を行います。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで、使用できるアップリンクポートが存在しない場合、VIFはどのよう
に動作するか

•関連付けられている境界ポートの障害時に、Cisco UCS Managerがリモートイーサネットイ
ンターフェイス、vEthernetインターフェイス、または vFibreChannelインターフェイスで実
行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録が各 VNIC単位またはすべての VLANで発生するかどうか。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 335

ネットワーク制御ポリシーの設定



アップリンク障害時のアクション

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink Fail]プロパティは、リンクダウ
ンの値で設定されます。 Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなどのアダプタでは、
関連する境界ポートが失敗した場合、このデフォルトの動作は、vEthernetまたはvFibreChannelイ
ンターフェイスをダウンするようCisco UCSManagerに指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや
Cisco UCS CNA M72KR-Eなど、イーサネットと FCoEトラフィックの両方をサポートする非 VM
FEX対応統合型ネットワークアダプタを使用する Cisco UCSシステムでは、関連する境界ポート
が失敗した場合、このデフォルトの動作は、リモートイーサネットインターフェイスをダウンす

るよう Cisco UCS Managerに指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットインター
フェイスにバインドされた vFibreChannelインターフェイスもダウンします。

リリース 1.4(2)以前の Cisco UCSManagerでは、上記の非VMFEX対応統合型ネットワークア
ダプタのタイプには [Action on Uplink Fail]プロパティが強制されませんでした。 [Action on
Uplink Fail]プロパティがリンクダウンに設定された場合、Cisco UCS Managerはこの設定を無
視し、代わりに警告を発行します。現在のバージョンのCisco UCSManagerでは、この設定が
強制的に適用されます。したがって、いずれかの統合型ネットワークアダプタが実装に含ま

れている場合で、アダプタでイーサネットと FCoEトラフィックの両方を処理することを想定
している場合は、警告の値で [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することを推奨します。

この設定では、境界ポートがダウンした場合に、イーサネットチーミングドライバがリンク

障害を検出できなくなる可能性があることに注意してください。

（注）

MAC 登録モード

リリース 1.4以前の Cisco UCS Managerでは、インターフェイスに属するすべての VLANにMAC
アドレスがインストールされていました。リリース 2.0以降では、MACアドレスは、デフォルト
でネイティブVLANにのみインストールされています。ほとんどの実装では、これによってVLAN
のポート数が最大化されます。

トランキングドライバがホストで実行され、インターフェイスが無差別モードの場合は、MAC
登録モードを [All VLANs]に設定することを推奨します。

（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）のMACアドレスベースのポートセキュリ
ティはサポートされていません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブルの場
合、ファブリックインターコネクトは、最初に取得したMACアドレスを含むパケットにトラ
フィックを制限します。これは、FCoE初期化プロトコルパケットで使用されているソースMAC
アドレス、またはイーサネットパケットで使用されているMACアドレスのうち、アダプタによっ
て最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEまたはイーサネットパケットのい
ずれかがドロップされる可能性があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Network Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このオプションにより、このポリシーが含まれているサービス

プロファイルと関連付けられたサーバ上で Cisco Discovery
Protocol（CDP）をイネーブルにするかどうかが決定されます。
次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[CDP]フィールド

アダプタ登録されたMACアドレスがインターフェイスに関連
付けられたネイティブのVLANにのみ追加されるか、インター
フェイスに関連付けられたすべてのVLANに追加されるか。次
のいずれかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイティブの VLAN
にのみ追加されます。このオプションがデフォルトです。

最大値はポート数と VLANの数の合計です。

• [AllHostVlans]：MACアドレスは関連付けられるすべての
VLANに追加されます。VLANがトランキングは使用する
が、無差別モードで実行するようには設定されていない場

合、このオプションを選択します。

[MAC Register Mode]フィール
ド
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説明名前

このオプションにより、ファブリックインターコネクトがエン

ドホストモードのときに、使用可能なアップリンクポートがな

いと、VIFがどのように動作するか決定されます。次のいずれ
かになります。

• [Link Down]：ファブリックインターコネクト上でアップ
リンク接続が失われたときに vNICの動作状態をダウンに
変更します。vNICのファブリックフェールオーバーはイ
ネーブルになります。

• [Warning]：使用可能なアップリンクポートがない場合で
あっても、サーバ間の接続を維持します。ファブリックイ

ンターコネクト上でアップリンク接続が失われた場合、

ファブリックフェールオーバーはディセーブルになりま

す。

デフォルトは [Link Down]です。

リリース 1.4(2)以前の Cisco UCS Managerでは、上記
の非 VM FEX対応統合型ネットワークアダプタのタ
イプには [Action on Uplink Fail]プロパティが強制され
ませんでした。 [Action on Uplink Fail]プロパティがリ
ンクダウンに設定された場合、Cisco UCS Managerは
この設定を無視し、代わりに警告を発行します。現在

のバージョンの Cisco UCS Managerでは、この設定が
強制的に適用されます。したがって、いずれかの統合

型ネットワークアダプタが実装に含まれている場合

で、アダプタでイーサネットと FCoEトラフィックの
両方を処理することを想定している場合は、警告の値

で [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することを
推奨します。

この設定では、境界ポートがダウンした場合に、イー

サネットチーミングドライバがリンク障害を検出で

きなくなる可能性があることに注意してください。

（注）

[Action on Uplink Fail]フィール
ド

ステップ 6 [MAC Security]領域で次の手順を実行して、ファブリックインターコネクトへのパケット送信時
に、サーバが異なるMACアドレスを使用できるかどうかを決定します。
a) [Expand]アイコンをクリックして領域を展開し、オプションボタンを表示します。
b) 次のオプションボタンのいずれかをクリックして、サーバからファブリックインターコネク
トへのパケット送信時に偽のMACアドレスが使用できるか、拒否されるかを決定します。

• [Allow]：すべてのサーバパケットは、そのパケットと関連付けられているMACアドレ
スとは無関係に、ファブリックインターコネクトで受け入れられます。
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• [Deny]：最初のパケットがファブリックインターコネクトに送信された後、それ以降の
すべてのパケットでそれと同じMACアドレスを使用する必要があります。そうでないパ
ケットは、ファブリックインターコネクトからメッセージなしで拒否されます。実質的

に、このオプションによって、関連するvNICのポートセキュリティがイネーブルになり
ます。

関連付けられたサーバに VMware ESXをインストールする予定の場合は、デフォルトの vNIC
に適用されるネットワーク制御ポリシーの [MAC Security]を [allow]に設定する必要がありま
す。 [MAC Security]を [allow]に設定しない場合、ESXのインストールは失敗します。インス
トールプロセスでは複数のMACアドレスが必要ですが、MACセキュリティでは 1つのMAC
アドレスだけが許可されるためです。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Network Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピングおよび IGMP
クエリアを設定するために使用されます。 IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト送信に
含まれる必要があるVLANのホストを動的に決定します。 1つ以上のVLANに関連付けることが
できるマルチキャストポリシーを作成、変更、および削除できます。マルチキャストのポリシー

が変更されると、そのマルチキャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され
て、変更が適用されます。デフォルトでは、IGMPスヌーピングがイネーブルになり、IGMPク
エリアがディセーブルになります。プライベート VLANの場合、プライマリ VLANに複数のポ
リシーを設定できますが、Cisco NX-OSの転送実装により、プライマリ VLANに関連付けられて
いる独立 VLANには設定できません。
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次の制限事項は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトおよび 6200シリーズ
ファブリックインターコネクトのマルチキャストポリシーに適用されます。

• Cisco UCSドメインに 6100シリーズファブリックインターコネクトだけが含まれている場
合：

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけが、ローカルVLANまたはグローバルVLAN
で許可されます。

• Cisco UCSドメインに 1つの 6100シリーズファブリックインターコネクトと 1つの 6200シ
リーズファブリックインターコネクトが含まれている場合:

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけが、6100シリーズファブリックインターコ
ネクトのローカル VLANで許可されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリ
シーをデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることもできます。

•デフォルトのマルチキャストポリシーだけがグローバル VLANで許可されます（クラ
スタ内の 1つの 6100シリーズファブリックインターコネクトによって制限されている
ため）。

• Cisco UCSドメインに 6200シリーズファブリックインターコネクトだけが含まれている場
合:

•どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Multicast Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

IGMPスヌーピングが、VLAN内の IGMPプロトコルメッセー
ジを調べて、マルチキャストトラフィックの受信に関連のある

ホストまたはその他のデバイスに接続されているインターフェ

イスを検出するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：このポリシーに関連付けられたVLANに IGMP
スヌーピングが使用されます。

• [Disabled]：関連付けられた VLANに IGMPスヌーピング
は使用されません。

[IGMP Snooping State]フィール
ド

IGMPスヌーピングクエリアが定期的に IGMPクエリーを送信
し、IPマルチキャストトラフィックを受信するホストから IGMP
レポートメッセージを発信するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Enabled]：定期的な IGMPクエリーが送信されます。

• [Disabled]：IGMPクエリーは送信されません。

[IGMP Snooping Querier State]
フィールド

IGMPスヌーピングクエリアのインターフェイスの IPv4アドレ
ス。

[IGMP Snooping Querier IPv4
Address]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャストポリシーの IGMPスヌーピング状態および IGMPスヌーピ
ングクエリア状態を変更する方法について説明します。

作成されたマルチキャストポリシーの名前は変更できません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

IGMPスヌーピングが、VLAN内の IGMPプロトコルメッセー
ジを調べて、マルチキャストトラフィックの受信に関連のある

ホストまたはその他のデバイスに接続されているインターフェ

イスを検出するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：このポリシーに関連付けられたVLANに IGMP
スヌーピングが使用されます。

• [Disabled]：関連付けられた VLANに IGMPスヌーピング
は使用されません。

[IGMP Snooping State]フィール
ド

IGMPスヌーピングクエリアが定期的に IGMPクエリーを送信
し、IPマルチキャストトラフィックを受信するホストから IGMP
レポートメッセージを発信するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Enabled]：定期的な IGMPクエリーが送信されます。

• [Disabled]：IGMPクエリーは送信されません。

[IGMP Snooping Querier State]
フィールド

IGMPスヌーピングクエリアのインターフェイスの IPv4アドレ
ス。

[IGMP Snooping Querier IPv4
Address]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外（ユーザ定義）のマルチキャストポリシーを割り当てた場合で、そ
のマルチキャストポリシーを削除する場合、関連付けられた VLANは、削除されたポリシー
が再作成されるまで、デフォルトのマルチキャストポリシーからのマルチキャストポリシー

の設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 22 章

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワー
クの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク, 345 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークの設定に関する注意事項, 346 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークのピン接続に関する注意事項, 348 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークの Cisco UCSの設定, 349 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークに対する VLANの作成, 351 ページ

• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て, 353 ページ

• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除, 355 ページ

• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示, 356 ページ

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
互いに接続されることはないものの、同じ Cisco UCSドメイン内のサーバまたは仮想マシンから
アクセスする必要があるイーサネット「クラウド」が 2つ以上存在する場合は、アップストリー
ム分離レイヤ 2ネットワーク（分離 L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかを
必要とする場合は、分離 L2ネットワークを設定します。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは仮
想マシン

•マルチテナントシステムでは、複数の顧客のサーバまたは仮想マシンが同じCisco UCSドメ
イン内にあり、両方の顧客の L2ネットワークにアクセスする必要があります。
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デフォルトでは、Cisco UCSのデータトラフィックは、相互包含の原則で機能します。すべ
ての VLANおよびアップストリームネットワークのすべてのトラフィックは、すべてのアッ
プリンクポートおよびポートチャネルに沿って移動します。アップストリーム分離レイヤ 2
ネットワークをサポートしていないリリースからアップグレードした場合は、適切なアップリ

ンクインターフェイスを VLANに割り当てる必要があります。割り当てない場合は、これら
の VLANのトラフィックが引き続きすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルに
沿って流れます。

（注）

分離 L2ネットワークの設定は、選択的排他の原則で機能します。分離ネットワークの一部とし
て指定された VLANのトラフィックは、その VLANに特別に割り当てられたアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルに沿ってのみ移動でき、その他すべてのアップリンクポー

トおよびポートチャネルから選択的に排除されます。ただし、アップリンクイーサネットポー

トまたはポートチャネルに特別に割り当てられていない VLANのトラフィックは、分離 L2ネッ
トワークのトラフィックを伝送するアップリンクポートまたはポートチャネルを含めて、すべて

のアップリンクポートまたはポートチャネルで引き続き移動できます。

Cisco UCSでは、VLANは、アップストリーム分離 L2ネットワークを表します。分離 L2ネット
ワークのネットワークトポロジを設計する場合は、VLANをアップリンクインターフェイスに割
り当てるのではなく、アップリンクインターフェイスを VLANに割り当てる必要があります。

サポートされているアップストリーム分離 L2ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
6100 and 6200 Series Configuration Limits for Cisco UCS Manager, Release 2.0』を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関する注意事項
アップストリーム分離L2ネットワークの設定を計画する場合は、次のことを考慮してください。

イーサネットスイッチングモードは、エンドホストモードである必要があります

エンドホストモードに対してファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモー

ドが設定されている場合、CiscoUCSは分離L2ネットワークだけをサポートします。ファブリッ
クインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合は、分離 L2
ネットワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために、対称的な設定が推奨されます

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトでハイアベイラビリティ用に設定さ
れている場合は、両方のファブリックインターコネクトを同じVLANのセットで設定することを
推奨します。

VLAN 検証基準は、アップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一です

アップリンクイーサネットポートまたはアップリンクイーサネットポートチャネルには、分離

L2ネットワークで使用されるVLANを設定および割り当てる必要があります。ポートまたはポー
トチャネルに VLANが含まれていない場合は、Cisco UCS Managerは VLANを無効と見なして次
の処理を行います。
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•サーバの [Status Details]領域に、設定の警告が表示されます。

•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、そのVLANのすべてのトラフィックをドロッ
プします。

検証基準は、アップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネ

ルで同一です。 Cisco UCS Managerは、この 2つの違いを区別しません。
（注）

重複する VLAN はサポートされません

Cisco UCSは、分離 L2ネットワークで重複する VLANをサポートしません。各 VLANが 1つの
アップストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNIC が通信できるのは 1 つの分離 L2 ネットワークだけです

vNICは、1つの分離L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離L2ネットワーク
と通信する必要がある場合は、それらの各ネットワークで vNICを設定する必要があります。

3つ以上の分離 L2ネットワークと通信するには、3つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダ
プタが必要です。

アプライアンスポートは、アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同一の

VLAN で設定する必要があります

分離L2ネットワークと通信するアプライアンスポートでは、少なくとも1つのアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、アプライアンスポートに

よって使用される VLANと同じ VLANに割り当てられていることを確認する必要があります。
CiscoUCSManagerがアプライアンスポートのトラフィックを伝送するすべてのVLANを含むアッ
プリンクイーサネットポートまたはポートチャネルを識別できない場合は、アプライアンスポー

トでピン接続障害が発生してダウンします。

たとえば、Cisco UCSドメインには、IDが 500で vlan500という名前のグローバル VLANが含ま
れています。 vlan500は、アップリンクイーサネットポート上でグローバルVLANとして作成さ
れます。ただし、Cisco UCS Managerは、この VLANをアプライアンスポートに伝播しません。
vlan500でアプライアンスポートを設定するには、そのアプライアンスポートに対して IDが 500
で vlan500という名前の別の VLANを作成する必要があります。この重複 VLANは、Cisco UCS
Manager GUIの [LAN]タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCSManager CLIの eth-storageス
コープで作成できます。VLANの重複を確認するプロンプトが表示された場合は、重複を受け入
れ、Cisco UCS Managerによってアプライアンスポートに対して重複 VLANを作成します。

デフォルトの VLAN 1 は、アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設
定できません

Cisco UCS Managerは、デフォルトの VLAN 1をすべてのアップリンクポートとポートチャネル
に暗黙的に割り当てます。他のVLANを設定しない場合でも、CiscoUCSは、デフォルトのVLAN
1を使用してすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルのデータトラフィックを処理し
ます。
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UCSCisco UCSドメインでVLANを設定した後、デフォルトのVLAN 1は、すべてのアップリ
ンクポートとポートチャネルで暗黙的に維持されます。デフォルトの VLAN 1を明示的に
アップリンクポートまたはポートチャネルに割り当てることも、またアップリンクポートま

たはポートチャネルから削除することもできません。

（注）

デフォルトのVLAN1を特定のポートまたはポートチャネルに割り当てようとすると、CiscoUCS
Managerで更新失敗エラーが発生します。

したがって、分離L2ネットワークに対してCiscoUCSドメインを設定する場合は、そのサーバの
すべてのデータトラフィックがすべてのアップリンクイーサネットポートおよびポートチャネ

ルで伝送され、すべてのアップストリームネットワークに送信されるようにする場合を除いて、

デフォルトの VLAN 1で vNICを設定しないでください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続に関する注意事項
アップストリーム分離L2ネットワークとの通信を行うには、ピン接続が適切に設定されているこ
とを確認する必要があります。ソフトピン接続またはハードピン接続ソフトを実装するかどう

かに関係なく、VLANメンバーシップの不一致は、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップ
される原因となります。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は、Cisco UCSのデフォルトの動作です。ソフトピン接続を実装する場合は、
LANピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代わりに、
Cisco UCS Managerは、VLANメンバーシップ基準に従って、vNICをアップリンクイーサネット
ポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続を使用すると、Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクイーサネットポー
トおよびポートチャネルのVLANメンバーシップに対して vNICからのデータトラフィックを検
証します。分離L2ネットワークを設定した場合は、vNIC上のすべてのVLANに割り当てられる
アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルを Cisco UCSManagerによって検出でき
る必要があります。アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルが vNIC上のすべ
ての VLANで設定されていない場合、Cisco UCS Managerによって次の処理が行われます。

•リンクをダウンします。

• vNIC上のすべての VLANのトラフィックをドロップします。

•次の障害を発行します。

◦ Link Down

◦ VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定に関する障害または警告を発行しません。

たとえば、サーバ上の vNICは、VLAN 101、102、および 103で設定されます。インターフェイ
ス 1/3は、VLAN 102だけに割り当てられます。インターフェイス 1/1および 1/2は、VLANに明
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示的には割り当てられていません。これにより、VLAN 101および 103のトラフィックで利用可
能になります。この設定の結果、CiscoUCSドメインには、vNICが設定される3つすべてのVLAN
のトラフィックを伝送できる境界ポートインターフェイスが含まれません。その結果、CiscoUCS
Managerは、vNICをダウンさせて vNIC上の 3つすべての VLANのトラフィックをドロップし、
Link Downおよび VIF Down障害を発行します。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離L2ネットワークに向けられたトラフィッ
クのピン接続ターゲットを指定する場合に発生します。次に、ピン接続ターゲットであるアップ

リンクイーサネットポートまたはポートチャネルを、適切な分離 L2ネットワークと通信するよ
うに設定する必要があります。

ハードピン接続により、Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクイーサネットポートおよ
びポートチャネルに対して vNICからのデータトラフィックを検証し、LANピングループ設定
を検証して VLANおよびアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルが含まれてい
ることを確認します。いずれかの時点で検証に失敗した場合、Cisco UCS Managerは次の処理を
行います。

•警告の重大度によってピン接続 VLANミスマッチ障害を発行します。

• VLANのトラフィックをドロップします。

•他の VLANのトラフィックがフローを継続できるように、リンクをダウンしません。

たとえば、VLAN177を使用するアップストリーム分離L2ネットワークのハードピン接続を設定
する場合は、次の作業を実行します。

•分離 L2ネットワークのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルで LANピングループを作成します。

• VLAN 177および LANピングループで、サービスプロファイルに少なくとも 1つの vNIC
を設定します。

• VLAN 177を LANピングループに含まれているアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルに割り当てます。

これら 3つのいずれかの時点で設定が失敗した場合、Cisco UCS Managerは、VLAN 177の VLAN
ミスマッチに対して警告を生成し、その VLANだけのトラフィックをドロップします。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの Cisco UCSの設定
アップストリーム分離L2ネットワークに接続するようにCiscoUCSドメインを設定した場合は、
次のすべての手順を完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、ファブリックインターコネクトのポートが適切にケーブル接続され、

分離 L2ネットワーク設定をサポートしていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSがアップストリーム分離 L2ネット
ワークと通信できるようにするためには、イー

両方のファブリックインターコネク

トのイーサネットスイッチングモー

ステップ 1   

サネットスイッチングモードをエンドホスト

モードにする必要があります。

ドをイーサネットエンドホストモー

ドに設定します。

「イーサネットスイッチングモードの設定」

を参照してください。

ポートおよびポートチャネルの設定, （73ペー
ジ）を参照してください。

分離 L2ネットワークのトラフィッ
クの伝送に必要なポートおよびポー

トチャネルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

LANピングループの設定, （285ページ）を参
照してください。

適切なアップリンクイーサネット

ポートまたはポートチャネルのトラ

フィックをピン接続するために必要

なLANピングループを設定します。

ステップ 3   

これらは、ネームドVLANまたはプライベート
VLANです。クラスタ設定について、VLAN

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4   

ManagerでCommon/Global設定を使用してVLAN
を作成し、両方のファブリックインターコネク

トにアクセス可能であることを確認するよう推

奨します。

アップストリーム分離 L2ネットワークに対す
る VLANの作成, （351ページ）を参照してく
ださい。

この手順が完了すると、これらのVLANのトラ
フィックは、割り当てられたポートおよびポー

目的のポートまたはポートチャネル

を分離 L2ネットワークの VLANに
割り当てます。

ステップ 5   

トチャネルまたはそのいずれかのトランクを介

してのみ送信できます。

VLANへのポートおよびポートチャネルの割り
当て, （353ページ）

この設定は、1つ以上の vNICテンプレートを
介して、またはサービスプロファイルのネット

ワークオプションを設定すると完了できます。

分離 L2ネットワークと通信する必
要があるすべてのサーバのサービス

プロファイルに、vNICが適切な

ステップ 6   

VLANにトラフィックを送信するた
サービスプロファイルの設定,（575ページ）を
参照してください。

めの正しいLAN接続設定が含まれて
いることを確認します。
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アップストリーム分離 L2 ネットワークに対する VLAN の作成
アップストリーム分離 L2ネットワークに対して、VLAN Managerで VLANを作成することを推
奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [CreateVLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力して [OK]をクリックします。

説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。 VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられたマルチキャストポリシー。

ポリシーを選択しなかった場合、CiscoUCSManagerはデフォル
トのマルチキャストポリシーの設定を使用します。

[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANに使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク
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説明名前

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム disjoint L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して、両方のファブリックに適用する
VLANを作成することをお勧めします。

設定オプション

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967の範囲

• 4048～ 4093の範囲

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つのVLAN
を作成するには、4, 22, 40-43を入力します。

3968から 4047の IDを使用して VLANを作成すること
はできません。この範囲のVLAN IDは予約されていま
す。

LANクラウドの VLANおよび SANクラウドの FCoE
VLANには、異なる IDを割り当てる必要があります。
VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用する
と、重大な障害が発生し、VLANを使用するすべての
vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoEVLAN
IDと重複する IDを持つ VLANでドロップされます

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

この VLANがプライベート VLANまたはセカンダリ VLANに
再分割されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANには、セカンダリ VLANまたはプラ
イベート VLANがありません。

• [Primary]：[Secondary VLANs]領域に示すように、この
VLANには 1つ以上のセカンダリVLANが存在できます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。プライマリ
VLANとこれが関連付けられたVLANは、[PrimaryVLAN]
ドロップダウンリストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これはこのプライベート VLANに関連付けられたプライマリ
VLANです。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

VLANに表示されるリストから組織を選択します。このVLAN
は、ここで選択する組織で使用できます。

VLANの許容組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 7 さらに VLANを作成するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

次の作業

VLANにポートおよびポートチャネルを割り当てます。

VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
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任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [Ports and Port Channels]テーブルで、次の作業を実行します。

•アップリンクイーサネットポートチャネルをVLANに割り当てるには、[Port Channels]ノー
ドを展開し、VLANに割り当てるポートチャネルをクリックします。

•アップリンクイーサネットポートを VLANに割り当てるには、[Uplink Interfaces]ノードを
展開し、VLANに割り当てるポートをクリックします。

Ctrlキーを押しながら複数のポートまたはポートチャネルをクリックすることにより、それらを
同じ VLANまたは VLANのセットに割り当てることができます。

ステップ 7 [VLAN]テーブルで、必要に応じて適切なノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを割り
当てる VLANをクリックします。
複数の VLANをポートまたはポートチャネルのセットに割り当てる場合は、Ctrlキーを押しなが
ら複数の VLANをクリックします。

ステップ 8 [Add to VLAN]ボタンをクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 追加のポートまたはポートチャネルを同じファブリックの VLANに割り当てるには、ステップ
6、7および 8を繰り返します。

ステップ 11 追加のポートまたはポートチャネルを別のファブリックの VLANに割り当てるには、ステップ 5
～ 8を繰り返します。
Cisco UCSドメインがハイアベイラビリティ用に 2つのファブリックインターコネクトで設定さ
れている場合は、両方のファブリックインターコネクトで同じVLANのセットを作成することを
推奨します。

ステップ 12 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 13 VLAN Managerで作業を続行する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じる場合
は、[OK]をクリックします。
ポートまたはポートチャネルが 1つ以上の VLANに割り当てられると、他のすべての VLANか
ら削除されます。
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VLAN からのポートおよびポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLAN]テーブルで、該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを削除する VLAN
を展開します。

ステップ 7 VLANから削除するポートまたはポートチャネルをクリックします。
Ctrlキーを押しながら複数のポートまたはポートチャネルをクリックします。

ステップ 8 [Remove from VLAN]ボタンをクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 VLAN Managerで作業を続行する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じる場合
は、[OK]をクリックします。

すべてのポートまたはポートチャネルインターフェイスをVLANから削除すると、VLAN
はデフォルトの動作に戻り、その VLAN上のデータトラフィックはすべてのアップリン
クポートとポートチャネルにフローします。 Cisco UCSドメインでの設定によって、こ
のデフォルトの動作により、Cisco UCSManagerはその VLANのトラフィックをドロップ
する場合があります。これを回避するために、少なくとも 1つのインターフェイスを
VLANに割り当てるか、VLANを削除することをお勧めします。

重要
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VLAN に割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLAN]テーブルで、該当するノードを展開し、割り当てられたポートまたはポートチャネルを
表示する VLANを展開します。
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第 IV 部

ストレージ設定
• ネームド VSANの設定, 359 ページ

• SANピングループの設定, 371 ページ

• WWNプールの設定, 373 ページ

• ストレージ関連ポリシーの設定, 389 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割の設定, 415 ページ





第 23 章

ネームド VSAN の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ネームド VSAN, 359 ページ

• ネームド VSANのファイバチャネルアップリンクトランキング, 360 ページ

• VSANに関する注意事項および推奨事項, 360 ページ

• ネームド VSANの作成, 362 ページ

• ストレージ VSANの作成, 365 ページ

• VSANの削除, 368 ページ

• ストレージ VSAN用の FCoE VLANの VLAN IDの変更, 368 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネーブル化, 369 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化, 370 ページ

ネームド VSAN
ネームド VSANは、所定の外部 SANへの接続を作成します。 VSANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 SANへのトラフィックを切り離します。 1つのネームド VSANのト
ラフィックは、別のネームド VSANにトラフィックが存在していることを認識しますが、そのト
ラフィックの読み取りまたはアクセスはできません。

ネームドVLANと同様、VSAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これによ
り、ネームドVSANを使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグロー
バルにアップデートすることができます。外部 SANとの通信を維持するために、サーバを個別
に再設定する必要はありません。同じ VSAN IDを使用して、複数のネームド VSANを作成でき
ます。
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クラスタ設定のネームド VSAN

クラスタ設定では、ネームドVSANは、1つのファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルアップリンクポート、または両方のファブリックインターコネクトのファイバチャネルアッ

プリンクポートだけにアクセスできるように設定できます。

ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

各ネームドVSANを FCoE VLAN IDで設定する必要があります。このプロパティは、VSANおよ
びそのファイバチャネルパケットを転送するために使用される VLANを決定します。

FIPS対応の場合、Cisco UCS CNA M72KR-Qおよび Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの統合型ネッ
トワークアダプタであるネームドVSANは、FCoEVLAN IDのネイティブVLANではないネーム
ド VLANで設定する必要があります。この設定により、FCoEトラフィックがこれらのアダプタ
をパススルーできるようにします。

次の設定例では、ファブリック Aにマップされる vNICおよび vHBAを持つサービスプロファイ
ルは、FIP対応統合型ネットワークアダプタを持つサーバに関連付けられます。

• vNICは、VLAN 10を使用するように設定されます。

•また、VLAN 10は、vNICのネイティブ VLANとしても指定されます。

• vHBAは、VSAN 2を使用するように設定されます。

•したがって、VSAN 2を VLAN 10によって FCoE VLAN IDとして設定することはできませ
ん。 VSAN 2は、ファブリック Aで設定されている他の VLANにマッピングできます。

ネームド VSAN のファイバチャネルアップリンクトランキング
各ファブリックインターコネクトで、ネームド VSANのファイバチャネルアップリンクトラン
キングを設定できます。ファブリックインターコネクトのトランキングをイネーブルにした場

合、Cisco UCSドメイン内のすべてのネームド VSANが、そのファブリックインターコネクトの
すべてのファイバチャネルアップリンクポートで許可されます。

VSAN に関する注意事項および推奨事項
次の注意事項と推奨事項が、ストレージVSANを含むすべてのネームドVSANに適用されます。

VSAN 4079 は予約済み VSAN ID です。

VSANを 4079として設定しないでください。このVSANは予約済みであり、FCスイッチモード
または FCエンドホストモードでは使用できません。

ID 4079でネームドVSANを作成すると、Cisco UCSManagerは、そのVSANをエラーとしてマー
クして障害を発行します。
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FC スイッチモードでのネームド VSAN の予約済み VSAN の範囲

Cisco UCSドメインで FCスイッチモードを使用する予定の場合、3040から 4078の範囲の IDを
使用して VSANを設定しないでください。

ファブリックインターコネクトが FCスイッチモードで動作するように設定されている場合、そ
の範囲の VSANは動作しません。 Cisco UCS Managerは、その VSANをエラーとしてマークして
障害を発行します。

FC エンドホストモードでのネームド VSAN の予約済み VSAN の範囲

Cisco UCSドメインで FCエンドホストモードを使用する予定の場合、3840から 4079の範囲の
IDを使用して VSANを設定しないでください。

次の条件が Cisco UCSドメインに存在する場合、その範囲の VSANは動作しません。

•ファブリックインターコネクトは、FCエンドホストモードで動作するように設定されます。

• Cisco UCSドメインは、ファイバチャネルトランキングまたは SANポートチャネルで設定
されます。

これらの設定が存在する場合は、Cisco UCS Managerによって次の処理が行われます。

1 3840～ 4079の範囲の IDを持つすべての VSANが動作不能になります。

2 動作不能の VSANに対してエラーを発行します。

3 すべての動作不能の VSANをデフォルトの VSANに転送します。

4 動作不能の VSANに関連付けられているすべての vHBAを、デフォルトの VSANに転送しま
す。

ファイバチャネルトランキングをディセーブルにして既存の SANポートチャネルを削除する
と、Cisco UCS Managerによって 3840～ 4078の範囲のすべての VSANが動作状態に戻され、関
連付けられている vHBAがそれらの VSANに復元されます。

FC スイッチモードでのネームド VSAN ID の範囲の制限

Cisco UCSドメインで FCスイッチモードを使用する場合は、3040～ 4078の範囲でVSANを設定
しないでください。

FCスイッチモードで動作するファブリックインターコネクトがアップストリームスイッチとし
てMDSに接続されると、3040～ 4078の範囲の Cisco UCS Managerで設定され、ポート VSANと
して割り当てられた VSANをMDSで作成できません。この設定により、ポート VSANの不一致
が発生する場合があります。
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FCoE VLAN ID に関する注意事項

SANクラウドの FCoE VLAN、および LANクラウドの VLANには、異なる IDを割り当てる
必要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、FCoE VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでド
ロップされます

（注）

VLAN 4048はユーザによる設定が可能です。ただし、Cisco UCS Managerは次のデフォルト値に
VLAN 4048を使用します。 VLANに 4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要が
あります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANでは、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。アップグレード前にデフォルトの
FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定されていた場合、使用または予約されていな
い VLAN IDにそれを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使用中でない場合、
デフォルトを 4049に変更することを検討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デフォルトの VSANの FCoE VLAN
では、デフォルトで VLAN 4048が使用されます。 FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは VLAN 4049を使用します。

ネームド VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLAN、および LANクラウドの VLANには、異なる IDを割り当てる
必要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、FCoE VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでド
ロップされます

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインのファイバチャネル
ゾーン分割を設定するかどうかを判断するには、オプションボ

タンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチによってファイバ
チャネルゾーン分割を処理するか、またはファイバチャ

ネルゾーン分割はCiscoUCSドメインに実装されません。
Cisco UCSManagerは、ファイバチャネルゾーン分割を設
定しません。

• [Enabled]：CiscoUCSドメインのファイバチャネルゾーン
分割は、Cisco UCS Managerによって設定および制御され
ます。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにした場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用している VSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン
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説明名前

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間に存在する可能性があ
ります。 4079は予約済みの VSAN IDです。また、FCエンド
ホストモードを使用する場合は、3840～ 4079の範囲も VSAN
IDの範囲として予約されています。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN4048はユーザによる設定が可能です。ただし、CiscoUCS
Managerは次のデフォルト値にVLAN4048を使用します。VLAN
に4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があ
ります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoE
ストレージポートのネイティブ VLANでは、デフォルト
でVLAN4048が使用されます。アップグレード前にデフォ
ルトの FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定され
ていた場合、使用または予約されていない VLAN IDにそ
れを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使
用中でない場合、デフォルトを 4049に変更することを検
討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デ
フォルトのVSANのFCoEVLANでは、デフォルトでVLAN
4048が使用されます。FCoEストレージポートのネイティ
ブ VLANは VLAN 4049を使用します。

FIPS対応の場合、Cisco UCS CNA M72KR-Qおよび Cisco UCS
CNA M72KR-Eなどの統合型ネットワークアダプタであるネー
ムド VSANは、FCoE VLAN IDのネイティブ VLANではない
ネームドVLANで設定する必要があります。この設定により、
FCoEトラフィックがこれらのアダプタをパススルーできるよ
うにします。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージ VSANの場合は、[SAN
Cloud] > [VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VSANの場合は、[SAN Cloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード。

ストレージ VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLAN、および LANクラウドの VLANには、異なる IDを割り当てる
必要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、FCoE VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでド
ロップされます

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインのファイバチャネル
ゾーン分割を設定するかどうかを判断するには、オプションボ

タンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチによってファイバ
チャネルゾーン分割を処理するか、またはファイバチャ

ネルゾーン分割はCiscoUCSドメインに実装されません。
Cisco UCSManagerは、ファイバチャネルゾーン分割を設
定しません。

• [Enabled]：CiscoUCSドメインのファイバチャネルゾーン
分割は、Cisco UCS Managerによって設定および制御され
ます。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにした場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用している VSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間に存在する可能性があ
ります。 4079は予約済みの VSAN IDです。また、FCエンド
ホストモードを使用する場合は、3840～ 4079の範囲も VSAN
IDの範囲として予約されています。

[VSAN ID]フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
366 OL-28301-02-J  

ストレージ VSAN の作成



説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN4048はユーザによる設定が可能です。ただし、CiscoUCS
Managerは次のデフォルト値にVLAN4048を使用します。VLAN
に4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があ
ります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoE
ストレージポートのネイティブ VLANでは、デフォルト
でVLAN4048が使用されます。アップグレード前にデフォ
ルトの FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定され
ていた場合、使用または予約されていない VLAN IDにそ
れを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使
用中でない場合、デフォルトを 4049に変更することを検
討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デ
フォルトのVSANのFCoEVLANでは、デフォルトでVLAN
4048が使用されます。FCoEストレージポートのネイティ
ブ VLANは VLAN 4049を使用します。

FIPS対応の場合、Cisco UCS CNA M72KR-Qおよび Cisco UCS
CNA M72KR-Eなどの統合型ネットワークアダプタであるネー
ムド VSANは、FCoE VLAN IDのネイティブ VLANではない
ネームドVLANで設定する必要があります。この設定により、
FCoEトラフィックがこれらのアダプタをパススルーできるよ
うにします。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage
Cloud] > [VSANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能なVSANの場合は、[StorageCloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード。
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VSAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVSANと同じVSAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VSANがすべて削除されるまで、この VSANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VSANのタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメイン内のすべての VSANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセスできる VSANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAだけにアクセスできるVSANを表
示します。

Switch A

ファブリックインターコネクト Bだけにアクセスできる VSANを表
示します。

Switch B

ステップ 5 テーブルで、削除する VSANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1つまたは複数の VSANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ VSAN 用の FCoE VLAN の VLAN ID の変更

SANクラウドの FCoE VLAN、および LANクラウドの VLANには、異なる IDを割り当てる
必要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、FCoE VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでド
ロップされます

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs]を展開します。

ステップ 3 FCoE VLAN IDを変更する VSANを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [FCoE VLAN]フィールドで、目的の VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネーブル化

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルエンドホストモードに設定されている場

合、ファイバチャネルアップリンクのトランキングをイネーブルにすると、3840から 4079
の IDを持つすべての VSANが使用不能になります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 FCアップリンクトランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ファイバチャネルアップリンクトランキングをディセーブルにするファブリックのノードをク

リックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Disable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 24 章

SAN ピングループの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• SANピングループ, 371 ページ

• SANピングループの作成, 372 ページ

• SANピングループの削除, 372 ページ

SAN ピングループ
Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは無関係です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。次に、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル内に取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要
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SAN ピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [SAN Pin Groups]を右クリックし、[Create SAN Pin Group]を選択します。

ステップ 4 ピングループの一意の名前および説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループは、vHBAテンプレートにインクルードします。

SAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups]を展開します。

ステップ 3 削除する SANピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 25 章

WWN プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• WWNプール, 373 ページ

• WWNNプールの設定, 374 ページ

• WWPNプールの設定, 379 ページ

• WWxNプールの設定, 384 ページ

WWN プール
World Wide Name（WWN）プールは、Cisco UCSドメイン内のファイバチャネル vHBAで使用さ
れるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

• vHBAに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ
ステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWNN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられま
す。

WWPN プール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバの各vHBA上のポートには、そのプールからWWPN
が割り当てられます。

WWxN プール

WWxNプールは、WWノード名およびWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードご
とにWWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プールサイズは、ノードごとのポー
トに 1を加えた数の倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートを指定し
た場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個のポートを指定し
た場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

WWNN プールの設定

WWNN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を
入力します。
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説明名前

World Wide Node Nameプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。
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次の作業

WWNNプールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード
します。

WWNN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WorldWideName（WWN;ワールドワイド名）ブロックを追加するWorldWideNodeName（WWNN;
ワールドワイドノード名）プールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWNN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerは vNICまたは vHBAに割り当て
られているブロック内のどのアドレスも再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされる
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まで、削除されたブロックからのすべての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた

vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWNN Pools] > [WWNN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWNN プールへの WWNN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 World Wide Node Name（WWNN;ワールドワイドノード名）イニシエータを追加するWWNN
プールを右クリックして、[Create WWNN Initiator]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。

説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド
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説明名前

WWNNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

WWNNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWNN プールからの WWNN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNNイニシエータを削除するWWNNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWNN プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。
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•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWNNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールの設定

WWPN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を
入力します。
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説明名前

World Wide Port Nameプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。
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次の作業

WWPNプールは、vHBAテンプレートにインクルードします。

WWPN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WorldWideName（WWN;ワールドワイド名）ブロックを追加するWorldWide PortName（WWPN;
ワールドワイドポート名）プールを右クリックして、[Create WWN Block]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWPN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerは vNICまたは vHBAに割り当て
られているブロック内のどのアドレスも再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされる
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まで、削除されたブロックからのすべての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた

vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWPN Pools] > [WWPN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールへの WWPN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 World Wide Port Name（WWPN;ワールドワイドポート名）イニシエータを追加するWWPNプー
ルを右クリックして、[Create WWPN Initiator]を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド
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説明名前

WWPNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

WWPNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 SANブートターゲットを追加する場合は、[Boot Target]領域を展開し、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot TargetWWPN]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWPN プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWPNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWxN プールの設定

WWxN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [WWxN Pools]を右クリックし、[Create WWxN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

World Wide Port Nameプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このプールの各ノード名に割り当てることができるポートの最

大数。

オブジェクトを保存した後にこの値を変更することはできませ

ん。

[Max Ports per Node]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWxNプールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルードし
ます。

WWxN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1であ
る必要があります。たとえば、ノードごとに 7個のポートがあ
る場合、プールサイズは8の倍数である必要があります。ノー
ドごとに 63個のポートがある場合、プールサイズは 64の倍数
である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWxN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerは vNICまたは vHBAに割り当て
られているブロック内のどのアドレスも再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされる

まで、削除されたブロックからのすべての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた

vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWxN プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。
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•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWxNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 26 章

ストレージ関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vHBAテンプレートの設定, 389 ページ

• ファイバチャネルアダプタポリシーの設定, 393 ページ

• デフォルトの vHBA動作ポリシーの設定, 401 ページ

• SAN接続ポリシーの設定, 402 ページ

vHBA テンプレートの設定

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAによる SANへの接続方法を定義するポリシーです。こ
れは、vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーをサービスプロファイルに含めて、ポリシーを有効にする必要があります。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

virtual Host Bus Adapter（vHBA;仮想ホストバスアダプタ）テ
ンプレートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このテンプレートで作成された vHBAが関連付けられている
ファブリックインターコネクトの名前。

[Fabric ID]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテン
プレートから作成された vHBAはアップデートされませ
ん。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この
テンプレートから作成されたvHBAがアップデートされま
す。

[Template Type]フィールド
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説明名前

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048で
す。

[MaxData Field Size]フィールド

このテンプレートから作成されたvHBAによって、WWPNアド
レスを導出するために使用されるWWPNプール。

[WWPN Pool]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
Quality of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
SANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vHBAテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。

vHBA テンプレートへの vHBA のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることができ
ます。 vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerは vHBAテンプレー
トで定義された値を使って vHBAを設定します。既存の vHBA設定が vHBAテンプレートと一致
しない場合、Cisco UCS Managerによって vHBAが再設定されます。バインドされた vHBAの設
定は、関連付けられた vHBAテンプレートを使用してのみ変更できます。 vHBAをインクルード
しているサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされて

いる場合、vHBAを vHBAテンプレートにバインドできません。

再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドするvHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [vHBA Template]ドロップダウンリストから、vHBAをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vHBAの
再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確
認します。

vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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vHBA テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSManagerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。 Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらの

ポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求し

ます。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16
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ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Fibre Channel Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues]フィールド
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説明名前

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、一般的な

サービスの Extended Link Services（ELS）および Common
Transport（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。
これは、アダプタのパフォーマンスには影響を及ぼしません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、一般的な

サービスの Extended Link Services（ELS）および Common
Transport（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。
これは、アダプタのパフォーマンスには影響を及ぼしません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

システムで割り当てる SCSI IOキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。デフォルトは 1です。

現時点では、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードのアダプタは、SCSI I/Oキューを 1つのみ
サポートします。

（注）

[SCSI I/O Queues]フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512です。

記述子数は、アダプタのパフォーマンスに影響を与え

ることがあるため、デフォルト値を変更しないことを

推奨します。

（注）

[Ring Size]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。
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説明名前

テープデバイスを使用するシーケンスレベルのエラー検出に

FCP Sequence Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使
用するかどうか。これにより、VICファームウェアで Read
Exchange Concise（REC）および Sequence Retransmission Request
（SRR）機能が有効または無効になります。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：これがデフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1つ以上のテープドライブライブ
ラリに接続されている場合は、このオプションを選択する

必要があります。

このパラメータは、Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードなど、仮想インターフェイスカード

（VIC）アダプタを持つサーバに対してのみ適用され
ます。

（注）

[FCPError Recovery]フィールド

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるよう

に指定するには、infiniteをこのフィールドに入力します。この
パラメータの最適値を得るために、ストレージアレイのマニュ

アルを参照することをお勧めします。

このパラメータは VICアダプタ、または Cisco UCS
M71KR-EEmulex統合型ネットワークアダプタなどの
統合型ネットワークアダプタを持つサーバに対して

のみ適用されます。

（注）

[Flogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～255000の整数を入力します。デフォルトは4,000です。
このパラメータの最適値を得るために、ストレージアレイのマ

ニュアルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合ネット
ワークアダプタを持つサーバにのみ適用されます。

（注）

[Flogi Timeout]フィールド

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8です。このパラ
メータの最適値を得るために、ストレージアレイのマニュアル

を参照することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを持つサーバにのみ
適用されます。

（注）

[Plogi Retries]フィールド

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 397

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定



説明名前

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルトは 20,000で
す。このパラメータの最適値を得るために、ストレージアレイ

のマニュアルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを持つサーバにのみ
適用されます。

（注）

[Plogi Timeout]フィールド

エラーが発生したと見なす前にシステムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Error Detect Timeout]フィール
ド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。このパラメータは、ホスト上の

マルチパスドライバにとって重要であり、エラー処理に使用さ

れる主要なインジケータの 1つです。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは 30,000です。
ESXが稼働しているVICアダプタがあるサーバの推奨値は10,000
です。

このパラメータの最適値を得るために、ストレージアレイのマ

ニュアルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを持つサーバにのみ
適用されます。

（注）

[Port Down Timeout]フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの IO要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8です。このパラ
メータの最適値を得るために、ストレージアレイのマニュアル

を参照することをお勧めします。

このパラメータは、Windows上で稼働している VIC
アダプタを持つサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IORetry]フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは 30,000です。
このパラメータの最適値を得るために、ストレージアレイのマ

ニュアルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、Windows上で稼働している VIC
アダプタを持つサーバにのみ適用されます。

（注）

[LinkDownTimeout]フィールド
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説明名前

リソースを適切に割り当てることができないと見なす前にシス

テムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Resource Allocation Timeout]
フィールド

vHBA内に同時に保留可能なデータまたは制御 I/O操作の最大
数。この値を超えると、追加 I/O操作は、保留中の I/O操作数
が減少し、追加操作を処理できるようになるまで、キューで待

機します。

このパラメータは、サーバにインストールされている

オペレーティングシステムに基づいて Cisco UCS
Manager Managerによって制御される LUNのキュー
項目数とは異なります。

（注）

1～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 16です。このパ
ラメータの最適値を得るために、ストレージアレイのマニュア

ルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、Cisco UCS M71KR-E Emulex統合
型ネットワークアダプタまたは Cisco UCS M71KR-Q
QLogic統合型ネットワークアダプタなどのネットワー
クアダプタを持つサーバに対してのみ適用されます。

VICアダプタがあるサーバはこのパラメータを無視し
ます。

（注）

[IO Throttle Count]フィールド

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示するLUN
の最大数。通常、LUNの最大数はサーバで実行されているオペ
レーティングシステムによって制御されます。

1～ 1024の整数を入力します。デフォルト値は、256です。
ESXまたは Linuxを実行しているサーバについては、推奨値は
1024です。

このパラメータの最適値を得るために、オペレーティングシス

テムのマニュアルを参照することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはネットワーク
アダプタを持つサーバにのみ適用されます。

（注）

[Max LUNs Per Target]フィール
ド
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説明名前

ドライバからオペレーティングシステムへの割り込みを送信す

るために使用される方式です。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。サーバのオペレーティングシステムがこのオプ
ションをサポートする場合は、それを選択することを推奨

します。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、Windows以外のオペレーティング
システムを実行している VICアダプタまたはネット
ワークアダプタを持つサーバにのみ適用されます。

Windowsオペレーティングシステムはこのパラメー
タを無視します。

（注）

[Interrupt Mode]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC および vHBA の動作ポリシー
デフォルトの vNICおよび vHBAの動作ポリシーでは、サービスプロファイル用に vNICおよび
vHBAを作成する方法を設定できます。 vNICSおよび vHBAを選択して手動で作成するか、また
は自動的に作成することができます。

デフォルトの vNIC の動作ポリシー

デフォルトの vNICの動作ポリシーを設定し、vNICの作成方法を定義できます。次のいずれかに
なります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vNICが必要であるときに、いずれも明示的に定義さ
れていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにイ
ンストールされたアダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [HW Inherit]が使用さ
れます。

（注）

デフォルトの vHBA の動作ポリシー

デフォルトの vHBAの動作ポリシーを設定し、vHBAの作成方法を定義できます。次のいずれか
になります。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vHBAが必要であるときに、いずれも明示的に定義
されていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバに
インストールされたアダプタに基づいて、必要な vHBAを作成します。

vHBAの動作ポリシーを指定しない場合は、デフォルトで [none]が使用されます。（注）
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のデフォルトの vHBAの動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォル
トの vHBAの動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの [Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のいずれかのオプションボタン
をクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerはサービスプロファイルのデフォルト vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルに vHBAが必要であるときに、いずれも明示的に定義
されていない場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバに
インストールされたアダプタに基づいて、必要な vHBAを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN の接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらのポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートにイ

ンクルードされ、複数のサーバの設定に使用できるため、接続ポリシーでスタティック IDを
使用することは推奨されません。

（注）
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LAN および SAN 接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネットワーク接

続およびストレージ接続によってサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレート

を作成および変更できるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するためには、ユーザは

適切なネットワーク権限およびストレージ権限を持つ必要があります。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーには、他のネットワーク設定およびストレージ設定と同じ権限が必要です。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、少なくとも次のいずれかの権限が必要です。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するのに必要な権限

接続ポリシーを作成した後、ls-compute権限を持つユーザは、それらのポリシーをサービスプロ
ファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限のみを持つユーザは、接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法で、サービスプロファイルの LANおよび SAN接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSは、サービスプロファイル内で、接続ポリシーとローカル vNICおよび vHBA設定間
の相互排他を維持します。接続ポリシーとローカルに作成された vNICまたは vHBAを組み合わ
せることはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、すべての既存
の vNIC設定が消去され、SAN接続ポリシーを含めると、そのサービスプロファイル内のすべて
の既存の vHBA設定が消去されます。
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SAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドにポリシーの名前および
説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 [World Wide Node Name]領域の [WWNN Assignment]ドロップダウンリストから、次のいずれか
を選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択しま
す。

• [ManualUsingOUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[WorldWideNodeName]
フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指定し
たWWNNが使用可能であることを確認できます。
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•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。各
プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に
囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 7 [vHBAs]テーブルで、テーブルアイコンバーの [+]をクリックし、[Create vHBA]ダイアログボッ
クスの次のフィールドに値を入力します。

a) 次のフィールドに値を入力して、vHBAの ID情報を指定します。

説明名前

この vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvHBAを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vHBA
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vHBAテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vHBA Template]チェック
ボックス

vHBAテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create vHBA Template]リンク
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説明名前

Cisco UCSがWorld Wide Port Nodeを vHBAに割り当てる方
法。 Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、この
フィールドを [Select (pool default used by default)]のまま
にします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場
合は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、
[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、または
[5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用する
WWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換
性を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプー
ル名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが

括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使

用可能なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプー
ル内のアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ている場合、2つのプールカテゴリがある可能性があり
ます。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカル
に定義され、[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義さ
れます。

[WWPN Assignment]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な
新しいWWPNプールを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create WWPN Pool]リンク

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレー
トのいずれかに設定されている場合、手動で割り当てた

WWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの
範囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリン
クをクリックします。

[WWPN]フィールド
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b) [VSAN]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

[Fabric ID]フィールド

この vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リストボックス

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

この vHBAが関連付けられる SANピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
ストボックス

ピングループを作成する場合は、このリンクをクリックしま

す。

[Create SAN Pin Group]リンク

次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[Persistent Binding]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[Max Data Field Size]フィール
ド

[Operational Parameters]セクション

この vHBAと関連付ける統計しきい値ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリストボックス

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vHBAと関連付けるファイバチャネルアダプタポリ
シー。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリストボックス

ファイバチャネルアダプタポリシーを作成する場合は、こ

のリンクをクリックします。

[Create Fibre Channel Adapter
Policy]リンク

この vHBAと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト
ボックス
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説明名前

QoSポリシーを作成する場合は、このリンクをクリックしま
す。

[Create QoS Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 8 ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを含めます。

SAN 接続ポリシーの vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 vHBAを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーで、[+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vHBAの ID情報を指定します。

説明名前

この vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvHBAを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vHBA
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vHBAテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vHBA Template]チェック
ボックス
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説明名前

vHBAテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create vHBA Template]リンク

Cisco UCSがWorld Wide Port Nodeを vHBAに割り当てる方
法。 Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、この
フィールドを [Select (pool default used by default)]のまま
にします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場
合は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、
[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、または
[5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用する
WWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換
性を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプー
ル名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが

括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使

用可能なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプー
ル内のアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ている場合、2つのプールカテゴリがある可能性があり
ます。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカル
に定義され、[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義さ
れます。

[WWPN Assignment]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な
新しいWWPNプールを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create WWPN Pool]リンク
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説明名前

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレー
トのいずれかに設定されている場合、手動で割り当てた

WWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの
範囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリン
クをクリックします。

[WWPN]フィールド

b) [VSAN]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

[Fabric ID]フィールド

この vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リストボックス

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

この vHBAが関連付けられる SANピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
ストボックス

ピングループを作成する場合は、このリンクをクリックしま

す。

[Create SAN Pin Group]リンク

次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[Persistent Binding]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[Max Data Field Size]フィール
ド

[Operational Parameters]セクション

この vHBAと関連付ける統計しきい値ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリストボックス
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c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vHBAと関連付けるファイバチャネルアダプタポリ
シー。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリストボックス

ファイバチャネルアダプタポリシーを作成する場合は、こ

のリンクをクリックします。

[Create Fibre Channel Adapter
Policy]リンク

この vHBAと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト
ボックス

QoSポリシーを作成する場合は、このリンクをクリックしま
す。

[Create QoS Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 vHBAを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vHBAをクリックします。
b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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SAN 接続ポリシーのイニシエータグループの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーで、[+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

使用するvHBAごとに、[Select]カラムのチェックボックスをオ
ンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブル
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説明名前

この vHBAイニシエータグループに関連付けられたストレージ
接続ポリシー。

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダウ
ンリストからそのポリシーを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIには、[Global Storage Connection Policy]領域
のポリシーとその FCターゲットエンドポイントの情報が
表示されます。

グローバルに使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを

作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをクリッ
クします。

•この vHBA発信者グループにのみ使用できるローカルス
トレージ接続ポリシーを作成し、[SpecificStorageConnection
Policy]オプションを選択します。 Cisco UCS Manager GUI
には、ローカルストレージ接続ポリシーを設定できる

[Specific Storage Connection Policy]領域が表示されます。

[Storage Connection Policy]ド
ロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテン

プレートに使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection Policy]
リンク

ステップ 7 [OK]をクリックします。

SAN 接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 イニシエータグループから削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除するイニシエータグループをクリックします。
b) アイコンバーで、[Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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SAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれている SAN接続ポリシーを削除すると、そのサービスプロファ
イルからすべての vHBAが削除され、サービスプロファイルに関連付けられたサーバに対する
SANデータトラフィックが中断されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 27 章

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ファイバチャネルゾーン分割に関する情報, 415 ページ

• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート, 416 ページ

• CiscoUCSManagerベースのファイバチャネルゾーン分割に関する注意事項および推奨事項,
419 ページ

• Cisco UCSでのファイバチャネルゾーン分割の設定, 419 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割のための VSANの作成, 421 ページ

• ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定, 424 ページ

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報

ファイバチャネルゾーン分割では、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーンにパー
ティショニングできます。各ゾーンは、VSANで相互に通信できるファイバチャネルイニシエー
タおよびファイバチャネルターゲットのセットを定義します。また、ゾーン分割により、ホス

トとストレージデバイスまたはユーザグループ間のアクセスコントロールの設定も可能になり

ます。

ゾーン分割によって提供されるアクセスとデータトラフィック制御では、次の処理が行われま

す。

• SANネットワークセキュリティを強化します

•データの損失や破損の防止に役立ちます

•パフォーマンスの問題を軽減します

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバで構成されており、次の特性があります。
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•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーン分割がアクティブでない場合、すべてのデバイスがデフォルトゾーンのメンバとなり
ます。

•ゾーン分割がアクティブの場合、アクティブゾーン（アクティブゾーンセットに含まれる
ゾーン）にないデバイスがデフォルトゾーンのメンバとなります。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

•物理ファブリックでは、最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つ以上のゾーンで構成されます。ゾーンセットを使用して、ファイバチャ
ネルファブリック内でアクセスコントロールを強制的に適用できます。また、ゾーンセットは

次の利点を提供します。

•常にアクティブにできるのは、1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセットのすべてのゾーンは、ファブリックのすべてのスイッチで、単一エンティティ
としてアクティブ化または非アクティブ化できます。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーンのスイッチは、最大 500ゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート
Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割および Cisco UCSManager
ベースのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメインでゾー
ン分割タイプの組み合わせを設定できません。次のいずれかのタイプのゾーン分割で Cisco UCS
ドメインを設定できます。

•ゾーン分割なし

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

ゾーン分割は、VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割をイネーブル
にすることはできません。

（注）
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Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割により、Cisco UCS Managerは、このタイプのゾーン分割
で設定するすべての VSANのゾーンの作成およびアクティブ化を含めて、Cisco UCSドメインの
ファイバチャネルゾーン分割設定を制御します。

VSANが、アップストリームスイッチ上で VSANと通信するように設定されている場合は、
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割を実装できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

•単一のイニシエータと単一のターゲット：CiscoUCSManagerは、各vHBAとストレージポー
トのペアに対して 1つのゾーンを自動的に作成します。各ゾーンには、2つのメンバがあり
ます。ゾーン数がサポートされている最大数を超えると予想される場合を除いて、このよう

なタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

•単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCS Managerは、各 vHBAに対して 1つの
ゾーンを自動的に作成します。ゾーン数がサポートされている最大数を超えると予想される

場合は、このようなタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

サポートされるトポロジ

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のトポロジをサポートしています。

• Cisco UCS Managerベースのゾーン分割との直接接続で、アップストリームファイバチャネ
ルスイッチなし。

•直接接続ストレージに使用される VSANがファイバチャネルアップリンクポートで設定さ
れていない場合に限り、Cisco UCS Managerベースのゾーン分割との直接接続、およびアッ
プストリームファイバチャネルスイッチへの接続。

vHBA イニシエータグループ

vHBAイニシエータグループは、サービスプロファイル内のすべての vHBA用のファイバチャ
ネルゾーン分割設定を決定します。 Cisco UCS Managerには、デフォルトの vHBAイニシエータ
グループが含まれていません。ゾーンに属するサーバに割り当てられるすべてのサービスプロ

ファイル内で、vHBAイニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループ内の設定により、次の項目が決定されます。

•通常 vHBAイニシエータと呼ばれ、イニシエータグループに含まれる vHBA。

•関連付けられたVSANおよびストレージアレイ上のファイバチャネルターゲットポートを
含めて、ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。
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•グループに含まれる vHBA用に設定される、ファイバチャネルゾーン分割のタイプ。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Managerベースのファイバチャネル
ゾーン分割の設定に使用する、ストレージアレイ上のターゲットのストレージポートの集合が含

まれます。組織またはイニシエータグループ下でこのポリシーを作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続する必要が

あります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに含めるこれらのアレイ上のターゲット

ストレージポートは、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEのストレージポートに
することができます。ポートのWWNを使用してそれをポリシーに追加し、ファイバチャネル
ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerは、デフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルのアクティブゾーンセットの設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各 VSANでは、Cisco UCS Managerは、自動的
に 1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互に通信可
能なイニシエータおよびターゲットのセットを指定します。 Cisco UCS Managerは、ゾーンセッ
トを自動的にアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループおよびそれに関連付けられた
ファイバチャネルストレージ接続ポリシーを処理して、ファイバチャネルイニシエータとター

ゲット間で必要な接続を判別します。 Cisco UCS Managerは、次の情報を使用してイニシエータ
とターゲット間のペアでのゾーンメンバーシップを構築します。

• vHBAイニシエータグループから取得した vHBAイニシエータのWWN。

•ストレージ接続ポリシーから取得したストレージアレイのポートWWN。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割では、Cisco UCSドメインは、アップストリームスイッチからゾー
ン分割設定を継承します。 Cisco UCS Managerで、ゾーン分割設定に関する情報を設定または表
示することはできません。そのVSANにスイッチベースのゾーン分割を使用するには、CiscoUCS
Managerで VSANのゾーン分割をディセーブルにする必要があります。
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Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割に関する注
意事項および推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画するときは、次の注意事項と推奨事項を考慮してくだ

さい。

ファイバチャネルスイッチングモードは、Cisco UCS Manager設定のスイッチモードである必要
があります

Cisco UCS Managerでファイバチャネルゾーン分割を処理する場合、ファブリックインターコネ
クトはファイバチャネルスイッチモードにする必要があります。エンドホストモードではファ

イバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために、対称的な設定が推奨されます

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトでハイアベイラビリティ用に設定さ
れている場合は、両方のファブリックインターコネクトを同じVSANのセットで設定することを
推奨します。

Cisco UCSでのファイバチャネルゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerで制御されるファイバチャネルゾーン分割のために、Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了し
たことを確認する必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ実行していない場合は、MDSなどの
外部のファイバチャネルスイッチから

ステップ 1   

UCSCiscoUCSドメイン内のファブリック
インターコネクトを接続解除します。

この機能は、現在、CiscoUCSManagerGUI
では使用できません。この手順は、Cisco

Cisco UCSドメインが引き続き外部ファ
イバチャネルスイッチで管理されるゾー

ステップ 2   

UCS Manager CLIで実行する必要がありま
す。

ンを含む場合、各影響を受けるすべての

VSANに対して
clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを実
行して、それらのゾーンを削除します。

エンドホストモードではファイバチャネ

ルゾーン分割を設定できません。

ファイバチャネルスイッチモードの両

方のファブリックインターコネクトに対

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルスイッチングモードの

設定, （70ページ）を参照してください。
して、ファイバチャネルスイッチング

モードを設定します。

ポートおよびポートチャネルの設定, （73
ページ）を参照してください。

ファイバチャネルゾーンにトラフィック

を伝送する必要があるファイバチャネル

および FCoEストレージポートを設定し
ます。

ステップ 4   

クラスタ設定について、SAN Uplinks
Managerで共通/グローバル設定を使用して

1つ以上の VSANを作成し、ファイバ
チャネルゾーンにトラフィックを伝送す

ステップ 5   

ファイバチャネルゾーンに含める VLANる必要があるすべての VSANに対して、
を作成し、両方のファブリックインターコファイバチャネルゾーン分割をイネーブ

ルにします。 ネクトにアクセス可能であることを確認す

るよう推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割のための

VSANの作成,（421ページ）を参照してく
ださい。

この手順は、サービスプロファイル内の

ファイバチャネルゾーン分割を設定する

場合に適宜実行できます。

1つまたは複数のファイバチャネルスト
レージ接続ポリシーを作成します。

ステップ 6   

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

の作成, （424ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手順を実行

します。

ファイバチャネルゾーンを介して通信す

る必要のあるサーバに関して、サービス

ステップ 7   

プロファイルまたはサービスプロファイ • VHBAに割り当てられた1つまたは複
数の VSAN上でゾーン分割をイネー
ブルにします。

ルテンプレートでゾーン分割を設定しま

す。

• 1つ以上の vHBAイニシエータのグ
ループを設定します。

サービスプロファイルの設定, （575ペー
ジ）を参照してください。
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ファイバチャネルゾーン分割のための VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLAN、および LANクラウドの VLANには、異なる IDを割り当てる
必要があります。 VLANと VSANの FCoE VLANに同じ IDを使用すると、重大な障害が発生
し、FCoE VLANを使用するすべての vNICとアップリンクポートでトラフィックの中断が発
生します。イーサネットトラフィックは、FCoE VLAN IDと重複する IDを持つ VLANでド
ロップされます

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで [SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウで [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
VSANは、任意のサブタブ上に作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定された
すべての VSANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインのファイバチャネル
ゾーン分割を設定するかどうかを判断するには、オプションボ

タンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチによってファイバ
チャネルゾーン分割を処理するか、またはファイバチャ

ネルゾーン分割はCiscoUCSドメインに実装されません。
Cisco UCSManagerは、ファイバチャネルゾーン分割を設
定しません。

• [Enabled]：CiscoUCSドメインのファイバチャネルゾーン
分割は、Cisco UCS Managerによって設定および制御され
ます。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにした場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用している VSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにのみ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間に存在する可能性があ
ります。 4079は予約済みの VSAN IDです。また、FCエンド
ホストモードを使用する場合は、3840～ 4079の範囲も VSAN
IDの範囲として予約されています。

[VSAN ID]フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN4048はユーザによる設定が可能です。ただし、CiscoUCS
Managerは次のデフォルト値にVLAN4048を使用します。VLAN
に4048を割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があ
ります。

• Cisco UCSのリリース 2.0にアップグレードした後：FCoE
ストレージポートのネイティブ VLANでは、デフォルト
でVLAN4048が使用されます。アップグレード前にデフォ
ルトの FCoE VSANが VLAN 1を使用するように設定され
ていた場合、使用または予約されていない VLAN IDにそ
れを変更する必要があります。たとえば、VLAN IDが使
用中でない場合、デフォルトを 4049に変更することを検
討してください。

• Cisco UCSのリリース 2.0を新規インストールした後：デ
フォルトのVSANのFCoEVLANでは、デフォルトでVLAN
4048が使用されます。FCoEストレージポートのネイティ
ブ VLANは VLAN 4049を使用します。

FIPS対応の場合、Cisco UCS CNA M72KR-Qおよび Cisco UCS
CNA M72KR-Eなどの統合型ネットワークアダプタであるネー
ムド VSANは、FCoE VLAN IDのネイティブ VLANではない
ネームドVLANで設定する必要があります。この設定により、
FCoEトラフィックがこれらのアダプタをパススルーできるよ
うにします。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Storage Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊
文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更す

ることはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Zoning Type]フィールドで、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerは、ファイバチャネルゾーン分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、各 vHBAとストレージポートのペアに
対して 1つのゾーンを自動的に作成します。各ゾーンには、2つのメンバがあります。ゾー
ン数がサポートされている最大数を超えると予想される場合を除いて、このようなタイプの

ゾーン分割を設定することを推奨します。
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• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、各 vHBAに対して 1つのゾーンを自
動的に作成します。ゾーン数がサポートされている最大数を超えると予想される場合は、こ

のようなタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 7 [FC Target Endpoints]テーブルで、テーブルの右側にあるアイコンバーで [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 8 [Create FC Target Endpoint]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリッ
クします。

説明名前

ストレージアレイに設定されている LUNにアクセスするため
にサーバが使用するファイバチャネルまたは FCoEストレージ
アレイ上の物理ターゲットポートに割り当てられたWWPN
（WWN）。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントの説明。ターゲットエンドポイン

トが接続するポート、LUN、またはストレージアレイに関する
情報を入れることをお勧めします。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用するファブリックイ

ンターコネクト。

[Path]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用する VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

ポリシーに関して、目的のすべてのターゲットエンドポイントを作成するまでこの手順を繰り返

します。

ステップ 9 ポリシーに関する目的のすべてのターゲットエンドポイントを作成した後、[OK]をクリックしま
す。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 V 部

サーバの設定
• サーバ関連プールの設定, 429 ページ

• 管理 IPアドレスの設定, 439 ページ

• サーバ関連ポリシーの設定, 447 ページ

• サーバのブート設定, 517 ページ

• サービスプロファイルの更新の展開の延期, 553 ページ

• サービスプロファイルの設定, 575 ページ

• Cisco UCSでの電源の管理, 687 ページ





第 28 章

サーバ関連プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• サーバプールの設定, 429 ページ

• UUID接尾辞プールの設定, 432 ページ

• IPプールの設定, 434 ページ

サーバプールの設定

サーバプール

サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持ってい

ます。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカル

ストレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを手動で
サーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資格情報を

使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール
をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務組織に割り
当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。 1つの
サーバは複数のサーバプールに属することができます。
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サーバプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools]ノードを右クリックし、[Create Server Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool]ウィザードの [Set Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

サーバプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

サーバプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Server Pool]ウィザードの [Add Servers]ページで、次の手順を実行します。
a) [Available Servers]テーブルで、1つ以上のサーバを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、サーバプールにサーバを追加します。
c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish]をクリックします。
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サーバプールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選択し

ます。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Servers]テーブルで、サーバプールに追加するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>]ボタンをクリックして、それらのサーバを [PooledServers]テーブルに移動し、サーバプー
ルに追加します。

c) [OK]をクリックします。
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サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択しま

す。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Pooled Servers]テーブルで、サーバプールから削除するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<]ボタンをクリックして、選択したサーバを [Servers]テーブルに移動し、サーバプールか
ら削除します。

c) [OK]をクリックします。

UUID 接尾辞プールの設定

UUID 接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できる SMBIOS UUIDの集まりです。 UUID
の接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成される UUID接尾辞は変数で
す。 UUID接尾辞プールは、競合を避けるため、その特定のプールを使用するサービスプロファ
イルに関連付けられたサーバごとに、これらの変数値が固有であることを保証します。

サービスプロファイルでUUID接尾辞プールを使用する場合、サービスプロファイルに関連付け
られたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID 接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [UUID Suffix Pools]を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドを
入力します。

説明名前

UUIDプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを選
択すると Cisco UCSManager GUIにテキストフィールドが
表示され、そこに任意の接尾辞を XXXXXXXX-XXXX-XXXX
の形式で入力できます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Add UUID Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of UUID Suffixes]ページで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From]フィールド

ブロック内の UUIDの数。[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

UUID接尾辞プールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルー
ドします。

UUID 接尾辞プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [UUID Suffix Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの設定

IP プール
IPプールは、デフォルトの目的がない IPアドレスの集合です。Cisco UCSManagerで IPプールを
作成して、次の作業を実行できます。

•デフォルトの iSCSI Boot IPプール [iscsi-initiator-pool]を置換します。Cisco UCSManagerは、
指定した IPプールに IPアドレスの各ブロックを予約しています。
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•関連付けられたサービスプロファイルがあるサーバのデフォルトの管理 IPプール [ext-mgmt]
を交換します。 Cisco UCS Managerは、サーバ上の Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）で終端する外部アクセスのために、IPプールに IPアドレスの各ブロックを予約し
ています。関連付けられたサービスプロファイルが存在しない場合、CIMCが IPアドレス
を取得できるように [ext-mgmt] IPプールを使用する必要があります。

•管理 IPアドレスと iSCSIブート IPアドレスの両方を置換します。

IPプールには、サーバまたはサービスプロファイルの静的 IPアドレスとして割り当てられて
いるどの IPアドレスも含まれていてはなりません。

（注）

IP プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create IP Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドを入力しま
す。

説明名前

IPアドレスプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

IPアドレスプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IP Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IP Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPアドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたデフォルトゲート
ウェイ。

[Default Gateway]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるプライマ
リ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるセカンダ
リ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IPプールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルードしま
す。
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IP プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 目的の IPプールを右クリックし、[Create Block of IP Addresses]を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IP Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPアドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたデフォルトゲート
ウェイ。

[Default Gateway]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるプライマ
リ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるセカンダ
リ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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IP プールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Root]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 IPアドレスのブロックを削除するプールを展開します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
デフォルトのプール [ext-mgmt]と [iscsi-initiator-pool]は削除できませ
ん。

（注）

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 29 章

管理 IP アドレスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 管理 IPアドレス, 439 ページ

• ブレードサーバの管理 IPアドレスの設定, 440 ページ

• ラックサーバの管理 IPアドレスの設定, 441 ページ

• サービスプロファイルの管理 IPアドレスの設定, 442 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの管理 IPアドレスの設定, 444 ページ

• 管理 IPプールの設定, 444 ページ

管理 IP アドレス
CiscoUCSドメイン内の各サーバには、Cisco IntegratedManagementController（CIMC）に割り当て
られる管理 IPアドレス、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイルに割り当てられる
管理 IPアドレスが必要です。 Cisco UCS Managerは、CIMCで終端する外部アクセス用にこの IP
アドレスを使用します。この外部アクセスは、次のいずれかが可能です。

• KVMコンソール

• Serial over LAN

• IPMIツール

サーバ上の CIMCへのアクセスには、次のいずれかの管理 IPアドレスを使用できます。

•サーバに直接割り当てられたスタティック IPv4アドレス。

•サービスプロファイルに割り当てられたスタティック IPv4アドレス。スタティック IPアド
レスでは、サービスプロファイルテンプレートを設定できません。

•管理 IPアドレスのプールから取り込まれ、サービスプロファイルまたはサービスプロファ
イルテンプレートに割り当てられた IPアドレス。
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サーバ上のCIMCとサーバに関連付けられたサービスプロファイルに、管理 IPアドレスを割り当
てることができます。実行する場合、それぞれに異なる IPアドレスを使用する必要があります。

スタティック IPアドレスが Cisco UCSドメイン内のサーバまたはサービスプロファイルにす
でに割り当てられている場合、サーバまたはサービスプロファイルにその IPアドレスを割り
当てることはできません。割り当てを試みると、CiscoUCSManagerは、その IPアドレスがす
でに使用中であることを警告し、設定を拒否します。

（注）

サービスプロファイルに割り当てられた管理 IPアドレスは、サービスプロファイルとともに移
動します。別のサーバにサービスプロファイルを移行するときにKVMまたは SoLセッションが
アクティブな場合、CiscoUCSManagerは、そのセッションを終了し、移行の完了後に再開しませ
ん。サービスプロファイルを作成または変更するときに、この IPアドレスを設定します。

ブレードサーバの管理 IP アドレスの設定

スタティック IP アドレスを使用するブレードサーバの設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにすでにスタティック IPアドレスが割り当
てられています。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 IPアドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Modify Static Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Modify Static Management IP]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用する必要のあるデフォルト
ゲートウェイ。

Default Gateway
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

管理 IP プールを使用するブレードサーバの設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバは、すでに管理 IPプールを使用するように
設定されています。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 管理 IPプールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Use Pooled Management IP]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ラックサーバの管理 IP アドレスの設定

スタティック IP アドレスを使用するラックサーバの設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにすでにスタティック IPアドレスが割り当
てられています。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 IPアドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Modify Static Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Modify Static Management IP]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用する必要のあるデフォルト
ゲートウェイ。

Default Gateway

ステップ 8 [OK]をクリックします。

管理 IP プールを使用するラックサーバの設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバは、すでに管理 IPプールを使用するように
設定されています。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 管理 IPプールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Use Pooled Management IP]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルの管理 IP アドレスの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Management IP Address]をクリックします。

ステップ 7 [IChange Management IP Address]ダイアログボックスで、次のいずれかを選択します。

• [None]：管理 IPアドレスがサービスプロファイルを介してサーバに割り当てられていませ
ん。管理 IPアドレスは、サーバ上で定義される CIMC管理 IPアドレスに基づいています。

• [Static]：サービスプロファイルによって、スタティック管理 IPアドレスが関連付けられた
サーバに割り当てられます。サービスプロファイルを新しいサーバに移行すると、管理 IPv4
アドレスもサービスプロファイルとともに移動します。

Cisco UCS Manager GUIには、スタティック IPアドレスを定義できる [Static IP Address]領域
が表示されます。

• [IP-pool-name]：サービスプロファイルは、選択した IPプールから関連付けられたサーバに
管理 IPアドレスを割り当てます。

[Create IP Pool]をクリックして、すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイル
テンプレートが使用できる IPアドレスのグローバルプールを作成します。

ステップ 8 [Static]を選択した場合は、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

サービスプロファイルを通してサーバに割り当てられた管理 IP
アドレス。

[IP Address]フィールド

管理 IPアドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

管理 IPアドレスのデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートの管理 IP アドレスの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルテンプレートが含まれている組織のノードを
展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルテンプレートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Management IP Address]領域を展開します。

ステップ 7 [Management IP Address Policy]フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリックしま
す。

• [None]：管理 IPアドレスがサービスプロファイルを介してサーバに割り当てられていませ
ん。管理 IPアドレスは、サーバ上で定義される CIMC管理 IPアドレスに基づいています。

• [Pooled]：サービスプロファイルによって、 [Pool Name]に示すプールからの管理 IPアドレ
スが関連付けられたサーバに割り当てられます。サービスプロファイルを新しいサーバに

移行すると、管理 IPアドレスもサービスプロファイルとともに移動します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

管理 IP プールの設定

管理 IP プール
デフォルトの管理 IPプール [ext-mgmt]は、外部 IPアドレスの集合です。 Cisco UCSManagerサー
バの CIMCで終端する外部アクセスのために、管理 IPプールに IPアドレスの各ブロックを予約
しています。

管理 IPプールからの IPアドレスを使用するように、サービスプロファイルとサービスプロファ
イルテンプレートを設定できます。管理 IPプールを使用するようにサーバを設定できません。

管理 IPプールのすべての IPアドレスが、ファブリックインターコネクトの IPアドレスと同じサ
ブネット上にある必要があります。
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管理 IPプールには、サーバまたはサービスプロファイルの静的 IPアドレスとして割り当てら
れているどの IPアドレスも含まれていてはなりません。

（注）

管理 IP プールでの IP アドレスブロックの作成
管理 IPプールには、サーバまたはサービスプロファイルの静的 IPアドレスとして割り当てられ
ているどの IPアドレスも含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt]を右クリックし、[Create Block of IP Addresses]を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IP Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPアドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたデフォルトゲート
ウェイ。

[Default Gateway]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるプライマ
リ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるセカンダ
リ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定して、管理 IP
プールから CIMC IPアドレスを取得します。
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管理 IP プールからの IP アドレスブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt]を選択します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 30 章

サーバ関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• BIOSの設定, 447 ページ

• IPMIアクセスプロファイルの設定, 473 ページ

• ローカルディスク設定ポリシーの設定, 475 ページ

• スクラブポリシーの設定, 484 ページ

• Serial over LANポリシーの設定, 486 ページ

• サーバ自動構成ポリシーの設定, 488 ページ

• サーバディスカバリポリシーの設定, 490 ページ

• サーバ継承ポリシーの設定, 492 ページ

• サーバプールポリシーの設定, 494 ページ

• サーバプールポリシーの資格情報の設定, 496 ページ

• vNIC/vHBA配置ポリシーの設定, 502 ページ

BIOS の設定

サーバ BIOS 設定
Cisco UCSには、Cisco UCSドメイン内のサーバ上の BIOS設定をグローバルに変更する 2種類の
方法が用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定の BIOS設定グループ
を含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバプラットフォームに対するデフォル
トの BIOS設定を使用できます。

BIOSポリシーとサーバプラットフォームのデフォルトの BIOS設定のどちらででも、Cisco UCS
Managerによって管理されているサーバの BIOS設定を微調整できます。
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データセンターの要件によっては、一部のサービスプロファイルの BIOSポリシーを設定し、同
じ Cisco UCSドメイン内の他のサービスプロファイルで BIOSデフォルトを使用するか、それら
のいずれかを使用することができます。また、Cisco UCS Managerを使用して、サーバの実際の
BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを確認できます。

Cisco UCS Managerは、BIOS設定の変更内容を BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を
使用して Cisco Integrated Management Controller（CIMC）のバッファにプッシュします。これ
らの変更は、サーバがリブートされるまでバッファに残り、有効になりません。

設定するサーバのBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードおよび予備モードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCS Serverではサポート
されているわけではありません。

（注）

主要な BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できる主要なサーバ BIOS
設定を示します。

説明名前

1つ以上の BIOS設定を変更した後に、サーバがリブー
トされます。

この設定を有効にした場合、サービスプロファイルのメ

ンテナンスポリシーに従ってサーバがリブートされま

す。たとえば、メンテナンスポリシーで確認が必要な

場合、サーバはリブートされず、ユーザが保留中のアク

ティビティを確認するまで BIOSの変更は適用されませ
ん。

この設定をイネーブルにしない限り、別のサーバ設定変

更または手動リブートの結果としてサーバが次に再起動

されるまで、BIOSの変更は適用されません。

[Reboot on BIOS Settings Change]

BIOSが Power On Self-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSは、ブート中にすべてのメッセー
ジとオプション ROM情報を表示します。

• [enabled]：BIOSは、ロゴ画面を表示しますが、ブー
ト中にメッセージまたはオプション ROM情報を表
示しません。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Quiet Boot]
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説明名前

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

• [enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、
BIOSはサーバのブートを一時停止し、ErrorManager
を開きます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Post Error Pause]

予期しない電力損失後に電力が復帰したときにサーバが

どのように動作するか。次のいずれかになります。

• [stay-off]：手動で電源をオンにするまでサーバの電
源がオフになります。

• [last-state]：サーバの電源がオンになり、システムが
最後の状態を復元しようとします。

• [reset]：サーバの電源がオンになり、自動的にリセッ
トされます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Resume Ac On Power Loss]

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれか

になります。

• [disabled]：前面パネルの電源ボタンとリセットボタ
ンはアクティブであり、サーバに影響を与えるため

に使用できます。

• [enabled]：電源ボタンとリセットボタンはロック
アウトされます。サーバをリセットしたり、電源を

オンにしたりできるのは、CIMC GUIからだけで
す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Front Panel Lockout]
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プロセッサの BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるプロセッサ BIOS設
定を示します。

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [disabled]：プロセッサの周波数を自動的には上げま
せん。

• [enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Turbo Boost]

システムがプロセッサ電圧とコア周波数を調整できる

Enhanced Intel SpeedStep Technologyをプロセッサで使用
するかどうか。このテクノロジーにより、平均電力消費

量と平均熱発生量が減少する可能性があります。次のい

ずれかになります。

• [disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep]
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説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Hyper Threading]

パッケージ内の論理的なプロセッサコアの状態を設定し

ます。この設定をディセーブルにした場合、Hyper
Threadingもディセーブルになります。次のいずれかに
なります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアの多重処理をイ
ネーブルにします。

• [1]~ [10]：サーバで実行できる論理プロセッサコア
の数を指定します。多重処理をディセーブルにし

て、サーバで実行される論理プロセッサコアを1個
のみにするには、[1]を選択します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Core Multi Processing]
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説明名前

サーバ上のメモリ領域を分類して、アプリケーション

コードを実行できる場所を指定します。この分類の結

果、悪意のあるワームによってバッファへのコード挿入

が試行された場合に、プロセッサはコードの実行をディ

セーブルにします。この設定を使用すると、損傷、ワー

ムの伝播、および特定クラスの悪意のあるバッファオー

バーフロー攻撃を防止できます。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：プロセッサはメモリ領域を分類しませ
ん。

• [enabled]：プロセッサはメモリ領域を分類します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disabled Bit]

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、1つのプラットフォー
ムで、複数のオペレーティングシステムとアプリケー

ションをそれぞれ独立したパーティション内で実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Virtualization Technology (VT)]
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説明名前

データを I/Oデバイスからプロセッサキャッシュに直接
配置することによって、プロセッサで I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定により、

キャッシュミスが少なくなります。次のいずれかにな

ります。

• [disabled]：I/Oデバイスからのデータがプロセッサ
キャッシュに直接配置されません。

• [enabled]：I/Oデバイスからのデータがプロセッサ
キャッシュに直接配置されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Direct Cache Access]

アイドル期間にシステムを省電力モードにすることがで

きるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：システムは、アイドル時にも高パフォー
マンス状態を維持します。

• [enabled]：システムは、DIMMや CPUなどのシス
テムコンポーネントに対する電力を削減できます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]

C1状態に入ると、プロセッサは最小周波数に移行できま
す。この設定は、サーバをリブートするまで有効になり

ません。次のいずれかになります。

• [disabled]：CPUは C1状態でも最大周波数で動作し
続けます。

• [enabled]：CPUは最小周波数に移行します。このオ
プションを使用すると、C1状態で電力が最大限に
節約されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C1E]

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 453

BIOS の設定



説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムに C3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C3レポートを送信しま
せん。

• [acpi-c2]：ACPIC2フォーマットを使用してプロセッ
サから C3レポートを送信します。

• [acpi-c3]：ACPIC3フォーマットを使用してプロセッ
サから C3レポートを送信します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

B440サーバの場合、[BIOS Setup]メニューでこれらのオ
プションに対して [enabled]と [disabled]が使用されます。
[acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、このサーバでは
そのオプションの BIOS値に [enabled]が設定されます。

[Processor C3 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムに C6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C6 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムに C7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C7 Report]
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説明名前

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [enterprise]：すべてのプリフェッチャおよびデータ
再利用はディセーブルです。

• [high-throughput]：すべてのプリフェッチャがイネー
ブルになり、データ再利用はディセーブルです。

• [hpc]：すべてのプリフェッチャおよびデータ再利用
はイネーブルです。 この設定は、高パフォーマン

スコンピューティングとも呼ばれます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[CPU Performance]

MTRR変数の数を選択できます。次のいずれかになりま
す。

• [auto-max]：BIOSはプロセッサのデフォルト値を使
用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数で指定した数を使用しま
す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]

Intel Directed I/O BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して実行できる IntelDirected I/OBIOS
設定を示します。
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションは、他の Intel Directed I/OBIOS
設定を変更する場合は、イネーブルにする必要

があります。

（注）

[VT for Directed IO]

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Interrupt Remap]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Coherency Support]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[ATS Support]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでパススルー DMAをサポー
トしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Pass Through DMA Support]

RAS メモリ BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できる RASメモリ BIOS設
定を示します。
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説明名前

サーバのメモリの信頼性、可用性、サービス性（RAS）
を設定するかどうか。次のいずれかになります。

• [maximumperformance]：システムのパフォーマンス
が最適化されます。

• [mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

B440サーバでは lockstepがデフォルトでイネーブル
になっています。

• [sparing]：ある程度のメモリ冗長性によりシステム
の信頼性が向上し、オペレーティングシステムで利

用できるメモリがミラーリングよりも多くなりま

す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Memory RAS Config]

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[NUMA]
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説明名前

メモリのミラーリングでは、メモリに 2つの同じデータ
イメージを保存することにより、システムの信頼性が向

上します。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [mirroring]
オプションを選択した場合のみ使用できます。次のいず

れかを指定できます。

• [inter-socket]：異なる CPUソケットに含まれる 2つ
の統合メモリコントローラ（IMC）間でメモリがミ
ラーリングされます。

• [intra-socket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Mirroring Mode]

スペアリングでは、他のDIMMで障害が発生した場合に
使用できるように予約メモリに維持することにより、信

頼性が最適化されます。このオプションは、メモリの冗

長性を実現しますが、ミラーリングほどの冗長性は提供

されません。使用可能なスペアリングのモードは、現在

のメモリ配備によって異なります。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [sparing]オ
プションを選択した場合にのみ使用できます。次のいず

れかを指定できます。

• [dimm-sparing]：1つの DIMMが予約で保持されま
す。 DIMMが失敗すると、失敗した DIMMの内容
がスペア DIMMに転送されます。

• [rank-sparing]：DIMMの予備のランクが予約で保持
されます。 DIMMのランクが失敗すると、失敗し
たランクの内容がスペアランクに転送されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Sparing Mode]
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説明名前

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [power-saving-mode]：低電圧のメモリ動作が高周波
数のメモリ動作よりも優先されます。 このモード

では、電圧を低く維持するために、メモリの周波数

が低下する可能性があります。

• [performance-mode]：高周波数の動作が低電圧の動
作よりも優先されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[LV DDR Mode]

シリアルポートの BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して実行できるシリアルポートBIOS
設定を示します。

説明名前

シリアルポートAをイネーブルにするか、ディセーブル
にするか。次のいずれかになります。

• [disabled]：シリアルポートはディセーブルになりま
す。

• [enabled]：シリアルポートはイネーブルになりま
す。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Serial Port A]

USB の BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるUSBの BIOS設定を
示します。
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説明名前

サーバを USBデバイスからブートできるかどうか。次
のいずれかになります。

• [disabled]：サーバを USBデバイスからブートでき
ます。

• [enabled]：サーバをUSBデバイスからブートできま
せん。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Make Device Non Bootable]

USBEHCIアイドル電力消費を減らすために [USBSystem
Idle Power Optimizing Setting]を使用するかどうか。この
設定では、選択した値によって、パフォーマンスが影響

を受ける場合があります。次のいずれかになります。

• [high-performance]：最適なパフォーマンスが省電力
より優先されるため、[USB System Idle Power
Optimizing Setting]はディセーブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが大

幅に向上します。サイトにサーバ電源の制限がない

場合は、このオプションを選択するよう推奨しま

す。

• [lower-idle-power]：省電力が最適なパフォーマンス
より優先するため、[USBSystemIdlePowerOptimizing
Setting]がイネーブルにされます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[USB System Idle Power Optimizing
Setting]

USBの前面パネルのロックが、USBポートに前面パネル
からアクセス可能または不可能に設定されます。次のい

ずれかになります。

• disabled

• enabled

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[USB Front Panel Lock Access]
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PCI 設定 BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できる PCI設定 BIOS設定
を示します。

説明名前

システム設定に依存して、BIOSが PAEをサポートなし
でオペレーティングシステムの 4GB未満のメモリ使用
率を最大にするかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：メモリ使用率を最大にしません。 PAE
サポートのあるすべてのオペレーティングシステム

では、このオプションを選択します。

• [enabled]：PAEサポートのないオペレーティングシ
ステムで4GB未満のメモリ使用率を最大にします。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Max Memory Below 4G]

4 GB以上のアドレス空間に対する 64ビット PCIデバイ
スのメモリマップ I/Oをイネーブルにするか、ディセー
ブルにするか。レガシーオプション ROMでは、4 GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 64ビットに
対応し、レガシーオプション ROMを使用する PCIデバ
イスは、この設定がイネーブルの場合に正しく動作しな

いことがあります。次のいずれかになります。

• [disabled]：64ビット PCIデバイスの I/Oを 4GB以
上のアドレス空間にマッピングしません。

• [enabled]：64ビット PCIデバイスの I/Oを 4GB以
上のアドレス空間にマッピングします。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Memory Mapped IO Above 4Gb Config]

ブートオプションの BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して実行できるブートオプションの
BIOS設定を示します。
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説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled]：NON-EFIベースのブートオプションを
再試行する前にユーザ入力を待機します。

• [enabled]：ユーザ入力を待機しないでNON-EFIベー
スのブートオプションを持続的に試行します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Boot Option Retry]

Intel SA Entry RAIDモジュールがイネーブルかどうか。
次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールはディ
セーブルです。

• [enabled]：Intel SA Entry RAIDモジュールはイネー
ブルです。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Intel Entry SAS RAID]

Intel SA Entry RAIDモジュールがどのように設定される
か。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：RAIDモジュールを Intel IT/IRRAIDを使
用するように設定します。

• [intel-esrtii]：RAIDモジュールを Intel Embedded
Server RAID Technology IIを使用するように設定し
ます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Intel Entry SAS RAID Module]
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説明名前

オンボードソフトウェアRAIDコントローラがサーバで
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラは使用
できません。

• [enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用
できます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Onboard SCU Storage Support]

サーバ管理 BIOS 設定

次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して実行できるサーバ管理 BIOS設
定を示します。

一般設定

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に BIOSでマスク不
能割り込み（NMI）を生成してエラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSは SERRの発生時にNMIを生成せ
ず、エラーを記録しません。

• [enabled]：BIOSはSERRの発生時にNMIを生成し、
エラーをログに記録します。 [Assert NMI on PERR]
をイネーブルにする場合は、この設定をイネーブル

にする必要があります。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Assert Nmi on Serr]
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説明名前

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に
BIOSでマスク不能割り込み（NMI）を生成してエラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSは PERRの発生時にNMIを生成せ
ず、エラーを記録しません。

• [enabled]：BIOSはPERRの発生時にNMIを生成し、
エラーをログに記録します。この設定を使用するに

は、[Assert NMI on SERR]をイネーブルにする必要
があります。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Assert Nmi on Perr]

BIOSで事前定義されたタイムアウト値を使用してウォッ
チドッグタイマーをプログラミングするかどうか。タ

イマーの期限が切れるまでにオペレーティングシステム

のブートが完了しない場合は、CIMCによってシステム
がリセットされ、エラーがログに記録されます。次のい

ずれかになります。

• [disabled]：サーバでブートにかかる時間を追跡する
ためにウォッチドッグタイマーを使用しません。

• [enabled]：サーバでブートにかかる時間を追跡する
ためにウォッチドッグタイマーを使用します。サー

バが事前に定義した時間内にブートしない場合、

CIMCはシステムをリセットし、エラーのログを記
録します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポートま

たは Intelの管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]
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説明名前

ウォッチドッグタイマーの期限が切れた場合に実行され

るアクション。次のいずれかになります。

• [power-off]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフにな

ります。

• [reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
の期限が切れた場合、サーバはリセットされます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にのみ使用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout
Policy]

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用するタイ
ムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutess]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから5分後に期限が切れます。

• [10-minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15-minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20-minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にのみ使用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]
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コンソールリダイレクションの設定

説明名前

POST中および BIOSブート中にコンソールリダイレク
ションでシリアルポートを使用できます。 BIOSのブー
トが終了し、オペレーティングシステムがサーバの役割

を果たすと、コンソールリダイレクションは無関係にな

り、効果がなくなります。次のいずれかになります。

• [disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は実行されません。

• [serial-port-a]：POST中にシリアルポート Aをコン
ソールリダイレクション用にイネーブルにします。

このオプションは、ブレードサーバとラックマウン

トサーバに対して有効です。

• [serial-port-b]：シリアルポート Bをコンソールリ
ダイレクション用にイネーブルにし、サーバ管理タ

スクを実行可能にします。このオプションは、ラッ

クマウントサーバでのみ有効です。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションをイネーブルにすると、POST
中にQuietBootロゴ画面の表示がディセーブル
になります。

（注）

[Console Redirection]

ハンドシェイクプロトコルをフロー制御に使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [none]：フロー制御は使用されません。

• [rts-cts]：フロー制御に RTS/CTSが使用されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ションの設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

シリアルポートの送信速度に使用するボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合、このオ
プションは使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115200ボーレートが使用されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ションの設定と一致している必要があります。

（注）

[Baud Rate]

コンソールリダイレクションに使用する文字形式のタイ

プ。次のいずれかになります。

• [pc-ansi]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [vt100]：サポートされている vt100ビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [vt100-plus]：サポートされている vt100-plusビデオ
端末とその文字セットが使用されます。

• [vt-utf8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用さ
れます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ションの設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]
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説明名前

DOSなどのレガシーオペレーティングシステムからの
リダイレクションをシリアルポートでイネーブルにする

かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：コンソールリダイレクションに対してイ
ネーブルになっているシリアルポートがレガシー

オペレーティングシステムで認識されません。

• [enabled]：コンソールリダイレクションに対してイ
ネーブルになっているシリアルポートがレガシー

オペレーティングシステムで認識されます。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Legacy OS Redirect]

BIOS ポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対するBIOS設定の設定を自動化するポリシー
です。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作成する
か、サブ組織の階層に対してだけ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Managerで、BIOSポリシーを作成します。

2 BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3 サービスプロファイルをサーバと関連付けます。

サービスプロファイルの関連付け時に、CiscoUCSManagerによってサーバ上のBIOS設定がBIOS
ポリシー内の設定と一致するように変更されます。 BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーを
サービスプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラット
フォームのデフォルトが使用されます。

デフォルトの BIOS 設定
Cisco UCS Managerには、Cisco UCSによってサポートされている各タイプのサーバに対するデ
フォルトの BIOS設定のセットが含まれています。デフォルトの BIOS設定は、ルート組織だけ
で使用可能であり、グローバルです。 Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォー
ムには、一組の BIOS設定だけを適用できます。デフォルトの BIOS設定を変更できますが、追
加のデフォルトの BIOS設定のセットは作成できません。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 469

BIOS の設定



デフォルトの BIOS設定の各セットは、サポートされている特定タイプのサーバ用に設計されて
おり、BIOSポリシーがサービスプロファイルに含まれていない、その特定のタイプのすべての
サーバに適用されます。

Cisco UCSの実装にサーバ固有の設定によって満たされない特定の要求がない場合、Cisco UCSド
メインの各タイプのサーバ用に設計されたデフォルトのBIOS設定を使用することを推奨します。

Cisco UCSManagerにより、これらのサーバプラットフォーム固有のBIOS設定が次のように適用
されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーは含まれません。

• BIOSポリシーでは、特定の設定に対してプラットフォームデフォルトのオプションが設定
されます。

Cisco UCSManagerによって提供されるデフォルトのBIOS設定は変更できます。ただし、デフォ
ルトの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサーバ
に適用されます。特定のサーバのBIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用するこ
とを推奨します。

BIOS ポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOS設定の変更内容を BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を
使用して Cisco Integrated Management Controller（CIMC）のバッファにプッシュします。これ
らの変更は、サーバがリブートされるまでバッファに残り、有効になりません。

設定するサーバのBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードおよび予備モードなどの一部の設定は、すべてのCiscoUCS Serverではサポート
されているわけではありません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を右クリックして [Create BIOS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create BIOS Policy]ウィザードの [Main]ページで、[Name]フィールドの BIOSポリシーの名前を
入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 [Create BIOS Policy]ウィザードで、次の手順を実行して BIOS設定を行います。
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a) BIOS設定を変更する場合は、目的のオプションボタンをクリックするか、ドロップダウンリ
ストから適切な選択肢を選択します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ
さい。

• [Main]ページ：主要な BIOS設定, （448ページ）

• [Processor]ページ：プロセッサの BIOS設定, （450ページ）

• [Intel Directed IO]ページ： Intel Directed I/O BIOS設定, （455ページ）

• [RAS Memory]ページ： RASメモリ BIOS設定, （457ページ）

• [Serial Port]ページ:シリアルポートの BIOS設定, （460ページ）

• [USB]ページ: USBの BIOS設定, （460ページ）

• [PCI Configuration]ページ: PCI設定 BIOS設定, （462ページ）

• [Boot Options]ページ:ブートオプションの BIOS設定, （462ページ）

• [Server Management]ページサーバ管理 BIOS設定, （464ページ）

b) 各ページの後で [Next]をクリックして移動します。

ステップ 7 ポリシーのすべての BIOS設定が完了したら、[Finish]をクリックします。

BIOS のデフォルトの修正
設定するサーバの BIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。 RASメモリのミラーリ
ングモードおよび予備モードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCS Serverではサポートされ
ているわけではありません。

Cisco UCSの実装にサーバ固有の設定によって満たされない特定の要求がない場合、Cisco UCSド
メインの各タイプのサーバ用に設計されたデフォルトのBIOS設定を使用することを推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Defaults]を展開し、デフォルトの BIOS設定を変更するサーバモデル番号を選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで適切なタブをクリックし、目的のオプションボタンをクリックするか、ドロップ
ダウンリストから選択してデフォルトの BIOS設定を変更します。
各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくださ
い。サーバのタイプによっては、BIOS設定が利用できない場合があります。
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• [Main]タブ：主要な BIOS設定, （448ページ）

• [Advanced]タブ：

◦ [Processor]サブタブ:プロセッサの BIOS設定, （450ページ）

◦ [Intel Directed IO]サブタブ： Intel Directed I/O BIOS設定, （455ページ）

◦ [RAS Memory]サブタブ: RASメモリ BIOS設定, （457ページ）

◦ [Serial Port]サブタブ:シリアルポートの BIOS設定, （460ページ）

◦ [USB]サブタブ: USBの BIOS設定, （460ページ）

◦ [PCI Configuration]サブタブ: PCI設定 BIOS設定, （462ページ）

• [Boot Options]タブ:ブートオプションの BIOS設定, （462ページ）

• [Server Management]タブ：サーバ管理 BIOS設定, （464ページ）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

サーバの実際の BIOS 設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 実際の BIOS設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [BIOS Settings]領域で、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックして領域を開きます。
[BIOS Settings]領域の各タブに、そのサーバプラットフォームの設定が表示されます。いくつか
のタブには、追加情報を含むサブタブが含まれています。
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IPMI アクセスプロファイルの設定

IPMI アクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどうかを
決定することができます。たとえば、CIMCからセンサーデータを取得するためのコマンドを送
信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパスワード

を含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込みであるかを定
義します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMI アクセスプロファイルの作成

はじめる前に

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にし
ています。

•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Profiles]を右クリックし、[Create IPMI Profiles]を選択します。

ステップ 5 [Create IPMI Profile]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Profile Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 7 [User Properties]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

この IPMIプロファイルと関連付けるユーザ名。

1～16の英数字を入力できます。@（アットマーク）、_（ア
ンダースコア）、および -（ハイフン）も使用できます。プ
ロファイルを保存した後にこの名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

=（等号）、$（ドル記号）、および |（垂直バー）以外の1～
20文字の標準 ASCII文字を入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ユーザロール。次のいずれかになります。

• Admin

• Read Only

[Role]フィールド

b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Work]ペインの IPMIプロファイルに戻ります。

次の作業

IPMIプロファイルはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルー
ドします。

IPMI アクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IPMI Profiles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシーの設定

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカルドライブのオンボード RAIDコントローラを通じて、サーバ上にイン
ストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、ロー
カルディスク設定ポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関連付けられたすべ

てのサーバに対してローカルディスクモードを設定できます。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

• [NoLocalStorage]：ディスクレスサーバまたはSAN専用の設定で使用します。このオプショ
ンを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ローカルディ

スクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループッ
トを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべて

のデータが失われます。

• [RAID1Mirrored]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• [AnyConfiguration]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用します。

• [No RAID]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままにす
るサーバ設定で使用します。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレージが設定されているオペレーティ
ングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容が削除さ

れません。そのため、[NoRAID]モードの適用後に違いがわからないことがあります。これ
により、ポリシー内の RAID設定と、サーバの[Inventory] > [Storage]タブに表示される実際
のディスク設定の間に不一致が生じる場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、No RAIDコンフィギュレー
ションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID5StripedParity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2つ
のパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、完全
なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。
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このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また。このポリシー

を有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDD と SSD を混合しない

単一サーバまたは RAID設定に HDDと SSDを含めないでください。

B200 M1 または M2 からのデフォルトのローカルディスク設定ポリシーがあるサービスプロファ
イルを B200 M3 に割り当てないでください。

B200 M1およびM2サーバのストレージコントローラによって提供される RAID/JBODサポート
と、B200 M3サーバのストレージコントローラによって提供される RAID/JBODサポートは異な
るため、B200M1またはM2サーバからのデフォルトのローカルディスク設定ポリシーを含むサー
ビスプロファイルを B200 M3サーバに割り当てる、または再割り当てすることはできません。
デフォルトのローカルディスク設定ポリシーには、Any Configurationまたは JBOD設定が含まれ
ます。

リリース 1.3（1i）より前のリリースからのアップグレードによる影響

古いCisco UCSファームウェアリリースをリリース 1.3（1i）以降にアップグレードすると、アッ
プグレード後にサーバが初めてサーバプロファイルに関連付けられるときに、ローカルディスク

設定ポリシーの Protect Configurationプロパティに次の影響が生じます。

関連付けられていないサーバ

CiscoUCSドメインをアップグレードすると、ローカルディスク設定ポリシーがサーバハー
ドウェアと一致するかどうかに関係なく、初期サーバアソシエーションは設定エラーを生

じずに処理が進められます。 Protect Configurationプロパティをイネーブルにしていても、
前のサービスプロファイルと新しいサービスプロファイルの間でローカルディスク設定ポ

リシーの設定に不一致がある場合、CiscoUCSはサーバ上のユーザデータを保護しません。

Protect Configurationプロパティをイネーブルにした場合、前のサービ
スプロファイルと新しいサービスプロファイルの間でローカルディ

スク設定ポリシーに不一致があると、サーバに対する後続のサービス

プロファイルアソシエーションはすべてブロックされます。

（注）
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関連付けられたサーバ

サービスプロファイルと関連付けられているすべてのサーバは、アップグレード後にリブー

トしません。 Cisco UCS Managerはローカルディスクの設定ポリシーとサーバハードウェ
アが一致しない場合、設定エラーを報告しません。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新しいサービスプロファイルが

関連付けられると、新しいサービスプロファイルの Protect Configurationプロパティが優先
され、前のサービスプロファイルの設定は上書きされます。

RAID 用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

HDD と SSD を混合しない

単一の RAID設定に HDDと SSDを含めないでください。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で Any Configuration モードを使用しない

CiscoUCSドメイン内のブレードサーバまたはラックマウントサーバにMegaRAIDストレージコ
ントローラが搭載されている場合は、そのサーバ用のサービスプロファイル内のローカルディス

ク設定ポリシーにAny Configurationモードを設定しないでください。MegaRAIDストレージコン
トローラを搭載したサーバにこのモードを使用すると、オペレーティングシステムのインストー

ラは、サーバ上のローカルストレージを検出できなくなります。

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ上のローカルストレージにオペレーティン
グシステムをインストールする場合は、サーバ上で RAID LUN（RAIDボリューム）を作成する
モードでローカルディスク設定ポリシーを設定する必要があります。

サーバプロファイルで Any Configuration モードが指定されている場合、RAID1 クラスタ移行後に
サーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サービ
スプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに RAID1ではなく Any Configurationモード
が設定されている場合は、RAID LUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態のま
まになります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービス

プロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、AnyConfiguration
モードは含まれないようにします。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに RAID
設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載され
ている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシーでド

ライブの RAID設定を設定する必要があります。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出エ
ラーが発生し、「NoDevice Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があります。
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MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウントサー
バ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。 JBODモードと操作
は、これらのサーバで十分に機能することを意図していません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

Cisco UCS Managerと統合されているラックマウントサーバは、サーバ上に存在するハードドラ
イブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラの
みにすべて接続される必要があります。 Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハードドラ
イブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することはサポートさ
れていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバを発注する際
は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数のRAIDLUNを作
成しないでください。 Cisco UCS Managerは、その設定をサポートしていません。

ブレードサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つま
でしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラのみにすべて接
続される必要があります。たとえば、B200 M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコントローラ
が搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレードサーバ上に複数のRAIDLUNを作成しな
いでください。 Cisco UCS Managerは、その設定をサポートしていません。

ミラー RAID で選択されるディスクの数は 2 つまでにする

ミラー RAIDで選択されたディスクの数が 2つを超えると、RAID 1は RAID 10 LUNとして作成
されます。この問題は、Cisco UCS B440 M1サーバと B440 M2サーバで発生する可能性がありま
す。

一部のサーバの特定の RAID 設定オプションに必要なライセンス

一部のCisco UCSサーバでは、特定のRAID設定オプションにライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerがこのローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルをサーバに関連付ける
と、Cisco UCSManagerは、選択したRAIDオプションに適切なライセンスが付与されていること
を確認します。問題がある場合は、サービスプロファイルの関連付け中に Cisco UCS Managerに
よって設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3 サーバはすべての設定モードをサポートしない

B420 M3サーバは、ローカルディスク設定ポリシーで次の設定モードをサポートしていません。

• No RAID
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• RAID 6 Striped Dual Parity

また、B420 M3は、JBODモードまたは JBOD操作をサポートしていません。

ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LocalDiskConfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

[Mode]ドロップダウンリスト
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説明名前

次のローカルディスクポリシーモードのいずれかを選択でき

ます。

• [No Local Storage]：ディスクレスサーバまたは SAN専用
の設定で使用します。このオプションを選択する場合、こ

のポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、

ローカルディスクを持つサーバに関連付けることができま

せん。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにス
トライプ化され、高速スループットを提供します。データ

の冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生する

と、すべてのデータが失われます。

• [RAID1Mirrored]：データが2つのディスクに書き込まれ、
1つのディスクで障害が発生した場合に完全なデータ冗長
性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの
小さい方の空き容量に等しくなります。

• [Any Configuration]：変更なしのローカルディスク設定を
転送するサーバ設定で使用します。

• [No RAID]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイ
ロードを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用し

ます。

[NoRAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用する

サーバに適用した場合、システムによってディスクの内容

が削除されません。そのため、[NoRAID]モードの適用後
に違いがわからないことがあります。これにより、ポリ

シー内の RAID設定と、サーバの[Inventory] > [Storage]タ
ブに表示される実際のディスク設定の間に不一致が生じる

場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させる
には、No RAIDコンフィギュレーションモードの適用後
にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適

用します。

• [RAID 5 Striped Parity]：データはアレイのすべてのディス
クにストライプ化されます。各ディスクの容量の一部に、

ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリ

ティ情報が格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求
レートで、アプリケーションに適切なデータスループット

を提供します。

• [RAID 6 Striped Dual
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説明名前

Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ
化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの
物理ディスクの障害に対する保護を提供します。データ

ブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納され
ます。

• [RAID10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化された
ディスクのペアを使用して、完全なデータ冗長性と高いス

ループットレートを提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプ
ションにライセンスが必要です。 Cisco UCS Manager
がこのローカルディスクポリシーを含むサービスプ

ロファイルをサーバに関連付けると、Cisco UCS
Managerは、選択した RAIDオプションに適切なライ
センスが付与されていることを確認します。問題があ

る場合は、サービスプロファイルの関連付け中にCisco
UCS Managerによって設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCSサーバの RAIDライセンス情報につ
いては、そのサーバの『Hardware Installation Guide』
を参照してください。

（注）

オンにすると、サーバは、サービスプロファイルとの関連付け

が解除されても、ローカルディスク設定ポリシー内の設定を保

持します。

サーバ内の 1つ以上のディスクに障害が発生すると、
Protect Configurationは機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新し

いサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサービス

プロファイルの Protect Configurationプロパティが優先され、前
のサービスプロファイルの設定は上書きされます。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービ

スプロファイルの関連付けを解除した後、そのサー

バに新しいサービスプロファイルを関連付け、その

サービスプロファイル内のローカルディスク設定ポ

リシーに前とは異なるプロパティが含まれていると、

サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは

失敗します。

（注）

[Protect Configuration]チェック
ボックス

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービスプロファイルからローカルディスク設定ポリシーを変更

する方法について説明します。 [Servers]タブの [Policies]ノードからローカルディスク設定ポリ
シーを変更することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Local Disk Configuration Policy]をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration
Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションのリストから既存のローカルディスク設定ポリシー

を選択します。 Cisco UCS Managerこのポリシーをサービスプロ
ファイルに割り当てます。

Use a Disk Policy

選択されたサービスプロファイルだけがアクセスできるローカル

ディスク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk Policy

選択されたサービスプロファイルのローカルディスク設定ポリ

シーを使用しません。

No Disk Policy

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy]領域を展開し、変更が行われたことを確認します。
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ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

スクラブポリシーの設定

スクラブポリシー

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何が起
こるか、およびサーバとサービスプロファイルの関連付けはいつ解除されるかを決定します。ス

クラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいず

れかが発生します。

•イネーブルの場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•ディセーブルの場合、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカ
ルストレージ設定を含む）。

BIOS設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシ
エーション解除されるときに、次のいずれかが発生します。

•イネーブルの場合、サーバのすべての BIOS設定が消去され、そのサーバタイプとベ
ンダーに合わせた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•ディセーブルの場合、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。
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スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Scrub Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、サーバのローカルドライブにあるすべてのデータが

完全に消去されます。このフィールドを [No]に設定すると、
すべてのローカルストレージ設定を含むローカルドライブ上の

データが維持されます。

[Disk Scrub]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、そのサーバタ
イプとベンダーのデフォルトにリセットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、BIOS設定が維持されます。

[BIOS Settings Scrub]フィール
ド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Serial over LAN ポリシーの設定

Serial over LAN ポリシー
このポリシーは、このポリシーを使用するサービスプロファイルと関連付けられているすべての

サーバに対する Serial over LAN接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN接続は
ディセーブルにされています。

Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Serial over LAN ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Serial over LAN Policies]を右クリックし、[Create Serial over LAN Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Serial over LAN Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Disable]：Serial over LANアクセスがブロックされます。

• [Enable]：Serial over LANアクセスが許可されます。

[Serial over LAN State]フィール
ド

次のいずれかになります。

• 9600

• 19200

• 38400

• 57600

• 115200

[Speed]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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Serial over LAN ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Serial over LAN Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバ自動構成ポリシーの設定

サーバ自動構成ポリシー

Cisco UCS Managerこのポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。サーバ自
動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1 サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2 サーバが必要な資格を満たす場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービス

プロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けられます。その

サービスプロファイルの名前は、Cisco UCS Managerによってサーバに指定された名前に基づ
きます。

3 サービスプロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられます。

自動構成ポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•サーバプールポリシー資格情報

•サービスプロファイルテンプレート

•組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
488 OL-28301-02-J  

サーバ自動構成ポリシーの設定



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

この自動構成ポリシーに関連付けられたサーバプールポリシー

資格。

サーバプールポリシー資格に指定されている条件と一致する新

しいサーバが検出されると、Cisco UCSは自動的に、[Service
Profile Template Name]ドロップダウンリストで選択されている
サービスプロファイルテンプレートに基づいてサービスプロ

ファイルを作成し、新しく作成されたサービスプロファイルを

サーバに関連付けます。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCSが自動的にサービスプロファイルを作成してサーバ
に関連付けると、このフィールドで選択された組織の下にその

サービスプロファイルが置かれます。

[Org]ドロップダウンリスト

このポリシーに関連付けられたサービスプロファイルテンプ

レート。

[Service Profile Template Name]
ドロップダウンリスト
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバディスカバリポリシーの設定

サーバディスカバリポリシー

このディスカバリポリシーは、新しいサーバが追加されたときのシステムの反応を決定します。

サーバディスカバリポリシーを作成する場合、サーバがシャーシに追加されたときに、システム

により詳細なディスカバリを行うのか、または、ユーザがまず新しいサーバを確認する必要があ

るのかどうかを制御できます。デフォルトでは、システムにより完全なディスカバリが実行され

ます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行われま

す。

1 サーバに対してサーバディスカバリポリシーの資格認定が行われます。

2 サーバが必要な資格情報と一致する場合、Cisco UCS Managerはサーバに次の処理を適用しま
す。

•この処理に関して選択されたオプションに応じて、新しいサーバをただちに検出するか、
またはユーザが新しいサーバを確認するまで待機する

•サーバにスクラブポリシーを適用する
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サーバディスカバリポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシー資格情報

を作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy]ダイアロ
グボックスを開きます。

ステップ 6 [Description]フィールドに、ディカバリポリシーの説明を入力します。

ステップ 7 [Action]フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [Immediate]：Cisco UCS Managerは新しいサーバを自動的に検出しようとします

• [UserAcknowledged]：CiscoUCSManagerはユーザが新しいサーバの検索を指示するまで待機
します

ステップ 8 （任意） このポリシーをサーバプールに関連付けるには、[Qualification]ドロップダウンリスト
でサーバプールポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 9 （任意） スクラブポリシーを含めるには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでポリシーを選
択します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

次の作業

サーバディスカバリポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方

にインクルードします。
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サーバディスカバリポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバディスカバリポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバ継承ポリシーの設定

サーバ継承ポリシー

このポリシーは、サーバのサービスプロファイルを作成するためのサーバディスカバリプロセ

ス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたすべてのサービスプロファイルは、製造元

でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

•サーバのインベントリの分析

•選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

•製造元でサーバに設定された IDを持つサーバのサービスプロファイルの作成

このポリシーによって作成されたサービスプロファイルを別のサーバに移行できません。

サーバ継承ポリシーの作成

VICアダプタを持つブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカード）には、工場でサーバハードウェアに刻印されたサーバ ID値はありません。
このため、アダプタ IDはデフォルトプールから取得する必要があります。デフォルトプール
に、サーバに割り当てられるものへの十分なエントリが含まれていない場合、サービスプロファ

イルのアソシエーションは設定エラーで失敗します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Server Inheritance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける場
合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリシー

をドロップダウンリストから選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在のアソシエー

ションを変更する場合は、該当する組織をドロップダウンリス

トから選択します。

[Org]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの設定

サーバプールポリシー

このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポリ

シー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合にどの

ような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった場

合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•少なくとも 1つのサーバプール

•サーバプールポリシー資格情報（サーバをプールに自動的に追加する場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Server Pool Policies]を右クリックし、[Create Server Pool Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップダ

ウンリストから該当のプールを選択します。

[Target Pool]ドロップダウンリ
スト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける場
合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリシー

をドロップダウンリストから選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバプールポリシーの資格情報の設定

サーバプールポリシー資格情報

このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、サー

バを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するために、ポリ

シーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモリ容量を指

定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付けたりでき
ます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源のグループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設定で

きます。

•自動構成ポリシー

•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー
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サーバプールポリシーの資格情報の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification]を
選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明
を入力します。

ステップ 6 （任意）このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications]をクリックします。
b) [Create Adapter Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アダプタタイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなくな

ります。

[Type]ドロップダウンリスト

アダプタ PIDが一致する正規表現[PID]フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[select]を選択し、目的の最大容量を入
力します。 1～ 65535の任意の整数を入力できます。

[Maximum Capacity]フィール
ド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの資格

認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and ServerQualifications]ダイアログボックスの [Chassis Qualifications]領域で、
次のフィールドに値を入力して使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。
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例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに 5を
入力し、[Number of Chassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用する場合、
[First Chassis ID]フィールドに 3を入力し、[Number of Chassis]フィールドに 1を入力します。

シャーシ 5、6、および 9を使用する場合、5～ 6の範囲のシャーシ/サーバ資格を作
成し、シャーシ 9には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サーバ資
格を作成できます。

ヒント

c) [Finish]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に基づ

いたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and ServerQualifications]ダイアログボックスの [Chassis Qualifications]領域で、
次のフィールドに値を入力して使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。

c) [Server Qualifications]テーブルで、[Add]をクリックします。
d) [Create Server Qualifications]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用する
範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得で
きる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得
できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage]をクリックします。
f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add]をクリックし、ステップ dおよび eを繰り返しま
す。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 （任意）このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、次

の手順を実行します。

a) [Create Memory Qualifications]をクリックします。
b) [Create Memory Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency]フィールド
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説明名前

最小限必要なメモリ容量（メガバイト単位）。[Min Cap]フィールド

メモリの許容最大容量（メガバイト単位）。[Max Cap]フィールド

データバスの最小幅。[Width]フィールド

[Width]フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、
次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications]をクリックします。
b) [Create CPU/Cores Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーが適用される CPUアーキテクチャ。[Processor Architecture]ドロッ
プダウンリスト

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

最小限必要な CPUコアの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連付けられたテキ
ストフィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Cores]フィー
ルド

CPUコアの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連付けられたテキ
ストフィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Cores]フィー
ルド

最小限必要な CPUスレッドの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連付けられたテキ
ストフィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MinNumber of Threads]フィー
ルド

CPUスレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連付けられたテキ
ストフィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MaxNumber of Threads]フィー
ルド

最小限必要な CPU速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を入
力します。

[CPU Speed]フィールド
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説明名前

最小限必要な CPUバージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を入
力します。

[CPU Stepping]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 11 （任意）このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定を実

行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージがディスクレスである必要があるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：いずれのストレージタイプも使用できま
す。

• [Yes]：ストレージはディスクレスである必要がありま
す。

• [No]：ストレージをディスクレスにすることはできませ
ん。

[Diskless]フィールド

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択してブロック数を入力し
ます。

[Number of Blocks]フィールド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択してブロックサイズを入
力します。

[Block Size]フィールド

サーバ内のすべてのディスクにわたる最小ストレージ容量（メ

ガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択して最小ストレージ容量
を入力します。

[Min Cap]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択して最大ストレージ容量
を入力します。

[Max Cap]フィールド
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説明名前

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイト

単位）。

容量を指定するには、[select]を選択して各ディスクの最小容
量を入力します。

[Per Disk Cap]フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択して目的のユニットを入
力します。

[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 12 （任意） このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Server Model Qualifications]をクリックします。
b) [Create Server Model Qualifications]ダイアログボックスに、[Model]フィールドと一致する正規
表現を入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 13 （任意） このポリシーを使用して、電源のグループに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Power Group Qualifications]をクリックします。
b) [Create Power Group Qualifications]ダイアログボックスで、[Power Group]ドロップダウンリス
トから電源のグループを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 14 （任意） このポリシーを使用して、関連付けられたサーバプールに追加できるラックマウント

サーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications]をクリックします。
b) [Create Rack Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得で

きる最初のラックマウントサーバスロット ID。
[First Slot ID]フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得でき

るラックマウントサーバスロットの合計数。

[Number of Slots]フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。
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サーバプールポリシーの資格情報の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1つまたは複数の資格のセットを削除してサーバプールポリシーの資格情報を変更するには、こ
の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Qualifications]タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。
b) この行を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの設定

vNIC/vHBA 配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、次を判別するために使用されます。
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•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）がサーバ上の物理アダプタにどのように
マッピングされるか。

•どのタイプの vNICまたは vHBAが各 vConに割り当て可能か。

各 vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現である 4つの vConが含まれていま
す。 vNIC/vHBA配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイル
がサーバに関連付けられると、vNIC/vHBA配置ポリシーの vConsが物理アダプタに割り当てら
れ、vNICおよび vHBAがそれらの vConに割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレードまたはラックサーバでは、Cisco UCSは、すべての vConをそのア
ダプタに割り当てます。 4つのアダプタを持つサーバでは、Cisco UCSは、vCon1を Adapter1、
vCon2を Adapter2、vCon3を Adapter3、vCon4を Adapter4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを備えたブレードまたはラックサーバについて、Cisco UCS UCSは、
サーバのタイプ、および [Round Robin]または [Linear Ordered]である選択した仮想スロットマッ
ピングスキームに基づいて vConを割り当てます。使用可能なマッピングスキームに関する詳細
については、vConからアダプタへの配置, （503ページ）を参照してください。

Cisco UCSによって vConが割り当てられた後、各 vConの [Selection Preference]に基づいて vNIC
と vHBAが割り当てられます。これは次のいずれかになります。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられて
いるかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てることが
できます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービスプ
ロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを明示的に
割り当てることができます。

• [Exclude Dynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタティック
vNICと vHBAに対して使用できます。

サービスプロファイルにvNIC/vHBA配置ポリシーを含めない場合、CiscoUCSManagerは、[Round
Robin]の vConマッピングスキームおよび [All]の vNIC/vHBA選択プリファレンスにデフォルト
で設定され、各アダプタの機能および相対容量に基づいてアダプタ間に vNICおよび vHBAを配
布します。

vCon からアダプタへの配置
Cisco UCSManagerは、サービスプロファイルのすべての vConをサーバ上の物理アダプタにマッ
ピングします。マッピングがどのように発生し、vConがサーバの特定のアダプタにどのように割
り当てられるかは、次の条件によって異なります。
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•サーバのタイプ。 2枚のアダプタカード付きの N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレード
サーバは、他のサポートされているラックまたはブレードサーバとは異なるマッピングス

キームを使用します。

•サーバ内のアダプタ数。

• vNIC/vHBA配置ポリシーの仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNIC/vHBAの選択プリファレンスを設定して vNICおよび vHBAを vConに割り当てる場合は、
この配置を考慮する必要があります。

vConからアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号には依存しません。 vCon配置
のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバディス
カバリ中に割り当てられた IDです。

（注）

N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレードサーバの vCon からアダプタへの配置

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバでは、2つのアダプタには左から右に番号が付
けられ、vConには右から左に番号が付けられます。いずれかのブレードサーバに単一のアダプ
タがある場合、Cisco UCSは、すべての vConをそのアダプタに割り当てます。サーバに 2つのア
ダプタがある場合、vConsの割り当ては、仮想スロットマッピングスキームによって異なりま
す。

• [Round Robin]：Cisco UCSは、vCon2と vCon4を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon3を
Adapter2に割り当てます。これはデフォルトです。

• [Linear Ordered]：Cisco UCSは、vCon3と vCon4を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon2を
Adapter2に割り当てます。

その他すべてのサポートされているサーバの vCon からアダプタへの配置

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバ以外の Cisco UCSでサポートされているその他
すべてのサーバについて、vConの割り当ては、サーバのアダプタ数および仮想スロットマッピン
グスキームによって異なります。

1つのアダプタを持つブレードまたはラックサーバでは、Cisco UCSは、すべての vConをそのア
ダプタに割り当てます。 4つのアダプタを持つサーバでは、Cisco UCSは、vCon1を Adapter1、
vCon2を Adapter2、vCon3を Adapter3、vCon4を Adapter4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを備えたブレードまたはラックサーバについて、Cisco UCSは、選択
した仮想スロットマッピングスキームに基づいて vConを割り当てます。この仮想スロットマッ
ピングスキームは、[Round Robin]または [Linear Ordered]です。
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表 8：ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vCon からアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

Adapter1Adapter1Adapter1Adapter11

Adapter2Adapter1Adapter2Adapter12

Adapter2Adapter3Adapter2Adapter13

Adapter4Adapter3Adapter2Adapter14

[Round Robin]は、デフォルトのマッピングスキームです。

表 9：リニア順のマッピングスキームを使用した vCon からアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

Adapter1Adapter1Adapter1Adapter11

Adapter2Adapter2Adapter1Adapter12

Adapter3Adapter3Adapter2Adapter13

Adapter4Adapter3Adapter2Adapter14

vNIC/vHBA から vCon への割り当て
Cisco UCS Manager vNIC/vHBA配置ポリシーを通して vConに vNICおよび vHBAを割り当てるた
めの 2つのオプション（明示的な割り当ておよび暗黙的な割り当て）を提供します。

vNIC および vHBA の明示的な割り当て

明示的な割り当てでは、vCon、および vNICまたは vHBAが割り当てられるアダプタを指定しま
す。サーバのアダプタ間で vNICおよび vHBAが配布される方法を決定する必要がある場合は、
この割り当てオプションを使用します。

vCon、および関連付けられた vNICおよび vHBAを明示的な割り当てに設定するには、次の手順
を実行します。

• vCon設定を、いずれかの使用可能なオプションに設定します。 vNIC/vHBA配置ポリシー、
またはサーバに関連付けられたサービスプロファイルでvConを設定できます。vConが [All]
に設定されている場合も、その vConに vNICまたは vHBAを明示的に割り当てることがで
きます。
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• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想ホ
ストインターフェイス配置プロパティ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファ

イルで実行できます。

vNICまたは vHBAをそれらのタイプに設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco
UCS Managerによって設定エラーが発生したことを示すメッセージが表示されます。

サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCSManagerは、ポリシーの設定に応じて vNICお
よび vHBAを割り当てる前に、サーバ上の物理アダプタの数および機能に対して vNICおよび
vHBAの設定された配置を検証します。負荷分散は、このポリシーで設定された vConおよびア
ダプタへの明示的な割り当てに基づいています。

アダプタが 1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てをサポートしていない場合は、Cisco UCS
Managerによってサービスプロファイルに対するエラーが生成されます。

vNIC および vHBA の暗黙的な割り当て

暗黙的な割り当てでは、CiscoUCSManagerは、vCon、およびアダプタの機能とそれらの相対容量
に応じて vNICまたは vHBAが割り当てられるアダプタを判断します。 vNICまたは vHBAが割り
当てられるアダプタがシステム設定にとって重要でない場合は、この割り当てオプションを使用

します。

vConを暗黙的な割り当てに設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を、[All]、[ExcludeDynamic]、または [ExcludeUnassigned]に設定します。vNIC/vHBA
配置ポリシー、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイルで vConを設定できま
す。

• vCon設定を [Assigned Only]に設定しないでください。暗黙的な割り当てをこの設定で実行
することはできません。

• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中に、Cisco UCS Managerは、サーバ上の物理アダプタの数お
よび機能を確認し、それに従って vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散は、アダプタの
機能に基づいており、vNICおよび vHBAの配置は、システムによって決定される実際の順番に
従って実行されます。たとえば、あるアダプタが別のアダプタよりも多くの vNICに対応できる
場合、そのアダプタにはより多くの vNICが割り当てられます。

アダプタがそのサーバに対して設定されたvNICおよびvHBAの数をサポートしていない場合は、
Cisco UCS Managerによってサービスプロファイルに対するエラーが生成されます。

デュアルアダプタ環境における vNIC の暗黙的な割り当て

各スロットでアダプタカード付きのデュアルスロットサーバに暗黙的な vNICの割り当てを使用
すると、Cisco UCS Managerは、通常、次のように vNICと vHBAを割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、vNICの半分お
よび vHBAの半分を各アダプタに割り当てます。
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•サーバに 1つの非 VICアダプタおよび 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCS Manager
は、2つの vNICおよび 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICおよび
vHBAを VICアダプタに割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、2つのアダプタの
能力比に基づいて、vNICおよび vHBAを比例的に割り当てます。

次に、Cisco UCSManagerがサポートされているアダプタカードの異なる組み合わせで vNICおよ
び vHBAを割り当てる一般的な方法の例を示します。

• 4つの vNICを設定する場合で、サーバに 2つの Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ア
ダプタ（それぞれに 2つの vNIC）が含まれている場合、Cisco UCS Managerは 2つの vNIC
を各アダプタに割り当てます。

• 50個の vNICを設定する場合にサーバに Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2つの vNIC）
と Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128個の vNIC）が含まれてい
る場合、CiscoUCSManagerは 2つの vNICをCiscoUCSCNAM72KR-Eアダプタに割り当て、
48個の vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

• 150個の vNICを設定する場合で、サーバに Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカード
アダプタ（128個の vNIC）とCiscoUCSM82-8P仮想インターフェイスカードアダプタ（256
個の vNIC）が含まれている場合、Cisco UCS Managerは 50個の vNICを Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードアダプタに割り当て、100個の vNICを Cisco UCSM82-8P仮想
インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

vNICをファブリックフェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNICをサーバ用に設定し
た場合は、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）

1つのアダプタが vNICフェールオーバーをサポートしていない vNICファブリックフェールオー
バーを含む設定の場合、Cisco UCS Managerは、イネーブルにされたファブリックフェールオー
バーがあるすべてのvNICを、それらをサポートしているアダプタに暗黙的に割り当てます。ファ
ブリックフェールオーバー用に設定された vNICだけが含まれている設定の場合、vNICをサポー
トしていないアダプタに暗黙的に割り当てられる vNICはありません。一部の vNICがファブリッ
クフェールオーバー用に設定され、一部の vNICがそうでない場合、Cisco UCSManagerは上記の
比率に従って、すべてのフェールオーバー vNICを、それらをサポートしているアダプタに割り
当て、少なくとも 1つの非フェールオーバー vNICを、それらをサポートしていないアダプタに
割り当てます。

ダイナミック vNICが含まれている設定では、同じ暗黙的な割り当てが発生します。 Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミック vNICをそれらをサポートするアダプタに割り当てます。た
だし、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタティッ
ク vNICがダイナミック vNICをサポートしていないアダプタに割り当てられます。
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vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies]を右クリックし、[Create Placement Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Placement Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド
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説明名前

[Virtual Slot Mapping Scheme]
フィールド
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説明名前

Cisco UCSは、仮想ネットワークインターフェイス（vCon）
接続をサーバの PCIeアダプタカードに割り当てます。各
vConは、vNICおよび vHBAを割り当てることができる物理
アダプタの仮想表現です。

1つのアダプタを持つブレードまたはラックサーバでは、
Cisco UCSは、すべての vConをそのアダプタに割り当てま
す。 4つのアダプタを持つサーバでは、Cisco UCSは、vCon1
を Adapter1、vCon2を Adapter2、vCon3を Adapter3、vCon4
を Adapter4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを備えたブレードまたはラックサー
バについて、Cisco UCSは、選択した仮想スロットマッピン
グスキームに基づいて vConを割り当てます。次のいずれか
になります。

• [Round Robin]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon3を Adapter1に割り当
て、次に vCon2と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2と vCon4を Adapter2、vCon3
を Adapter3に割り当てます。

これはデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon2を Adapter1に割り当
て、次に vCon3と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2を Adapter2に割り当て、次に
vCon3と vCon4を Adapter3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバで
は、2つのアダプタには左から右に番号が付けられ、

（注）

vConには右から左に番号が付けられます。いずれ
かのブレードサーバに単一のアダプタがある場合、

CiscoUCSは、すべてのvConをそのアダプタに割り
当てます。サーバに 2つのアダプタがある場合、
vConsの割り当ては、仮想スロットマッピングス
キームによって異なります。

• [Round Robin]：Cisco UCSは、vCon2と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon3を
Adapter2に割り当てます。これはデフォルト
です。
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説明名前

[Linear Ordered]：CiscoUCSは、vCon3と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon2を
Adapter2に割り当てます。

•

Cisco UCSによって vConが割り当てられた後、各 vConの
[Selection Preference]に基づいて vNICと vHBAが割り当てら
れます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference]カラムで、ドロップダウンリストから次のいずれかを
選択します。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられ
ているかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てるこ
とができます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを
明示的に割り当てることができます。

• [ExcludeDynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのス
タティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。 vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

c) [OK]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 511

vNIC/vHBA 配置ポリシーの設定



vCon への vNIC の明示的な割り当て

はじめる前に

次のいずれかの値を使用して、vNIC/vHBA配置ポリシーを介して、あるいはサービスプロファイ
ルで、vConsを設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConが [All]に設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てる
ことができます。ただし、この設定では制御性が低くなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 明示的に vConに割り当てる vNICのサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 vConに明示的に割り当てる vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vNICに対するユーザ指定の仮想ネットワークインターフェイ
ス接続（vCon）の配置。次のいずれかになります。

• [Any]：CiscoUCSManagerは、vNICが割り当てられる vCon
を決定できます。

• [1]：vNICを明示的に vCon1に割り当てます。

• [2]：vNICを明示的に vCon2に割り当てます。

• [3]：vNICを明示的に vCon3に割り当てます。

• [4]：vNICを明示的に vCon4に割り当てます。

[Desired Placement]ドロップダ
ウンリスト

サーバ上の vNICの実際の vConの割り当て。[Actual Assignment]フィールド
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vNICをそのタイプの vNICに設定されていない vConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
によって設定エラーが発生したことを示すメッセージが表示されます。 vNICを別の vConに割り
当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vNICに対するユーザ指定の PCIの順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバに対して 128個を超える
vNICは作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバ上の vNICの実際の PCIの順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

vCon への vHBA の明示的な割り当て

はじめる前に

次のいずれかの値を使用して、vNIC/vHBA配置ポリシーを介して、あるいはサービスプロファイ
ルで、vConsを設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConが [All]に設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てる
ことができます。ただし、この設定では制御性が低くなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 明示的に vConに割り当てる vHBAのサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 vConに明示的に割り当てる vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBA用のユーザ指定の仮想ネットワークイン
ターフェイス接続（vCon）の配置。次のいず
れかになります。

• [Any]：Cisco UCSManagerは、vHBAに割
り当てられる vConを決定できます。

• [1]：vHBAを明示的に vCon1に割り当て
ます。

• [2]：vHBAを明示的に vCon2に割り当て
ます。

• [3]：vHBAを明示的に vCon3に割り当て
ます。

• [4]：vHBAを明示的に vCon4に割り当て
ます。

[Desired Placement]フィールド

サーバ上の vHBAの実際の vConの割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vHBAをそのタイプのvHBAに設定されていないvConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
によって設定エラーが発生したことを示すメッセージが表示されます。 vHBAを別の vConに割
り当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAに対するユーザ指定の PCIの順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバに対して
128個を超える vHBAは作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバ上の vHBAの実際の PCIの順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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ダイナミック vNIC を配置する前のスタティック vNIC の配置
最適なパフォーマンスを得るには、PCIeバスでダイナミック vNICを配置する前に、スタティッ
ク vNICおよびスタティック vHBAを配置する必要があります。スタティック vNICは、スタ
ティック vNICおよびスタティック vHBAの両方を指します。 Cisco UCS Managerリリース 2.1
は、スタティック vNICとダイナミック vNICの順序に関して次の機能を提供します。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、既存のサービスプロファイル
（Cisco UCSManagerリリース 2.1より前のリリースで定義されたプロファイル）に対する変
更がない場合は、vNICの順序は変更されません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、vNIC関連の変更によって vNIC
マップの順序が変更される場合があります。その結果、すべてのダイナミック vNICがスタ
ティック vNICの後に配置されます。

• CiscoUCSManagerリリース 2.1で新しく作成されたサービスプロファイルでは、スタティッ
ク vNICが常にダイナミック vNICの前の順序で配置されます。

•上記の動作は、スタティックvNICまたはダイナミックvNICの作成または削除のシーケンス
とは無関係です。

• SRIOV対応サービスプロファイルでは、UCSMは、対応する仮想関数（VF）の前に vNIC
物理関数（PF）を挿入します。このスキームにより、VFが PCIeバスの親 PF vNICの近くに
配置され、BDFsが VFの連続した増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Managerリリース 2.0の最初のデバイスの順序。
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Managerリリース 2.0の新しいデバイスの順序（2つのスタティック vNICを追加）。
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後（サービスプロファイルに対する vNIC
関連の変更前）。
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1の新しいデバイスの順序（ポリシー数を 2から 4に変更すること
によって 2つのダイナミック vNICを追加）。
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6
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多機能 PCIe デバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、0機能デバイス（各スタティック vNIC用の新しい BUS）
としてスタティック vNICをプロビジョニングします。多機能ダイナミック vNICは、最後のスタ
ティック vNIC/vHBAの配置後に新しいバススロットから配置されます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、新しい StaticZeroモードをサポートします。（注）

表 10：バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
スキーム：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

バージョン 2.0
スキーム：
ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
スキーム：ZeroFunction

スタティック vNICまたは PF
は、バス [0-57]、機能 [0]にあ
ります。 SRIOV：対応するVF
は同一バスおよび機能 [1-255]
にあります。No-SRIOV：ダイ
ナミック vNICはバス [0-57]、
機能 [0-7]にあります。
< StaticZeroモード >

静的 vNICおよびダイナミック
vNICは、バス [0-57]、機能
[0-7]にあります。バス 0、機
能 0
バス 0、機能 7

バス 1、機能 0

< MultiFunctionモード >

すべてのスタティック vNICお
よびダイナミック vNICは、バ
ス [0-57]、機能 [0]にありま
す。

< ZeroFunctionモード >

Balboaからのアップグレード
は、バス <= 57まで BDF
（ZeroFunctionモードのまま）
の番号を付け直すことはしませ

ん。デバイスが 58またはプ
ラットフォーム固有の最大PCle
バス番号を超えるか、SRIOV
設定に変更されると、StaticZero
モードに切り替わります。

Balboaからのアップグレード
は、バス <= 57まで BDF
（ZeroFunctionモードのまま）
の番号を付け直すことはしませ

ん。

デバイスが 58を超えると、
MultiFunctionモードに切り替わ
ります。

Cisco UCS Managerバージョン
2.0からのアップグレードは、
BDF（ZeroFunction /
MultiFunctionモードのまま）の
番号を付け直すことはしませ

ん。デバイスが 58またはプ
ラットフォーム固有の最大PCle
バス番号を超えるか、SRIOV
設定に変更されると、StaticZero
モードに切り替わります。
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第 31 章

サーバのブート設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ブートポリシー, 517 ページ

• ブートポリシーの作成, 518 ページ

• SANブート, 519 ページ

• iSCSIブート, 522 ページ

• LANブート, 548 ページ

• ローカルディスクブート, 549 ページ

• 仮想メディアブート, 550 ページ

• ブートポリシーの削除, 552 ページ

ブートポリシー

ブートポリシーにより決定されることは次のとおりです。

•ブートデバイスの設定

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序

たとえば、ローカルディスクや CD-ROM（VMedia）などのローカルデバイスから関連するサー
バを選択するか、または SANブートもしくは LAN（PXE）ブートを選択することができます。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、このサービス

プロファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。サービスプロファイルに

ブートポリシーをインクルードしなかった場合、サーバは BIOSのデフォルト設定を使用して、
ブート順序を決定します。
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ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーをインクルードしている、更新中のサー

ビスプロファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。 BIOS
にブート順序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再アソシエー

ションは自動的にトリガーされます。

重要

ブートポリシーの作成

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。ただし、iSCSIブートを除き、複数のサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができるグローバルなブートポリシー

を作成することをお勧めします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
対して選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順で最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着しても、ブート順に直接影響は及ぼされず、サーバはリブートされませ

ん。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスを確認します。

•これをオンにすると、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリ
ストされている vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICの 1つ以上がサービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかをレポートします。

•オフになっている場合、（ブートオプションに適するように）Cisco UCS Managerはサービ
スプロファイルのサーバ設定から vNIC、vHBA、または iSCSI vNICを使用します。ブート
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ポリシーで指定された vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICがサービスプロファイルのサー
バ設定と一致するかどうかはレポートしません。

ステップ 8 ブートポリシーに 1つ以上の次のブートオプションを設定し、ブート順序を設定します。

• SANブート：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリ
シーに対する SANブートの設定, （520ページ）に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• iSCSIブート：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作成, （532ページ）
に進みます。

• LANブート：中央集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシーに対
する LANブートの設定, （548ページ）に進みます。

•ローカルディスクブート：サーバのローカルディスクから起動するには、ブートポリシー
に対するローカルディスクブートの設定, （549ページ）に進みます。

•仮想メディアのブート：サーバに物理CDまたはフロッピードライブの挿入を模倣する仮想
メディアから起動するには、ブートポリシーに対する仮想メディアブートの設定,（550ペー
ジ）に進みます。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

SAN ブート
SANのオペレーティングシステムイメージから 1つ以上のサーバを起動するようにブートポリ
シーを設定できます。ブートポリシーはプライマリ SANブートとセカンダリ SANブートを含め
ることができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行

します。

システムに最高のサービスプロファイルモビリティを提供するSANブートの使用を推奨します。
SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファイルを移動すると、移
動後のサーバは、まったく同じオペレーティングシステムイメージからブートします。したがっ

て、ネットワークからは、この新しいサーバはまったく同じサーバと認識されます。

SANブートを使用するには、以下が設定されている必要があります。

• Cisco UCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストする SANストレージ
デバイスと通信する必要があります。
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•オペレーティングシステムのイメージのあるデバイスのブートターゲット LUN。

ブートポリシーに対する SAN ブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。ただし、iSCSIブートを除き、複数のサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができるグローバルなブートポリシー

を作成することをお勧めします。

ブートポリシーのブート順序には、ローカルディスクと SAN LUNの両方ではなく一方のみ
をインクルードし、サーバが誤ったストレージタイプからブートしないようにすることを推

奨します。ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定さ
れていて、オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が
誤っている場合、サーバがSANLUNではなくローカルディスクからブートする場合がありま
す。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブートポリシーの作成, （518ページ）から直接続行されます。

はじめる前に

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必
要な場合は、ブートポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたサーバからすべ

てのローカルディスクを最初に削除することを推奨します。

（注）

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add SAN Boot]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリックします。

説明名前

SANブートに使用する vHBAの名前を入力します。[vHBA]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラスに定義されて
いる最初のアドレス。ブートポリシーには、1つのプライ
マリ LAN、SAN、または iSCSIブートロケーションのみ
を指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスクラスに定義され
ている 2番目のアドレス。各ブートポリシーには、LAN
または SANのセカンダリブートロケーションを 1つだけ
設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダリブートデバイ

ス」はブート順序を表す用語ではありません。同じデバイスク

ラス内での実際のブート順序は、PCIeバススキャン順序により
決定されます。

[Type]フィールド

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、[OK]を
クリックします。

説明名前

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot Target WWPN]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラ
スに定義されている最初のアドレス。ブー

トポリシーには、1つのプライマリLAN、
SAN、または iSCSIブートロケーションの
みを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスク
ラスに定義されている2番目のアドレス。
各ブートポリシーには、LANまたは SAN
のセカンダリブートロケーションを 1つ
だけ設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダ

リブートデバイス」はブート順序を表す用語

ではありません。同じデバイスクラス内での

実際のブート順序は、PCIeバススキャン順序
により決定されます。

[Type]フィールド

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSI ブート
iSCSIブートは、サーバがそのオペレーティングシステムを、リモートにある iSCSIターゲット
マシンからネットワーク経由でブートできるようにします。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタがあり、Broadcomから提供
されるデフォルトのMACアドレスを使用する Cisco UCSサーバブレード。
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• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件の
リストについては、iSCSIブートのガイドラインと前提条件,（523ページ）を参照してください。

iSCSIブートを実装するためのハイレベルな手順については、iSCSIのブート設定,（526ページ）
を参照してください。

iSCSI ブートプロセス
サービスプロファイル用に作成された Cisco UCS Manager iSCSI vNICと iSCSIブート情報は、ブ
レードサーバにあるメザニンアダプタをプログラムするためにアソシエーションプロセスで使

用されます。アダプタのプログラミング後に、ブレードサーバは最新のサービスプロファイル

値を使用してリブートします。電源投入時セルフテスト（POST）のあと、アダプタは、これらの
サービスプロファイル値を使用して初期化しようとします。アダプタがこれらの値を使用し、指

定されたターゲットにログインできる場合は、アダプタは初期化され、iSCSIブートのファーム
ウェアのテーブル（iBFT）がホストメモリに、有効でブート可能なLUNがシステムBIOSに公開
されます。ホストメモリに公開される iBFTには、プライマリ iSCSI VNICにプログラミングされ
たイニシエータとターゲットの設定が含まれます。

iBFTは、イニシエータからターゲットへの初期化に対して最初の iSCSI vNICとターゲット 1
のみ使用します。このシナリオは、第 2ターゲット（ターゲット 2）が最初の iSCSI vNIC用
に存在している場合にも適用されます。

（注）

オペレーティングシステム（OS）のインストールを行う次の手順には、iBFT対応のOSが必要で
す。OSのインストール時に、OSインストーラは iBFTテーブルのホストのメモリをスキャンし、
iBFTの情報を使用してブートデバイスを検出し、ターゲット LUNに iSCSIパスを作成します。
一部の OSでは、このパスを完了するために NICドライバが必要です。このステップが成功した
場合に、OSのインストーラは、OSをインストールする iSCSIターゲット LUNを検出します。

iBFTはOSインストール済み環境のソフトウェアレベルで動作し、HBAモード（別名 TCPオ
フロード）では動作しない可能性があります。 iBFTが HBAモードで動作するかどうかは、
インストール時の OSの対応状況によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom
BCM57711アダプタが含まれるサーバの場合、iBFTはジャンボ設定に関係なく、1500の最大
伝送単位（MTU）サイズで正常に動作します。 OSが HBAモードをサポートする場合は、
iSCSIのインストールプロセスの後で HBAモード、デュアルファブリックのサポートおよび
ジャンボMTUサイズの設定が必要な場合があります。

（注）

iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
iSCSIブートを設定する前に、次のガイドラインおよび前提条件を満たしている必要があります。
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• 2番目の vNIC（フェールオーバー vNIC）を iSCSI LUNから起動する必要があるWindows
2008サーバから iSCSIブートを設定するには、Microsoft社のサポート技術情報の記事976042
を参照してください。Microsoftには、ネットワークハードウェアが変更された場合に、
Windowsが iSCSIドライブから起動できなくなるか、bugcheckエラーが発生する可能性があ
る既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftの推奨する解決方法に従って
ください。

•ストレージアレイには iSCSIブートのライセンスが付与され、アレイ側の LUNのマスキン
グが正しく設定されている必要があります。

• 2つの IPアドレスは、iSCSIイニシエータごとに決定する必要があります。可能であれば、
IPアドレスは、ストレージアレイと同じサブネット上にある必要があります。 IPアドレス
がDynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用してスタティックまたはダイナミック
に割り当てられます。

•グローバルブートポリシーにはブートパラメータを設定できません。代わりに、ブートパ
ラメータを設定した後、適切なサービスプロファイルにブートポリシーを含める必要があ

ります。

•オペレーティングシステム（OS）は iSCSIブートファームウェアテーブル（iBFT）互換で
ある必要があります。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタの場合：

◦ iSCSIブートを使用するブレードには、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネッ
トワークアダプタが装着されている必要があります。アダプタカードを取り付けまた

は交換する方法については、Cisco UCS B250拡張メモリブレードサーバの取り付けお
よびサービスノートを参照してください。このサービスノートは、『CiscoUCSB-Series
Servers Documentation Roadmap』（http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）
で参照できます。

◦ iSCSIデバイスにMACアドレスを設定します。

◦ DHCPのベンダー ID（オプション 43）を使用している場合、iSCSIデバイスのMACア
ドレスが /etc/dhcpd.confに設定されている必要があります。

◦ HBAモード（別名 TCPオフロード）および Boot to Target設定がサポートされます。
ただし、インストール時の HBAモードをサポートするのはWindows OSだけです。

◦ OSをインストールする前に、iSCSIのアダプタポリシーでBoot toTarget設定をディセー
ブルにして、OSをインストールした後で、Boot to Target設定を再びイネーブルにしま
す。

アダプタポリシーの設定を変更するたびにアダプタがリブートして、新しい

設定が適用されます。

（注）

◦ OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットの順序は OSイメー
ジが存在するデバイスの前でなければなりません。たとえば、CDから iSCSIターゲッ
トに OSをインストールする場合、ブート順序は iSCSIターゲット、CDとなります。
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◦サーバが iSCSIブートされたあとは、Broadcomツールを使用してイニシエータ名、ター
ゲット名、LUN、iSCSIデバイス IP、またはネットマスク/ゲートウェイを変更しないで
ください。

◦ POST（電源投入時自己診断テスト）プロセスを中断しないでください。中断すると
Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタの初期化に失敗しま
す。

• Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードと Cisco UCSM82-8P仮想インターフェイス
カードの場合：

• iSCSIデバイスにMACアドレスを設定しないでください。

• HBAモードおよび Boot to Target設定はサポートされません。

• OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットの順序は OSイメー
ジが存在するデバイスの後でなければなりません。たとえば、CDから iSCSIターゲッ
トに OSをインストールする場合、ブート順序は CD、iSCSIターゲットとなります。

• DHCPのベンダー ID（オプション43）を使用している場合、オーバーレイvNICのMAC
アドレスが /etc/dhcpd.confに設定されている必要があります。

•サーバが iSCSIブートされたあとは、オーバーレイ vNICの IPの詳細を変更しないでく
ださい。

• VMware ESX/ESXiオペレーティングシステムは、iSCSIブートターゲット LUNへのコアダ
ンプファイルの保存をサポートしていません。ダンプファイルは、ローカルディスクに書

き込まれる必要があります。

Windows での MPIO のイネーブル化

ネットワークハードウェアを変更した場合、Windowsは iSCSIドライブからのブートに失敗
する可能性があります。詳細については、Microsoft社のサポート技術情報 ID：976042を参
照してください。

（注）

はじめる前に

MPIOをイネーブルにするサーバには、VICドライバが必要です。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルでは、プライマリおよびセカンダリの iSCSI vNIC
を設定します。

詳細については、サービスプロファイルに対する iSCSI vNICの作成, （533ページ）を参照して
ください。
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ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシステ
ムをインストールします。

ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、Microsoftソフトウェアの iSCSI Initiatorを使用して、セカ
ンダリ iSCSI vNICに接続します。

ステップ 4 ホストでのMPIOのイネーブル化

ステップ 5 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNICを
追加します。

詳細については、iSCSIブートポリシーの作成, （532ページ）を参照してください。

iSCSI のブート設定
LUNターゲットから iSCSIのブートを行うため、Cisco UCSにアダプタまたはブレードを設定し
た場合、次のすべての手順を完了する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

詳細については、iSCSIアダプタポリシー
の作成, （527ページ）を参照してくださ
い。

iSCSIブートのアダプタポリシーを設定
します。

ステップ 1   

（任意）

詳細については、認証プロファイルの作

成, （529ページ）を参照してください。

イニシエータおよびターゲットで使用さ

れる認証プロファイルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

詳細については、iSCSIイニシエータの IP
プールの作成, （531ページ）を参照して
ください。

IPアドレスプールからの IPアドレスを
使用するように iSCSIイニシエータを設
定する場合は、iSCSIイニシエータプー
ルに IPアドレスのブロックを追加しま
す。

ステップ 3   

すべてのサービスプロファイルで使用で

きるブートポリシーの作成の詳細につい

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成します。

ステップ 4   

ては、iSCSIブートポリシーの作成,（532
ページ）を参照してください。

また、特定のサービスポリシーに対し

てだけローカルブートポリシーを作成

できます。ただし複数のサービスプロ

ファイルと共有できるブートポリシー

を作成することを推奨します。

ステップ 7で、サービスプロファイルに
iSCSIブートおよび vNICパラメータを設

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成する場合

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

定する際に、サービスプロファイルにブー

トポリシーを割り当てることができます。
は、サービスプロファイルにブートポ

リシーを割り当てる必要があります。

それ以外の場合は、次のステップに進み

ます。

詳細については、サービスプロファイル

に対する iSCSIvNICの作成,（533ページ）
を参照してください。

サービスプロファイルに iSCSI vNICを
作成します。

ステップ 6   

詳細については、[Expert]ウィザードを使
用したサービスプロファイルの作成, （

イニシエータおよびターゲットインター

フェイスを含む iSCSIブートパラメー
ステップ 7   

578ページ）またはサービスプロファイルタ、およびエキスパートモードでのサー

テンプレートの作成, （620ページ）をそ
れぞれ参照してください。

ビスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに iSCSI vNICパ
ラメータを設定します。

詳細については、iSCSIブートの確認を参
照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8   

詳細については、次のいずれかのガイドを

参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 9   

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ VMwareインストレーションガイ
ド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ Linuxインストレーションガイド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ Windowsインストレーションガイ
ド

サーバをブートします。ステップ 10   

iSCSI アダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

最初のログインが失敗し、iSCSIアダプタを使用できないとCisco
UCSが判断するまでの待機時間（秒）。

0～ 255の整数を入力します。 0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタのファームウェアの値セットを使用します（デフォルト

は 15秒）。

[ConnectionTimeout]フィールド

iSCSI LUN検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する回
数。

0～ 60の整数を入力します。 0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタのファームウェアの値セットを使用します（デフォルト

は 15秒）。

[LUN Busy Retry Count]フィー
ルド

DHCPサーバを使用できないとイニシエータが判断するまでの
待機秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト: 60秒）。

[DHCP Timeout]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオンに
します。この設定を使用すると、必要に応じてパケットの往復

時間を計算できるように、送信されたパケットにはパケットの

送信時にタイムスタンプが指定されます。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプ
タを持つサーバに対してのみ適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp]チェッ
クボックス

HBAモード（別名TCPオフロード）をイネーブルにするには、
このボックスをオンにします。

このオプションは、Windowsオペレーティングシステ
ムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-Bを持つサーバに
対してのみイネーブルにする必要があります。

重要

[HBA Mode]チェックボックス
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説明名前

iSCSIターゲットから起動するには、このボックスをオンにし
ます。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプ
タを持つサーバに対してのみ適用されます。これは、

サーバにオペレーティングシステムをインストール

するまでディセーブルにする必要があります。

（注）

[Boot to Target]チェックボック
ス

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

アダプタポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に組み込みま

す。

iSCSI アダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

認証プロファイルの作成

iSCSIブートの場合、イニシエータおよびターゲットの認証プロファイルを作成する必要がありま
す。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Authentication Profiles]を右クリックし、[Create Authentication Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

このサービスプロファイルに関連付けられているユーザ ID。

1～128文字の文字、スペース、または特殊文字を入力します。

[User Id]フィールド

このプロファイルに関連付けられているパスワード。

特殊文字を含む 12～ 16文字を入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

認証プロファイルをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に組み込みま

す。
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認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Authentication Profiles]ノードを展開します。

ステップ 5 削除する IPプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI イニシエータの IP プールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。 Cisco UCS Manager指定した IP
アドレスのブロックを予約します。

IPプールには、サーバまたはサービスプロファイルの静的 IPアドレスとして割り当てられてい
るどの IPアドレスも含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools]を展開します

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IP Addresses]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IP Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPアドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド
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説明名前

ブロック内の IPアドレスと関連付けられたデフォルトゲート
ウェイ。

[Default Gateway]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるプライマ
リ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

このブロックの IPアドレスがアクセスする必要のあるセカンダ
リ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定して、iSCSI
イニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSI ブートポリシーの作成
ブートポリシーごとに最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ iSCSI
ブートソースとして機能し、もう一方がセカンダリ iSCSIブートソースとして機能します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
対して選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順で最後のデバイスの場合に、デバ
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イスを取り外すか、装着しても、ブート順に直接影響は及ぼされず、サーバはリブートされませ

ん。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスを確認します。

•これをオンにすると、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリ
ストされている vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICの 1つ以上がサービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかをレポートします。

•オフになっている場合、（ブートオプションに適するように）Cisco UCS Managerはサービ
スプロファイルのサーバ設定から vNIC、vHBA、または iSCSI vNICを使用します。ブート
ポリシーで指定された vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICがサービスプロファイルのサー
バ設定と一致するかどうかはレポートしません。

ステップ 8 ブートポリシーに iSCSIブートを追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスに iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックします。
d) ステップ bと cを繰り返して別の iSCSI vNICを作成します。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイルに対する iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織に対応するノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIの vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（あ
る場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSIvNICに関連付けられたMACアドレス（ある場合）。
MACアドレスが設定されていない場合、CiscoUCSManagerGUI
には [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられたMACプール（ある場合）。[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。デ
フォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
びCisco UCSM82-8P仮想インターフェイスカードの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNIC上のネイ
ティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタの
場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割り当
てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスは割り当てないまま、[Select (None used by default)]を選択してください。こ
のサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタまたは Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカードが含まれている
場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられるサーバに Cisco UCS NICM51KR-Bアダ
プタが含まれている場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要
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•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、2つのプールカテゴリ
がある可能性があります。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定義され、
[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されます。

ステップ 8 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードのフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （290ページ）を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの設定
iSCSIのvNICのブート順、ブートポリシー、認証プロファイル、送信側インターフェイスとター
ゲットインターフェイスなどの iSCSIブートパラメータを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 [iSCSI vNICs]領域で、[Boot Order]テーブルに追加するサーバを起動する iSCSI vNICをダブルク
リックします。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2個の iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する iSCSI vNICを選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連付けられている認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい認証プロファイルポ
リシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

Cisco UCSが iSCSIブートイニシエータの名前をどのように割
り当てるか。 Cisco UCSで、次のように実行します。

•特定のイニシエータの名前を使用する場合は、[Manual]を
選択します。 Cisco UCS Manager GUIは、イニシエータの
名前を指定できる [Initiator Name]フィールドを表示しま
す。

•プールから IQN接尾辞を選択する場合は、リストから IQN
接尾辞プール名を選択します。各プール名の後には、数字

のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はプール内で

使用可能な IQN接尾辞の数であり、2番目の数字はプール
内の接尾辞の合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いる場合、2つのプールカテゴリがある可能性がありま
す。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定
義され、[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されま
す。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な新
しい IQN接尾辞プールを作成するには、このリンクをクリック
します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータの名前を定義する正規表現。

次の特殊文字を含め、最大 223文字の英数字を指定できます。

• .（ピリオド）

• :（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムは、DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択し
ます。

ステップ 13に進みます。

[Select]（デフォルトで使用
される DHCP）

スタティック IPv4アドレスは、この領域に入力された情報に基づ
いて iSCSIブートの vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

Static
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説明オプション

IPv4アドレスは管理 IPアドレスのプールから iSCSIブートの vNIC
に割り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択している場合は、次のフィール
ドに値を入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定するには、[Initiator IP Address Policy]ド
ロップダウンリストで [Static]を選択する必要があります。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムは、設定する必要があるスタティックターゲットイン

ターフェイスを作成します。

ステップ 14に進みます。

iSCSI Static Target Interface

システムは自動ターゲットインターフェイスを作成します。自動

ターゲットがイニシエータまたはDHCPベンダー IDを使用するか
を指定する必要があります。

ステップ 16に進みます。

iSCSI Auto Target Interface

ステップ 14 [Static Target Interface]テーブルで [iSCSI Static Target Interface]を選択している場合は [Add]をク
リックします。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSIQualifiedName（IQN）またはExtended
Unique Identifier（EUI）の名前を定義する正規表現。

英数字のほかに、次の特殊文字も使用できます。

• .（ピリオド）

• :（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたは EUIのガイドラインを使
用して、適切にフォーマットされている必要がありま

す。

重要

次の例は、適切にフォーマット設定された iSCSIターゲット名
を示しています。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィールド

iSCSIターゲット用にシステムによって割り当てられたプライ
オリティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 3260です。

[Port]フィールド

関連付けられている認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい認証プロファイルポ
リシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN ID。[LUN Id]フィールド
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ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択している場合は、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ
名または DHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定されている必要がありま
す。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を使用できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの変更
iSCSIの vNICのブート順、ブートポリシー、認証プロファイル、イニシエータインターフェイ
スとターゲットインターフェイスなどの iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 iSCSI vNICを追加する、またはブート順序から削除するか、ブート順序を変更するには、次のい
ずれかを実行します。

• iSCSI vNICを、[iSCSI vNICs]領域に追加するには、iSCSI vNICをダブルクリックし、[Boot
Order]テーブルに追加します。

• [Boot Order]テーブルで iSCSI vNICをブート順序から削除するには、[iSCSI vNIC]を選択し
て [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を、[Boot Order]テーブルで変更するには、iSCSI vNICを選択して
[Move Up]か [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを、[iSCSI vNICs] 領域で変更するには、[Set Boot Parameters]のリンクをクリッ
クします。

2個の iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する iSCSI vNICを選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連付けられている認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい認証プロファイルポ
リシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCSが iSCSIブートイニシエータの名前をどのように割
り当てるか。 Cisco UCSで、次のように実行します。

•特定のイニシエータの名前を使用する場合は、[Manual]を
選択します。 Cisco UCS Manager GUIは、イニシエータの
名前を指定できる [Initiator Name]フィールドを表示しま
す。

•プールから IQN接尾辞を選択する場合は、リストから IQN
接尾辞プール名を選択します。各プール名の後には、数字

のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はプール内で

使用可能な IQN接尾辞の数であり、2番目の数字はプール
内の接尾辞の合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いる場合、2つのプールカテゴリがある可能性がありま
す。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定
義され、[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されま
す。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な新
しい IQN接尾辞プールを作成するには、このリンクをクリック
します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータの名前を定義する正規表現。

次の特殊文字を含め、最大 223文字の英数字を指定できます。

• .（ピリオド）

• :（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかの選択を変更します。
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説明オプション

システムは、DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択し
ます。

ステップ 13に進みます。

[Select]（デフォルトで使用
される DHCP）

スタティック IPv4アドレスは、この領域に入力された情報に基づ
いて iSCSIブートの vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

Static

IPv4アドレスは管理 IPアドレスのプールから iSCSIブートの vNIC
に割り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択している場合は、次のフィール
ドを入力または変更します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定するには、[Initiator IP Address Policy]ド
ロップダウンリストで [Static]を選択する必要があります。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムは、設定する必要があるスタティックターゲットイン

ターフェイスを作成します。

ステップ 14に進みます。

iSCSI Static Target Interface
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説明オプション

システムは自動ターゲットインターフェイスを作成します。自動

ターゲットがイニシエータまたはDHCPベンダー IDを使用するか
を指定する必要があります。

ステップ 15に進みます。

iSCSI Auto Target Interface

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択している場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれ
かを実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには [Add]をクリックし、iSCSI
ターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットを選択して、[Modify]
をクリックします。続いて [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィール
ドに値を入力または変更する場合、次の手順を実行します。

説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または
Extended Unique Identifier（EUI）の名前を定義する正規表
現。

英数字のほかに、次の特殊文字も使用できます。

• .（ピリオド）

• :（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたはEUIのガイドラインを
使用して、適切にフォーマットされている必要があ

ります。

重要

次の例は、適切にフォーマット設定された iSCSIターゲット
名を示しています。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィール
ド

iSCSIターゲット用にシステムによって割り当てられたプラ
イオリティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 3260です。

[Port]フィールド
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説明名前

関連付けられている認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい認証プロファイル
ポリシーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN ID。[LUN Id]フィールド

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して、[Delete]をクリックします。

2個の iSCSIスタティックターゲットがあり、最優先ターゲットを削除すると、2番目
の優先目標は、Cisco UCS Managerは引き続き第 2優先目標を示していますが、最初の
プライオリティのターゲットになります。

（注）

ステップ 15 [iSCSI Auto Target Interface]を選択している場合は、[DHCP Vendor Id]フィールドのイニシエータ
名または DHCPベンダー IDにエントリを変更します。イニシエータがすでに設定されている必
要があります。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を使用できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQN プール
IQNプールは、Cisco UCSドメインの iSCSI vNICによってイニシエータ IDとして使用する iSCSI
Qualified Name（IQN）の集合です。

IQNプールメンバの形式は、prefix:suffix:numberで、それぞれプレフィックス、サフィックス、
数値のブロック（範囲）を指定できます。

IQNプールには、数の範囲とサフィックスが異なり、同じプレフィックスを共有する複数の IQN
ブロックを含めることができます。

IQN プールの作成

大部分の場合、IQNの最大サイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字で
す。 Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNのサイズを 128文字に制限する
必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに入
力します。

説明名前

iSCSI Qualified Name（IQN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このプール用に作成された IQNブロックのプレフィックス。

1～150文字まで入力できます。文字または数字のほかに、.（ピ
リオド）、:（コロン）、および -（ハイフン）などの特殊文字
も使用できます。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

このブロックの iSCSI Qualified Names（IQN）の接尾辞。

1～64文字まで入力できます。文字または数字のほかに、.（ピ
リオド）、:（コロン）、および -（ハイフン）などの特殊文字
も使用できます。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞の数。[From]フィールド

ブロック内の接頭辞の数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IQN接尾辞プールをサービスプロファイルまたはテンプレートのいずれか一方、または両方に含
めます。

IQN プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

このブロックの iSCSI Qualified Names（IQN）の接尾辞。

1～64文字まで入力できます。文字または数字のほかに、.（ピ
リオド）、:（コロン）、および -（ハイフン）などの特殊文字
も使用できます。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞の数。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内の接頭辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

IQN プールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerは vNICまたは vHBAに割り当て
られているブロック内のどのアドレスも再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされる

まで、削除されたブロックからのすべての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた

vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 IQNサフィックスのブロックを削除する IQNプールを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインの [IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックして [Delete]を選択します。

ステップ 8 削除を確定するには、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

IQN プールの削除
プールを削除すると、Cisco UCS Managerは vNICまたは vHBAに割り当てられたアドレスをプー
ルから再割り当てしません。次のいずれかの条件が満たされるまで、削除されたプールからのす

べての割り当て済みアドレスは、それらが割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。
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•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vHBAまたは vNICが削除される。

• vNICまたは vHBAが別のプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ブート
LANの集中型プロビジョニングサーバから 1つ以上のサーバを起動するようにブートポリシー
を設定できます。その LANサーバからサーバにオペレーティングシステムをインストールする
ため、LAN（または PXE）ブートが頻繁に使用されます。

複数のタイプのブートデバイスを LANブートポリシーに追加できます。たとえば、セカンダリ
ブートデバイスとして、ローカルディスクブートまたは仮想メディアブートを追加できます。

ブートポリシーに対する LAN ブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。ただし、iSCSIブートを除き、複数のサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができるグローバルなブートポリシー

を作成することをお勧めします。

複数のタイプのブートデバイスをブートポリシーに追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして、ローカルディスクブートまたは仮想メディアブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （518ページ）から直接続行されます。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィール
ドに入力して、[OK]をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合は、そのドライブからサーバを起動するようにブートポリ

シーを設定できます。

Cisco UCS Managerでは、ローカルドライブのタイプを区別しません。オペレーティングシ
ステムが複数のローカルドライブにインストールされている場合や内蔵USBドライブ（eUSB）
にインストールされている場合、サーバがブートドライブとしてどのローカルドライブを使

用するのか指定できません。

（注）

ブートポリシーに対するローカルディスクブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。ただし、iSCSIブートを除き、複数のサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができるグローバルなブートポリシー

を作成することをお勧めします。

複数のタイプのブートデバイスをブートポリシーに追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして、仮想メディアブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （518ページ）から直接続行されます。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 [Boot Order]テーブルにデバイスを追加するには、[Add Local Disk]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

仮想メディアブート

サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上のサーバを起動するようにブート
ポリシーを設定できます。仮想メディアデバイスは、サーバへの物理 CD-ROMディスク（読み
取り専用）またはフロッピーディスク（読み取りと書き込み）の挿入を模倣します。このタイプ

のサーバのブートは、通常、オペレーティングシステムをサーバに手動でインストールするため

に使用されます。

ブートポリシーに対する仮想メディアブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。ただし、iSCSIブートを除き、複数のサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めることができるグローバルなブートポリシー

を作成することをお勧めします。

複数のタイプのブートデバイスをブートポリシーに追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして、ローカルディスクブートを追加できます。
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仮想メディアでは、USBをイネーブルにする必要があります。USB機能に影響を及ぼすBIOS
設定を変更すると、仮想メディアにも影響を及ぼします。このため、最良のパフォーマンス

を得るために、次の USB BIOSデフォルトは変更しないことを推奨します。

（注）

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定

この手順は、ブートポリシーの作成, （518ページ）から直接続行されます。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• Add CD-ROM

• Add Floppy

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインクルード

します。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。
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ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 32 章

サービスプロファイルの更新の展開の延期

この章の内容は、次のとおりです。

• サービスプロファイルの延期展開, 553 ページ

• スケジュールの設定, 556 ページ

• メンテナンスポリシーの設定, 569 ページ

• 保留中のアクティビティの管理, 572 ページ

サービスプロファイルの延期展開

一部のサービスプロファイルまたは更新中のサービスプロファイルテンプレートへの変更が中

断し、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を伴う設定変更が

行われたときに、延期展開を制御するように設定することができます。たとえば、サービスプロ

ファイルの変更をすぐに展開するか、または指定されたメンテナンス時間帯に展開させるかを選

択することができます。サービスプロファイルの延期展開に明示的なユーザの受信が必要かどう

かも選択できます。

延期展開は、サーバとサービスプロファイルのアソシエーションによって発生するすべての設定

変更に使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイル、サービスプロファイルに

含まれているポリシー、または更新中のサービスプロファイルテンプレートへの変更によって発

生する可能性があります。たとえば、サーバ BIOS、RAIDコントローラ、ホスト HBA、ネット
ワークアダプタなどのホストファームウェアパッケージおよび管理ファームウェアパッケージ

によって、ファームウェアのアップグレードとアクティベーションを延期できます。ただし、

Cisco UCS Manager、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュールなどの、ファームウェア
パッケージのいずれも使用していないコンポーネントのファームウェアイメージの直接展開を延

期することはできません。

延期展開は、サーバのリブートが必要な次の操作では使用できません。

•サーバとサービスプロファイルとの最初のアソシエーション

•サービスプロファイルと別のサーバとのアソシエーションを伴わない、現在のサーバとサー
ビスプロファイルとの最終的なアソシエーションの解除

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
    OL-28301-02-J 553



•サーバの稼働停止

•サーバの再確認

•サーバのリセット

サービスプロファイルの変更の展開を延期する場合は、1つまたは複数のメンテナンスポリシー
を設定し、1つのメンテナンスポリシーを使用して各サービスプロファイルを設定する必要があ
ります。展開が発生する必要がある期間を定義する場合は、1回以上繰り返すオカレンス、また
は 1回のオカレンスのあるスケジュールを少なくとも 1つ作成し、そのスケジュールをメンテナ
ンスポリシーに含める必要もあります。

延期展開スケジュール

1つのスケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは 1回だけであ
るか、毎週指定の日時に繰り返されます。オカレンスの時間や実行するタスクの最大数など、オ

カレンスに定義済みのオプションで、サービスプロファイルの変更を展開するかが決まります。

たとえば、時間またはタスクが最大数に達したため、特定のメンテナンス時間帯に変更を展開で

きない場合、その展開は次のメンテナンス時間帯に継承されます。

各スケジュールでは、Cisco UCSドメインが 1つまたは複数のメンテナンス時間帯を入力したか
どうかを定期的に確認します。入力されている場合は、スケジュールはメンテナンスポリシーで

指定された制約に従って適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間帯を決定する 1つ以上のオ
カレンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

1回のオカレンス

1回のオカレンスは、単一のメンテナンス時間帯を定義します。この時間帯は、時間帯の最
大時間または時間帯で実行できるタスクの最大数に達するまで続行されます。

繰り返すオカレンス

繰り返すオカレンスは、一連のメンテナンス時間帯を定義します。この時間帯は、タスク

の最大数またはオカレンスで指定された日の終わりに達するまで続行されます。

メンテナンスポリシー

サーバに関連付けられているサービスプロファイル、または 1つ以上のサービスプロファイルに
バインドされる更新中のサービスプロファイルに対して、サーバのリブートが必要な変更が行わ

れた場合、Cisco UCS Managerがどのように応答するかについて、メンテナンスポリシーで指定
されます。

メンテナンスポリシーは、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルの変更を展開する方法を
指定します。展開は、次のいずれかの方法で発生します。

•即時

• admin権限を持つユーザによって検証された場合

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
554 OL-28301-02-J  

サービスプロファイルの延期展開



•スケジュールで指定された時刻に自動で

スケジュールされたメンテナンス時間中に変更を展開するために保守ポリシーが設定されている

場合は、有効なポリシースケジュールを含める必要があります。スケジュールは、使用可能な最

初のメンテナンス時間帯で変更を展開します。

保留中のアクティビティ

Cisco UCSドメインに延期展開を設定する場合、Cisco UCS Managerによって、保留中のすべての
アクティビティを表示することができます。ユーザの確認応答を待つアクティビティと予定され

たアクティビティが表示されます。

Cisco UCSドメインに保留中のアクティビティがある場合、Cisco UCS Manager GUIはログイン時
に admin権限を使用してユーザに通知します。

CiscoUCSManagerは、保留中のすべてのアクティビティについて次のような情報を表示します。

•展開されサーバと関連付けられたサービスプロファイルの名前

•展開の影響を受けるサーバ

•展開による中断

•展開によって実行される変更

保留中の特定のアクティビティがサーバに適用されるメンテナンス時間帯は指定できません。

メンテナンス時間帯は、保留中のアクティビティの数と、サービスプロファイルに割り当て

られているメンテナンスポリシーによって異なります。ただし、admin権限を持つすべての
ユーザは、保留中のアクティビティがユーザによる確認またはメンテナンス時間帯を待機する

かどうかにかかわらず、保留中のアクティビティを手動で開始してすぐにサーバをリブートす

ることができます。

（注）

延期展開の注意事項および制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに対する変更はすべて取り消し

できません

保留中の変更をキャンセルする場合、CiscoUCSManagerは、サーバを再起動しなくても、変更を
ロールバックしようとします。ただし、複雑な変更を行った場合、変更をロールバックするた

め、Cisco UCS Managerでサーバのリブートがもう一度必要な場合があります。たとえば、vNIC
を削除すると、Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルに含まれているメンテナンスポリ
シーに従ってサーバをリブートします。サービスプロファイルの元の vNICを復元してもこのリ
ブートと変更は取り消せません。代わりに、CiscoUCSManagerはサーバの 2度目の展開とリブー
トをスケジュールします。
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サービスプロファイルのアソシエーションが、メンテナンス時間帯の境界を超えてもかまいませ

ん

Cisco UCS Managerがサービス プロファイルのアソシエーションを開始すると、スケジューラと
メンテナンスポリシーには手順へのコントロールがなくなります。サービスプロファイルのア

ソシエーションが割り当てられたメンテナンス時間帯で完了しない場合、プロセスが完了するま

で続行されます。たとえば、再試行されるステージやそのほかの問題が原因で、アソシエーショ

ンが時間内に完了しない場合にこの状況が発生することがあります。

保留中のアクティビティの実行順序を指定できません

予定されている展開は同時かつ別個に実行されます。展開が実行される順序は指定できません。

あるサービスプロファイルの展開を、別のサービスプロファイルの完了に応じて行うことはでき

ません。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行することはできません

Cisco UCS Managerは予定されているメンテナンス時間帯に、サービスプロファイルへのすべて
の変更を適用します。サービスプロファイルに対して同時に複数の変更を行うことはできないた

め、この変更は複数のメンテナンス時間帯に分けて行われます。 Cisco UCS Managerがサービス
プロファイルの変更を展開すると、データベースの最新の設定に合わせてサービスプロファイル

を更新します。

スケジュールの設定

スケジュールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで [Schedules]を右クリックし、[Create Schedule]を選択します。

ステップ 3 [Create Schedule]ウィザードの [Identify Schedule]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

スケジュールの説明。スケジュールを使用すべき場所や条件に

ついての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

スケジュールのオーナー。次のいずれかになります。

• [Local]：このCisco UCSドメインで設定されたスケジュー
ルを Cisco UCS Managerが所有しています。

• [Pending Global]：Cisco UCS Managerがこのスケジュール
を Cisco UCS Centralに転送中です。

• [Global]：リモートサーバ上で設定されたスケジュールを
Cisco UCS Centralが所有しています。

[Owner]フィールド

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [One Time Occurrences]ページで次のいずれかをクリックします。

説明オプション

次のページに移動します。このスケジュールに対して1回のオカレンスを作
成しない場合はこのオプションを選択します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 8に進みます。

Next

[Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、このスケジュールを
実行する 1回の時間を指定します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 6に進みます。

Add

ステップ 6 （任意） [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このスケジュールの 1回のオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド
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説明名前

オカレンスが実行される日時。

フィールドの終端にある下矢印をクリックして、カレンダー

から開始日を選択します。

[Start Time]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる最大時間長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスは、すべてのタスクが完了するまで
実行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、オカレンスを実行できる最大時

間長を指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内
にできるだけ多くのスケジュールされたタスクを完了し

ます。

デフォルトでは、最大期間は [none]に設定されています。こ
の設定を変更せず、タスクの最大数を設定しない場合は、保

留中のすべてのアクティビティが完了するまでメンテナンス

ウィンドウが続行されます。

[Max Duration]フィールド

このオカレンス中に実行可能なスケジュールされたタスクの

最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスク
が [Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超
えない限り、すべてのスケジュールされたタスクを実行

します。 [Max Duration]が [none]に設定されている場合
にこのオプションを選択すると、保留中のすべてのアク

ティビティが完了するまでメンテナンスウィンドウが続

行されます。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できるタスク

の最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド
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説明名前

このオカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次の

いずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムが処理できる、で
きるだけ多くの同時タスクを実行します。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できる同時タ

スクの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力
します。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

新しいタスクを開始するまでシステムが待機する最小時間長。

この設定は、同時タスクの最大数が None以外の値に設定さ
れている場合にだけ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは、次のタスクをできるだけ早く実
行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、タスク間で Cisco UCSが待機す
る最小時間長を指定できます。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。

ステップ 7 別の 1回のオカレンスを追加するには、[Add]をクリックしてステップ 6を繰り返します。それ
以外の場合は、[Next]をクリックします。

ステップ 8 （任意） [RecurringOccurrences]ページで、このスケジュールに対して繰り返すオカレンスを定義
する場合は、[Add]をクリックします。
a) [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 559

スケジュールの設定



説明名前

このスケジュールの繰り返すオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

CiscoUCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

• every day

• Monday

• Tuesday

• Wednesday

• Thursday

• Friday

• Saturday

• Sunday

• odd days

• even days

[Day]フィールド

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の

時刻。 0～ 24の整数を入力します。0と 24は両方とも深夜
を意味しています。

Cisco UCSは、最大期間に到達していない場合で
も、その日に開始されたすべての繰り返すオカレン

スをその日に終了します。たとえば、開始時刻を

11p.mに指定して最大期間を3時間に設定すると、
Cisco UCSは 11 p.mにオカレンスを開始しますが、
59分後の 11:59 p.mにそれを終了します。

（注）

繰り返すオカレンスが11:59p.mよりも前に完了するように、
早めに開始時刻を指定してください。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスを開始する時間（分単位）。 0～ 60
の整数を入力できます。

[Minute]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスは、すべてのタスクが完了するまで
実行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、オカレンスを実行できる最大時

間長を指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内
にできるだけ多くのスケジュールされたタスクを完了し

ます。

[Max Duration]フィールド

各オカレンス中に実行可能なスケジュールされたタスクの最

大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスク
が [Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超
えない限り、すべてのスケジュールされたタスクを実行

します。 [Max Duration]が [none]に設定されている場合
にこのオプションを選択すると、保留中のすべてのアク

ティビティが完了するまでメンテナンスウィンドウが続

行されます。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できるタスク

の最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムが処理できる、で
きるだけ多くの同時タスクを実行します。

• [other]：CiscoUCSManagerGUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できる同時タ

スクの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力
します。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド
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説明名前

新しいタスクを開始するまでシステムが待機する最小時間長。

この設定は、同時タスクの最大数が None以外の値に設定さ
れている場合にだけ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは、次のタスクをできるだけ早く実
行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、タスク間で Cisco UCSが待機す
る最小時間長を指定できます。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制

タスクと関連付けられている場合は適用されませ

ん。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。
e) 別の繰り返すオカレンスを追加するには、[Add]をクリックしてこのステップを繰り返します。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

スケジュールに対する 1 回のオカレンスの作成

デフォルトでは、タスクの最大時間と最大数は noneに設定されています。これらのデフォル
トをいずれも変更しない場合、Cisco UCS Managerはメンテナンス期間が継続する時間の長さ
に制限を課しません。保留中のすべてのアクティビティは、スケジュール設定されたメンテ

ナンス期間が始まるとすぐに適用され、Cisco UCS Managerはこれらのすべてのタスクが完了
するまで、保留中のアクティビティによって影響を受けるサーバをリブートし続けます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスの追加先であるスケジュールを右クリックして [Create a One Time Occurrence]を選択し
ます。

ステップ 4 [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
562 OL-28301-02-J  

スケジュールの設定



説明名前

このスケジュールの 1回のオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの終端にある下矢印をクリックして、カレンダーか

ら開始日を選択します。

[Start Time]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる最大時間長。次の

いずれかになります。

• [None]：オカレンスは、すべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間

長を指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内にで
きるだけ多くのスケジュールされたタスクを完了します。

デフォルトでは、最大期間は [none]に設定されています。この
設定を変更せず、タスクの最大数を設定しない場合は、保留中

のすべてのアクティビティが完了するまでメンテナンスウィン

ドウが続行されます。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

このオカレンス中に実行可能なスケジュールされたタスクの最

大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスクが
[Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超えな
い限り、すべてのスケジュールされたタスクを実行しま

す。 [Max Duration]が [none]に設定されている場合にこの
オプションを選択すると、保留中のすべてのアクティビ

ティが完了するまでメンテナンスウィンドウが続行されま

す。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの

最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

このオカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムが処理できる、でき
るだけ多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できる同時タス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

新しいタスクを開始するまでシステムが待機する最小時間長。

この設定は、同時タスクの最大数が None以外の値に設定され
ている場合にだけ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは、次のタスクをできるだけ早く実行
します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、タスク間で Cisco UCSが待機する
最小時間長を指定できます。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

スケジュールに対する繰り返すオカレンスの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスの追加先であるスケジュールを右クリックして [Create a RecurringOccurrence]を選択し
ます。

ステップ 4 [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返すオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

Cisco UCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

• every day

• Monday

• Tuesday

• Wednesday

• Thursday

• Friday

• Saturday

• Sunday

• odd days

• even days

[Day]フィールド
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説明名前

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の時

刻。 0～ 24の整数を入力します。0と 24は両方とも深夜を意
味しています。

Cisco UCSは、最大期間に到達していない場合でも、
その日に開始されたすべての繰り返すオカレンスをそ

の日に終了します。たとえば、開始時刻を 11 p.mに
指定して最大期間を 3時間に設定すると、Cisco UCS
は 11 p.mにオカレンスを開始しますが、 59分後の
11:59 p.mにそれを終了します。

（注）

繰り返すオカレンスが11:59p.mよりも前に完了するように、早
めに開始時刻を指定してください。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスを開始する時間（分単位）。 0～ 60
の整数を入力できます。

[Minute]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスは、すべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間

長を指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内にで
きるだけ多くのスケジュールされたタスクを完了します。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

各オカレンス中に実行可能なスケジュールされたタスクの最大

数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスクが
[Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超えな
い限り、すべてのスケジュールされたタスクを実行しま

す。 [Max Duration]が [none]に設定されている場合にこの
オプションを選択すると、保留中のすべてのアクティビ

ティが完了するまでメンテナンスウィンドウが続行されま

す。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの

最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のいず

れかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムが処理できる、でき
るだけ多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによってテキストフィー
ルドが表示され、このオカレンス中に実行できる同時タス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力しま
す。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

新しいタスクを開始するまでシステムが待機する最小時間長。

この設定は、同時タスクの最大数が None以外の値に設定され
ている場合にだけ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは、次のタスクをできるだけ早く実行
します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIによって [dd:hh:mm:ss]
フィールドが表示され、タスク間で Cisco UCSが待機する
最小時間長を指定できます。

このオプションは、このスケジュールがエラー抑制タ

スクと関連付けられている場合は適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

スケジュールからの 1 回のオカレンスの削除
これがスケジュール内の唯一のオカレンスである場合は、オカレンスなしでスケジュールが再設

定されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれ、そのポリシーがサービスプロファ

イルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられたサーバに関連するすべ

ての保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1回
のオカレンスまたは繰り返すオカレンスをスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [One Time Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

スケジュールからの繰り返すオカレンスの削除

これがスケジュール内の唯一のオカレンスである場合は、オカレンスなしでスケジュールが再設

定されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれ、そのポリシーがサービスプロファ

イルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられたサーバに関連するすべ

ての保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1回
のオカレンスまたは繰り返すオカレンスをスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [Recurring Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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スケジュールの削除

このスケジュールがメンテナンスポリシーに含まれている場合、ポリシーはスケジュールなしで

再構成されます。そのポリシーがサービスプロファイルに割り当てられている場合、サービス

プロファイルに関連付けられたサーバに関連するすべての保留アクティビティは展開できません。

保留中のアクティビティを展開するには、メンテナンスポリシーにスケジュールを追加する必要

があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 削除するスケジュールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

メンテナンスポリシーの設定

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

自動延期展開にこのメンテナンスポリシーを設定する場合は、スケジュールを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Maintenance Policies]を右クリックし、[Create Maintenance Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊
文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更す

ることはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

サービスプロファイルがサーバに関連付けられ

ているか、サーバにすでに関連付けられている

サービスプロファイルに変更を加えた場合、プ

ロセスを完了するには、サーバをリブートする

必要があります。 [RebootPolicy]フィールドは、
このメンテナンスポリシーを含むサービスプ

ロファイルに関連付けられたサーバについて、

リブートがいつ行われるかを決定します。次の

いずれかになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルのア
ソシエーションが完了するか、サービス

プロファイルの変更がユーザによって保存

されるとすぐに、サーバが自動的にリブー

トされます。

• [User Ack]：ユーザがサービスプロファイ
ルのアソシエーションが完了するか、また

は変更を行うと、サーバを手動で再起動す

る必要があります。

• [Timer Automatic]：Cisco UCSはすべての
サービスプロファイルのアソシエーショ

ンと変更を、[Schedule]フィールドに示さ
れているスケジュールによって定義された

メンテナンス期間延長します。

[Reboot Policy]フィールド
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説明名前

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定され
ている場合、スケジュールによってメンテナン

ス操作をサーバに適用できる時期が指定されま

す。 Cisco UCSはサーバをリブートし、スケ
ジュール設定された時間にサービスプロファイ

ルの変更を完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト

このリンクをクリックすると、この Cisco UCS
ドメイン内のすべてオブジェクトに使用できる

新しいスケジュールが作成されます。

[Create Schedule]リンク

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを含めます。

メンテナンスポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Maintenance Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するメンテナンスポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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保留中のアクティビティの管理

保留中のアクティビティの表示

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかのタブをクリックします。

• [User Acknowledged Activities]：完了する前にユーザの確認を必要とするタスクを表示する
[Service Profiles]タブおよび [Fabric Interconnects]タブが含まれています。

• [ScheduledActivities]：関連付けられているメンテナンススケジュールに基づいて実行される
タスクを表示します。

ステップ 3 保留中のアクティビティの詳細を表示するには、テーブルの行をクリックします。

[Server]カラムのリンクをクリックすると、Cisco UCS Managerにそのサーバのプロパティが表示
されます。

ユーザによる確認を待機しているサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後で、影響を受けるサーバの Cisco UCS Managerによるリ
ブートを停止することはできません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルの [Reboot Now]カラムで、すぐに展開する保留中のアクティビティの [Acknowledge All]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、保留中のアクティビティの影響を受けるサーバをすぐにリブートします。
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ユーザによる確認を待機しているすべてのサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後で、影響を受けるサーバの Cisco UCS Managerによるリ
ブートを停止することはできません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIは、テーブルに記載されている保留中のアクティビティについて [Reboot
Now]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、テーブルにリストされている保留中のアクティビティの影響を受けるすべ
てのサーバをすぐにリブートします。

予定されたサービスプロファイルの変更を即座に展開する

保留中のアクティビティを確認した後で、影響を受けるサーバの Cisco UCS Managerによるリ
ブートを停止することはできません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルの [Reboot Now]カラムで、すぐに展開する保留中のアクティビティの [Acknowledge All]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、保留中のアクティビティの影響を受けるサーバをすぐにリブートします。
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予定されたすべてのサービスプロファイルの変更を即座に展開する

保留中のアクティビティを確認した後で、影響を受けるサーバの Cisco UCS Managerによるリ
ブートを停止することはできません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスで、[Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIは、テーブルに記載されている保留中のアクティビティについて [Reboot
Now]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、テーブルにリストされている保留中のアクティビティの影響を受けるすべ
てのサーバをすぐにリブートします。
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第 33 章

サービスプロファイルの設定

この章の内容は、次のとおりです.

• サーバ IDを上書きするサービスプロファイル, 575 ページ

• サーバ IDを継承するサービスプロファイル, 576 ページ

• サービスプロファイルテンプレート, 577 ページ

• サービスプロファイルの注意事項および推奨事項, 577 ページ

• サービスプロファイルの作成, 578 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの操作, 620 ページ

• サービスプロファイルの管理, 658 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの管理, 680 ページ

サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、関連付けの時点でサーバにある IDの値を上書きし、CiscoUCSManagerのリソー
スプールとポリシー設定を使用して管理タスクの一部を自動化できます。

このサービスプロファイルとサーバの関連付けを解除して、このプロファイルを別のサーバに関

連付けることができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバ

プールポリシーを通じて行うこともできます。新しいサーバのハードウェアが持つUUIDやMAC
アドレスなどの工場出荷時の設定は、サービスプロファイルの設定で上書きされます。その結

果、サーバでの変更はネットワークには透過的に行われます。新しいサーバの使用を開始するた

めに、ネットワークでコンポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー
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•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプールの資格ポリシー、または個々のハード

ウェア設定を必要とする別のポリシーが含まれている場合、プロファイルは、Cisco UCSドメイ
ンで、任意のタイプのサーバを使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバと関連付ける

ことができます。サービスプロファイルを移行する機能は、サービスプロファイルの移行の制

限を選択するかどうかにより異なります。

移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager
による新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェア

が類似していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。このプロ

ファイルは特定のサーバに結び付けられており、別のサーバへの移動または移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定情
報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBAの
WWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要
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サービスプロファイルテンプレート

サービスプロファイルテンプレートにより、同一の基本パラメータ（vNICおよび vHBAの数な
ど）や、同じプールから取得された ID情報が含まれる複数のサービスプロファイルを迅速に作
成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値が含まれるサービスプロファイルが 1つだけ必要
な場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルのクローニングが可能です。

ヒント

たとえば、サーバをホストデータベースソフトウェアに設定するために同様の値が含まれた複数

のサービスプロファイルが必要な場合は、手作業でも既存のサービスプロファイルからでもサー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。次に、このテンプレートを使用してサービス

プロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートします。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。しかし、プロファイルの作成後は、テンプレートへの接続が失われます。

このテンプレートから作成された1つ以上のプロファイルを変更する必要がある場合は、こ
れらのプロファイルを個別に変更する必要があります。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルでは、テンプレートのす

べてのプロパティが継承され、テンプレートへのつながりが保持されます。テンプレート

の何らかの変更があると、テンプレートから作成されたサービスプロファイルは自動的に

アップデートされます。

サービスプロファイルの注意事項および推奨事項

ローカルディスク設定ポリシーなどの、サービスプロファイルとサービスプロファイルテンプ

レートに含まれるポリシーとプールに固有な注意事項や推奨事項に加えて、サービスプロファイ

ルとサーバを関連付ける機能に影響する次の注意事項と推奨事項に留意する必要があります。

ラックマウントサーバで設定できる vNIC 数の制限

CiscoUCSManagerと統合されるすべてのラックマウントサーバに、CiscoUCSP81E仮想インター
フェイスカード（N2XX-ACPCI01）などのサポート対象アダプタについて、それぞれ最大56個の
vNICを設定できます。
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ラックマウントサーバの電力制限のサポートなし

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられたサー

ビスプロファイルに電力制御ポリシーを含めると、そのポリシーは設定されません。

サービスプロファイルの作成

[Expert] ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile (expert)]ウィザードで、次の手順を実行します。

•ページ 1：サービスプロファイルの識別 , （578ページ）

•ページ 2：ネットワーキングオプションの設定, （580ページ）

•ページ 3：ストレージオプションの設定, （588ページ）

•ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （595ページ）

•ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （597ページ）

•ページ 6：サーバのブート順序の設定, （602ページ）

•ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （607ページ）

•ページ 8：サーバの割り当ての指定, （609ページ）

•ページ 9：動作ポリシーの追加, （611ページ）

ページ 1：サービスプロファイルの識別

この手順は、[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成, （578ページ）に記載
されているステップから直接続くものです。 [Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Identify
Service Profile]ページで、サービスプロファイルの IDを設定する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、この
名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで一

意である必要があります。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 2 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 5に進みます。

[Select (pool default used by default)]

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別

のサーバに移動すると、UUIDは新しい
サーバに一致するように変更されます。

ステップ 5に進みます。

[Hardware Default]

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 3に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ4に進みます。それ以外の場合は、ス
テップ 5に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 3 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXを選択した場合は、次の手順を
実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 4 （任意） このサービスプロファイルで使用するために新しい UUIDサフィックスプールを作成
する場合は、[CreateUUIDSuffix Pool]をクリックして [CreateUUIDSuffix Pool]ウィザードのフィー
ルドに値を入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成, （432ページ）を参照してください。

ステップ 5 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く
文字やスペースを使用できます。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 2：ネットワーキングオプションの設定, （580ページ）の手順を完了します。

ページ 2：ネットワーキングオプションの設定

この手順は、ページ 1：サービスプロファイルの識別 , （578ページ）から直接続くものです。
[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Networking]ページで、LAN接続を含むネットワーキ
ングオプションを設定する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 （任意） ダイナミック vNICをサポートするアダプタを備えたサーバにこのサービスプロファイ
ルを割り当てる予定の場合、[Dynamic vNIC Connection]ドロップダウンリストから次のいずれか
のオプションを選択します。

説明オプション

ダイナミック vNICをサポートしないアダプタを備えるサーバには、
ダイナミック vNIC接続ポリシーなしでサービスプロファイルを作成
できます。このオプションでは、サービスプロファイルにダイナミッ

ク vNIC接続ポリシーは含まれません。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設
定する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 4に進みます。

[Select a Policy to use]

このサービスプロファイルだけがアクセスできるダイナミック vNIC
接続ポリシーを作成できます。

ステップ 2に進みます。

[Create a Specific Dynamic
vNIC Connection Policy]

ドロップダウンリストの最下部にあるリストから既存のダイナミック

vNIC接続ポリシーを選択します。 Cisco UCS Managerで、サービス
プロファイルにこのポリシーが割り当てられます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、ステップ3に進みま
す。それ以外の場合は、ステップ 4に進みます。

[Dynamic vNICConnection
Policies] Policy_Name

ステップ 2 （任意） [Create a Specific Dynamic vNIC Connection Policy]をクリックした場合、このサービスプ
ロファイルだけが使用できる新しいダイナミック vNIC接続ポリシーを作成するには、次の手順
を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すで

に存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリ

ストに表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

ダイナミック vNICは Cisco UCSで常に保護されますが、優
先するファブリックがある場合はこのフィールドを使用して

それを選択することができます。次のいずれかを選択できま

す。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックBにフェー
ルオーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリック Bを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックAにフェー
ルオーバーします。

• [Protected]：CiscoUCSは、使用可能であればどのファブ
リックでも使用します。

[Protection]フィールド

b) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 （任意） すべてのサービスプロファイルが使用できるダイナミック vNIC接続ポリシーを作成す
るには、次の手順を実行します。

a) [Create Dynamic vNIC Connection Policy]をクリックします。
b) [Create Dynamic vNIC Connect Policy]ダイアログボックスで、フィールドに値を入力します。
詳細については、『Cisco UCS Manager VM-FEX for VMware GUI Configuration Guide』を参照し
てください。

c) [OK]をクリックします。
d) [Dynamic vNIC Connection]ドロップダウンリストで、作成したポリシーを選択します。
e) ステップ 4に進みます。

ステップ 4 [How would you like to configure LAN connectivity?]フィールドで、次のオプションのいずれかをク
リックします。

説明オプション

このサービスプロファイルに、デュアルファブリックモードで最大 2つの
vNICを作成できます。

ステップ 5に進みます。

[Simple]

このサービスプロファイルに、vNICを無制限に作成できます。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設定する
場合は、このオプションを選択します。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定する場合は、ステップ 7
に進みます。そのほかすべての設定については、ステップ 6に進みます。

[Expert]
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説明オプション

サービスプロファイルには、LAN接続用の vNICは含まれません。この
サービスプロファイルに関連付けられているサーバは、サービスプロファ

イルを変更して vNICを追加する場合を除き、LANと通信できません。

ステップ 9に進みます。

[No vNICs]

サーバに関連付けられたイーサネットアダプタプロファイルに割り当てら

れた vNICを使用します。

ステップ 9に進みます。

[Hardware Inherited]

このサービスプロファイルに対してLAN接続ポリシーを使用できるように
します。

ステップ 8に進みます。

同じサービスプロファイルに、LAN接続ポリシーと、ローカル
で作成された vNICを設定することはできません。サービスプロ
ファイルにLAN接続ポリシーを追加すると、既存の vNIC設定は
すべて消去されます。

（注）

[Use Connectivity
Policy]

ステップ 5 （任意） シンプル LAN接続オプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [vNIC 0 (Fabric A)]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [Name]フィールドに、vNICの一意の名前を入力します。

• [Select Native VLAN]ドロップダウンリストで、この vNICが通信する VLANの名前を選
択します。

必要なVLANがドロップダウンリストに表示されない場合は、[Create VLAN]リンクをクリッ
クします。詳細については、ネームド VLANの作成, （261ページ）を参照してください。

b) この vNICに VLANを作成するには、[vNIC 1 (Fabric B)]領域でステップ 2aを繰り返します。
c) ステップ 9に進みます。

ステップ 6 エキスパート LAN接続オプションを選択し、iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定
していない場合、次の手順を実行します。

a) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create vNICs]ダイアログボックスを開きま
す。

b) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。
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説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

c) [Fabric Interconnect]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

d) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

e) [OK]をクリックします。
f) ステップ 9に進みます。

ステップ 7 エキスパート LAN接続オプションを選択し、iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定
している場合、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]バーを展開します。
b) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスを開
きます。

c) 次のフィールドに値を入力して、iSCSI vNICの ID情報を指定します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（ある場合）。

[iSCSIAdapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられたMACアドレス（ある場
合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIには [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSIvNICに関連付けられたMACプール（ある場合）。[MAC Pool]フィールド
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説明名前

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。
デフォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よび Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定する VLANはオーバーレイ vNIC
上のネイティブ VLANと同じである必要がありま
す。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割
り当てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリス
ト

d) [OK]をクリックします。
e) 追加の iSCSI vNICを設定するために、ステップ bから dを繰り返します。
f) ステップ 9に進みます。

ステップ 8 [Use Connectivity Policy]を選択した場合、次の手順を実行します。

•既存の LAN接続ポリシーを使用するには、[LAN Connectivity Policy]ドロップダウンリスト
でそのポリシーを選択します。

•既存の LAN接続のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがアク
セスできるポリシーを作成する場合は、[Create LAN Connectivity Policy]リンクをクリック
し、フィールドに値を入力します。

LAN接続のポリシーの詳細については、LAN接続ポリシーの作成, （321ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 3：ストレージオプションの設定, （588ページ）を実行します。

ページ 3：ストレージオプションの設定

この手順は、ページ 2：ネットワーキングオプションの設定, （580ページ）から直接続くもので
す。 [Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Storage]ページでサービスプロファイルのスト
レージオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Local Storage]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。
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説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのローカルディスクスト

レージポリシーを割り当てます。

ステップ 4に進みます。

[Select Local Storage Policy
to use]

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルディスクポリシーを作成できます。

ステップ 2に進みます。

[Create a Specific Storage
Policy]

ドロップダウンリストの最下部にあるリストから既存のローカル

ディスクポリシーを選択します。 Cisco UCS Managerは、このポリ
シーをサービスプロファイルに割り当てます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、ステップ 3に進
みます。それ以外の場合は、ステップ 4に進みます。

[Storage Policies
Policy_Name]

ステップ 2 （任意） [Create a Specific Storage Policy]を選択し、このサービスプロファイルだけが使用できる
新しいポリシーを作成する場合は、次の手順を実行します。:
a) [Mode]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

• [No Local Storage]：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。このオプ
ションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ロー

カルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スルー
プットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、

すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生
した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの
小さい方の空き容量に等しくなります。

• [Any Configuration]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用しま
す。

• [NoRAID]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままに
するサーバ設定で使用します。

[No RAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレージが設定されているオペレー
ティングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容

が削除されません。そのため、[No RAID]モードの適用後に違いがわからないことがあ
ります。これにより、ポリシー内の RAID設定と、サーバの[Inventory] > [Storage]タブに
表示される実際のディスク設定の間に不一致が生じる場合があります。
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以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、No RAIDコンフィギュ
レーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• [RAID 5 Striped Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2
つのパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供
します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、完
全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプションにライセンスが必要で
す。 Cisco UCSManagerがこのローカルディスクポリシーを含むサービスプロファ
イルをサーバに関連付けると、Cisco UCSManagerは、選択した RAIDオプションに
適切なライセンスが付与されていることを確認します。問題がある場合は、サービ

スプロファイルの関連付け中に Cisco UCS Managerによって設定エラーが表示され
ます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware
Installation Guide』を参照してください。

（注）

b) サーバとサービスプロファイルとの関連付けが解除されても、ローカルディスク設定ポリシー
内の設定を保持したい場合、[Protect Configuration]チェックボックスをオンにします。
サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新しいサービスプロファイルが関

連付けられると、新しいサービスプロファイルのProtectConfigurationプロパティが優先され、
前のサービスプロファイルの設定は上書きされます。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービスプロファイルの関連付けを

解除した後、そのサーバに新しいサービスプロファイルを関連付け、そのサービス

プロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異なるプロパティが含ま

れていると、サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

c) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 （任意） すべてのサービスプロファイルが使用できるローカルディスク設定ポリシーを作成す

るには、次の手順を実行します。

a) [Create Local Disk Configuration Policy]リンクをクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
詳細については、ローカルディスク設定ポリシーの作成,（479ページ）を参照してください。

c) [OK]をクリックします。
d) [Local Storage]ドロップダウンリストで、作成したポリシーを選択します。

ステップ 4 [How would you like to configure SAN storage?] フィールドで、次のオプションのいずれかをクリッ
クします。
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説明オプション

このサービスプロファイルに、最大 2つの vHBAを作成できます。

ステップ 5に進みます。

[Simple]

このサービスプロファイルに、vHBAを無制限に作成できます。

ステップ 6に進みます。

[Expert]

サービスプロファイルには、ファイバチャネル SAN接続用の vHBAは
含まれません。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設定
する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 8に進みます。

[No vHBAs]

サーバに関連付けられたファイバチャネルアダプタプロファイルに割り

当てられた vHBAを使用します。

ステップ 8に進みます。

[Hardware Inherited]

このサービスプロファイルに対してSAN接続ポリシーを使用できるよう
にします。

ステップ 7に進みます。

同じサービスプロファイルに、SAN接続ポリシーと、ローカ
ルで作成されたvHBAを設定することはできません。サービス
プロファイルにSAN接続ポリシーを追加すると、既存のvHBA
設定はすべて消去されます。

（注）

[Use Connectivity
Policy]

ステップ 5 （任意） シンプル SANストレージオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [WWNN Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択し
ます。

• [Manual Using OUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[World Wide Node
Name]フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指
定したWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、
括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

b) [vHBA 0 (Fabric A)]領域で、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 591

サービスプロファイルの作成



• [Name]フィールドに、vHBAの一意の名前を入力します。

• [Select VSAN]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSANの名前を選択し
ます。

必要なVSANがドロップダウンリストに表示されない場合は、[Create VSAN]リンクをクリッ
クします。詳細については、ネームド VSANの作成, （362ページ）を参照してください。

c) この vHBAにVSANを作成するには、[vHBA 1 (Fabric B)]領域でステップ 5bを繰り返します。
d) ステップ 8に進みます。

ステップ 6 （任意） エキスパート SANストレージオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [WWNN Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択し
ます。

• [Manual Using OUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[World Wide Node
Name]フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指
定したWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、
括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

b) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create vHBA]ダイアログボックスを開きま
す。

c) 次のフィールドに値を入力して、vHBAの ID情報を指定します。

説明名前

この vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvHBAを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vHBA
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vHBAテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vHBA Template]チェック
ボックス
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説明名前

vHBAテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create vHBA Template]リンク

Cisco UCSがWorld Wide Port Nodeを vHBAに割り当てる方
法。 Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、この
フィールドを [Select (pool default used by default)]のまま
にします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場
合は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、
[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、または
[5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用する
WWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換
性を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプー
ル名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが

括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使

用可能なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプー
ル内のアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ている場合、2つのプールカテゴリがある可能性があり
ます。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカル
に定義され、[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義さ
れます。

[WWPN Assignment]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な
新しいWWPNプールを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create WWPN Pool]リンク
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説明名前

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレー
トのいずれかに設定されている場合、手動で割り当てた

WWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの
範囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリン
クをクリックします。

[WWPN]フィールド

d) [VSAN]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

[Fabric ID]フィールド

この vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リストボックス

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

この vHBAが関連付けられる SANピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
ストボックス

ピングループを作成する場合は、このリンクをクリックしま

す。

[Create SAN Pin Group]リンク

次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[Persistent Binding]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[Max Data Field Size]フィール
ド

[Operational Parameters]セクション

この vHBAと関連付ける統計しきい値ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリストボックス
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e) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vHBAと関連付けるファイバチャネルアダプタポリ
シー。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリストボックス

ファイバチャネルアダプタポリシーを作成する場合は、こ

のリンクをクリックします。

[Create Fibre Channel Adapter
Policy]リンク

この vHBAと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト
ボックス

QoSポリシーを作成する場合は、このリンクをクリックしま
す。

[Create QoS Policy]リンク

f) [OK]をクリックします。
g) ステップ 8に進みます。

ステップ 7 [Use Connectivity Policy]を選択した場合、次の手順を実行します。

•既存の SAN接続ポリシーを使用するには、[SAN Connectivity Policy]ドロップダウンリスト
でそのポリシーを選択します。

•既存の SAN接続のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがアク
セスできるポリシーを作成する場合は、[Create SAN Connectivity Policy]リンクをクリック
し、フィールドに値を入力します。

SAN接続のポリシーの詳細については、SAN接続ポリシーの作成, （404ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （595ページ）を実行します。

ページ 4: ファイバチャネルの [Zoning] オプションの設定

この手順は、ページ 3：ストレージオプションの設定, （588ページ）から直接続くものです。
[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Zoning]ページで、サービスプロファイルに対する
ファイバチャネルのゾーン分割に必要なvHBAイニシエータグループを設定する方法について説
明します。
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手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、次の手順に従い、1つ以上の vHBAイニシエータグループを作成し
ます。

a) [Select vHBA Initiator Groups]テーブルの最下部のアイコンバーの [+]をクリックします。
b) [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

この vHBAイニシエータグループに関連付けられたストレー
ジ接続ポリシー。次のいずれかになります。

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダ
ウンリストからそのポリシーを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIには、[Global Storage Connection Policy]領
域のポリシーとその FCターゲットエンドポイントの情
報が表示されます。

グローバルに使用可能な新しいストレージ接続ポリシー

を作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをク
リックします。

•このvHBA発信者グループにのみ使用できるローカルス
トレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy]オプションを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIには、ローカルストレージ接続ポリシーを
設定できる [Specific Storage Connection Policy]領域が表示
されます。

[Storage Connection Policy]ド
ロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテ

ンプレートに使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作

成するには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection
Policy]リンク
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ストレージ接続ポリシーの作成方法の詳細については、ファイバチャネルストレージ接続ポ

リシーの作成, （424ページ）を参照してください。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 2 [Select vHBA Initiators]テーブルで、vHBAイニシエータグループに追加する 1つ以上の vHBAイ
ニシエータをクリックします。

ステップ 3 [Select vHBA Initiator Groups]テーブルで、選択した vHBAイニシエータの追加先である vHBAイ
ニシエータグループをクリックします。

ステップ 4 [>> Add To >>]ボタンをクリックして、選択した vHBAイニシエータグループに選択した vHBA
イニシエータを追加します。

ステップ 5 vHBAイニシエータを、関連付けられているサーバとの通信先となるゾーンに必要なすべての
vHBAイニシエータグループに追加して [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （597ページ）を実行します。

ページ 5：vNIC/vHBA 配置の設定

この手順は、ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （595ページ）から直接
続くものです。 [Create Service Profile (expert)]ウィザードの [vNIC/vHBAPlacement]ページで、vNIC
および vHBAの配置を設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Select Placement]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

CiscoUCSManagerによってサービスプロファイルに関連付けられたサー
バの vNIC/vHBA配置が決定されることを指定します。配置は、[PCI
Order]テーブルの順序セットによって決定されます。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設定
する場合は、このオプションを選択します。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定する場合は、ステッ
プ 5に進みます。すべての設定については、ステップ 2に進みます。

[Let System Perform
Placement]
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説明オプション

次の機能が利用できるようになります。

•このサービスプロファイルに関連付けられた vNICと vHBAを仮想
ネットワークインターフェイス（vCON）に明示的に割り当てます。

• vCONに割り当てられるタイプの vNICと vHBAを、手動または
vNIC/vHBA配置ポリシーで設定します。

ステップ 3に進みます。

[Specify Manually]

サービスプロファイルに既存の vNIC/vHBA配置ポリシーを割り当てま
す。このオプションを選択した場合、CiscoUCSManagerでポリシーの詳
細が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイル

がアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Placement Policy]を
クリックし、ステップ 4に進みます。それ以外の場合は、ステップ 5に
進みます。

[vNIC/vHBAPlacement
Profiles Placement
Profile Name]

ステップ 2 （任意） [Let System Perform Placement]を選択した場合、次の手順を実行します。
a) 次のボタンの 1つ以上を使用して、vNICおよび vHBAの順序を調整します。

説明名前

リスト内で、選択した vNICまたは VHBAを
より高いプライオリティに移動します。

[Move Up]ボタン

リスト内で、選択した vNICまたは VHBAを
より低いプライオリティに移動します。

[Move Down]ボタン

選択した vNICまたは vHBAを削除します。[Delete]ボタン

すての vNICおよび vHBAを元の順番に戻し
ます。

[Reorder]ボタン

現在選択されている vNICまたは vHBAを変
更できます。

その vNICまたは vHBAに対して名
前以外のすべてのオプションを変更

できます。

（注）

[Modify]ボタン

b) ステップ 5に進みます。

ステップ 3 （任意） [Specify Manually]を選択した場合、次の手順を実行します。
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a) [vNIC/vHBA]テーブルの適切なタブで、vNICまたは vHBAをクリックします。
b) 必要に応じて、[Virtual Host Interface]テーブルで vCON行をクリックし、[Selection Preference]
カラムで次のいずれかの値を選択します。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられ
ているかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てるこ
とができます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを
明示的に割り当てることができます。

• [ExcludeDynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのス
タティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。 vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

c) [Assign]をクリックします。
割り当てを取り消す場合は、[Remove]をクリックします。

d) すべての vNICおよび vHBAを割り当てるまで、ステップ a～ cを繰り返します。
e) すべての vNICおよび vHBAの配置を指定したら、ステップ 5に進みます。

ステップ 4 [Create Placement Policy]をクリックした場合、[Create Placement Policy]ダイアログボックスで次の
手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド
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説明名前

[Virtual Slot Mapping Scheme]
フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
600 OL-28301-02-J  

サービスプロファイルの作成



説明名前

Cisco UCSは、仮想ネットワークインターフェイス（vCon）
接続をサーバの PCIeアダプタカードに割り当てます。各
vConは、vNICおよび vHBAを割り当てることができる物理
アダプタの仮想表現です。

1つのアダプタを持つブレードまたはラックサーバでは、
Cisco UCSは、すべての vConをそのアダプタに割り当てま
す。 4つのアダプタを持つサーバでは、Cisco UCSは、vCon1
を Adapter1、vCon2を Adapter2、vCon3を Adapter3、vCon4
を Adapter4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを備えたブレードまたはラックサー
バについて、Cisco UCSは、選択した仮想スロットマッピン
グスキームに基づいて vConを割り当てます。次のいずれか
になります。

• [Round Robin]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon3を Adapter1に割り当
て、次に vCon2と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2と vCon4を Adapter2、vCon3
を Adapter3に割り当てます。

これはデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon2を Adapter1に割り当
て、次に vCon3と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2を Adapter2に割り当て、次に
vCon3と vCon4を Adapter3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバで
は、2つのアダプタには左から右に番号が付けられ、

（注）

vConには右から左に番号が付けられます。いずれ
かのブレードサーバに単一のアダプタがある場合、

CiscoUCSは、すべてのvConをそのアダプタに割り
当てます。サーバに 2つのアダプタがある場合、
vConsの割り当ては、仮想スロットマッピングス
キームによって異なります。

• [Round Robin]：Cisco UCSは、vCon2と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon3を
Adapter2に割り当てます。これはデフォルト
です。
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説明名前

[Linear Ordered]：CiscoUCSは、vCon3と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon2を
Adapter2に割り当てます。

•

Cisco UCSによって vConが割り当てられた後、各 vConの
[Selection Preference]に基づいて vNICと vHBAが割り当てら
れます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference]カラムで、ドロップダウンリストから次のいずれかを
選択します。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられ
ているかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てるこ
とができます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを
明示的に割り当てることができます。

• [ExcludeDynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのス
タティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。 vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

c) [OK]をクリックします。
d) ダイアログボックスを閉じたら、作成したポリシーを[Select Placement]ドロップダウンリスト
で選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 6：サーバのブート順序の設定, （602ページ）を実行します。

ページ 6：サーバのブート順序の設定

この手順は、ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （597ページ）から直接続くものです。 [Create
Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、サーバのブート順序オプション
を設定する方法について説明します。
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ブートポリシーのブート順序には、ローカルディスクと SAN LUNの両方ではなく一方のみ
をインクルードし、サーバが誤ったストレージタイプからブートしないようにすることを推

奨します。ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定さ
れていて、オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が
誤っている場合、サーバがSANLUNではなくローカルディスクからブートする場合がありま
す。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

手順

ステップ 1 [Boot Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 9に進みます。

[Select Boot Policy to use]

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

ステップ 3に進みます。

[Create a Specific Boot
Policy]

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot Policy]
をクリックし、ステップ2に進みます。それ以外の場合は、リストで
ポリシーを選択し、ステップ 9に進みます。

[Boot Policies
Policy_Name]

ステップ 2 [Create Boot Policy]をクリックして、すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートが使用
できるブートポリシーを作成する場合、次の手順を実行します。

a) [Create Boot Policy]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。
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b) ステップ 3に進みます。

ステップ 3 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
対して選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順で最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着しても、ブート順に直接影響は及ぼされず、サーバはリブートされませ

ん。

ステップ 4 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスを確認します。

•これをオンにすると、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリ
ストされている vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICの 1つ以上がサービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかをレポートします。

•オフになっている場合、（ブートオプションに適するように）Cisco UCS Managerはサービ
スプロファイルのサーバ設定から vNIC、vHBA、または iSCSI vNICを使用します。ブート
ポリシーで指定された vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICがサービスプロファイルのサー
バ設定と一致するかどうかはレポートしません。

ステップ 5 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手
順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• Add Local Disk

• Add CD-ROM

• Add Floppy

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 6 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 7 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [AddSANBoot]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリックします。

説明名前

SANブートに使用する vHBAの名前を入力します。[vHBA]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラスに定義されて
いる最初のアドレス。ブートポリシーには、1つのプラ
イマリ LAN、SAN、または iSCSIブートロケーション
のみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスクラスに定義され
ている2番目のアドレス。各ブートポリシーには、LAN
または SANのセカンダリブートロケーションを 1つだ
け設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダリブートデバ

イス」はブート順序を表す用語ではありません。同じデバイ

スクラス内での実際のブート順序は、PCIeバススキャン順
序により決定されます。

[Type]フィールド

d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクを
クリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、
[OK]をクリックします。

説明名前

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot Target WWPN]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラ
スに定義されている最初のアドレス。

ブートポリシーには、1つのプライマリ
LAN、SAN、または iSCSIブートロケー
ションのみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスク
ラスに定義されている 2番目のアドレ
ス。各ブートポリシーには、LANまた
は SANのセカンダリブートロケーショ
ンを 1つだけ設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダ

リブートデバイス」はブート順序を表す用語

ではありません。同じデバイスクラス内での

実際のブート順序は、PCIeバススキャン順序
により決定されます。

[Type]フィールド

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 8 iSCSIブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [iSCSI vNICs]領域で、[Boot Order]テーブルに追加するサーバを起動する iSCSI vNICをダブル
クリックします。

c) [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2個の iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する iSCSI vNICを選択します。

d) [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスのフィールドに値を入力して [OK]をクリック
します。

フィールドの詳細については、iSCSIブートパラメータの設定,（535ページ）を参照してくだ
さい。

e) （任意） ステップ cおよび dを繰り返し、追加の iSCSI vNICに対してブートパラメータを設
定します。

ステップ 9 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートがアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
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次の作業

ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （607ページ）を実行します。

ページ 7：メンテナンスポリシーの追加

この手順は、ページ6：サーバのブート順序の設定,（602ページ）から直接続くものです。 [Create
Service Profile (expert)]ウィザードの [Maintenance Policy]ページでサービスプロファイルにメンテ
ナンスポリシーを追加する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Maintenance Policy]ドロップダウンリストで次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのメンテナンスポリシー

を割り当てます。

ステップ 4に進みます。

[Select a Maintenance Policy to
Use]（デフォルトのポリシー
が表示されます）

サービスプロファイルに既存のメンテナンスポリシーを割り当

てます。このオプションを選択すると、Cisco UCSManagerでポ
リシーの詳細が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロ

ファイルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create
Maintenance Policy]をクリックし、ステップ 2に進みます。それ
以外の場合は、リストでポリシーを選択し、ステップ4に進みま
す。

[Maintenance Policies]
[Policy_Name]

ステップ 2 [Create Maintenance Policy]をクリックして、すべてのサービスプロファイルおよびテンプレート
が使用できるメンテナンスポリシーを作成する場合、次の手順を実行します。

a) [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。 -（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以
外の特殊文字またはスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトを保存した後、この

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所

と条件についての情報を含めることを推奨し

ます。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）
を除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

サービスプロファイルがサーバに関連付けら

れているか、サーバにすでに関連付けられて

いるサービスプロファイルに変更を加えた場

合、プロセスを完了するには、サーバをリブー

トする必要があります。 [RebootPolicy]フィー
ルドは、このメンテナンスポリシーを含む

サービスプロファイルに関連付けられたサー

バについて、リブートがいつ行われるかを決

定します。次のいずれかになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルのア
ソシエーションが完了するか、サービス

プロファイルの変更がユーザによって保

存されるとすぐに、サーバが自動的にリ

ブートされます。

• [User Ack]：ユーザがサービスプロファ
イルのアソシエーションが完了するか、

または変更を行うと、サーバを手動で再

起動する必要があります。

• [Timer Automatic]：CiscoUCSはすべての
サービスプロファイルのアソシエーショ

ンと変更を、[Schedule]フィールドに示
されているスケジュールによって定義さ

れたメンテナンス期間延長します。

[Reboot Policy]フィールド

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定さ
れている場合、スケジュールによってメンテ

ナンス操作をサーバに適用できる時期が指定

されます。CiscoUCSはサーバをリブートし、
スケジュール設定された時間にサービスプロ

ファイルの変更を完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト
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説明名前

このリンクをクリックすると、このCiscoUCS
ドメイン内のすべてオブジェクトに使用でき

る新しいスケジュールが作成されます。

[Create Schedule]リンク

b) [OK]をクリックし、ステップ 3に進みます。

ステップ 3 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートがアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Maintenance Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 8：サーバの割り当ての指定, （609ページ）を実行します。

ページ 8：サーバの割り当ての指定

この手順は、ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （607ページ）から直接続くものです。
[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Assignment]ページで、サーバの割り当て方法
を指定する方法およびサービスプロファイルに関連付けられるファームウェアパッケージについ

て説明します。

手順

ステップ 1 [Server Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

サービスプロファイルを作成して設定したら、サーバを割り当てるこ

とができます。

ステップ 6に進みます。

[Assign Later]

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシお

よびスロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、

またはそれ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、

サーバが使用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 2に進みます。

[Pre-provision a slot]

サービスプロファイルに割り当てられるサーバを選択するのに使用で

きる、関連付けられていないサーバのテーブルを表示します。

ステップ 3に進みます。

[Select existing Server]
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説明オプション

ドロップダウンリストの最下部のリストからサーバプールを選択しま

す。CiscoUCSManagerで、サービスプロファイルにこのプールのサー
バが割り当てられます。

ステップ 4に進みます。

Select from a Pool

Pool_Name

ステップ 2 [Pre-provision a slot]を選択した場合、次の手順を実行します。
a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Slot Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるスロットの番号を入力します。
c) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 [Select existing Server]を選択した場合、次の手順を実行します。
a) 使用可能なサーバのテーブルの [Select]カラムで、このサービスプロファイルのニーズを満た
すサーバのオプションボタンをクリックします。

b) ステップ 4に進みます。

ステップ 4 [Power State]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックして、このサービスプロ
ファイルに関連付けられた場合、サーバに適用される電源の状態を設定します。

• [Down]：プロファイルがサーバに関連付けられる前はサーバの電源を切断しておく場合

• [Up]：プロファイルがサーバに関連付けられる前にサーバの電源を投入しておく場合

デフォルトでは、サーバの電源は投入されています。

ステップ 5 サービスプロファイルがサーバに関連付けられた後にそのサービスプロファイルの移行を制限す

る場合は、[Restrict Migration] チェックボックスをオンにします。
移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェアが類似

していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

ステップ 6 （任意） [Firmware Management]領域で次の手順を実行して、サービスプロファイルに関連付け
られているサーバで、ポリシーを使用してファームウェアをアップデートします。

a) [Firmware Management]バーの下矢印をクリックして、領域を展開します。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ホストファームウェアパッケージをこのサービスプロファ

イルと関連付けるには、その名前をドロップダウンリストか

ら選択します。

[Host Firmware]ドロップダウ
ンリスト

ホストファームウェアパッケージを作成する場合は、このリ

ンクをクリックします。

[Create Host Firmware Package]
リンク
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ステップ 7 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 9：動作ポリシーの追加, （611ページ）を実行します。

ページ 9：動作ポリシーの追加

この手順は、ページ 8：サーバの割り当ての指定, （609ページ）から直接続くものです。 [Create
Service Profile (expert)]ウィザードの [Operational Policies]ページでサービスプロファイルに動作ポ
リシーを追加する方法について説明します。これらのポリシーは、任意です。

手順

ステップ 1 デフォルトのBIOS設定を上書きし、サービスプロファイル全体で設定するには、下矢印をクリッ
クして [BIOS Configuration]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[BIOS Policy]ドロップダウンリストで適切な BIOSポリ
シーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルテンプレートで使用できるBIOSポリシーを作成するには、
[create bios policy][Create BIOSPolicy]をクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を
入力してから、[BIOS Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

BIOSポリシーの作成方法の詳細については、BIOSポリシーの作成, （470ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 2 サーバの Cisco Integrated Management Controller（CIMC）への外部アクセスを提供するには、下矢
印をクリックして [External IPMIManagement Configuration]バーを展開し、IPMIプロファイルおよ
び Serial over LANポリシーを追加します。
外部アクセスを提供しない場合は、ステップ 4に進みます。

ステップ 3 サービスプロファイルに IPMIプロファイルを追加するには、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[IPMI Access Profile]ドロップダウンリストで適切な IPMI
プロファイルを選択します。

• [IPMI Access Profile]ドロップダウンリスト適切なユーザアクセスが設定されている IPMIプ
ロファイルが含まれていない場合、[Create Access IPMI Profile]リンクをクリックし、すべて
のサービスプロファイルで使用できる IPMIプロファイルを作成して、そのプロファイルを
[IPMI Access Profile]ドロップダウンリストから選択します。

IPMIプロファイルの作成方法の詳細については、IPMIアクセスプロファイルの作成, （473ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 4 サービスプロファイルに Serial over LANポリシーを追加するには、次のいずれかの手順を実行し
ます。
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•既存のポリシーを追加するには、[SoL Configuration Profile]ドロップダウンリストで適切な
Serial over LANポリシーを選択します。

•このテンプレートから作成されたサービスプロファイルだけが使用できるSerial over LANポ
リシーを作成するには、[Create a Specific SoL Policy][Create a Specific SoL Policy]を[SoL
Configuration Profile]ドロップダウンリストから選択して[Admin State]フィールドと[Speed]
ドロップダウンリストに値を入力します。

•すべてのサービスプロファイルテンプレートが使用できる Serial over LANポリシーを作成
するには、[Create Serial over LAN Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィー
ルドに値を入力してから、[SoL Configuration Profile]ドロップダウンリストでそのポリシー
を選択します。

Serial over LANポリシーの作成方法の詳細については、Serial over LANポリシーの作成, （486ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 5 サーバの CIMCへの外部アクセスに必要な管理 IPを設定するには、下矢印をクリックして
[Management IP Address]バーを展開し、次の手順を実行します。
a) [Management IP Address Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択し
ます。

• [None]：管理 IPアドレスがサービスプロファイルを介してサーバに割り当てられていま
せん。管理 IPアドレスは、サーバ上で定義される CIMC管理 IPアドレスに基づいてい
ます。

• [Static]：サービスプロファイルによって、スタティック管理 IPアドレスが関連付けられ
たサーバに割り当てられます。サービスプロファイルを新しいサーバに移行すると、管

理 IPv4アドレスもサービスプロファイルとともに移動します。

Cisco UCSManager GUIには、スタティック IPアドレスを定義できる [Static IP Address]領
域が表示されます。

• [IP-pool-name]：サービスプロファイルは、選択した IPプールから関連付けられたサーバ
に管理 IPアドレスを割り当てます。

[Create IP Pool]をクリックして、すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイ
ルテンプレートが使用できる IPアドレスのグローバルプールを作成します。

b) [Static]を選択した場合は、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

サービスプロファイルを通してサーバに割り当てられた管理

IPアドレス。
[IP Address]フィールド

管理 IPアドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

管理 IPアドレスのデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド
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ステップ 6 しきい値をモニタし、関連付けられているサーバの統計情報を収集するには、下矢印をクリック

して [Monitoring Configuration(Thresholds)]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Threshold Policy]ドロップダウンリストで適切なしきい値
ポリシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルで使用できるしきい値ポリシーを作成するには、[Create
Threshold Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を入力してか
ら、[Threshold Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

しきい値ポリシーの作成方法の詳細については、サーバおよびサーバコンポーネントのしきい値

ポリシーの作成 , （808ページ）を参照してください。

ステップ 7 電力制御ポリシーとサービスプロファイルを関連付けるには、下矢印をクリックして [PowerControl
Policy Configuration]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Power Control Policy]ドロップダウンリストで適切な電力
制御ポリシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルで使用できる電力制御ポリシーを作成するには、[CreatePower
ControlPolicy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を入力してから、
[Power Control Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

電源モジュールの制御ポリシーの作成方法の詳細については、電力制御ポリシーの作成, （695
ページ）を参照してください。

ステップ 8 スクラブポリシーとサービスプロファイルを関連付けるには、下矢印をクリックして [ScrubPolicy]
バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストで適切なスクラブポ
リシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルで使用できるスクラブポリシーを作成するには、[CreateScrub
Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を入力してから、[Scrub
Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

スクラブポリシーの作成方法の詳細については、スクラブポリシーの作成, （485ページ）を参
照してください。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
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サーバ ID を継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

b) [Description]フィールドに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Primary vNIC]セクション

このサービスプロファイル用に vNICを作成する場合は、この
チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセクション内の残
りのフィールドが表示されます。

[Primary vNIC]チェックボック
ス

vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この vNICが関連付けられるファブリックインターコネクト。[Fabric]フィールド

この vNICが関連付けられる LAN。[Network]ドロップダウンリス
ト

[Secondary vNIC]セクション
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説明名前

このサービスプロファイル用に別の vNICを作成する場合は、
このチェックボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセクション内
の残りのフィールドが表示されます。

[Secondary vNIC]チェックボッ
クス

vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この vNICが関連付けられるファブリックインターコネクト。[Fabric]フィールド

この vNICが関連付けられる LAN。[Network]ドロップダウンリス
ト

ステップ 7 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vHBAs]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Primary vHBA]セクション

このサービスプロファイル用に vHBAを作成する場合は、この
チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセクション内の残
りのフィールドが表示されます。

[Primary vHBA]チェックボック
ス

vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この vHBAが関連付けられるファブリックインターコネクト。
プライマリ vHBAをセカンダリ vHBAと同じファブリックに関
連付けてはいけません。

[Fabric]フィールド

[Secondary vHBA]セクション
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説明名前

このサービスプロファイル用に別の vHBAを作成する場合は、
このチェックボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセクション内
の残りのフィールドが表示されます。

[Secondary vHBA]チェックボッ
クス

vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

この vHBAが関連付けられるファブリックインターコネクト。
セカンダリ vHBAをプライマリ vHBAと同じファブリックに関
連付けてはいけません。

[Fabric]フィールド

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

[Primary Boot Device]セクション

このサービスプロファイル用にブートデバイスを設定する場合

は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボッ

クスをオンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセクショ
ン内の残りのフィールドが表示されます。

[Primary Boot Device]チェック
ボックス
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説明名前

次のいずれかになります。

• [local-disk]：サーバは、ローカルディスクからブートしま
す。

このオプションを選択すると、セカンダリブー

トタイプに [local-disk]と [san]を選択できなくな
ります。

（注）

• [san]：サーバは、SANに保存されたイメージからブートし
ます。このオプションを選択すると、Cisco UCS Manager
GUIに [SAN]領域が表示されます。

• [Lan]：サーバは LANからブートされます。このオプショ
ンを選択すると、Cisco UCSManager GUIに [Network]領域
が表示され、サーバの PXEブートに使用する vNICを指定
できるようになります。

• [CD-ROM]：サーバは仮想 CD-ROMからブートします。

• [Floppy]：サーバは仮想フロッピーからブートします。

[Type]フィールド

[Type]が [san]に設定されている場合、この領域には次のフィー
ルドが表示されます。

• [vHBA]：SANブートイメージにアクセスするために使用
される vHBA

• [LUN]：ブートイメージの場所に対応する LUN

• [WWN]：ブートイメージの場所に対応するWWN

[SAN]領域

[Type]に [lan]を設定した場合、この領域に [vNIC]ドロップダ
ウンリストが表示され、サーバのブートに使用する vNICを選
択できます。

[Network (PXE)]領域

[Secondary Boot Device]セクション

このサービスプロファイル用に別のブートデバイスを設定する

場合は、このチェックボックスをオンにします。このチェック

ボックスをオンにすると、CiscoUCSManagerGUIに、このセク
ション内の残りのフィールドが表示されます。

[Secondary Boot Device]チェッ
クボックス

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 617

サービスプロファイルの作成



説明名前

次のいずれかになります。

• [local-disk]：サーバは、ローカルディスクからブートしま
す。

• [san]：サーバは、SANに保存されたイメージからブートし
ます。このオプションを選択すると、Cisco UCS Manager
GUIに [SAN]領域が表示されます。

• [Lan]：サーバは LANからブートされます。このオプショ
ンを選択すると、Cisco UCSManager GUIに [Network]領域
が表示され、サーバの PXEブートに使用する vNICを指定
できるようになります。

• [CD-ROM]：サーバは仮想 CD-ROMからブートします。

• [Floppy]：サーバは仮想フロッピーからブートします。

[Type]フィールド

[Type]に [san]を設定した場合、この領域に次のフィールドが表
示されます。

• [vHBA]：SANブートイメージにアクセスするために使用
される vHBA

• [LUN]：ブートイメージの場所に対応する LUN

• [WWN]：ブートイメージの場所に対応するWWN

[SAN]領域

[Type]に [lan]を設定した場合、この領域に [vNIC]ドロップダ
ウンリストが表示され、サーバのブートに使用する vNICを選
択できます。

[Network (PXE)]領域

ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)]領域の [Select]カラムで、サーバのオプションボタンをク
リックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストで、サービスプロファイルを作成
する組織を選択します。

b) [Hardware Based Service Profile]オプションボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して適用し、サービスプロファイルを作
成してからサーバに関連付けます。

ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストで、サービスプロファイルを作成
する組織を選択します。

b) [Hardware Based Service Profile]オプションボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して適用し、サービスプロファイルを作
成してからサーバに関連付けます。

サービスプロファイルテンプレートの操作

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルテンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、Create Service Profile Templateを選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile Template]ウィザードで、次の手順を実行します。

•ページ 1：サービスプロファイルテンプレートの識別, （621ページ）

•ページ 2：ネットワーキングオプションの指定, （622ページ）

•ページ 3:ストレージオプションの指定, （630ページ）

•ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （637ページ）

•ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （639ページ）

•ページ 6：サーバのブート順序の設定, （644ページ）
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•ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （649ページ）

•ページ 8：サーバの割り当てオプションの指定, （651ページ）

•ページ 9：動作ポリシーの追加, （652ページ）

ページ 1：サービスプロファイルテンプレートの識別

この手順は、サービスプロファイルテンプレートの作成,（620ページ）に記載されているステッ
プから直接続くものです。 [Create Service Profile Template]ウィザードの [Identify Service Profile]
ページで、サービスプロファイルテンプレートの IDを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Name]フィールドに、このサービスプロファイルテンプレートの識別に使用できる一意の名前
を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、この
名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで一

意である必要があります。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 2 [Type]フィールドで、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテンプレートから作成されたサービス
プロファイルはアップデートされません。

• [UpdatingTemplate]：テンプレートが変更されると、このテンプレートから作成されたサービ
スプロファイルがアップデートされます。

ステップ 3 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。[Select (pool default used
by default)]

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは
製造元によってサーバに割り当てられたUUID値に設定されます。サー
ビスプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

[Hardware Default]
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プー
ルから UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUID
の合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

Pools Pool_Name

ステップ 4 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルテンプレートの説明を入力します。

サービスプロファイルテンプレートのユーザ定義の説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く
文字やスペースを使用できます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 2：ネットワーキングオプションの指定, （622ページ）の手順を完了します。

ページ 2：ネットワーキングオプションの指定

この手順は、ページ 1：サービスプロファイルテンプレートの識別, （621ページ）から直接続く
ものです。 [Create Service Profile Template]ウィザードの [Networking]ページで、LAN接続を含む
ネットワーキングオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 （任意） ダイナミック vNICをサポートするアダプタを備えるサーバにこのテンプレートから作
成されたサービスプロファイルを割り当てる予定の場合、[Dynamic vNIC Connection]ドロップダ
ウンリストで次のオプションのいずれかを選択します。

説明オプション

ダイナミック vNICをサポートしないアダプタを備えるサーバには、
ダイナミック vNIC接続ポリシーなしでサービスプロファイルテンプ
レートを作成できます。このオプションでは、テンプレートにダイナ

ミック vNIC接続ポリシーは含まれません。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設
定する場合は、このオプションを選択します。

ステップ 4に進みます。

[Select a Policy to use]
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説明オプション

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるダイナ

ミック vNIC接続ポリシーを作成できます。

ステップ 2に進みます。

[Create a Specific Dynamic
vNIC Connection Policy]

ドロップダウンリストの最下部にあるリストから既存のダイナミック

vNIC接続ポリシーを選択します。CiscoUCSManagerで、サービスプ
ロファイルテンプレートにこのポリシーが割り当てられます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルおよびテンプレートがアクセスできるポリシーを作成する場合は、

ステップ 3に進みます。それ以外の場合は、ステップ 4に進みます。

[Dynamic vNICConnection
Policies] Policy_Name

ステップ 2 （任意） [Create a Specific Dynamic vNIC Connection Policy]をクリックした場合、このサービスプ
ロファイルだけが使用できる新しいダイナミック vNIC接続ポリシーを作成するには、次の手順
を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すで

に存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリ

ストに表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

ダイナミック vNICは Cisco UCSで常に保護されますが、優
先するファブリックがある場合はこのフィールドを使用して

それを選択することができます。次のいずれかを選択できま

す。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックBにフェー
ルオーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリック Bを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックAにフェー
ルオーバーします。

• [Protected]：CiscoUCSは、使用可能であればどのファブ
リックでも使用します。

[Protection]フィールド
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b) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 （任意） すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートが使用できるダイナミック vNIC接
続ポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

a) [Create Dynamic vNIC Connection Policy]をクリックします。
b) [Create Dynamic vNIC Connect Policy]ダイアログボックスで、フィールドに値を入力します。
詳細については、『Cisco UCS Manager VM-FEX Configuration Guide』を参照してください。

c) [OK]をクリックします。
d) [Dynamic vNIC Connection]ドロップダウンリストで、作成したポリシーを選択します。
e) ステップ 4に進みます。

ステップ 4 [How would you like to configure LAN connectivity?]フィールドで、次のオプションのいずれかをク
リックします。

説明オプション

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルに、デュアルファ

ブリックモードで最大 2つの vNICを作成できます。

ステップ 5に進みます。

[Simple]

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルに、vNICを無制
限に作成できます。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定する場合は、ステップ 7
に進みます。そのほかすべての設定については、ステップ 6に進みます。

[Expert]

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルには、LAN接続用
の vNICは含まれません。これらのサービスプロファイルに関係付けられて
いるサーバは、後で個別のサービスプロファイルを変更する場合を除き、

LANと通信できません。

ステップ 9に進みます。

[No vNICs]

このサービスプロファイルに対して LAN接続ポリシーを使用できるように
します。

ステップ 8に進みます。

同じサービスプロファイルに、LAN接続ポリシーと、ローカルで
作成されたvNICを設定することはできません。サービスプロファ
イルに LAN接続ポリシーを追加すると、既存の vNIC設定はすべ
て消去されます。

（注）

[Use Connectivity
Policy]

ステップ 5 （任意） シンプル LAN接続オプションを選択し、iSCSIブート用にこのサービスプロファイル
を設定していない場合、次の手順を実行します。

a) [vNIC 0 (Fabric A)]領域で、次の手順を実行します。

• [Name]フィールドに、vNICの一意の名前を入力します。
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• [Select Native VLAN]ドロップダウンリストで、この vNICが通信する VLANの名前を選
択します。

必要なVLANがドロップダウンリストに表示されない場合は、[Create VLAN]リンクをクリッ
クします。詳細については、ネームド VLANの作成, （261ページ）を参照してください。

b) この vNICに VLANを作成するには、[vNIC 1 (Fabric B)]領域でステップ 2aを繰り返します。
c) ステップ 9に進みます。

ステップ 6 エキスパート LAN接続オプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create vNICs]ダイアログボックスを開きま
す。

b) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。

説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク
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説明名前

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

c) [Fabric Interconnect]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

d) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

e) [OK]をクリックします。

ステップ 7 エキスパート LAN接続オプションを選択し、iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定
している場合、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]バーを展開します。
b) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスを開
きます。

c) 次のフィールドに値を入力して、iSCSI vNICの ID情報を指定します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（ある場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（ある場合）。

[iSCSIAdapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICに使用可能な新しい iSCSIアダプタポリ
シーを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられたMACアドレス（ある場
合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIには [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSIvNICに関連付けられたMACプール（ある場合）。[MAC Pool]フィールド
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説明名前

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN（ある場合）。
デフォルトの VLANは defaultです。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よび Cisco UCS M82-8P仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定する VLANはオーバーレイ vNIC
上のネイティブ VLANと同じである必要がありま
す。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICに割
り当てられたどの VLANにすることもできます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリス
ト

d) [OK]をクリックします。
e) 追加の iSCSI vNICを作成するために、ステップ bから dを繰り返します。

ステップ 8 [Use Connectivity Policy]を選択した場合、次の手順を実行します。

•既存の LAN接続ポリシーを使用するには、[LAN Connectivity Policy]ドロップダウンリスト
でそのポリシーを選択します。

•既存の LAN接続のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがアク
セスできるポリシーを作成する場合は、[Create LAN Connectivity Policy]リンクをクリック
し、フィールドに値を入力します。

LAN接続のポリシーの詳細については、LAN接続ポリシーの作成, （321ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 3:ストレージオプションの指定, （630ページ）を実行します。

ページ 3: ストレージオプションの指定

この手順は、ページ 2：ネットワーキングオプションの指定, （622ページ）から直接続くもので
す。 [Create Service Profile Template]ウィザードの [Storage]ページでサービスプロファイルテン
プレートのストレージオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Local Storage]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。
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説明オプション

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルにデフォル

トのローカルディスクストレージポリシーを割り当てます。

ステップ 4に進みます。

[Select Local Storage Policy
to use]

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルだけがアクセ

スできるローカルディスクポリシーを作成できます。

ステップ 2に進みます。

[Create a Specific Storage
Policy]

ドロップダウンリストの最下部にあるリストから既存のローカルディ

スクポリシーを選択できるようになります。 Cisco UCS Managerで、
このテンプレートから作成された各サービスプロファイルにこのポリ

シーが割り当てられます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルおよびテンプレートがアクセスできる新しいポリシーを作成する場

合は、ステップ 3に進みます。それ以外の場合は、ステップ 4に進み
ます。

Storage Policies
Policy_Name

ステップ 2 （任意） [Create a Specific Storage Policy]を選択し、このサービスプロファイルテンプレートから
作成されたサービスプロファイルだけが使用できる新しいポリシーを作成する場合は、次の手順

を実行します。

a) [Mode]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

• [No Local Storage]：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。このオプ
ションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、ロー

カルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0 Striped]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スルー
プットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、

すべてのデータが失われます。

• [RAID 1 Mirrored]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生
した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの
小さい方の空き容量に等しくなります。

• [Any Configuration]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用しま
す。

• [NoRAID]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままに
するサーバ設定で使用します。

[No RAID]を選択し、このポリシーをすでにRAIDストレージが設定されているオペレー
ティングシステムを使用するサーバに適用した場合、システムによってディスクの内容

が削除されません。そのため、[No RAID]モードの適用後に違いがわからないことがあ
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ります。これにより、ポリシー内の RAID設定と、サーバの[Inventory] > [Storage]タブに
表示される実際のディスク設定の間に不一致が生じる場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させるには、No RAIDコンフィギュ
レーションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用

します。

• [RAID 5 Striped Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各
ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ

情報が格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切
なデータスループットを提供します。

• [RAID 6 Striped Dual Parity]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、2
つのパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する保護を提供
します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID10 Mirrored and Striped]：RAID 10はミラー化されたディスクのペアを使用して、完
全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。

一部の Cisco UCSサーバでは、特定の RAID設定オプションにライセンスが必要で
す。 Cisco UCSManagerがこのローカルディスクポリシーを含むサービスプロファ
イルをサーバに関連付けると、Cisco UCSManagerは、選択した RAIDオプションに
適切なライセンスが付与されていることを確認します。問題がある場合は、サービ

スプロファイルの関連付け中に Cisco UCS Managerによって設定エラーが表示され
ます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware
Installation Guide』を参照してください。

（注）

b) サーバとサービスプロファイルとの関連付けが解除されても、ローカルディスク設定ポリシー
内の設定を保持したい場合、[Protect Configuration]チェックボックスをオンにします。
サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新しいサービスプロファイルが関

連付けられると、新しいサービスプロファイルのProtectConfigurationプロパティが優先され、
前のサービスプロファイルの設定は上書きされます。

このオプションがイネーブルの状態でサーバとサービスプロファイルの関連付けを

解除した後、そのサーバに新しいサービスプロファイルを関連付け、そのサービス

プロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに前とは異なるプロパティが含ま

れていると、サーバから設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗します。

（注）

c) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 （任意） すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートが使用できるローカルディスク設

定ポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

a) [Create Local Disk Configuration Policy]リンクをクリックします。
b) [Create Local Disk Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
詳細については、ローカルディスク設定ポリシーの作成,（479ページ）を参照してください。

c) [OK]をクリックします。
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d) [Local Storage]ドロップダウンリストで、作成したポリシーを選択します。

ステップ 4 [How would you like to configure SAN storage?] フィールドで、次のオプションのいずれかをクリッ
クします。

説明オプション

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルに、最大 2つの
vHBAを作成できます。

ステップ 5に進みます。

[Simple]

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルに、vHBAを無
制限に作成できます。

ステップ 6に進みます。

[Expert]

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルには、ファイバ

チャネル SAN接続用の vHBAは含まれません。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設定す
る場合は、このオプションを選択します。

ステップ 8に進みます。

[No vHBAs]

このサービスプロファイルに対して SAN接続ポリシーを使用できるよう
にします。

ステップ 7に進みます。

同じサービスプロファイルに、SAN接続ポリシーと、ローカル
で作成された vHBAを設定することはできません。サービスプ
ロファイルに SAN接続ポリシーを追加すると、既存の vHBA設
定はすべて消去されます。

（注）

[Use Connectivity
Policy]

ステップ 5 （任意） シンプル SANストレージオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [WWNN Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択し
ます。

• [Manual Using OUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[World Wide Node
Name]フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指
定したWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、
括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。
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b) [vHBA 0 (Fabric A)]領域で、次のフィールドに値を入力します。

• [Name]フィールドに、vHBAの一意の名前を入力します。

• [Select VSAN]ドロップダウンリストで、この vHBAを関連付けるVSANの名前を選択し
ます。

必要なVSANがドロップダウンリストに表示されない場合は、[Create VSAN]リンクをクリッ
クします。詳細については、ネームド VSANの作成, （362ページ）を参照してください。

c) この vHBAにVSANを作成するには、[vHBA 1 (Fabric B)]領域でステップ 5bを繰り返します。
d) ステップ 8に進みます。

ステップ 6 （任意） エキスパート SANストレージオプションを選択した場合、次の手順を実行します。
a) [WWNN Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、[Select (pool default used by default)] を選択し
ます。

• [Manual Using OUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[World Wide Node
Name]フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here]リンクをクリックして、指
定したWWNNが使用可能であることを確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。
各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、
括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

b) テーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create vHBA]ダイアログボックスを開きま
す。

c) 次のフィールドに値を入力して、vHBAの ID情報を指定します。

説明名前

この vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド
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説明名前

テンプレートを使用してvHBAを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vHBA
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vHBAテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vHBA Template]チェック
ボックス

vHBAテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create vHBA Template]リンク

Cisco UCSがWorld Wide Port Nodeを vHBAに割り当てる方
法。 Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、この
フィールドを [Select (pool default used by default)]のまま
にします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場
合は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、
[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、または
[5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用する
WWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換
性を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプー
ル名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが

括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使

用可能なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプー
ル内のアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ている場合、2つのプールカテゴリがある可能性があり
ます。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカル
に定義され、[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義さ
れます。

[WWPN Assignment]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な
新しいWWPNプールを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create WWPN Pool]リンク
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説明名前

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレー
トのいずれかに設定されている場合、手動で割り当てた

WWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの
範囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリン
クをクリックします。

[WWPN]フィールド

d) [VSAN]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

[Fabric ID]フィールド

この vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リストボックス

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

この vHBAが関連付けられる SANピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
ストボックス

ピングループを作成する場合は、このリンクをクリックしま

す。

[Create SAN Pin Group]リンク

次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[Persistent Binding]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[Max Data Field Size]フィール
ド

[Operational Parameters]セクション

この vHBAと関連付ける統計しきい値ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリストボックス
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e) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vHBAと関連付けるファイバチャネルアダプタポリ
シー。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリストボックス

ファイバチャネルアダプタポリシーを作成する場合は、こ

のリンクをクリックします。

[Create Fibre Channel Adapter
Policy]リンク

この vHBAと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト
ボックス

QoSポリシーを作成する場合は、このリンクをクリックしま
す。

[Create QoS Policy]リンク

f) [OK]をクリックします。
g) ステップ 8に進みます。

ステップ 7 [Use Connectivity Policy]を選択した場合、次の手順を実行します。

•既存の SAN接続ポリシーを使用するには、[SAN Connectivity Policy]ドロップダウンリスト
でそのポリシーを選択します。

•既存の SAN接続のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがアク
セスできるポリシーを作成する場合は、[Create SAN Connectivity Policy]リンクをクリック
し、フィールドに値を入力します。

SAN接続のポリシーの詳細については、SAN接続ポリシーの作成, （404ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （637ページ）を実行します。

ページ 4: ファイバチャネルの [Zoning] オプションの設定

この手順は、ページ 3:ストレージオプションの指定, （630ページ）から直接続くものです。
[Create Service Profile Template]ウィザードの [Zoning]ページで、サービスプロファイルに対する
ファイバチャネルのゾーン分割に必要なvHBAイニシエータグループを設定する方法について説
明します。
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手順

ステップ 1 まだ実行していない場合は、次の手順に従い、1つ以上の vHBAイニシエータグループを作成し
ます。

a) [Select vHBA Initiator Groups]テーブルの最下部のアイコンバーの [+]をクリックします。
b) [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

この vHBAイニシエータグループに関連付けられたストレー
ジ接続ポリシー。次のいずれかになります。

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダ
ウンリストからそのポリシーを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIには、[Global Storage Connection Policy]領
域のポリシーとその FCターゲットエンドポイントの情
報が表示されます。

グローバルに使用可能な新しいストレージ接続ポリシー

を作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをク
リックします。

•このvHBA発信者グループにのみ使用できるローカルス
トレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy]オプションを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIには、ローカルストレージ接続ポリシーを
設定できる [Specific Storage Connection Policy]領域が表示
されます。

[Storage Connection Policy]ド
ロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテ

ンプレートに使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作

成するには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection
Policy]リンク
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ストレージ接続ポリシーの作成方法の詳細については、ファイバチャネルストレージ接続ポ

リシーの作成, （424ページ）を参照してください。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 2 [Select vHBA Initiators]テーブルで、vHBAイニシエータグループに追加する 1つ以上の vHBAイ
ニシエータをクリックします。

ステップ 3 [Select vHBA Initiator Groups]テーブルで、選択した vHBAイニシエータの追加先である vHBAイ
ニシエータグループをクリックします。

ステップ 4 [>> Add To >>]ボタンをクリックして、選択した vHBAイニシエータグループに選択した vHBA
イニシエータを追加します。

ステップ 5 vHBAイニシエータを、関連付けられているサーバとの通信先となるゾーンに必要なすべての
vHBAイニシエータグループに追加して [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （639ページ）を実行します。

ページ 5：vNIC/vHBA 配置の設定

この手順は、ページ 4:ファイバチャネルの [Zoning]オプションの設定, （637ページ）から直接
続くものです。 [Create Service Profile Template]ウィザードの [vNIC/vHBA Placement]ページで、
vNICおよび vHBAの配置を設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Select Placement]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けられる

すべてのサーバの vNIC/vHBA配置がCisco UCSManagerで決定されるよう
に指定します。配置は、[PCIOrder]テーブルの順序セットによって決定さ
れます。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルまたはテンプレートを設定す
る場合は、このオプションを選択します。

iSCSIブート用にこのサービスプロファイルを設定する場合は、ステップ
5に進みます。すべての設定については、ステップ 2に進みます。

[Let System Perform
Placement]
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説明オプション

次の機能が利用できるようになります。

•このサービスプロファイルテンプレートに関連付けられた vNICと
vHBAを仮想ネットワークインターフェイス（vCON）に明示的に割
り当てます。

• vCONに割り当てられるタイプの vNICと vHBAを、手動または
vNIC/vHBA配置ポリシーで設定します。

ステップ 3に進みます。

[Specify Manually]

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに既存のvNIC/vHBA
配置ポリシーを割り当てます。このオプションを選択した場合、CiscoUCS
Managerでポリシーの詳細が表示されます。

vNIC/vHBA配置ポリシーが Cisco UCS Managerに設定されていない場合、
このオプションはドロップダウンリストに表示されないことがあります。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルお

よびテンプレートがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create
Placement Policy]をクリックし、ステップ 4に進みます。それ以外の場合
は、ステップ 5に進みます。

[vNIC/vHBA
Placement Profiles
Placement Profile
Name]

ステップ 2 （任意） [Let System Perform Placement]を選択した場合、次の手順を実行します。
a) 次のボタンの 1つ以上を使用して、vNICおよび vHBAの順序を調整します。

説明名前

リスト内で、選択した vNICまたは VHBAを
より高いプライオリティに移動します。

[Move Up]ボタン

リスト内で、選択した vNICまたは VHBAを
より低いプライオリティに移動します。

[Move Down]ボタン

選択した vNICまたは vHBAを削除します。[Delete]ボタン

すての vNICおよび vHBAを元の順番に戻し
ます。

[Reorder]ボタン

現在選択されている vNICまたは vHBAを変
更できます。

その vNICまたは vHBAに対して名
前以外のすべてのオプションを変更

できます。

（注）

[Modify]ボタン
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b) ステップ 5に進みます。

ステップ 3 （任意） [Specify Manually]を選択した場合、次の手順を実行します。
a) [vNIC/vHBA]テーブルの適切なタブで、vNICまたは vHBAをクリックします。
b) 必要に応じて、[Virtual Host Interface]テーブルで vCoN行をクリックし、[Selection Preference]
カラムで次のいずれかの値を選択します。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられ
ているかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てるこ
とができます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを
明示的に割り当てることができます。

• [ExcludeDynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのス
タティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。 vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

c) [Assign]をクリックします。
割り当てを取り消す場合は、[Remove]をクリックします。

d) すべての vNICおよび vHBAを割り当てるまで、ステップ a～ cを繰り返します。
e) すべての vNICおよび vHBAの配置を指定したら、ステップ 5に進みます。

ステップ 4 [Create Placement Policy]をクリックした場合、[Create Placement Policy]ダイアログボックスで次の
手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド
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説明名前

[Virtual Slot Mapping Scheme]
フィールド
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説明名前

Cisco UCSは、仮想ネットワークインターフェイス（vCon）
接続をサーバの PCIeアダプタカードに割り当てます。各
vConは、vNICおよび vHBAを割り当てることができる物理
アダプタの仮想表現です。

1つのアダプタを持つブレードまたはラックサーバでは、
Cisco UCSは、すべての vConをそのアダプタに割り当てま
す。 4つのアダプタを持つサーバでは、Cisco UCSは、vCon1
を Adapter1、vCon2を Adapter2、vCon3を Adapter3、vCon4
を Adapter4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを備えたブレードまたはラックサー
バについて、Cisco UCSは、選択した仮想スロットマッピン
グスキームに基づいて vConを割り当てます。次のいずれか
になります。

• [Round Robin]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon3を Adapter1に割り当
て、次に vCon2と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2と vCon4を Adapter2、vCon3
を Adapter3に割り当てます。

これはデフォルトのスキームです。

• [Linear Ordered]：2つのアダプタカード付きのサーバで
は、Cisco UCSは、vCon1と vCon2を Adapter1に割り当
て、次に vCon3と vCon4を Adapter2に割り当てます。

3つのアダプタカード付きのサーバでは、CiscoUCSは、
vCon1を Adapter1、vCon2を Adapter2に割り当て、次に
vCon3と vCon4を Adapter3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバで
は、2つのアダプタには左から右に番号が付けられ、

（注）

vConには右から左に番号が付けられます。いずれ
かのブレードサーバに単一のアダプタがある場合、

CiscoUCSは、すべてのvConをそのアダプタに割り
当てます。サーバに 2つのアダプタがある場合、
vConsの割り当ては、仮想スロットマッピングス
キームによって異なります。

• [Round Robin]：Cisco UCSは、vCon2と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon3を
Adapter2に割り当てます。これはデフォルト
です。
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説明名前

[Linear Ordered]：CiscoUCSは、vCon3と vCon4
を Adapter1に割り当て、vCon1と vCon2を
Adapter2に割り当てます。

•

Cisco UCSによって vConが割り当てられた後、各 vConの
[Selection Preference]に基づいて vNICと vHBAが割り当てら
れます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference]カラムで、ドロップダウンリストから次のいずれかを
選択します。

• [All]：明示的に割り当てられているか、未割り当てであるか、または動的に割り当てられ
ているかどうかに関係なく、すべての設定済みの vNICと vHBAを vConに割り当てるこ
とができます。これはデフォルトです。

• [Assigned Only]：vNICと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルまたは vNICまたは vHBAのプロパティを介して、vNICおよび vHBAを
明示的に割り当てることができます。

• [ExcludeDynamic]：ダイナミック vNICと vHBAを vConに割り当てることはできません。
vConは、未割り当てか、または明示的に割り当てられているかに関係なく、すべてのス
タティック vNICと vHBAに対して使用できます。

• [Exclude Unassigned]：未割り当ての vNICと vHBAを vConに割り当てることはできませ
ん。 vConは、明示的に割り当てられているダイナミック vNICと vHBA、およびスタ
ティック vNICと vHBAに対して使用できます。

c) [OK]をクリックします。
d) ダイアログボックスを閉じたら、作成したポリシーを [SelectPlacement]ドロップダウンリスト
で選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 6：サーバのブート順序の設定, （644ページ）を実行します。

ページ 6：サーバのブート順序の設定

この手順は、ページ 5：vNIC/vHBA配置の設定, （639ページ）から直接続くものです。 [Create
Service Profile Template]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、サーバのブート順序オプショ
ンを設定する方法について説明します。
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ブートポリシーのブート順序には、ローカルディスクと SAN LUNの両方ではなく一方のみ
をインクルードし、サーバが誤ったストレージタイプからブートしないようにすることを推

奨します。ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定さ
れていて、オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が
誤っている場合、サーバがSANLUNではなくローカルディスクからブートする場合がありま
す。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

手順

ステップ 1 [Boot Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルにデフォル

トのブートポリシーを割り当てます。

ステップ 9に進みます。

[Select Boot Policy to use]

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルだけがアクセ

スできるローカルブートポリシーを作成できます。

ステップ 3に進みます。

[Create a Specific Boot
Policy]

このテンプレートから作成された各サービスプロファイルに既存の

ブートポリシーを割り当てます。このオプションを選択した場合、

Cisco UCS Managerでポリシーの詳細が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルおよびテンプレートがアクセスできるポリシーを作成する場合は、

ステップ 2に進みます。それ以外の場合は、リストでポリシーを選択
し、ステップ 9に進みます。

[Boot Policies
Policy_Name]

ステップ 2 [Create Boot Policy]をクリックして、すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートが使用
できるブートポリシーを作成する場合、次の手順を実行します。

a) [Create Boot Policy]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。
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b) ステップ 3に進みます。

ステップ 3 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
対して選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順で最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着しても、ブート順に直接影響は及ぼされず、サーバはリブートされませ

ん。

ステップ 4 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスを確認します。

•これをオンにすると、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリ
ストされている vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICの 1つ以上がサービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかをレポートします。

•オフになっている場合、（ブートオプションに適するように）Cisco UCS Managerはサービ
スプロファイルのサーバ設定から vNIC、vHBA、または iSCSI vNICを使用します。ブート
ポリシーで指定された vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICがサービスプロファイルのサー
バ設定と一致するかどうかはレポートしません。

ステップ 5 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手
順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• Add Local Disk

• Add CD-ROM

• Add Floppy

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 6 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 7 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [AddSANBoot]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリックします。

説明名前

SANブートに使用する vHBAの名前を入力します。[vHBA]フィールド

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
646 OL-28301-02-J  

サービスプロファイルテンプレートの操作



説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラスに定義されて
いる最初のアドレス。ブートポリシーには、1つのプラ
イマリ LAN、SAN、または iSCSIブートロケーション
のみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスクラスに定義され
ている2番目のアドレス。各ブートポリシーには、LAN
または SANのセカンダリブートロケーションを 1つだ
け設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダリブートデバ

イス」はブート順序を表す用語ではありません。同じデバイ

スクラス内での実際のブート順序は、PCIeバススキャン順
序により決定されます。

[Type]フィールド

d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクを
クリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、
[OK]をクリックします。

説明名前

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot Target WWPN]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラ
スに定義されている最初のアドレス。

ブートポリシーには、1つのプライマリ
LAN、SAN、または iSCSIブートロケー
ションのみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスク
ラスに定義されている 2番目のアドレ
ス。各ブートポリシーには、LANまた
は SANのセカンダリブートロケーショ
ンを 1つだけ設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダ

リブートデバイス」はブート順序を表す用語

ではありません。同じデバイスクラス内での

実際のブート順序は、PCIeバススキャン順序
により決定されます。

[Type]フィールド

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 8 iSCSIブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [iSCSI vNICs]領域で、[Boot Order]テーブルに追加するサーバを起動する iSCSI vNICをダブル
クリックします。

c) [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2個の iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する iSCSI vNICを選択します。

d) [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスのフィールドに値を入力して [OK]をクリック
します。

フィールドの詳細については、iSCSIブートパラメータの設定,（535ページ）を参照してくだ
さい。

e) ステップ cおよび dを繰り返し、追加の iSCSI vNICに対してブートパラメータを設定します。

ステップ 9 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートがアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （649ページ）を実行します。
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ページ 7：メンテナンスポリシーの追加

この手順は、ページ6：サーバのブート順序の設定,（644ページ）から直接続くものです。 [Create
Service Profile (expert)]ウィザードの [Maintenance Policy]ページでサービスプロファイルにメンテ
ナンスポリシーを追加する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Maintenance Policy]ドロップダウンリストで次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのメンテナンスポリシー

を割り当てます。

ステップ 4に進みます。

[Select a Maintenance Policy to
Use]（デフォルトのポリシー
が表示されます）

サービスプロファイルに既存のメンテナンスポリシーを割り当

てます。このオプションを選択すると、Cisco UCSManagerでポ
リシーの詳細が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロ

ファイルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create
Maintenance Policy]をクリックし、ステップ 2に進みます。それ
以外の場合は、リストでポリシーを選択し、ステップ4に進みま
す。

[Maintenance Policies]
[Policy_Name]

ステップ 2 [Create Maintenance Policy]をクリックして、すべてのサービスプロファイルおよびテンプレート
が使用できるメンテナンスポリシーを作成する場合、次の手順を実行します。

a) [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。 -（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以
外の特殊文字またはスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトを保存した後、この

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所

と条件についての情報を含めることを推奨し

ます。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）
を除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

サービスプロファイルがサーバに関連付けら

れているか、サーバにすでに関連付けられて

いるサービスプロファイルに変更を加えた場

合、プロセスを完了するには、サーバをリブー

トする必要があります。 [RebootPolicy]フィー
ルドは、このメンテナンスポリシーを含む

サービスプロファイルに関連付けられたサー

バについて、リブートがいつ行われるかを決

定します。次のいずれかになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルのア
ソシエーションが完了するか、サービス

プロファイルの変更がユーザによって保

存されるとすぐに、サーバが自動的にリ

ブートされます。

• [User Ack]：ユーザがサービスプロファ
イルのアソシエーションが完了するか、

または変更を行うと、サーバを手動で再

起動する必要があります。

• [Timer Automatic]：CiscoUCSはすべての
サービスプロファイルのアソシエーショ

ンと変更を、[Schedule]フィールドに示
されているスケジュールによって定義さ

れたメンテナンス期間延長します。

[Reboot Policy]フィールド

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定さ
れている場合、スケジュールによってメンテ

ナンス操作をサーバに適用できる時期が指定

されます。CiscoUCSはサーバをリブートし、
スケジュール設定された時間にサービスプロ

ファイルの変更を完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト
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説明名前

このリンクをクリックすると、このCiscoUCS
ドメイン内のすべてオブジェクトに使用でき

る新しいスケジュールが作成されます。

[Create Schedule]リンク

b) [OK]をクリックし、ステップ 3に進みます。

ステップ 3 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートがアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Maintenance Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 8：サーバの割り当てオプションの指定, （651ページ）を実行します。

ページ 8：サーバの割り当てオプションの指定

この手順は、ページ 7：メンテナンスポリシーの追加, （649ページ）から直接続くものです。
[Create Service Profile Template]ウィザードの [Server Assignment]ページで、このテンプレートから
作成されたサービスプロファイルへのサーバの割り当て方法を指定する方法について説明しま

す。

手順

ステップ 1 [Pool Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

サービスプロファイルテンプレートを作成して設定したら、サーバ

を割り当てることができます。

ステップ 2に進みます。

[Assign Later]

ドロップダウンリストの最下部のリストからサーバプールを選択し

ます。CiscoUCSManagerで、このテンプレートから作成したサービ
スプロファイルにこのプールのサーバが割り当てられます。

ステップ 2に進みます。

Select from a Pool

Pool_Name

ステップ 2 [Power State]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックして、このテンプレート
から作成されたサービスプロファイルに関連付けられた場合にサーバに適用される電源の状態を

設定します。

• [Down]：プロファイルがサーバに関連付けられる前はサーバの電源を切断しておく場合
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• [Up]：プロファイルがサーバに関連付けられる前にサーバの電源を投入しておく場合

デフォルトでは、サーバの電源は投入されています。

ステップ 3 サービスプロファイルがサーバに関連付けられた後にそのサービスプロファイルの移行を制限す

る場合は、[Restrict Migration] チェックボックスをオンにします。
移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェアが類似

していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

ステップ 4 （任意） [FirmwareManagement]領域で次の手順を実行し、このテンプレートから作成されたサー
ビスプロファイルに関連付けられているサーバで、ポリシーを使用してファームウェアをアップ

デートします。

a) [Firmware Management]バーの下矢印をクリックします。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ホストファームウェアパッケージをこのサービスプロファ

イルと関連付けるには、その名前をドロップダウンリストか

ら選択します。

[Host Firmware]ドロップダウ
ンリスト

ホストファームウェアパッケージを作成する場合は、このリ

ンクをクリックします。

[Create Host Firmware Package]
リンク

ステップ 5 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 9：動作ポリシーの追加, （652ページ）を実行します。

ページ 9：動作ポリシーの追加

この手順は、ページ 8：サーバの割り当てオプションの指定, （651ページ）から直接続くもので
す。 [Create Service Profile Template]ウィザードの [Operational Policies]ページでサービスプロファ
イルテンプレートに動作ポリシーを追加する方法について説明します。これらのポリシーは、任

意です。

手順

ステップ 1 デフォルトのBIOS設定を上書きし、サービスプロファイル全体で設定するには、下矢印をクリッ
クして [BIOS Configuration]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。
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•既存のポリシーを追加するには、[BIOS Policy]ドロップダウンリストで適切な BIOSポリ
シーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルで使用できる BIOSポリシーを作成するには、[Create BIOS
Policy]をクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を入力してから、[BIOS Policy]
ドロップダウンリストで適切な BIOSポリシーを選択します。

BIOSポリシーの作成方法の詳細については、BIOSポリシーの作成, （470ページ）を参照してく
ださい。

ステップ 2 サーバの Cisco Integrated Management Controller（CIMC）への外部アクセスを提供するには、下矢
印をクリックして [External IPMIManagement Configuration]バーを展開し、IPMIプロファイルおよ
び Serial over LANポリシーを追加します。
外部アクセスを提供しない場合は、ステップ 4に進みます。

ステップ 3 このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに IPMIプロファイルを追加するには、
次の手順のいずれかを実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[IPMI Access Profile]ドロップダウンリストで適切な IPMI
プロファイルを選択します。

•適切なユーザアクセスが設定されている IPMIプロファイルが [IPMI Access Profile]ドロップ
ダウンリストに含まれない場合、[Create Access IPMI Profile]リンクをクリックしてすべての
サービスプロファイルテンプレートで使用できる IPMIプロファイルを作成してから、[IPMI
Access Profile]ドロップダウンリストでこのプロファイルを選択します。

IPMIプロファイルの作成方法の詳細については、IPMIアクセスプロファイルの作成, （473ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 4 このテンプレートから作成したサービスプロファイルに Serial over LANポリシーを追加するに
は、次の手順のいずれかを実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[SoL Configuration Profile]ドロップダウンリストで適切な
Serial over LANポリシーを選択します。

•このテンプレートから作成されたサービスプロファイルだけが使用できるSerial over LANポ
リシーを作成するには、[Create a Specific SoL Policy]を[SoL Configuration Profile]ドロップダ
ウンリストで選択し、[Admin State]フィールドおよび[Speed]ドロップダウンリストを入力
します。

•すべてのサービスプロファイルテンプレートが使用できる Serial over LANポリシーを作成
するには、[Create Serial over LAN Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィー
ルドに値を入力してから、[SoL Configuration Profile]ドロップダウンリストでこのポリシー
を選択します。

Serial over LANポリシーの作成方法の詳細については、Serial over LANポリシーの作成, （486ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 5 サーバの CIMCへの外部アクセスに必要な管理 IPを設定するには、下矢印をクリックして
[Management IP Address]バーを展開し、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。
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[None]：管理 IPアドレスがサービスプロファイルを介してサーバに割り当てられていませ
ん。管理 IPアドレスは、サーバ上で定義される CIMC管理 IPアドレスに基づいています。

•

• [Pooled]：サービスプロファイルによって、 [Pool Name]に示すプールからの管理 IPアドレ
スが関連付けられたサーバに割り当てられます。サービスプロファイルを新しいサーバに

移行すると、管理 IPアドレスもサービスプロファイルとともに移動します。

ステップ 6 しきい値をモニタし、関連付けられているサーバの統計情報を収集するには、下矢印をクリック

して [Monitoring Configuration]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Threshold Policy]ドロップダウンリストで適切なしきい値
ポリシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルで使用できるしきい値ポリシーを作成するには、[Create
Threshold Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値を入力してか
ら、[Threshold Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

しきい値ポリシーの作成方法の詳細については、サーバおよびサーバコンポーネントのしきい値

ポリシーの作成 , （808ページ）を参照してください。

ステップ 7 電力制御ポリシーとサービスプロファイルテンプレートを関連付けるには、下矢印をクリックし

て [Power Control Policy Configuration]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Power Control Policy]ドロップダウンリストで適切な電力
制御ポリシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートで使用できる電力制御ポリシーを作成す
るには、[Create Power Control Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィール
ドに値を入力してから、[Power Control Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択
します。

電源モジュールの制御ポリシーの作成方法の詳細については、電力制御ポリシーの作成, （695
ページ）を参照してください。

ステップ 8 スクラブポリシーとサービスプロファイルテンプレートを関連付けるには、下矢印をクリック

して [Scrub Policy]バーを展開し、次のいずれかの手順を実行します。

•既存のポリシーを追加するには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストで適切なスクラブポ
リシーを選択します。

•すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートで使用できるスクラブポリシーを作成
するには、[Create Scrub Policy]リンクをクリックし、ダイアログボックスのフィールドに値
を入力してから、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでこのポリシーを選択します。

スクラブポリシーの作成方法の詳細については、スクラブポリシーの作成, （485ページ）を参
照してください。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートから 1 つ以上のサービスプロファイルを作成
する

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルの基盤として使用するサービスプロファイルテンプレートが含まれてい

る組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、[CreateService
Profiles From Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

テンプレート名に使用する接頭辞。システムによってサービス

プロファイルが作成されるとき、この接頭辞に一意の数値 IDが
追加されます。

1～ 29文字の英数字を入力します。 -（ハイフン）、_（アン
ダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊
文字またはスペースは使用できません。

たとえば、MyProfileという接頭辞を指定した場合、2つのプロ
ファイルを要求すると、最初のサービスプロファイルの名前は

MyProfile1になり、2つめの名前はMyProfile2になります。後
日、さらに 3つのプロファイルを同じ接頭辞で作成すると、そ
れらの名前はMyProfile3、MyProfile4、およびMyProfile5にな
ります。

[Naming Prefix]フィールド

作成するサービスプロファイルの数。

1～ 255の範囲内の数を入力してください。

[Number]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Template Based Service Profile]オプションボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

c) [Service Profile Template]ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファ
イルの作成元となるテンプレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Template Based Service Profile]オプションボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

c) [Service Profile Template]ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファ
イルの作成元となるテンプレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サービスプロファイルテンプレートの名前。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサー

ビスプロファイルテンプレートで一意である必要があります。

[Service Profile Template Name]
フィールド

このテンプレートを関連付ける組織を選択します。[Org]ドロップダウンリスト

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテン
プレートから作成されたサービスプロファイルはアップ

デートされません。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この
テンプレートから作成されたサービスプロファイルがアッ

プデートされます。

[Type]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルの管理

サービスプロファイルのクローン化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Clone]を選択します。

ステップ 5 [Create Clone From Service Profile]ダイアログボックスで次の作業を行います。
a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name]フィールドに入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
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この名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレー

トで一意である必要があります。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サーバまたはサーバプールとのサービスプロファイルの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 新規のサーバやサーバプールと関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを

展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Change Service Profile Association]を
選択します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManager
で、サービスプロファイルにこのプールのサーバが割り当てられます。

ステップ 7に進みます。

Server Pool

ナビゲーションツリーで使用可能な目的のサーバに移動し、サービスプロ

ファイルに割り当てられるサーバを選択します。

ステップ 7に進みます。

Server
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説明オプション

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サービスプロファイルがサーバに関連付けられた後にそのサービスプロファイルの移行を制限す

る場合は、[Restrict Migration] チェックボックスをオンにします。
移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェアが類似

していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サーバまたはサーバプールとのサービスプロファイルの関連付けの解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Managerはサーバのオペレーティン
グシステムのシャットダウンを試みます。適度な時間が経過してもオペレーティングシステム

がシャットダウンされない場合は、CiscoUCSManagerにより、サーバが強制的にシャットダウン
されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サーバやサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックして [DisassociateServiceProfile]
を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックし、サービスプロファイル
の関連付けの解除を確定します。

ステップ 6 （任意） サーバのステータスおよび Finite StateMachine（FSM;有限状態マシン）をモニタして、
アソシエーションの解除が完了したことを確認します。
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サービスプロファイルの名前変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが発生します。

•サービスプロファイルの前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前で保持
されます。

•名前の変更操作をログに記録するための新しい監査レコードが作成されます。

•前の名前で保持されていた、サービスプロファイルに対する障害のすべてのレコードは、新
しいサービスプロファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 名前を変更するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Rename Service Profile]をクリックします。

ステップ 7 [Rename Service Profile]ダイアログボックスの[New Name]フィールド[New Name]フィールドに、
サービスプロファイルの新しい名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、この
名前は同じ組織内のすべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで一

意である必要があります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルでの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバを変更するために UUIDを必要とするサービスプロファイルを選択しま
す。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 9に進みます。

[Select (pool default used by default)]

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別

のサーバに移動すると、UUIDは新しい
サーバに一致するように変更されます。

ステップ 9に進みます。

[Hardware Default]

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 8に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

ステップ 9に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXを選択した場合は、次の手順を
実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルでのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 ブート順序を変更するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 ブート順序を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy]をクリックして既存のブートポリシーを変更します。

ステップ 7 [Modify Boot Policy]ダイアログボックスで、[Boot Policy]ドロップダウンリストから次のいずれ
か 1つを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 14に進みます。

[Select Boot Policy to use]
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説明オプション

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

ステップ 8に進みます。

[Create a Specific Boot
Policy]

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[CreateBootPolicy]
をクリックし、ステップ 2に進みます。それ以外の場合はステップ
14に進みます。

[Boot Policies
Policy_Name]

ステップ 8 ブートポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy]ダイアログボックスにポリシーの
一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、オブ
ジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
対して選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順で最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着しても、ブート順に直接影響は及ぼされず、サーバはリブートされませ

ん。

ステップ 10 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスを確認します。

•これをオンにすると、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリ
ストされている vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICの 1つ以上がサービスプロファイルの
サーバ設定と一致するかどうかをレポートします。

•オフになっている場合、（ブートオプションに適するように）Cisco UCS Managerはサービ
スプロファイルのサーバ設定から vNIC、vHBA、または iSCSI vNICを使用します。ブート
ポリシーで指定された vNIC、vHBA、または iSCSIの vNICがサービスプロファイルのサー
バ設定と一致するかどうかはレポートしません。

ステップ 11 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手
順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• Add Local Disk

• Add CD-ROM
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• Add Floppy

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 12 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 13 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [AddSANBoot]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリックします。

説明名前

SANブートに使用する vHBAの名前を入力します。[vHBA]フィールド

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラスに定義されて
いる最初のアドレス。ブートポリシーには、1つのプラ
イマリ LAN、SAN、または iSCSIブートロケーション
のみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスクラスに定義され
ている2番目のアドレス。各ブートポリシーには、LAN
または SANのセカンダリブートロケーションを 1つだ
け設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダリブートデバ

イス」はブート順序を表す用語ではありません。同じデバイ

スクラス内での実際のブート順序は、PCIeバススキャン順
序により決定されます。

[Type]フィールド

d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクを
クリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、
[OK]をクリックします。

説明名前

ブートイメージの場所に対応する LUN。[Boot Target LUN]フィールド

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[Boot Target WWPN]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Primary]：関連するブートデバイスクラ
スに定義されている最初のアドレス。

ブートポリシーには、1つのプライマリ
LAN、SAN、または iSCSIブートロケー
ションのみを指定できます。

• [Secondary]：関連するブートデバイスク
ラスに定義されている 2番目のアドレ
ス。各ブートポリシーには、LANまた
は SANのセカンダリブートロケーショ
ンを 1つだけ設定できます。

「プライマリブートデバイス」や「セカンダ

リブートデバイス」はブート順序を表す用語

ではありません。同じデバイスクラス内での

実際のブート順序は、PCIeバススキャン順序
により決定されます。

[Type]フィールド

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 14 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create vNIC]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vNICの ID情報を指定します。
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説明名前

この vNICのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvNICを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vNIC
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vNICテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vNIC Template]チェック
ボックス

vNICテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create vNIC Template]リンク

項目

•デフォルトのMACアドレスプールを使用する場合は、
このフィールドを [Select (pool default used by default)]の
ままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたMACアドレスを使用
する場合は、[Hardware Default]を選択します。

•特定のMACアドレスを使用する場合は、
[02:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用
可能であることを確認するには、対応するリンクをク

リックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストか
らプール名を選択します。各プール名の後には、数字の

ペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール

内の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数
字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

[MAC Address Assignment]ド
ロップダウンリスト

b) ファブリック接続情報を指定するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、この vNICから第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合は、[EnableFailover]チェッ
クボックスをオンにします。

次の状況では、vNICのファブリックのフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインがイーサネットスイッチ
モードで実行している場合。 vNICのファブ
リックフェールオーバーは、このモードでは

サポートされません。 1つのファブリックイ
ンターコネクトですべてのイーサネットアッ

プリンクが失敗すると、vNICsは別のものに
フェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバをこのvNIC
に関連付ける予定がある場合。選択した場合、

サービスプロファイルとサーバを関連付けた

ときに、CiscoUCSManagerによって設定エラー
が生成されます。

[Fabric ID]フィールド

次の表には、この vNICに関連付けることができる VLANが
リストされています。各カラムの説明は次のとおりです。

• [Select]：使用するVLANごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

• [Name]：VLANの名前。

• [Native VLAN]：VLANのいずれかをネイティブ VLAN
として指定するには、このカラムのオプションボタンを

クリックします。

[VLANs]テーブル

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク
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説明名前

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

関連付けられたQoSポリシーが vNICにある場合、
ここで指定されるMTUは、関連付けられたQoSシ
ステムクラスで指定されたMTU以下でなければな
りません。このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えると、データ伝送中にパケットがド
ロップされる可能性があります。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICと関連付ける LANピングループを選択します。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

LANピングループを作成する場合は、このリンクをクリック
します。

[Create LAN Pin Group]リンク

[Operational Parameters]セクション

この vNICと関連付ける統計情報収集ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vNICと関連付けるイーサネットアダプタポリシー。[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリスト

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、このリン

クをクリックします。

[Create Ethernet Adapter Policy]
リンク

この vNICが関連付けられているダイナミック vNIC接続ポリ
シー。

[Dynamic vNIC Connection
Policy]ドロップダウンリスト

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成する場合は、このリ
ンクをクリックします。

[Create Dynamic vNIC
Connection Policy]リンク

この vNICと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト

Quality Of Serviceポリシーを作成する場合は、このリンクを
クリックします。

[Create QoS Policy]リンク
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説明名前

この vNICと関連付けるネットワーク制御ポリシー。[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

ネットワーク制御ポリシーを作成する場合は、このリンクを

クリックします。

[Create Network Control Policy
Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 vNICノードを展開します。

ステップ 6 削除する vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイル用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを右クリックし、[Create vHBAs]を選択します。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに値を入力して、vHBAの ID情報を指定します。
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説明名前

この vHBAの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

テンプレートを使用してvHBAを作成する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。CiscoUCSManagerGUIに [vHBA
Template]ドロップダウンリストが表示され、それを使用して
適切なテンプレートと [Adapter Performance Profile]領域を選
択し、そこからアダプタプロファイルを選択できます。

1つ以上の vHBAテンプレートがシステムに存在す
る場合のみ、このオプションを選択できます。

（注）

[Use vHBA Template]チェック
ボックス

vHBAテンプレートを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create vHBA Template]リンク
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説明名前

Cisco UCSがWorld Wide Port Nodeを vHBAに割り当てる方
法。 Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、この
フィールドを [Select (pool default used by default)]のまま
にします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場
合は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、
[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、または
[5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用する
WWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換
性を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプー
ル名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが

括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使

用可能なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプー
ル内のアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ている場合、2つのプールカテゴリがある可能性があり
ます。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカル
に定義され、[Global Pools]はCisco UCS Centralに定義さ
れます。

[WWPN Assignment]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェクトで使用可能な
新しいWWPNプールを作成する場合は、このリンクをクリッ
クします。

[Create WWPN Pool]リンク

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレー
トのいずれかに設定されている場合、手動で割り当てた

WWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの
範囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリン
クをクリックします。

[WWPN]フィールド
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b) [VSAN]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

[Fabric ID]フィールド

この vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リストボックス

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

この vHBAが関連付けられる SANピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
ストボックス

ピングループを作成する場合は、このリンクをクリックしま

す。

[Create SAN Pin Group]リンク

次のいずれかになります。

• Disabled

• Enabled

[Persistent Binding]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロー
ドバイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048
です。

[Max Data Field Size]フィール
ド

[Operational Parameters]セクション

この vHBAと関連付ける統計しきい値ポリシー。[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリストボックス

c) [Adapter Performance Profile]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

この vHBAと関連付けるファイバチャネルアダプタポリ
シー。

[Adapter Policy]ドロップダウ
ンリストボックス

ファイバチャネルアダプタポリシーを作成する場合は、こ

のリンクをクリックします。

[Create Fibre Channel Adapter
Policy]リンク

この vHBAと関連付ける Quality Of Serviceポリシー。[QoS]ドロップダウンリスト
ボックス
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説明名前

QoSポリシーを作成する場合は、このリンクをクリックしま
す。

[Create QoS Policy]リンク

d) [OK]をクリックします。

vHBA に対する WWPN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 WWPNを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 WWPNを変更する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change World Wide Name]をクリックします。

ステップ 8 [Change World Wide Port Name]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

Cisco UCSがWorldWide Port Nodeを vHBAに割り当てる方法。
Cisco UCSについて、次のように設定します。

•デフォルトのWWPNプールを使用する場合は、このフィー
ルドを [Select (pool default used by default)]のままにします。

•製造元でサーバに割り当てられたWWPNを使用する場合
は、[Derived]を選択します。

•特定のWWPNを使用する場合は、
[20:00:00:25:B5:00:00:00]、[20:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]、
または [5X:XX:XX:XX:XX:XX:XX:XX]を選択し、使用す
るWWPNを [WWPN]フィールドに入力します。

WWPNが Cisco MDSファイバチャネルスイッチと互換性
を持つようにするには、WWPNテンプレート
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使用します。

•プール内のWWPNを使用する場合は、リストからプール
名を選択します。各プール名の後には、数字のペアが括弧

で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能

なアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のア
ドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いる場合、2つのプールカテゴリがある可能性がありま
す。 [Domain Pools]は Cisco UCSドメインにローカルに定
義され、[Global Pools]は Cisco UCS Centralに定義されま
す。

[WWPNAssignment]ドロップダ
ウンリスト

[WWPNAssignment]ドロップダウンリストが手動テンプレート
のいずれかに設定されている場合、手動で割り当てたWWPN。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF
または 50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範
囲内で指定できます。

WWPNが使用可能であることを確認するには、対応するリンク
をクリックします。

[WWPN]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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vHBA の永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Clear Persistent Binding]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vHBAを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBA イニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 2 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 3 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの[Storage] > [vHBA Initiator Groups]をクリックします。

ステップ 5 [Select vHBA Initiator Groups]テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 6 [CreatevHBAInitiatorGroup]ダイアログボックスに名前と説明を設定するため、次のフィールドに
値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 7 vHBAイニシエータグループに含む各 vHBAについて、[Select vHBA Initiators]テーブルで、[Select]
カラムのチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータグループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のいずれかのオプションを

選択します。

• [Storage Connection Policy]ドロップダウンリストから既存のストレージ接続ポリシーを選択
します。ステップ 10に進みます。

• Cisco[Create Storage Connection Policy]リンク内の他の vHBAイニシエータグループから使用
可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成する場合は、Cisco UCSドメインをクリックし
ます。詳細については、ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成, （424ページ）
を参照してください。ストレージ接続ポリシーを作成したら、ステップ 10に進みます。

•この vHBAイニシエータグループにだけ使用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに
は、[Specific Storage Connection Policy]オプションを選択します。ステップ 9に進みます。

ステップ 9 [Specific Storage Connection Policy]領域で、この vHBAイニシエータグループにだけ使用可能なス
トレージ接続ポリシーを作成するには、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerは、ファイバチャネルゾーン
分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、各
vHBAとストレージポートのペアに対して 1つのゾーンを
自動的に作成します。各ゾーンには、2つのメンバがあり
ます。ゾーン数がサポートされている最大数を超えると予

想される場合を除いて、このようなタイプのゾーン分割を

設定することを推奨します。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCSManagerは、各
vHBAに対して 1つのゾーンを自動的に作成します。ゾー
ン数がサポートされている最大数を超えると予想される場

合は、このようなタイプのゾーン分割を設定することを推

奨します。

[Zoning Type]フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバチャネルターゲット

エンドポイント。このテーブルには、次のカラムとボタンがあ

ります。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワール
ドワイドポート名。

• [Path]カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられたVSAN。

• [Add]ボタン：新しい FCターゲットエンドポイントを作
成します。

• [Delete]ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべてのプ
ロパティを表示します。

[FC Target Endpoints]テーブル
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ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバインディング

サービスプロファイルをサービスプロファイルテンプレートにバインドすることができます。

サービスプロファイルをテンプレートにバインドすると、Cisco UCS Managerによって、サービ
スプロファイルテンプレートで定義された値でサービスプロファイルが設定されます。既存の

サービスプロファイル設定がテンプレートと一致しない場合、Cisco UCS Managerによってサー
ビスプロファイルが再設定されます。バインドされたサービスプロファイルの設定は、関連付

けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドするサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Service Profile Template]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルにバインドする
テンプレートを選択します。

b) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルのバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 バインドを解除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Unbind from the Template]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 削除するサービスプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの管理

サーバプールとサービスプロファイルテンプレートの関連付け

作成時にサービスプロファイルテンプレートとサーバプールを関連付けなかった場合、または

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更する場

合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associatewith
Server Pool]を選択します。
[Associate with Server Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment]ドロップダウンリストの [Server Pool]セクションから、サーバプールを選択し
ます。
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[Assign Later]を選択すると、サービスプロファイルテンプレートはサーバプールに関連付けら
れません。

ステップ 6 （任意） [SelectQualification]ドロップダウンリストから、このテンプレートで作成したサービス
プロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を選択しま

す。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サーバプールとサービスプロファイルテンプレートの関連付けの解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、

[Disassociate Template]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートでの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルテンプレートが含まれている組織に対応するノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 UUID割り当てを変更するサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。
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説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。[Select (pool default used
by default)]

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは
製造元によってサーバに割り当てられたUUID値に設定されます。サー
ビスプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

[Hardware Default]

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プー
ルから UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUID
の合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUID の、サービスプロファイルテンプ
レートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているUUID接尾辞プールを変更し
ても、そのテンプレートによって作成されたサービスプロファイルに割り当てられている UUID
は Cisco UCS Managerにより変更されません。 Cisco UCS Managerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールから UUIDを割り当て、これを関連付けられたサーバに反
映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付けら
れたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
UUID接尾辞プールから割り当てられた UUIDがインクルードされている。

• UUID接尾辞プール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空
でない場合です。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 UUIDをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを別の UUID接尾辞プールにリセットする必要があるサービスプ
ロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset UUID]をクリックします。
この処理が表示されない場合、そのサービスプロファイルの UUID設定は UUIDのリセット要件
を満たしていません。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービスプロファイルテンプレートの
プールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更しても、
そのテンプレートにより作成されたサービスプロファイルに割り当てられているMACアドレス
は Cisco UCS Managerにより変更されません。 Cisco UCS Managerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、これを関連付けられたサー
バに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファイルお
よび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリセットで
きます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でない
場合です。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 MACアドレスをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノー
ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。
ステップ 5 リセットするMACアドレスに対応する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset MAC Address]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBA に割り当てられた WWPN の、サービスプロファイルテンプレートのプールか
らのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更しても、
そのテンプレートによって作成されたサービスプロファイルに割り当てられているWWPNは
Cisco UCSManagerにより変更されません。 Cisco UCSManagerを使用して、新しくサービスプロ
ファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、これを関連付けられたサーバに反映さ
せるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付けられ
たサーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合です。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 リセットするWWPNに対応する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset WWPN]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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第 34 章

Cisco UCS での電源の管理

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSでの電源管理 , 687 ページ

• ラックサーバの電源管理, 687 ページ

• 電源管理の注意事項, 688 ページ

• 電源ポリシーの設定, 688 ページ

• グローバルキャップポリシーの設定, 689 ページ

• ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定, 690 ページ

• 手動ブレードレベルの電力制限の設定, 696 ページ

Cisco UCSでの電源管理
次の機能のいずれかを設定することにより、Cisco UCS Managerから電源を管理できます。

• Cisco UCSドメインのすべてのシャーシに対する電源の冗長性

•ポリシー方式のシャーシレベルの電力制限

•手動ブレードレベルの電力制限

ラックサーバの電源管理

電力制限はラックサーバではサポートされません。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
    OL-28301-02-J 687



電源管理の注意事項

CIMCがリセットされると、Cisco UCSの電力モニタリング機能は、CIMCをリブートするために
短時間使用できなくなります。通常、これには 20秒しかかかりませんが、その時間内にピーク
時の電力制限を超過する可能性があります。非常に低い電力制限環境で、設定された電力制限を

超過しないようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化をずらすことを検討してくだ
さい。

電源ポリシーの設定

電源ポリシー

電源ポリシーは、Cisco UCSドメインでのすべてのシャーシの電源の冗長性を指定するグローバ
ルポリシーです。このポリシーは PSUポリシーとも呼ばれます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を
参照してください。

電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックし
ます。

• [NonRedundant]：すべての取り付け済み電源装置がオンになり、負荷が均等に分散されます。
小規模の構成（必要な電力が 2500 W未満）に限り、1つの電源装置でも電力を供給できま
す。

• [N+1]：非冗長性を満たす電源装置の合計数に、冗長性を与える追加の電源装置を1つ加えた
ものです。これらすべての電源装置がオンになり、シャーシの電力負荷が均等に分担されま

す。電源装置がこれ以上取り付けられても、それらは Cisco UCS Managerによって「オフ」
状態に設定されます。

• [Grid]：2つの電源がオンになります。そうならない場合、シャーシに N+1よりも高い冗長
性が要求されます。電源の 1つに障害が発生しても（それにより、1つまたは 2つの電源装
置への電力供給が失われる）、別の電力回路に接続されている残りの電源装置により、シャー

シへの電力供給は継続されます。
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電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を
参照してください。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバルキャップポリシーの設定

グローバルキャップポリシー

グローバルキャップポリシーは、ポリシー方式のシャーシグループの電力制限または手動ブレー

ドレベルの電力制限のどちらをシャーシ内のすべてのサーバに適用するかを指定するグローバル

ポリシーです。

デフォルトの電力制限方式（ポリシー方式のシャーシグループの電力制限）を使用することを推

奨します。

手動ブレードレベルの電力制限の設定に加えた変更は、そのポリシー方式のシャーシグルー

プの電力制限に設定されたグループまたは設定オプションの損失につながります。

重要

グローバルキャップポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Cap Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電源キャップの管理モードを決定す
るため、[Allocation Method]フィールドで次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレードサーバごと
に設定されます。このオプションを選択すると、電源のグループを作成することはできませ

ん。

• [PolicyDrivenChassisGroupCap]：電力割り当ては、関連付けられたサービスプロファイルに
含まれている電力制御ポリシーに沿ったシャーシレベルで設定されます。このオプション

を選択すると、1つ以上のシャーシを含む電力グループを Cisco UCSドメインに作成するこ
ともできます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーに沿って各シャーシで実行されます。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限

ポリシー方式の電源シャーシグループの電力制限がグローバルキャップポリシーで選択されて

いると、Cisco UCSは、電力障害による損失の危険性を回避してサーバのオーバーサブスクリプ
ションを維持できます。これは、2層プロセスによって実現されます。シャーシレベルで、Cisco
UCSは電力グループのメンバ間で使用可能な電力量を分割します。ブレードレベルで、シャーシ
へ割り当てられた電力量は、優先順位に基づいてブレード間で分割されます。

サービスプロファイルが関連付けまたは関連付け解除されるたびに、UCS Managerはシャーシ内
の各ブレードサーバの電力の割り当てを再計算します。必要に応じて、優先順位の低いサービス

プロファイルから、優先順位の高いサービスプロファイルに電力を再配布します。

データセンターの回路ブレーカーを安全に保護するため、UCS電力グループは 1秒未満で電力を
制限します。シャーシの電力の配布が最適化されるまでの 20秒間、ブレードをその制限に留め
ておく必要があります。これは、一時的なスパイクの需要に反応することがないよう、意図的に

ゆっくりとしたタイムスケールで実行されます。

システムには、スロットが空でも、各スロットでサーバを起動できるだけの十分な電力が用意

されています。この予約電力は多くの電力を必要とするサーバでは利用できません。この電

力制限に準拠しないブレードは、中断またはシャットダウンします。

（注）

電力グループの設定

電力グループ

電力グループは、同じ配電ユニット（PDU）からすべての電力を取る一連のシャーシです。Cisco
UCS Managerに、1つ以上のシャーシを含む電力グループを作成し、次にその電力グループに対
して、ピーク時の電力制限を ACワットで設定することができます。

シャーシレベルでの電力制限には次の仕様が必要です。

• IOM、CIMC、および BIOSのバージョン 1.4以上

• 2台の PSU

ピーク時の電力制限は、特定の電力グループ内のすべてのブレードサーバで使用可能な最大電力

を表す固定値です。ブレードを追加する、またはブレードを電力グループから削除する一方で、
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手動でピーク時の電力値を変更しない場合は、電力グループは、その電力グループ内のすべての

ブレードの基本的な電源投入時の要件に対応するために、ピーク時の電力制限を調整します。

シャーシごとに、最低 1556 ACワットを設定する必要があります。これによって、DC電力が完
全に装着されたシャーシへの電力供給に必要な電力の最小量である 1400 Wに変換されます。

シャーシが電力グループに追加されると、シャーシ内のブレードに関連付けられている各サービ

スプロファイルも、その電力グループの一部になります。同様に、シャーシに新しいブレードを

追加すると、そのブレードは、本質的に、シャーシの電力グループの一部になります。

電力グループを作成することは、サーバプールを作成することと同じではありません。ただ

し、電力修飾子を作成し、これをサーバプールポリシーに追加することによって、同じ電力

グループのメンバをサーバプールに追加できます。

（注）

シャーシが取り外しまたは削除されると、そのシャーシは電力グループから削除されます。

次のテーブルには、電力使用量を割り当て、電力グループでの操作をする際に表示される可能性

のあるエラーメッセージが記載されています。

推奨処置原因エラーメッセージ

ACでの電力制限を1556ワット
（DCの場合は1400ワット）よ
り大きくします。

電力制限をシャーシに割り当て

る際に最低制限を満たしていな

い場合、このメッセージが表示

されます。

Insufficient budget for
power group
POWERGROUP_NAME

次のいずれかの操作を実行し

て、電力使用量を再割り当てで

きます。

•電力グループのシャーシ
またはブレードを削除ま

たは稼働停止します。

•グループの電力使用量を
上げます。

•グループのブレードに関
連付けられている優先順

位を下げます。

新しいブレードを導入し、ブ

レードの検出に使用できるブー

トの電力が不十分な場合、この

メッセージが表示されます。

Insufficient power
available to discover
server Chassis
ID/BladeID

電力グループの作成

はじめる前に

グローバルな電力割り当てポリシーが[Global Policies]タブの [Policy Driven Chassis Group Cap]に
設定されていることを確認します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Power Group]ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。
a) 電力グループの一意の名前および説明を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、
オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group]ウィザードの [Add Chassis Members]ページで次の手順を実行します。
a) [Chassis]テーブルで、電力グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックすると、電力グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected

Chassis]テーブルに選択されたシャーシが追加されます。
[<<]ボタンで電力グループから 1つ以上のシャーシを取り外すことができます。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Power Group]ウィザードの [Power Group Attributes]ページで次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク電力（W）。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Power Cap]フィールド

次のいずれかになります。

• [Chassis]：Cisco UCSで電力消費量をモニタし、電力を
最大限に利用するために必要に応じてブレードの割り当

てが変更されます。

• [None]：ブレードの割り当ては動的に調整されません。

[Enable Dynamic Reallocation]
フィールド

b) [Finish]をクリックします。
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電力グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電力グループを右クリックして、[Add Chassis Members]を選択します。

ステップ 5 [Add Chassis Members]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Chassis]テーブルで、電力グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックすると、電力グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected

Chassis]テーブルに選択されたシャーシが追加されます。
[<<]ボタンで電力グループから 1つ以上のシャーシを取り外すことができます。

c) [OK]をクリックします。

電力グループからのシャーシの取り外し

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電力グループを展開します。

ステップ 5 電力グループから取り外すシャーシを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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電力グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する電力グループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

電力制御ポリシーの設定

電力制御ポリシー

Cisco UCSは、ブレードタイプと設定とともに電力制御ポリシーでの優先度設定を使用して、
シャーシ内の各ブレードに対する初期電力の割り当てを算出します。通常の動作中に、シャーシ

内のアクティブなブレードが同じシャーシ内のアイドルブレードから電力を借りることができま

す。すべてのブレードがアクティブで、電力制限に到達した場合、優先順位の高い電力制御ポリ

シーを備えたサービスプロファイルが、優先度の低い電力制御ポリシーのサービスプロファイル

よりも優先されます。

優先順位は、1～ 10のスケールでランク付けされます。1が最優先を示し、10が最も低い優先順
位を示します。デフォルトの優先順位は 5です。

ミッションクリティカルアプリケーションには非キャップと呼ばれる特殊な優先順位も使用でき

ます。非キャップに優先順位を設定すると、Cisco UCSでは、その特定のブレードサーバから未
使用の電力を利用することができなくなります。サーバには、そのブレードが到達できる電力の

最大量が割り当てられます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

（注）

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
694 OL-28301-02-J  

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定



電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies]を右クリックし、[Create Power Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Power Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

電源グループ内の電源に対する要求が電源を超える場合のサー

バの処理。次のいずれかになります。

• [No Cap]：電源グループ内の他のサーバの所要電力に関係
なく、サーバはフルキャパシティで動作します。

• [cap]：サーバグループ内の他のサーバに対するサーバの相
対的なプライオリティに基づいて、最小限の電力容量が

サーバに割り当てられます。より多くの電力が使用可能に

なった場合、Cisco UCSは、電力を制限されていたサーバ
がそれまで以上の電力を使用することを許可します。電源

グループに供給される総電力量が低下した場合には、割り

当てられる電力が低下します。

[cap]を選択すると、[Priority]フィールドが Cisco UCS Manager
GUIによって表示されます。

[Power Capping]フィールド
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説明名前

電源の制限が有効な場合の、電源グループ内におけるサーバの

プライオリティ。

1～ 10の整数を入力します。ここで、最も高いプライオリティ
は 1です。

[Priority]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを含めます。

電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Power Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

手動ブレードレベルの電力制限の設定

手動ブレードレベルの電力制限

手動ブレードレベルの電力制限がグローバルキャップポリシーに設定されていると、Cisco UCS
ドメイン内の各ブレードサーバについて、電力制限を設けることができます。

次の設定オプションを使用できます。

Enabled

サーバが一度に消費可能な最大電力量を指定できます。この最大値には、0～ 1100 Wの任
意の量を指定できます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
696 OL-28301-02-J  

手動ブレードレベルの電力制限の設定



Disabled

サーバに対して電力使用量の制限を課しません。サーバは、必要なだけ電力を使用できま

す。

サーバの電力使用量の瞬間的な上昇がそのサーバに設定された最大値以上になっても、CiscoUCS
Managerによってサーバが切断またはシャットダウンされることはありません。代わりに、Cisco
UCS Managerによってサーバで使用可能な電力が削減されます。この削減により、サーバの速度
（CPU速度など）が低下する可能性があります。

手動ブレードレベルの電力制限が、[Equipment] > [Policies] > [Global Policies] > [Global Power
Allocation Policy]使用して設定されている場合、電力制御ポリシーで設定された優先順位は、
現在は無関係です。

（注）

サーバのブレードレベルの電力制限の設定

はじめる前に

グローバルな電力割り当てポリシーが[Global Policies]タブの [Manual Blade Level Cap]に設定され
ていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Power Budget]領域で、次の手順を実行します。
a) 見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックしてフィールドを表示します。
b) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

このサーバで電力が制限されるかどうか。次のいずれかにな

ります。

• [Unbounded]：どのような状況でも、サーバで電力は制限
されません。

• [Enabled]：Cisco UCS Manager GUIに [Watts]フィールド
が表示されます。

電力制限は、要求を満たすのに十分な電力がシャー

シにない場合にのみ実行されます。十分な電力が

ある場合、サーバは必要なだけ電力を使用できま

す。

（注）

[Admin Status]フィールド

要求を満たすのに十分な電力がシャーシにない場合にサーバ

が使用できる最大ワット数。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Watts]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ブレードレベルの電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work]ペインの [Power]タブを
クリックします。

•シャーシ内の 1台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサーバ
をクリックします。その後、[Work]ペインの [Power]タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards]ノードを展開し、電力カウンタを表示します。
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第 VI 部

システム管理
• タイムゾーンの管理, 701 ページ

• シャーシの管理, 703 ページ

• ブレードサーバの管理, 711 ページ

• ラックマウントサーバの管理, 725 ページ

• KVMコンソールの起動, 739 ページ

• I/Oモジュールの管理, 747 ページ

• 設定のバックアップと復元, 749 ページ

• 失われたパスワードの復旧, 771 ページ





第 35 章

タイムゾーンの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• タイムゾーン, 701 ページ

• タイムゾーンの設定, 701 ページ

• NTPサーバの追加, 702 ページ

• NTPサーバの削除, 702 ページ

タイムゾーン

Cisco UCSは、Cisco UCS Managerで正確な時間を表示するため、ドメイン固有のタイムゾーン設
定およびNTPサーバを必要とします。これらの両方をCisco UCSドメインに設定しなければ、時
間は正確に表示されません。

タイムゾーンの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Time Zone]ドロップダウンリストから、Cisco UCSドメインに使用するタイムゾーンを選択しま
す。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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NTP サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers]領域のテーブルアイコンバーにある [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Add NTP Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [NTP Server]フィールドに、この Cisco UCSドメインに使用する NTPサーバの IPアドレスま
たはホスト名を入力します。

b) [OK]をクリックします。

NTP サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers]領域で、削除するサーバを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 36 章

シャーシの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Manager GUIでのシャーシ管理 , 703 ページ

• シャーシの削除および稼働中止に関する注意事項, 703 ページ

• シャーシの確認, 704 ページ

• シャーシの稼働中止, 705 ページ

• シャーシの削除, 705 ページ

• 単一シャーシの再稼働, 705 ページ

• 複数のシャーシの再稼働, 706 ページ

• シャーシ番号の付け替え, 707 ページ

• ロケータ LEDの切り替え, 708 ページ

• シャーシの POST結果の表示, 708 ページ

Cisco UCS Manager GUIでのシャーシ管理
Cisco UCSManager GUIを使用して Cisco UCSドメインのすべてのシャーシを管理およびモニタで
きます。

シャーシの削除および稼働中止に関する注意事項

CiscoUCSManager使用してシャーシを削除する、または稼働を中止するかどうかを判断する際に
は、次の注意事項を考慮してください。
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シャーシの稼働中止

シャーシが物理的に存在し、接続されているが、一時的に設定から削除したい場合、稼働中止が

実行されます。稼働を停止しているシャーシは最終的に再稼働することが予測されるため、シャー

シの情報部分は将来の使用に備えて Cisco UCS Managerによって保持されます。

シャーシの削除

システムから物理的にシャーシを削除するときに実行されます。シャーシの物理的な削除が完了

すると、そのシャーシの設定は、Cisco UCS Managerで削除されます。

シャーシが物理的に存在し、接続されている場合は、そのシャーシを Cisco UCS Managerから
削除することはできません。

（注）

削除したシャーシを設定に戻す必要がある場合は、再接続してから再検出する必要があります。

再検出中に、Cisco UCSManagerはシャーシに対して、以前の IDと異なる場合がある新しい IDを
割り当てます。

シャーシの確認

シャーシをファブリックインターコネクトに接続するリンクの数を増減させた場合は、次の手順

を実行します。シャーシを確認することにより、Cisco UCS Managerがリンク数の変化を認識し
ていること、および使用可能なリンクすべてでトラフィックがフローしていることを確認できま

す。

ファブリックインターコネクトでポートをイネーブルまたはディセーブルにした後、シャーシを

再認識するまで少なくとも 1分間待ちます。シャーシの再認識の完了が早すぎると、シャーシか
らのサーバトラフィックのピニングが、イネーブルまたはディセーブルにしたポートへの変更で

更新されない場合があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 確認するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
CiscoUCSManagerによって、シャーシの接続が解除され、システム内にシャーシとファブリック
インターコネクトとの接続が再確立されます。
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シャーシの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Decommission Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
稼働が停止するまでには、数分間かかります。シャーシが構成から削除されたら、Cisco UCS
Managerでシャーシが [Decommissioned]タブに追加されます。

シャーシの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシを物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 削除するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Remove Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
削除が完了するまでに数分かかる場合があります。

単一シャーシの再稼働

この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼働するシャーシの場合、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドで、シャーシに割り当て
る IDを入力するか、矢印を使用して IDを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追加しま
す。

複数のシャーシの再稼働

この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。

複数のシャーシを同時に再稼働する場合、シャーシに番号を付け直すことはできません。Cisco
UCS Managerは、シャーシに登録されていた同じ IDを割り当てます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼働する各シャーシの行で、[Re-commission]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシ検出ポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追加しま
す。

シャーシ番号の付け替え

Cisco UCSManagerを使用してブレードサーバに番号を付け直すことはできません。ブレード
サーバに割り当てられた IDは、シャーシの物理スロットによって決まります。ブレードサー
バに番号を付け直すには、シャーシの別のスロットにサーバを物理的に移動する必要がありま

す。

（注）

はじめる前に

シャーシ間で IDを交換する場合は、最初にシャーシを解放し、リナンバリング手順を進める前に
シャーシの稼働中止 FSMが完了するまで待つ必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードに次が含まれていないことを確認してください。

•番号を付け替えるシャーシ

•使用したい番号が付いているシャーシ

これらのシャーシのいずれかが [Chassis]ノードにリストされている場合は、そのシャーシの稼働
を中止します。次の手順に進む前に、稼働中止 FSMが完了し、シャーシが [Chassis]ノードにリ
ストされなくなるまで待機する必要があります（数分かかる場合があります）。

ステップ 4 [Equipment]タブの [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 6 番号を付け替えるシャーシの場合、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドで、シャーシに割り当て
る IDを入力するか、矢印を使用して IDを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ロケータ LED の切り替え

シャーシのロケータ LED の電源投入

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 位置を特定する必要があるシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn on Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオンになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDが点滅を開始します。

シャーシのロケータ LED の電源切断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDの電源をオフにするシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn off Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオフになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDの点滅が停止します。

シャーシの POST 結果の表示
シャーシ内のすべてのサーバおよびアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集されたす
べてのエラーを表示できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 Power On Self-Test（POST）の結果を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、シャーシ内の各サーバとそのアダプタに対する POSTの結
果が一覧表示されます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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第 37 章

ブレードサーバの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ブレードサーバ管理, 712 ページ

• ブレードサーバの削除および稼働中止に関する注意事項, 712 ページ

• 予期しないサーバの電源変更を回避するための推奨事項, 713 ページ

• ブレードサーバのブート, 714 ページ

• ブレードサーバのシャットダウン, 715 ページ

• ブレードサーバのリセット, 717 ページ

• ブレードサーバの再確認, 717 ページ

• シャーシからのサーバの削除, 718 ページ

• ブレードサーバの稼働中止, 719 ページ

• ブレードサーバの再稼働, 719 ページ

• シャーシ内のサーバスロットの再確認, 720 ページ

• 設定データベースからの存在しないブレードサーバの削除, 720 ページ

• ブレードサーバのロケータ LEDのオンとオフを切り替える, 721 ページ

• ブレードサーバの CMOSのリセット, 721 ページ

• ブレードサーバの CIMCのリセット, 722 ページ

• ブレードサーバの破損した BIOSのリカバリ, 723 ページ

• ブレードサーバの POST結果の表示, 724 ページ

• ブレードサーバからの NMIの発行, 724 ページ

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
    OL-28301-02-J 711



ブレードサーバ管理

Cisco UCSManagerを使用して Cisco UCSドメイン内のすべてのブレードを管理およびモニタする
ことができます。電源状態の変更などの一部のブレードサーバの管理タスクは、サーバとサービ

スプロファイルから行うことができます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および

障害が Cisco UCSManagerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット
内のブレードサーバを Cisco UCS Managerで再検出するために、スロットを再認識することもで
きます。

ブレードサーバの削除および稼働中止に関する注意事項

Cisco UCS Managerを使用してブレードサーバを削除する、または稼働を中止するかどうかを判
断する際には、次の注意事項を考慮してください。

ブレードサーバの稼働中止

ブレードサーバが物理的に存在し、接続されているが、一時的に設定から削除したい場合、稼働

中止が実行されます。稼働を停止しているブレードサーバは最終的に再稼働することが予測され

るため、サーバの情報部分は将来の使用に備えて Cisco UCS Managerによって保持されます。

ブレードサーバの削除

削除は、ブレードサーバとシャーシとの接続を解除することにより、ブレードサーバをサーバか

ら物理的に削除するときに実行されます。ブレードサーバが物理的に存在し、シャーシに接続さ

れている場合は、そのブレードサーバを Cisco UCS Managerから削除することはできません。ブ
レードサーバの物理的な削除が完了すると、そのブレードサーバの設定は、Cisco UCS Manager
で削除されます。

削除中に、ブレードサーバへのアクティブリンクがディセーブルになり、データベースからすべ

てのエントリが削除され、検出時に割り当てられたサーバプールからサーバが自動的に削除され

ます。

検出中にサーバプールに自動的に追加されたサーバだけが自動的に削除されます。サーバ

プールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレードサーバを設定に戻す必要がある場合は、再接続してから再検出する必要があり

ます。サーバが Cisco UCS Managerに再導入された場合は新しいサーバと同様に処理され、詳細
な検出プロセスの実行対象となります。したがって、Cisco UCS Managerはサーバに対して、以
前の IDと異なる場合がある新しい IDを割り当てることができます。
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予期しないサーバの電源変更を回避するための推奨事項

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合、サーバの物理的な [Power]ボタン
または [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用でき
ます。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、次の方法を使用するだけでサーバの電源状態を変更することができます。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバ、またはサーバに関連付けられているサービスプロファ
イルの [General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択
します。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに
対して power upコマンドまたは power downコマンドを使用します。

関連付けられているサーバで、現在電源がオフになっているサーバには、次のオプションのい

ずれも使用しないでください。

重要

• GUIでの [Reset]

• CLIでの cycle cycle-immediateまたは reset hard-reset-immediate

•サーバの [Power]ボタンまたは [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーババ

の物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電源状態が、サービスプロファイルで
必要とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager
間の通信が中断した場合や、サービスプロファイルの設定が変更されると、Cisco UCS Manager
に、必要とされる電源状態がサービスプロファイルからサーバに適用されることがあり、この結

果予期しない電源変更が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信の後にサーバ電力状態が中

断する

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン電源オフUp

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルで必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown
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ブレードサーバのブート

ブレードサーバのブート

[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。
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ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン

ブレードサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムでサーバをシャットダ

ウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケンス
がトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムでサーバをシャットダ

ウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケンス
がトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドにダウンス
テータスまたは電源オフ状態が表示されます。
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ブレードサーバのリセット

サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源オフの状態からサーバをブートする場合、[Reset]を使用しないでください。

このプロセスで起動を続行すると、サーバに求められる電源状態は実際の電源状態と同期しな

くなり、後でサーバが予期せずシャットダウンする可能性があります。選択したサーバを電

源オフの状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックしてから、[Boot Server]アク
ションを選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ブレードサーバの再確認

CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

シャーシからのサーバの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、サーバをシャーシから物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。
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次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再確認して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （720ページ）を参照してください。

ブレードサーバの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再確認して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （720ページ）を参照してください。

ブレードサーバの再稼働

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼働する各ブレードサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
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b) [Save Changes]をクリックします

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼働状況と、サーバの [FSM]タブの検出をモニタします。

次の作業

•

シャーシ内のサーバスロットの再確認

物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにサーバを解放した場合に、Cisco UCS Managerに
サーバを再検出させ、再稼働させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれか
の手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックし、次に確認ダイアログボックスの [Yes]をク
リックします。 Cisco UCS Managerはスロットを再確認し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。 [Actions]
領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、Cisco UCS Manager
でスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できます。

OK

設定データベースからの存在しないブレードサーバの削除

最初にサーバを解放せずにサーバのハードウェアを物理的にサーバから取り外すには、次の手順

を実行します。サーバが物理的に存在する場合、この手順を実行することはできません。

サーバを物理的に削除する場合は、シャーシからのサーバの削除,（718ページ）を参照してくだ
さい。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Remove]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ブレードサーバのロケータ LED のオンとオフを切り替える

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• Turn On Locator LED

• Turn off Locator LED

ブレードサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Reset CMOS]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ブレードサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

CIMCがリセットされると、Cisco UCSの電力モニタリング機能は、CIMCをリブートするために
短時間使用できなくなります。通常、これには 20秒しかかかりませんが、その時間内にピーク
時の電力制限を超過する可能性があります。非常に低い電力制限環境で、設定された電力制限を

超過しないようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化をずらすことを検討してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Reset CIMC (Server Controller)]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。
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ブレードサーバの破損した BIOS のリカバリ
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOSの復旧が必要になることがあ
ります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。 BIOSの復旧後、サーバ
は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプションボタンが淡色表示されることがあります。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて
いる USBストレージをすべて取り外します。外部 USBドライブが vMediaからサーバに取り
付けられた、またはマップされている場合、BIOSの回復に失敗します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 BIOSを回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Recover Corrupt BIOS]をクリックします。

このオプションが特定のサーバに使用できない場合は、次の手順を実行して、サー

バの BIOSを更新し、アクティブにします。
（注）

b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

アクティブ化するファームウェアバージョンをドロップダウ

ンリストから選択します。

[Version To Be Activated]ド
ロップダウンリスト

b) [OK]をクリックします。
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ブレードサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMI の発行
システムが応答不能のままになり、Cisco UCS Managerに Non Maskable Interrupt（NMI）を BIOS
に発行させるか、CIMCからオペレーティングシステムに発行させる場合は、次の手順を実行し
ます。サーバにインストールされているオペレーティングシステムに応じて、このアクションに

よってコアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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第 38 章

ラックマウントサーバの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ラックマウントサーバ管理, 726 ページ

• ラックマウントサーバの削除および稼働中止に関する注意事項, 726 ページ

• 予期しないサーバの電源変更を回避するための推奨事項, 727 ページ

• ラックマウントサーバのブート, 728 ページ

• ラックマウントサーバのシャットダウン, 730 ページ

• ラックマウントサーバのリセット, 731 ページ

• ラックマウントサーバの再確認, 732 ページ

• ラックマウントサーバの稼働中止, 732 ページ

• ラックマウントサーバの再稼働, 733 ページ

• ラックマウントサーバ番号の付け替え, 733 ページ

• 設定データベースからの存在しないラックマウントサーバの削除, 734 ページ

• ラックマウントサーバのロケータ LEDのオンとオフを切り替える, 735 ページ

• ラックマウントサーバの CMOSのリセット, 735 ページ

• ラックマウントサーバの CIMCのリセット, 735 ページ

• ラックマウントサーバの破損した BIOSのリカバリ, 736 ページ

• ラックマウントサーバの POST結果の表示, 737 ページ

• ラックマウントサーバからの NMIの発行, 737 ページ
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ラックマウントサーバ管理

CiscoUCSManagerを使用してCiscoUCSドメインに統合されているすべてのラックマウントサー
バを管理およびモニタすることができます。すべての管理機能およびモニタリング機能は、電力

制限を除くラックマウントサーバでサポートされます。電源状態の変更などの一部のラックマウ

ントサーバの管理タスクは、サーバとサービスプロファイルの両方から行うことができます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

サポートされている Cisco UCSラックマウントサーバを Cisco UCSManagerと統合する方法の
詳細については、該当する Cisco UCS Managerリリースの Cisco UCS Cシリーズサーバ統合ガ
イドを参照してください。

ヒント

ラックマウントサーバの削除および稼働中止に関する注意事項

Cisco UCS Managerを使用してラックマウントサーバを削除する、または稼働を中止するかどう
かを判断する際には、次の注意事項を考慮してください。

ラックマウントサーバの稼働中止

ラックマウントサーバが物理的に存在し、接続されているが、一時的に設定から削除したい場

合、稼働中止が実行されます。稼働を停止しているラックマウントサーバは最終的に再稼働する

ことが予測されるため、サーバの情報部分は将来の使用に備えて Cisco UCS Managerによって保
持されます。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ファブリックエクステンダとラックマウントサーバの接続を解除することで、システム

からサーバを物理的に削除するときに実行されます。ラックマウントサーバが物理的に存在し、

ファブリックエクステンダに接続されている場合は、そのラックマウントサーバを Cisco UCS
Managerから削除することはできません。ラックマウントサーバの接続が解除されると、その
ラックマウントサーバの設定は、Cisco UCS Managerで削除できます。

削除中に、管理インターフェイスの接続が解除され、データベースからすべてのエントリが削除

され、検出時に割り当てられたサーバプールからサーバが自動的に削除されます。

検出中にサーバプールに自動的に追加されたサーバだけが自動的に削除されます。サーバ

プールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したラックマウントサーバを設定に戻す必要がある場合は、再接続してから再検出する必要

があります。サーバがCiscoUCSManagerに再導入された場合は新しいサーバと同様に処理され、

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
726 OL-28301-02-J  

ラックマウントサーバ管理



詳細な検出プロセスの実行対象となります。したがって、CiscoUCSManagerはサーバに対して、
以前の IDと異なる場合がある新しい IDを割り当てることができます。

予期しないサーバの電源変更を回避するための推奨事項

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合、サーバの物理的な [Power]ボタン
または [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用でき
ます。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、次の方法を使用するだけでサーバの電源状態を変更することができます。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバ、またはサーバに関連付けられているサービスプロファ
イルの [General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択
します。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに
対して power upコマンドまたは power downコマンドを使用します。

関連付けられているサーバで、現在電源がオフになっているサーバには、次のオプションのい

ずれも使用しないでください。

重要

• GUIでの [Reset]

• CLIでの cycle cycle-immediateまたは reset hard-reset-immediate

•サーバの [Power]ボタンまたは [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーババ

の物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電源状態が、サービスプロファイルで
必要とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager
間の通信が中断した場合や、サービスプロファイルの設定が変更されると、Cisco UCS Manager
に、必要とされる電源状態がサービスプロファイルからサーバに適用されることがあり、この結

果予期しない電源変更が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信の後にサーバ電力状態が中

断する

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン電源オフUp
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通信の後にサーバ電力状態が中

断する

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルで必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ラックマウントサーバのブート

ラックマウントサーバのブート

[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）
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ラックマウントサーバのシャットダウン

ラックマウントサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムでサーバをシャットダ

ウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケンス
がトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムでサーバをシャットダ

ウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケンス
がトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドにダウンス
テータスまたは電源オフ状態が表示されます。

ラックマウントサーバのリセット

サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源オフの状態からサーバをブートする場合、[Reset]を使用しないでください。

このプロセスで起動を続行すると、サーバに求められる電源状態は実際の電源状態と同期しな

くなり、後でサーバが予期せずシャットダウンする可能性があります。選択したサーバを電

源オフの状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックしてから、[Boot Server]アク
ションを選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。
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リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの再確認

CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合がありま

す。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示
されます。

ラックマウントサーバの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。
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サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ラックマウントサーバの再稼働

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼働する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼働状況と、サーバの [FSM]タブの検出をモニタします。

ラックマウントサーバ番号の付け替え

はじめる前に

サーバ間で IDを交換する場合は、最初にサーバを解放し、リナンバリング手順を進める前にサー
バの稼働中止 FSMが完了するまで待つ必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 [Servers]ノードを展開し、次が含まれていないことを確認してください。

•番号を付け替えるラックマウントサーバ

•使用したい番号が付いているラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードにリストされている場合は、そのサーバの稼働を中
止します。次の手順に進む前に、稼働中止 FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくな
るまで待機する必要があります（数分かかる場合があります）。
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ステップ 4 番号を付け替えるラックマウントサーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment]タブの [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け替える各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールドをダブルクリックして、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を入力
します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 （任意） サーバの再稼働状況と、サーバの [FSM]タブの検出をモニタします。

設定データベースからの存在しないラックマウントサーバの削除

最初にサーバを解放せずにサーバのハードウェアを物理的にサーバから取り外すには、次の手順

を実行します。サーバが物理的に存在する場合、この手順を実行することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Remove]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。
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ラックマウントサーバのロケータ LED のオンとオフを切り替える

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• Turn On Locator LED

• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Reset CMOS]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
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通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Reset CIMC (Server Controller)]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの破損した BIOS のリカバリ
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOSの復旧が必要になることがあ
ります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。 BIOSの復旧後、サーバ
は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプションボタンが淡色表示されることがあります。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて
いる USBストレージをすべて取り外します。外部 USBドライブが vMediaからサーバに取り
付けられた、またはマップされている場合、BIOSの回復に失敗します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 BIOSを回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Recover Corrupt BIOS]をクリックします。
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b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

アクティブ化するファームウェアバージョンをドロップダウ

ンリストから選択します。

[Version To Be Activated]ド
ロップダウンリスト

b) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ラックマウントサーバからの NMI の発行
システムが応答不能のままになり、Cisco UCS Managerに Non Maskable Interrupt（NMI）を BIOS
に発行させるか、CIMCからオペレーティングシステムに発行させる場合は、次の手順を実行し
ます。サーバにインストールされているオペレーティングシステムに応じて、このアクションに

よってコアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 737

ラックマウントサーバの POST 結果の表示



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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第 39 章

KVM コンソールの起動

この章の内容は、次のとおりです。

• KVMコンソール, 739 ページ

• サーバからの KVMコンソールの起動, 744 ページ

• サービスプロファイルからの KVMコンソールの起動 , 744 ページ

• KVM Launch Managerからの KVMコンソールの起動, 745 ページ

KVM コンソール
KVMコンソールは、Cisco UCS Manager GUIまたは KVMの直接接続をエミュレートする KVM
Launch Managerからアクセスできるインターフェイスです。サーバに物理的に接続する必要があ
るKVMドングルとは異なり、KVMコンソールを使用すると、ネットワーク上のリモートロケー
ションからサーバに接続できます。

サーバへのアクセスに KVMコンソールを使用する場合は、サーバまたはサーバに関連付けられ
たサービスプロファイルが CIMCの IPアドレスで設定できるようにする必要があります。 KVM
コンソールは、サーバまたはサービスプロファイルに割り当てられたCIMC IPアドレスを使用し
て、Cisco UCSドメイン内の適切なサーバを識別し、このサーバに接続します。

CD、DVD、またはフロッピードライブを使用してサーバに直接接続する代わりに、KVMコン
ソールでは仮想メディアを使用します。仮想メディアは、仮想 CD、DVD、またはフロッピード
ライブにマップされた実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次に示

す任意の仮想ドライブをマップできます。

•お使いのコンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル
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サーバ OS のインストールでの KVM コンソールの使用に関する推奨事項

仮想CD/DVDまたはフロッピードライブからOSをインストールするには、その仮想CD/DVDま
たはフロッピードライブがサービスプロファイルで最初のブートデバイスとして設定されてい

る必要があります。

KVMコンソールを使用した OSのインストールは、KVMドングルを使用する場合よりも時間が
かかることがあります。これは、ネットワークを介してインストールファイルをサーバにダウン

ロードする必要があるためです。ディスクドライブまたはディスクイメージファイルをネット

ワーク共有から仮想ドライブにマップする場合は、インストールにさらに時間がかかることがあ

ります。これは、インストールファイルをネットワークから KVMコンソール（お使いのコン
ピュータ）にダウンロードした後、KVMコンソールからサーバにダウンロードする必要があるか
らです。このインストール方式を使用する場合は、KVMコンソールを搭載したシステムのでき
る限り近くにインストールメディアを配置することを推奨します。

仮想 KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。これにより、リモートロケーショ
ンからのサーバへの接続とサーバの制御ができるようになり、この KVMセッション中にサーバ
がアクセスできる仮想ドライブに物理的な場所をマッピングできるようになります。

KVMコンソールには Java Runtime Environment（JRE）バージョン 1.5.0以降が必要です。重要

[KVM] タブ

このタブは、サーバへのコマンドラインアクセスを提供します。このタブで使用できるメニュー

オプションは次のとおりです。

[Virtual Media]タブ

サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わりに、
KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、サーバ上の仮想 CD/DVDドライブまた
はフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイ

ルです。 [Client View]テーブルは、サーバが使用できるフロッピーイメージ、フロッピードライ
ブ、CD/DVDドライブおよび ISOイメージを表示します。
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説明名前

このカラムのチェックボックスをオンにすると、関連するディ

スクドライブまたはイメージファイルにサーバからアクセスで

きます。ドライブまたはイメージファイルからサーバを切断す

るには、このチェックボックスをクリアします。

各ドライブまたはイメージファイルは、ユーザのローカルコン

ピュータまたはネットワークに設定でき、それぞれが次の 3つ
のカテゴリのうちのいずれかに分類されます。

•仮想 CD/DVD

•リムーバブルメディア

•フロッピー：このカテゴリには、USBキーまたはフラッ
シュドライブがあります。

この3つのカテゴリのそれぞれに、1つのドライブまたはイメー
ジの仮想メディアをイネーブルにできますが、同じカテゴリに

複数のドライブまたはイメージを仮想化することはできません。

[Mapped]カラム

オンにすると、仮想メディアデバイスに書き込み機能があって

も、サーバはそのメディアに書き込むことができなくなります。

[Read Only]カラム

サーバによって使用されるデバイスへのパスを表示します。[Drive]カラム

[KVM]タブに戻ります。[Exit]ボタン

サーバにマップするローカルフォルダにナビゲートする [Open]
ダイアログボックスが開きます。

システムがイメージを生成したら、デスクトップに IMGファイ
ルを保存し、[Client View]テーブルに追加します。マッピング
プロセスを完了するには、[Mapped]カラムのチェックボックス
をオンにします。

[Create Image]ボタン

サーバにアクセスする ISOまたは IMGファイルに移動する
[Open]ダイアログボックスが開きます。

ファイルを選択すると、システムはそのファイルを [ClientView]
テーブルに追加します。マッピングプロセスを完了するには、

[Mapped]カラムのチェックボックスをオンにします。

[Add Image]ボタン

[Client View]テーブルから選択したイメージを削除します。[Remove Image]ボタン
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説明名前

[Details]領域の表示を切り替えます。この領域には、3つのデ
バイスカテゴリ、このカテゴリのマッピングステータス、読み

取りおよび書き込み統計、デバイスがマッピングされている期

間を示すテーブルが含まれます。

[Details]ボタン

サーバに接続されているすべてのUSBデバイスをリセットしま
す。

このボタンを使用するには、[Details]領域が表示され
ていなければなりません。

（注）

[USB Reset]ボタン

[File] メニュー

説明メニュー項目

JPGイメージとして現在の画面を保存できる [Save]ダイアログ
ボックスが開きます。

このオプションは、[KVM]タブでのみ使用できま
す。

（注）

Capture to File

KVMコンソールを閉じます。Exit

[KVM]タブの [View]メニュー

説明メニュー項目

サーバの現在のビデオ出力を使用してコンソール表示を更新し

ます。

Refresh

画面全体に表示されるように KVMコンソールを拡張します。Full Screen

サイズを変更できる [Windowed]モードにKVMコンソールを戻
します。

Windowed

コンソールウィンドウのサイズを、サーバからのビデオ映像を

表示するために必要な最小サイズに変更します。

このオプションは、コンソールが [Windowed]モードの場合にの
み使用できます。

Fit

[KVM]タブの [Macros]メニュー

リモートシステムで実行するキーボードショートカットを選択します。
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[KVM]タブの [Tools]メニュー

説明メニュー項目

[SessionOptions]ダイアログボックスでは次のオプションを指定
できます。

•コンソールが [Windowed]モードになっているときにすべ
てのキーストロークをターゲットシステムに渡すかどうか

を指定します。デフォルトは noです。

•シングルカーソルモードになっているときの終了キーを
指定します。デフォルトは F12です。

•ターゲットシステムに使用するマウスのアクセラレーショ
ンを指定します。デフォルトは [Windows]です。

Session Options

一部のリモートオペレーティングシステムで検出されたマウス

の配置に関する問題を解決するシングルカーソル機能をオンに

します。この機能をオンにすると、マウスポインタがビューア

ウィンドウ内でトラップされます。

機能をオフにするには、[SessionOptions]ダイアログボックスで
指定された終了キーを押します。

Single Cursor

次の項目を表示する [Stas]ダイアログボックスが開きます。

•フレームレート（フレーム数/秒で測定されます）

•帯域幅（KB数/秒で測定されます）

•圧縮（使用される圧縮率で測定されます）

•パケットレート（パケット数/秒で測定されます）

Stats

アクティブ KVMセッションを持つすべてのユーザ IDを示す
[Session User List]ダイアログボックスが開きます。

Session User List
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サーバからの KVM コンソールの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 KVMコンソールからアクセスするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [KVM Console]をクリックします。
KVMコンソールが別ウィンドウで開きます。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、そ
の後に続いて Caps Lockキーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lockキーがオ
ンのときのように動作する場合があります。KVMコンソールとキーボードを同期させ
るには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lockキーを一度押し、次に
KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lockキーをもう一度押します。

ヒント

サービスプロファイルからの KVM コンソールの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 [KVM Console]を起動するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバに KVMアクセスを必要とするサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [KVM Console]をクリックします。
別ウィンドウに KVMコンソールが表示されます。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、そ
の後に続いて Caps Lockキーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lockキーがオ
ンのときのように動作する場合があります。KVMコンソールとキーボードを同期させ
るには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lockキーを一度押し、次に
KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lockキーをもう一度押します。

ヒント
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KVM Launch Manager からの KVM コンソールの起動
KVM Launch Managerでは、Cisco UCS Managerにログインせずに KVMコンソールからサーバに
アクセスできます。

はじめる前に

KVMLaunchManagerからサーバのKVMコンソールにアクセスするには、次の情報が必要です。

• Cisco UCSのユーザ名およびパスワード。

•アクセスする KVMのサーバに関連付けられたサーバプロファイル名。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUIのWebリンクを入力または選択します。

例：

デフォルトのWebリンクは http://UCSManager_IPまたは https://UCSManager_IP で
す。スタンドアロン構成の場合、UCSManager_IPはファブリックインターコネクトの管理ポー
トの IPアドレスです。クラスタ構成の場合、UCSManager_IPは Cisco UCSManagerに割り当て
られている IPアドレスです。

ステップ 2 [Launch Page]Cisco UCS Managerの起動ページの [Launch KVMManager]をクリックします。

ステップ 3 [Security Alert]ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]をクリックしてセキュリティ証明
書を受け入れ、続行します。

ステップ 4 [UCS - KVM Launch Manager Login]ページで、次の手順を実行します。
a) Cisco UCSのユーザ名およびパスワードを入力します。
b) （任意） Cisco UCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン
リストから適切なドメインを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 5 KVM Launch Managerの [Service Profiles]テーブルで、次の手順を実行します。
a) サービスプロファイルと、KVMアクセスが必要な関連するサーバを含む行を探します。
b) そのサーバの [Launch KVM]列の [Launch]をクリックします。
別ウィンドウに KVMコンソールが表示されます。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、
その後に続いて Caps Lockキーをオフにすると、KVMコンソールは Caps Lockキー
がオンのときのように動作する場合があります。 KVMコンソールとキーボードを
同期させるには、KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lockキーを一度
押し、次にKVMコンソールにフォーカスを置いてCaps Lockキーをもう一度押しま
す。

ヒント
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第 40 章

I/O モジュールの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Manager GUIでの I/Oモジュール管理 , 747 ページ

• I/Oモジュールのリセット, 747 ページ

• I/Oモジュールの POST結果の表示, 748 ページ

Cisco UCS Manager GUIでの I/O モジュール管理
Cisco UCSManager GUIを使用して Cisco UCSドメイン内のすべての I/Oモジュールを管理および
モニタできます。

I/O モジュールのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 リセットする I/Oモジュールをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset IO Module]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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I/O モジュールの POST 結果の表示
I/Oモジュールに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示する I/Oモジュールを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POST Results]ダイアログボックスに、I/Oモジュールの POSTの結果が一覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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第 41 章

設定のバックアップと復元

この章の内容は、次のとおりです。

• バックアップおよびエクスポートの設定, 749 ページ

• バックアップタイプ, 750 ページ

• バックアップ操作の考慮事項と推奨事項, 750 ページ

• スケジューリングバックアップ, 751 ページ

• コンフィギュレーションのインポート, 752 ページ

• インポート方法, 752 ページ

• システムの復元, 753 ページ

• バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザロール, 753 ページ

• バックアップ操作の設定, 753 ページ

• スケジュールバックアップの設定, 760 ページ

• インポート操作の設定, 763 ページ

• ファブリックインターコネクトの設定の復元, 769 ページ

バックアップおよびエクスポートの設定

Cisco UCS Managerからバックアップを実行する場合は、システム設定全体またはその一部のス
ナップショットを作成し、ファイルをネットワーク上の場所にエクスポートします。 Cisco UCS
Managerを使用して、サーバにデータをバックアップすることはできません。

バックアップは、システムが起動されて動作している間に実行できます。バックアップ操作で

は、管理プレーンからの情報だけが保存されます。バックアップは、サーバまたはネットワーク

トラフィックには影響しません。
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バックアップタイプ

Cisco UCSから次のタイプのバックアップを 1つ以上実行できます。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれるバイナリファイル。このバックアッ
プにより生成されたファイルを使用して、ディザスタリカバリ時にシステムを復元できま

す。このファイルにより、元のファブリックインターコネクト上で設定を復元または再構

築できます。また、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現することもできま

す。このファイルは、インポートには使用できません。

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含まれる XMLファイル。このバッ
クアップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックインター

コネクトまたは別のファブリックインターコネクトにインポートできます。このファイル

は、システムの復元には使用できません。このファイルには、ローカル認証されたユーザの

パスワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどのすべてのシステム設定が含まれる
XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を
元のファブリックインターコネクトまたは別のファブリックインターコネクトにインポー

トできます。このファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービスプロファイル、VLAN、VSAN、プール、ポリシーなどのす
べての論理設定が含まれる XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを
使用して、これらの設定を元のファブリックインターコネクトまたは別のファブリックイ

ンターコネクトにインポートできます。このファイルは、システムの復元には使用できませ

ん。

バックアップ操作の考慮事項と推奨事項

バックアップ操作を作成する前に、次のことを考慮してください。

バックアップの場所

バックアップの場所とは、CiscoUCSCentralでファイルをエクスポートするネットワーク上
の宛先またはフォルダのことです。バックアップ操作は、バックアップファイルを保存す

る場所ごとに 1つしか保持できません。

バックアップファイルを上書きする可能性

ファイル名を変更しないでバックアップ操作を再実行すると、サーバ上にすでに存在する

ファイルが Cisco UCS Centralによって上書きされます。既存のバックアップファイルが上
書きされるのを回避するには、バックアップ操作内のファイル名を変更するか、既存のファ

イルを別の場所にコピーします。
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複数のバックアップのタイプ

同じ場所に対して複数種類のバックアップを実行し、エクスポートできます。バックアッ

プ操作を再実行する前に、バックアップタイプを変更する必要があります。バックアップ

タイプの識別を容易にし、また既存のバックアップファイルが上書きされるのを回避する

ために、ファイル名を変更することを推奨します。

スケジューリングバックアップ

バックアップ操作を前もって作成し、そのバックアップの実行準備が整うまで管理状態を

ディセーブルのままにしておくことはできます。 Cisco UCS Centralは、バックアップ操作
の管理状態がイネーブルに設定されるまで、バックアップ操作を実行したり、コンフィギュ

レーションファイルを保存したり、エクスポートしたりしません。

CiscoUCSCentralを使用して、CiscoUCSCentral自身またはCiscoUCSManagerのバックアッ
プと復元ができます。バックアップと復元のポリシーをスケジュールするか、バックアッ

プ操作はただちに実行することができます。スケジュールされるバックアップ操作と即時

バックアップ操作には、次の 2つのタイプがあります。

• Cisco UCS Centralのバックアップおよび復元機能ポリシーのスケジュールされた操作
と即時操作。

• Cisco UCS Centralでポリシーが解決した場合の Cisco UCSManagerのバックアップおよ
び復元機能ポリシーのスケジュールされた操作と即時操作。

ポリシーには、スケジュールされた全コンフィギュレーションのバックアップポリシーと、

スケジュールされた dbバックアップポリシーという 2種類のポリシーがあります。これら
のポリシーは、ローカルまたは Cisco UCS Centralに定義できます

増分バックアップ

Cisco UCSの増分バックアップは実行できません。

完全な状態のバックアップの暗号化

完全な状態のバックアップでは、パスワードや他の機密情報がクリアテキストでエクスポー

トされないように暗号化されます。

スケジューリングバックアップ

次のタイプのバックアップをスケジュールするように、Cisco UCSにポリシーを設定することが
できます。

•完全な状態

•すべてのコンフィギュレーション

他のタイプのバックアップはスケジュールできません。
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完全な状態のバックアップポリシー

完全な状態のバックアップポリシーにより、システム全体のスナップショットの完全な状態の定

期的なバックアップをスケジュールすることができます。完全な状態のバックアップを日単位、

週単位、または隔週単位で行うように設定するかどうか選択することもできます。

Cisco UCSは、リモートサーバ上のバックアップファイルの最大数を維持します。この数を超え
ると、Cisco UCSでは最も古いバックアップファイルが上書きされます。

すべてのコンフィギュレーションのエクスポートポリシー

すべてのコンフィギュレーションのバックアップのポリシーにより、すべてのシステム設定およ

び論理コンフィギュレーション設定の定期的なバックアップおよびエクスポートをスケジュール

することができます。このバックアップには、ローカル認証されたユーザのパスワードは含まれ

ません。すべてのコンフィギュレーションのバックアップを日単位、週単位、または隔週単位で

行うように設定するかどうか選択することもできます。

Cisco UCSは、リモートサーバ上のバックアップファイルの最大数を維持します。この数を超え
ると、Cisco UCSでは最も古いバックアップファイルが上書きされます。

コンフィギュレーションのインポート

Cisco UCSからエクスポートされたコンフィギュレーションファイルをインポートできます。
ファイルは、同じ Cisco UCSからエクスポートされる必要はありません。

インポート機能は、すべてのコンフィギュレーションファイル、システムコンフィギュレーショ

ンファイル、および論理コンフィギュレーションファイルで使用できます。インポートは、シ

ステムがアップ状態で、稼働中に実行できます。インポート操作によって情報が変更されるの

は、管理プレーンだけです。インポート操作によって行われる一部の変更（サーバに割り当てら

れた Virtual Network Interface Card（vNIC;仮想ネットワークインターフェイスカード）に対する
変更など）により、サーバのリブートまたはトラフィックを中断する他の動作が行われることが

あります。

インポート操作はスケジュールできません。ただし、インポート操作を前もって作成し、そのイ

ンポートの実行準備が整うまで管理状態をディセーブルのままにしておくことはできます。Cisco
UCSでは、管理状態がイネーブルに設定されるまで、コンフィギュレーションファイルでイン
ポート操作が実行されません。

インポート操作は、コンフィギュレーションバックアップファイルを保存する場所ごとに 1つし
か保持できません。

インポート方法

次のいずれかの方法を使用して、Cisco UCSによるシステム設定のインポートおよびアップデー
トを実行できます。
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• [Merge]：インポートされたコンフィギュレーションファイルの情報は、既存の設定情報と
比較されます。矛盾が存在する場合、インポート操作によって、インポートされたコンフィ

ギュレーションファイルの情報で Cisco UCSドメインの情報が上書きされます。

• [Replace]：現在の設定情報が、インポートされたコンフィギュレーションファイルの情報で
一度に 1つのオブジェクトについて置き換えられます。

システムの復元

この復元機能は、ディザスタリカバリに使用できます。

Cisco UCSからエクスポートされた任意の完全な状態のバックアップファイルからシステム設定
を復元できます。このファイルは、復元するシステム上の Cisco UCSからエクスポートされたも
のでなくてもかまいません。別のシステムからエクスポートされたバックアップファイルを使用

して復元する場合、ファブリックインターコネクト、サーバ、アダプタ、I/Oモジュールまたは
FEXの接続も含め、同一または同様のシステム設定およびハードウェアを使用することを強く推
奨します。ハードウェアまたはシステム設定、あるいはこの両方が一致していない場合、復元さ

れたシステムが完全に機能しない可能性があります。2つのシステムで、I/Oモジュールのリンク
またはサーバ間に不一致がある場合は、復元操作の後にシャーシまたはサーバ、あるいはこの両

方を確認します。

この復元機能は、完全な状態のバックアップファイルにだけ使用できます。完全な状態のバック

アップファイルはインポートできません。復元は、初期システムセットアップで実行します。

バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザロール

バックアップ操作とインポート操作を作成し、実行するには、管理ロールを持つユーザアカウン

トが必要です。

バックアップ操作の設定

バックアップ操作の作成

はじめる前に

バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャルを取得します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、[Create Backup Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Backup Operation]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK]をクリックするとすぐに、Cisco UCS
Managerによってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに
よってバックアップ操作は実行されません。このオプショ

ンを選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィール

ドが表示されたままになります。ただし、[Backup
Configuration]ダイアログボックスからバックアップを手動
で実行する必要があります。

[Admin State]フィールド
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説明名前

バックアップコンフィギュレーションファイルに保存された情

報。次のいずれかになります。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれる
バイナリファイル。このバックアップにより生成された

ファイルを使用して、ディザスタリカバリ時にシステムを

復元できます。このファイルにより、元のファブリック

インターコネクト上で設定を復元または再構築できます。

また、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現

することもできます。このファイルは、インポートには使

用できません。

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含
まれるXMLファイル。このバックアップにより生成され
たファイルを使用して、これらの設定を元のファブリック

インターコネクトまたは別のファブリックインターコネク

トにインポートできます。このファイルは、システムの復

元には使用できません。このファイルには、ローカル認証

されたユーザのパスワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどの
すべてのシステム設定が含まれる XMLファイル。この
バックアップにより生成されたファイルを使用して、これ

らの設定を元のファブリックインターコネクトまたは別の

ファブリックインターコネクトにインポートできます。

このファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービスプロファイル、VLAN、
VSAN、プール、ポリシーなどのすべての論理設定が含ま
れるXMLファイル。このバックアップにより生成された
ファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックイ

ンターコネクトまたは別のファブリックインターコネクト

にインポートできます。このファイルは、システムの復元

には使用できません。

[Type]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、バックアップファイル

に、MACアドレス、WWPN、WWNN、およびUUIDなどのプー
ルから派生したすべての IDが維持されます。

[Preserve Identities]チェックボッ
クス
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説明名前

バックアップファイルの保存場所。次のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルはリモー
トサーバに保存されます。 Cisco UCSManager GUIによっ
て次に示すフィールドが表示され、リモートシステムのプ

ロトコル、ホスト、ファイル名、ユーザ名、パスワードを

指定できます。

• [Local File System]：バックアップ XMLファイルはローカ
ルに保存されます。 Cisco UCS Manager GUIによって
[Filename]フィールドが、関連付けられた [Browse]ボタン
とともに表示され、バックアップファイルの名前と場所を

指定できます。

[OK]をクリックした後、場所は変更できませ
ん。

（注）

[Location of the Backup File]
フィールド

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

バックアップファイルが格納されている場所のホスト名または

IPアドレス。これは、サーバ、ストレージアレイ、ローカル
ドライブ、またはファブリックインターコネクトがネットワー

ク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメディアなど
があります。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、

ファイルに名前が割り当てられます。

[Remote File]フィールド
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説明名前

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

Cisco UCS Managerではこのパスワードは保存されません。そ
のため、バックアップ操作をすぐにイネーブルにして、実行す

る予定がない限り、このパスワードを入力する必要はありませ

ん。

[Password]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK]をクリックします。
[Admin State]フィールドをイネーブルに設定すると、Cisco UCS Managerによって、選択した設
定タイプのスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされま

す。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup Operations]テーブルに、バックアップ
操作が表示されます。

ステップ 9 （任意） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties]領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations]テーブルの操作をクリックし
ます。

b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。
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バックアップ操作の実行

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、実行するバックアッ
プ操作をクリックします。

選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Admin State]フィールドで、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー
ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、選択された設定タイプのスナップショットを作成し、ファイルをネット
ワークの場所にエクスポートします。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup
Operations]テーブルに、バックアップ操作が表示されます。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックし
ます。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

バックアップ操作の変更

バックアップ操作を修正して、別のバックアップタイプのファイルをその場所に保存したり、前

のバックアップファイルが上書きされないようにファイル名を変更したりすることができます。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
758 OL-28301-02-J  

バックアップ操作の設定



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]領域で、変更するバックアップ操
作をクリックします。

選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。バックアップ操作がディ
セーブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State]フィールドで、[enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

バックアップ操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State]フィールドの [disabled]
オプションボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

1 つまたは複数のバックアップ操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、削除するバックアッ
プ操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled]に設定されている場合、テーブルでバックアップ操作をク
リックすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Backup Operations]テーブルのアイコンバーの [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したバックアップ操作を削除

します。

Apply
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説明オプション

選択したバックアップ操作を削除し、ダイアログボックスを閉じま

す。

OK

スケジュールバックアップの設定

完全な状態のバックアップポリシーの設定

はじめる前に

バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャルを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Backup and Export Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [Full State Backup Policy]で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーバックアップファイルが格納されている場所のホスト

名または IPアドレス。これは、サーバ、ストレージアレイ、
ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメ
ディアなどがあります。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド

ポリシーバックアップファイルへのフルパス。このフィール

ドには、ファイル名とパスを含めることができます。ファイル

名を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前

が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドに指
定されているスケジュールを使用して、すべてのポリシー

情報をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ
プしません。

[Admin State]フィールド

Cisco UCS Managerがポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule]フィールド

CiscoUCSManagerが保持するバックアップファイルの最大数。

この値は変更できません。

[Max Cap]フィールド

バックアップポリシーの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

すべてのコンフィギュレーションのエクスポートポリシーの設定

はじめる前に

バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャルを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Backup and Export Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [All Configuration Export Policy]で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

設定ポリシーバックアップファイルが格納されている場所のホ

スト名または IPアドレス。これは、サーバ、ストレージアレ
イ、ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクト

がネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込み
メディアなどがあります。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、

ファイルに名前が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドに指
定されているスケジュールを使用して、すべてのポリシー

情報をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ
プしません。

[Admin State]フィールド

Cisco UCS Managerがポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule]フィールド

Cisco UCS Managerが保持する設定バックアップファイルの最
大数。

この値は変更できません。

[Max Cap]フィールド

設定エクスポートポリシーの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

インポート操作の設定

インポート操作の作成

Full Stateコンフィギュレーションファイルはインポートできません。次のコンフィギュレーショ
ンファイルのいずれもインポートできます。

•すべてのコンフィギュレーション
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•システムコンフィギュレーション

•論理コンフィギュレーション

はじめる前に

コンフィギュレーションファイルのインポートに必要な次の情報を収集します。

•バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャル

•バックアップファイルの完全修飾名

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスで、[Create Import Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Import Operation]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK]をクリックするとすぐに、Cisco UCS
Managerによってインポート操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに
よってインポート操作は実行されません。このオプション

を選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィールド

が表示されたままになります。ただし、インポートは

[Import Configuration]ダイアログボックスから手動で実行
する必要があります。

[Admin State]フィールド

次のいずれかになります。

• [Merge]：設定情報が既存の情報とマージされます。 競合
する場合、現在のシステム上の情報が、インポート設定

ファイル内の情報に置き換えられます。

• [Replace]：インポート設定ファイル内の各オブジェクトが
採用され、現在の設定内の対応するオブジェクトは上書き

されます。

[Action]フィールド
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説明名前

インポートするバックアップファイルが置かれている場所。次

のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルはリモー
トサーバに保存されます。 Cisco UCSManager GUIによっ
て次に示すフィールドが表示され、リモートシステムのプ

ロトコル、ホスト、ファイル名、ユーザ名、パスワードを

指定できます。

• [Local File System]：バックアップ XMLファイルはローカ
ルに保存されます。 Cisco UCS Manager GUIによって
[Filename]フィールドが、関連付けられた [Browse]ボタン
とともに表示され、バックアップファイルの名前と場所を

指定できます。

[Location of the Import File]
フィールド

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

設定ファイルのインポート元のホスト名または IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

XMLコンフィギュレーションファイルの名前。[Remote File]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

Cisco UCS Managerではこのパスワードは保存されません。し
たがって、インポート操作をイネーブルにしてただちに実行す

る場合を除き、このパスワードを入力する必要はありません。

[Password]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。
[Admin State]をイネーブルに設定した場合、Cisco UCSManagerは、ネットワークの場所から設定
をインポートします。選択した処理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合されるか、

既存の設定と置き換えられます。インポート操作は、[Import Configuration]ダイアログボックス
の [Import Operations]テーブルに表示されます。

ステップ 9 （任意） インポート操作の進捗状況を表示するには、次の手順を実行します。

a) [Properties]領域にインポート操作が自動的に表示されない場合は、[ImportOperations]テーブル
でインポート操作をクリックします。

b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK]をクリックして、[Import Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[ImportConfiguration]
を再度開きます。

インポート操作の実行

Full Stateコンフィギュレーションファイルはインポートできません。次のコンフィギュレーショ
ンファイルのいずれもインポートできます。

•すべてのコンフィギュレーション

•システムコンフィギュレーション

•論理コンフィギュレーション

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
766 OL-28301-02-J  

インポート操作の設定



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスの [ImportOperations]テーブルで、実行する操作をクリッ
クします。

選択されたインポート操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Admin State]フィールドで、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー
ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、ネットワークの場所から設定ファイルをインポートします。選択した処
理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合されるか、既存の設定と置き換えられます。

インポート操作は、[Import Configuration]ダイアログボックスの [Import Operations]テーブルに表
示されます。

ステップ 8 （任意） インポート操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックしま
す。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Import Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[ImportConfiguration]
を再度開きます。

インポート操作の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスの [Import Operations]領域で、変更するインポート操作
をクリックします。
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選択されたインポート操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。インポート操作がディセー
ブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State]フィールドで、[enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

インポート操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） インポート操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State]フィールドの [disabled]オ
プションボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

1 つまたは複数のインポート操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Import Operations]テーブルで、削除するインポート
操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled]に設定されている場合、テーブルでインポート操作をクリッ
クすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Import Operations]テーブルのアイコンバーの [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Import Configuration]ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したインポート操作を削除し

ます。

Apply

選択したインポート操作を削除し、ダイアログボックスを閉じます。OK
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ファブリックインターコネクトの設定の復元

はじめる前に

システムコンフィギュレーションを復元するために必要な次の情報を収集します。

•ファブリックインターコネクト管理ポートの IPアドレスおよびサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

•バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャル

• Full Stateバックアップファイルの完全修飾名

システムを復元するには、Full Stateコンフィギュレーションファイルへのア
クセスが必要です。その他のタイプのコンフィギュレーションファイルや

バックアップファイルでは、システムを復元できません。

（注）

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトがオフの場合はオンにします。

ファブリックインターコネクトがブートする際、Power On Self-Testのメッセージが表示されま
す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合、次の情報を入力するよう求められることがあ
ります。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートのサブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPアドレス

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Restore From Backup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cisco UCS Manager Initial Setup]ページの [Protocol]領域で、完全な状態のバックアップファイル
をアップロードするために使用するプロトコルを選択します。

• SCP

• TFTP
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• FTP

• SFTP

ステップ 9 [Server Information]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

完全な状態のバックアップファイルがあるコン

ピュータの IPアドレス。これは、サーバ、ス
トレージアレイ、ローカルドライブ、または

ファブリックインターコネクトがネットワーク

経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込み
メディアなどがあります。

Server IP

フォルダ名やファイル名など、完全な状態の

バックアップファイルがあるファイルのパス。

Backup File Path

システムがリモートサーバへのログインに使用

する必要のあるユーザ名。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

User ID

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プ

ロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適
用されません。

Password

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
コンソールに戻ってシステム復元の進捗状況を確認できます。

ファブリックインターコネクトはバックアップサーバにログインし、指定された完全な状態の

バックアップファイルのコピーを取得し、システム設定を復元します。

クラスタ設定の場合、セカンダリファブリックインターコネクトを復元する必要はありません。

セカンダリファブリックインターコネクトがリブートすると、Cisco UCS Managerはただちにそ
の設定をプライマリファブリックインターコネクトと同期させます。
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第 42 章

失われたパスワードの復旧

この章の内容は、次のとおりです。

• 失われたパスワードの復旧, 771 ページ

失われたパスワードの復旧

admin アカウントのパスワードの復旧
adminアカウントは、システムアドミニストレータまたはスーパーユーザのアカウントです。ア
ドミニストレータが adminアカウントのパスワードを失うと、重大なセキュリティ上の問題が発
生する可能性があります。その結果、adminアカウントのパスワードを復旧するために、Cisco
UCSドメインのすべてのファブリックインターコネクトの電源を再投入する必要が生じます。

adminアカウントのパスワードを復旧する場合、実際にはそのアカウントのパスワードを変更し
ます。 adminアカウントに対応する元のパスワードを取得することはできません。

admin以外のすべてのローカルアカウントのパスワードは、Cisco UCSManagerからリセットでき
ます。ただし、AAAまたは admin権限を持つアカウントを使用して Cisco UCSManagerにログイ
ンする必要があります。

この手順では、CiscoUCSドメインのすべてのファブリックインターコネクトの電源を切断す
る必要があります。したがって、CiscoUCSドメイン内のすべてのデータ送信は、ファブリッ
クインターコネクトが再起動されるまで停止します。

注意
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ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[High Availability Details]バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ
クインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。

ファブリックインターコネクトのファームウェアバージョンの確認

次の手順を使用して、Cisco UCSドメインのすべてのファブリックインターコネクトのファーム
ウェアバージョンを確認できます。ファブリックインターコネクトの [Installed Firmware]タブを
使用すると、単一のファブリックインターコネクトのファームウェアを確認できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [InstalledFirmware]タブで、次に示す各ファブリックインターコネクトのファームウェアバージョ
ンが、アップデートしたファームウェアのバージョンと一致していることを確認します。

•カーネルバージョン

•システムバージョン

スタンドアロン設定の admin アカウントパスワードの復旧
この手順により、ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。 adminアカウントは、システムアドミニスト
レータまたはスーパーユーザのアカウントです。
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はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトのコンソールポートを、コンピュータターミナルまたはコン

ソールサーバに物理的に接続します。

2 次のファームウェアの実行中のバージョンを確認します。

•ファブリックインターコネクトのファームウェアカーネルバージョン

•ファームウェアシステムバージョン

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザアカウントを使用してログイン
します。

ヒント

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。

ステップ 3 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loaderプロンプトを表示さ
せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな
らない場合があります。

ステップ 4 ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートします。
loader >
boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

例：
loader >
boot /installables/switch/ucs-6100-k9-kickstart.4.1.3.N2.1.0.11.gbin

ステップ 5 configターミナルモードを入力します。
Fabric(boot)#
config terminal

ステップ 6 adminパスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)#
admin-password
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password

大文字と数字がそれぞれ 1つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空
にできません。

新しいパスワードはクリアテキストモードで表示されます。

ステップ 7 configターミナルモードを終了し、ブートプロンプトに戻ります。

ステップ 8 ファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートします。
Fabric(boot)#
load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)#
load /installables/switch/ucs-6100-k9-system.4.1.3.N2.1.0.211.bin

ステップ 9 システムイメージがロードされたら、Cisco UCS Managerにログインします。

クラスタ設定の admin アカウントパスワードの復旧
この手順により、ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。 adminアカウントは、システムアドミニスト
レータまたはスーパーユーザのアカウントです。

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトのコンソールポートのいずれか 1つを、コンピュータターミ
ナルまたはコンソールサーバに物理的に接続します。

2 次の情報を入手します。

•ファブリックインターコネクトのファームウェアカーネルバージョン

•ファームウェアシステムバージョン

•プライマリリーダーシップロールを持つファブリックインターコネクトと、従属ファブ
リックインターコネクト

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザアカウントを使用してログイン
します。

ヒント
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手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 従属ファブリックインターコネクトの場合は、次の手順を実行します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。
c) コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時にloaderプロンプトを表示
させます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければ
ならない場合があります。

ステップ 3 プライマリファブリックインターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。

ステップ 4 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loaderプロンプトを表示さ
せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな
らない場合があります。

ステップ 5 プライマリファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートしま

す。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

例：
loader > boot /installables/switch/ucs-6100-k9-kickstart.4.1.3.N2.1.0.11.gbin

ステップ 6 configターミナルモードを入力します。
Fabric(boot)# config terminal

ステップ 7 adminパスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)# admin-password password

大文字と数字がそれぞれ 1つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空
にできません。
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新しいパスワードはクリアテキストモードで表示されます。

ステップ 8 configターミナルモードを終了し、ブートプロンプトに戻ります。

ステップ 9 プライマリファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートしま

す。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)# load /installables/switch/ucs-6100-k9-system.4.1.3.N2.1.0.211.bin

ステップ 10 システムイメージがロードされたら、Cisco UCS Managerにログインします。

ステップ 11 従属ファブリックインターコネクトのコンソールで、次の手順を実行してシステムを起動しま

す。

a) 従属ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートします。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

b) 従属ファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートします。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version
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第 VII 部

システムモニタリング
• トラフィックのモニタリング, 779 ページ

• ハードウェアのモニタリング, 787 ページ

• 統計関連ポリシーの設定, 805 ページ

• Call Homeの設定, 817 ページ

• システムイベントログの管理, 841 ページ

• 障害、イベント、およびログの設定, 849 ページ





第 43 章

トラフィックのモニタリング

この章の内容は、次のとおりです。

• トラフィックモニタリング, 779 ページ

• トラフィックモニタリングに関する注意事項および推奨事項, 780 ページ

• イーサネットトラフィックのモニタリングセッションの作成, 781 ページ

• ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションの作成, 783 ページ

• モニタリングセッションへのトラフィック送信元の追加, 784 ページ

• トラフィックのモニタリングセッションのアクティブ化, 785 ページ

• トラフィックモニタリングセッションの削除, 785 ページ

トラフィックモニタリング

トラフィックモニタリングは、1つ以上の送信元からトラフィックをコピーし、コピーしたトラ
フィックをネットワークアナライザによる分析用の専用宛先ポートに送信します。この機能は、

Switched Port Analyzer（SPAN）をしても認識されています。

セッションのタイプ

トラフィックモニタリングセッションを作成すると、トラフィックの受信に、イーサネットまた

はファイバチャネル宛先ポートを選択できます。宛先ポートのタイプで、使用可能なトラフィッ

クの送信元のタイプを判別するセッションのタイプが決まります。イーサネットトラフィックの

モニタリングセッションの場合、宛先ポートは未設定の物理ポートである必要があります。ファ

イバチャネルトラフィックのモニタリングセッションの場合、宛先ポートはファイバチャネル

アップリンクポートである必要があります。

トラフィックの送信元

イーサネットトラフィックのモニタリングセッションは、次のトラフィックの送信元のいずれか

をモニタできます。
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•アップリンクイーサネットポート

•イーサネットポートチャネル

• VLAN

•サービスプロファイル vNIC

•サービスプロファイル vHBA

• FCoEポート

•ポートチャネル

•サーバポート

•ユニファイドアップリンクポート

ファイバチャネルトラフィックのモニタリングセッションは、次のトラフィックの送信元のい

ずれかをモニタできます。

•アップリンクファイバチャネルポート

• SANポートチャネル

• VSAN

•サービスプロファイル vHBA

•ファイバチャネルストレージポート

トラフィックモニタリングに関する注意事項および推奨事項

トラフィックモニタリングを設定するか、またはアクティブにする場合は、次の注意事項を考慮

してください。

•最大 16個のトラフィックのモニタリングセッションを作成および保存できます。同時にア
クティブにすることができるのは 2つだけです。

•トラフィックのモニタリングセッションは、作成時には、デフォルトでディセーブルです。
トラフィックのモニタを開始するには、セッションをアクティブにする必要があります。

•サーバからのトラフィックをモニタするには、サーバに対応するサービスプロファイルから
すべての vNICを追加します。

•ファイバチャネルトラフィックアナライザまたはイーサネットトラフィックアナライザを
使用して、ファイバチャネルトラフィックをモニタできます。ファイバチャネルトラフィッ

クが、イーサネット宛先ポートを備えたイーサネットトラフィックのモニタリングセッショ

ンを使用してモニタされると、宛先トラフィックは FCoEになります。

•トラフィックモニタリングの宛先は単一の物理ポートであるため、トラフィックモニタリ
ングセッションは 1つのファブリックだけをモニタできます。ファブリックフェールオー
バー間で連続するvNICのトラフィックをモニタするには、2つのセッション（ファブリック
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ごとに 1個）を作成し、2つのアナライザを接続する必要があります。両方のセッションの
トラフィックの送信元として vNICを追加します。

•すべてのトラフィックの送信元は宛先ポートと同じスイッチ内にある必要があります。

•宛先ポートとして設定されたポートを送信元ポートとしても設定することはできません。

•ポートチャネルのメンバポートは、送信元として個別に設定することはできません。ポー
トチャネルが送信元として設定されている場合、すべてのメンバポートが送信元ポートで

す。

• vHBAはイーサネットまたはファイバチャネルのモニタリングセッションの送信元として設
定できますが、両方に対して同時に送信元として使用できません。

•サーバポートは、非仮想化されたラックサーバアダプタ側のポートである場合にのみ送信
元にすることができます。

• Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクトのファイバチャネルポートは送信元ポート
として設定できません。

•仮想マシンのポートプロファイルを変更した場合、関連付けられているvNICで、送信元ポー
トとして使用されるポートはモニタから削除されますが、モニタリングセッションを再設定

する必要があります。

•トラフィックのモニタリングセッションが、Cisco UCS Manager Release 2.0以前のリリース
で、ダイナミック vNICに設定されていた場合、アップグレード後にトラフィックのモニタ
リングセッションを再設定する必要があります。

トラフィックモニタリングは、システムリソースに著しい負荷をかける可能性があります。

負荷を最小限にするには、不要なトラフィックの伝送ができるだけ少ない送信元を選択して、

トラフィックモニタリングが不要な場合はディセーブルにします。

（注）

イーサネットトラフィックのモニタリングセッションの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Traffic Monitoring Sessions] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 3 [Fabric_Interconnect_Name]を右クリックし、[Create Traffic Monitoring Session]を選択します。

ステップ 4 [Create Traffic Monitoring Session]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

トラフィックモニタリングセッションの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

[Destination]フィールドで選択した物理ポートで、トラフィック
がモニタされるかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：一部の送信元コンポーネントがセッションに追
加されると、Cisco UCSによってただちにポートアクティ
ビティのモニタリングが開始されます。

• [Disabled]：ポートアクティビティは、CiscoUCSによって
モニタされません。

[Admin State]フィールド

ナビゲーションツリーから通信トラフィックを監視する物理

ポートを選択します。

[Destination]ドロップダウンリ
スト

モニタされるポートチャネルのデータ転送速度。

使用可能なデータレートは、Cisco UCSドメインにインストー
ルされているファブリックインターコネクトによって異なりま

す。

[Admin Speed]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

•トラフィックのモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックのモニタリングセッションをアクティブにします。
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ファイバチャネルトラフィックモニタリングセッションの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[SAN] > [Traffic Monitoring Sessions] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 3 [Fabric_Interconnect_Name]を右クリックし、[Create Traffic Monitoring Session]を選択します。

ステップ 4 [Create Traffic Monitoring Session]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

トラフィックモニタリングセッションの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド

[Destination]フィールドで選択した物理ポートで、トラフィック
がモニタされるかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：一部の送信元コンポーネントがセッションに追
加されると、Cisco UCSによってただちにポートアクティ
ビティのモニタリングが開始されます。

• [Disabled]：ポートアクティビティは、CiscoUCSによって
モニタされません。

[Admin State]フィールド

ナビゲーションツリーから通信トラフィックを監視する物理

ポートを選択します。

[Destination]ドロップダウンリ
スト

モニタされるポートチャネルのデータ転送速度。次のいずれか

になります。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• [Auto]：データ転送速度がCisco UCS判断されます。

[Speed Admin]ドロップダウン
リスト
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ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

•トラフィックのモニタリングセッションにトラフィックソースを追加します。

•トラフィックのモニタリングセッションをアクティブにします。

モニタリングセッションへのトラフィック送信元の追加

トラフィックのモニタリングセッションがモニタする複数の送信元タイプから複数の送信元を選

択できます。利用可能な送信元は、Cisco UCSドメインに設定されたコンポーネントによって異
なります。

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションに対して送信元を追加

する方法について説明します。ファイバチャネルのモニタリングセッションに送信元を追加

するには、ステップ 2の [LAN]タブの代わりに [SAN]タブを選択します。

（注）

はじめる前に

トラフィックのモニタリングセッションを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Traffic Monitoring Sessions] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 3 Fabric_Interconnect_Name を展開して設定するモニタセッションをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Sources]領域で、追加するトラフィックの送信元のタイプのセクションを展開します。

ステップ 6 モニタリングに使用できるコンポーネントを表示するには、テーブルの右端にある[+]ボタンをク
リックして [Create Monitoring Session Source]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 7 送信元のコンポーネントを選択して [OK]をクリックします。
必要に応じて前述の 3つのステップを繰り返し、複数の送信元のタイプから複数の送信元を追加
します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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次の作業

トラフィックモニタリングセッションをアクティブにします。セッションがすでにアクティブ

化されている場合、トラフィックは送信元の追加時にモニタリングの宛先に転送されます。

トラフィックのモニタリングセッションのアクティブ化

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションをアクティブにする方

法について説明します。ファイバチャネルのモニタリングセッションをアクティブにするに

は、ステップ 2の [LAN]タブの代わりに [SAN]タブを選択します。

（注）

はじめる前に

トラフィックのモニタリングセッションを作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Traffic Monitoring Sessions] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 3 Fabric_Interconnect_Name を展開してアクティブにするモニタセッションをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、[Admin State]に対する [enabled]をクリックします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

トラフィックモニタリングの送信元が設定されている場合、トラフィックはトラフィックモニタ

リングの宛先ポートにフローを開始します。

トラフィックモニタリングセッションの削除

この手順では、イーサネットトラフィックのモニタリングセッションを削除する方法につい

て説明します。ファイバチャネルのモニタリングセッションを削除するには、ステップ 2の
[LAN]タブの代わりに [SAN]タブを選択します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Traffic Monitoring Sessions] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 3 Fabric_Interconnect_Name を展開して削除するモニタセッションをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 44 章

ハードウェアのモニタリング

この章の内容は、次のとおりです。

• ファブリックインターコネクトのモニタリング, 787 ページ

• シャーシのモニタリング, 788 ページ

• ブレードサーバのモニタリング, 790 ページ

• ラックマウントサーバのモニタリング, 793 ページ

• I/Oモジュールのモニタリング, 796 ページ

• 管理インターフェイスのモニタリング, 796 ページ

• サーバディスクドライブモニタリング, 799 ページ

ファブリックインターコネクトのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 モニタするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで次のタブのいずれかをクリックして、ファブリックインターコネクトのステータ
スを表示します。

説明オプション

障害の概要、ファブリックインターコネクトプロパティの概要、ファ

ブリックインターコネクトとそのコンポーネントの物理表示など、ファ

ブリックインターコネクトのステータスの概要が示されます。

[General]タブ
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説明オプション

ファブリックインターコネクトのすべてのポートのステータスが表示

されます。このタブには次のサブタブが含まれます。

• [Uplink Ports]タブ

• [Server Ports]タブ

• [Fibre Channel Ports]タブ

• [Unconfigured Ports]タブ

[Physical Ports]タブ

ファブリックインターコネクトのすべてのファンモジュールのステー

タスが表示されます。

[Fans]タブ

ファブリックインターコネクトのすべての電源モジュールのステータ

スが表示されます。

[PSUs]タブ

ファブリックインターコネクトとすべてのポートおよびその他のコン

ポーネントがグラフィック表示されます。コンポーネントに障害があ

る場合、そのコンポーネントの横に障害アイコンが表示されます。

[Physical Display]タブ

ファブリックインターコネクトで発生した障害の詳細が表示されます。[Faults]タブ

ファブリックインターコネクトで発生したイベントの詳細が表示され

ます。

[Events]タブ

ファブリックインターコネクトとそのコンポーネントに関する統計情

報が表示されます。これらの統計情報は図表形式で表示できます。

[Statistics]タブ

シャーシのモニタリング

シャーシ内の個々のコンポーネントをモニタするには、そのコンポーネントのノードを展開し

ます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 モニタするシャーシをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、シャーシのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、シャーシプロパティの概要、シャーシとそのコンポーネ

ントの物理表示など、シャーシのステータスの概要が示されます。

[General]タブ

シャーシ内の全サーバのステータスと選択されたプロパティが表示さ

れます。

[Servers]タブ

シャーシ内のサーバに関連付けられたサービスプロファイルのステー

タスを表示します。

[Service Profiles]タブ

シャーシ内のすべての IOモジュールのステータスと選択されたプロ
パティが表示されます。

[IO Modules]タブ

シャーシ内のすべてのファンモジュールのステータスが表示されま

す。

[Fans]タブ

シャーシ内のすべての電源モジュールのステータスが表示されます。PSUs

シャーシとファブリックインターコネクト間の接続に関する詳細情報

が表示されます。この表示には、次のコンポーネントを表すアイコン

があります。

•システムの各ファブリックインターコネクト。

•選択されたコンポーネントの I/Oモジュール（IOM）。これは、
接続パスを見やすくするために独立したユニットとして表示され

ます。

•サーバと PSUを示す選択されたシャーシ。

[Hybrid Display]タブ

シャーシ内のすべてのスロットのステータスが表示されます。[Slots]タブ

シャーシ内の IOモジュールおよびサーバの現在のファームウェアバー
ジョンが表示されます。このタブを使用して、これらのコンポーネン

トのファームウェアをアップデートおよびアクティブ化することもで

きます。

[Installed Firmware]タブ
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説明オプション

シャーシ内のサーバに対するシステムイベントログが表示され、そ

のログにアクセスできます。

[SEL Logs]タブ

シャーシで発生した障害の詳細が表示されます。[Faults]タブ

シャーシで発生したイベントの詳細が表示されます。[Events]タブ

シャーシに関連する FSMタスクの詳細およびステータスが表示され
ます。この情報を使用して、これらのタスクにおけるエラーを診断で

きます。

[FSM]タブ

シャーシとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されます。こ

れらの統計情報は図表形式で表示できます。

[Statistics]タブ

シャーシのコンポーネントの温度に関する統計情報が表示されます。

これらの統計情報は図表形式で表示できます。

[Temperatures]タブ

シャーシのコンポーネントの電力に関する統計情報が表示されます。

これらの統計情報は図表形式で表示できます。

[Power]タブ

ブレードサーバのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 モニタするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで次のタブのいずれかをクリックして、サーバのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、サーバプロパティの概要、サーバとそのコンポーネントの物

理表示など、サーバのステータスの概要が示されます。

[General]タブ
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説明オプション

サーバのコンポーネントのプロパティとステータスに関する詳細情報が次

のサブタブに表示されます。

• [Motherboard]：マザーボードとサーバ BIOS設定に関する情報。この
サブタブから、破損した BIOSファームウェアを復旧させることもで
きます。

• [CIMC]：CIMCとそのファームウェアに関する情報。サーバの SELに
もアクセスできます。また、スタティックまたはプーリング済み管理

IPアドレスを割り当て、このサブタブから CIMCファームウェアを更
新し、アクティブにすることもできます。

• [CPUs]：サーバの各 CPUに関する情報。

• [Memory]：サーバの各メモリスロットと、スロットのDIMMに関する
情報。

• [Adapters]：サーバに取り付けられた各アダプタに関する情報。

• [HBAs]：各 HBAのプロパティと、サーバに関連付けられたサービス
プロファイルでの HBAの設定。

• [NICs]：各 NICのプロパティと、サーバに関連付けられたサービスプ
ロファイルでのNICの設定。各行を展開すると、関連するVIFおよび
vNICに関する情報を表示できます。

• [iSCSI vNICs]：各 iSCSI vNICのプロパティと、サーバに関連付けられ
たサービスプロファイルでの vNICの設定。

• [Storage]：ストレージコントローラのプロパティ、サーバに関連付け
られたサービスプロファイルでのローカルディスク設定ポリシー、

サーバの各ハードディスクに関する情報。

ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなどの

SATAデバイスがサーバに 1つ以上搭載されている場合、Cisco
UCS Manager GUIの [Vendor]フィールドにはその SATAデバイス
のベンダー名が表示されます。

ただし、Cisco UCSManager CLIでは、[Vendor]フィールドにATA
が表示され、ベンダー名などのベンダー情報は [VendorDescription]
フィールドに表示されます。この 2番目のフィールドは Cisco
UCS Manager GUIにはありません。

ヒント

[Inventory]タブ

サーバでホストされている仮想マシンの詳細情報が表示されます。[VirtualMachines]タ
ブ

CIMC、アダプタ、その他のサーバコンポーネントのファームウェアバー
ジョンが表示されます。このタブを使用して、これらのコンポーネントの

ファームウェアをアップデートおよびアクティブ化することもできます。

[Installed Firmware]
タブ

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 791

ブレードサーバのモニタリング



説明オプション

サーバのシステムイベントログが表示されます。[SEL Logs]タブ

サーバのアダプタの VIFパスを表示します。[VIF Paths]タブ

サーバで発生した障害の概要が表示されます。障害をクリックすると、詳

細情報が表示されます。

[Faults]タブ

サーバで発生したイベントの概要が表示されます。イベントをクリックす

ると、詳細情報が表示されます。

[Events]タブ

タスクのステータスなど、サーバで実行されている現在の FSMタスクに関
する詳細情報が表示されます。この情報を使用して、これらのタスクにお

けるエラーを診断できます。

[FSM]タブ

サーバとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されます。これらの

統計情報は図表形式で表示できます。

[Statistics]タブ

サーバのコンポーネントの温度に関する統計情報が表示されます。これら

の統計情報は図表形式で表示できます。

[Temperatures]タブ

サーバのコンポーネントの電力に関する統計情報が表示されます。これら

の統計情報は図表形式で表示できます。

[Power]タブ

ステップ 5 [Navigation]ペインで、[Server_ID] > [Adapters] > [Adapter_ID]を展開します。

ステップ 6 [Work]ペインで、次のアダプタのコンポーネントの1つ以上を右クリックしてナビゲータを開き、
コンポーネントのステータスを表示します。

•アダプタ

• DCEインターフェイス

• HBA

• NIC

子ノードを表示するには、テーブル内のノードを展開します。たとえば、[NIC]ノード
を展開すると、その NICで作成された各 VIFを表示できます。

ヒント
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ラックマウントサーバのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 モニタするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで次のタブのいずれかをクリックして、サーバのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、サーバプロパティの概要、サーバとそのコンポーネントの物

理表示など、サーバのステータスの概要が示されます。

[General]タブ
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説明オプション

サーバのコンポーネントのプロパティとステータスに関する詳細情報が次

のサブタブに表示されます。

• [Motherboard]：マザーボードとサーバ BIOS設定に関する情報。この
サブタブから、破損した BIOSファームウェアを復旧させることもで
きます。

• [CIMC]：CIMCとそのファームウェアに関する情報。サーバの SELに
もアクセスできます。また、スタティックまたはプーリング済み管理

IPアドレスを割り当て、このサブタブから CIMCファームウェアを更
新し、アクティブにすることもできます。

• [CPU]：サーバの各 CPUに関する情報。

• [Memory]：サーバの各メモリスロットと、スロットのDIMMに関する
情報。

• [Adapters]：サーバに取り付けられた各アダプタに関する情報。

• [HBAs]：各 HBAのプロパティと、サーバに関連付けられたサービス
プロファイルでの HBAの設定。

• [NICs]：各 NICのプロパティと、サーバに関連付けられたサービスプ
ロファイルでのNICの設定。各行を展開すると、関連するVIFおよび
vNICに関する情報を表示できます。

• [iSCSI vNICs]：各 iSCSI vNICのプロパティと、サーバに関連付けられ
たサービスプロファイルでの vNICの設定。

• [Storage]：ストレージコントローラのプロパティ、サーバに関連付け
られたサービスプロファイルでのローカルディスク設定ポリシー、

サーバの各ハードディスクに関する情報。

ハードディスクドライブやソリッドステートドライブなどの

SATAデバイスがサーバに 1つ以上搭載されている場合、Cisco
UCS Manager GUIの [Vendor]フィールドにはその SATAデバイス
のベンダー名が表示されます。

ただし、Cisco UCSManager CLIでは、[Vendor]フィールドにATA
が表示され、ベンダー名などのベンダー情報は [VendorDescription]
フィールドに表示されます。この 2番目のフィールドは Cisco
UCS Manager GUIにはありません。

ヒント

[Inventory]タブ

サーバでホストされている仮想マシンの詳細情報が表示されます。[VirtualMachines]タ
ブ

CIMC、アダプタ、その他のサーバコンポーネントのファームウェアバー
ジョンが表示されます。このタブを使用して、これらのコンポーネントの

ファームウェアをアップデートおよびアクティブ化することもできます。

[Installed Firmware]
タブ
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説明オプション

サーバのシステムイベントログが表示されます。[SEL Logs]タブ

サーバのアダプタの VIFパスを表示します。[VIF Paths]タブ

サーバで発生した障害の概要が表示されます。障害をクリックすると、詳

細情報が表示されます。

[Faults]タブ

サーバで発生したイベントの概要が表示されます。イベントをクリックす

ると、詳細情報が表示されます。

[Events]タブ

タスクのステータスなど、サーバで実行されている現在の FSMタスクに関
する詳細情報が表示されます。この情報を使用して、これらのタスクにお

けるエラーを診断できます。

[FSM]タブ

サーバとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されます。これらの

統計情報は図表形式で表示できます。

[Statistics]タブ

サーバのコンポーネントの温度に関する統計情報が表示されます。これら

の統計情報は図表形式で表示できます。

[Temperatures]タブ

サーバのコンポーネントの電力に関する統計情報が表示されます。これら

の統計情報は図表形式で表示できます。

[Power]タブ

ステップ 5 [Navigation]ペインで、[Server_ID] > [Adapters] > [Adapter_ID]と展開します。

ステップ 6 [Work]ペインで、次のアダプタのコンポーネントの1つ以上を右クリックしてナビゲータを開き、
コンポーネントのステータスを表示します。

•アダプタ

• DCEインターフェイス

• HBA

• NIC

子ノードを表示するには、テーブル内のノードを展開します。たとえば、[NIC]ノード
を展開すると、その NICで作成された各 VIFを表示できます。

ヒント
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I/O モジュールのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 モニタする I/Oモジュールをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、I/Oモジュールのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、モジュールプロパティの概要、モジュールとそのコン

ポーネントの物理表示など、I/Oモジュールのステータスの概要が示
されます。

[General]タブ

I/Oモジュールのすべてのファブリックポートのステータスおよび
選択されたプロパティが表示されます。

[Fabric Ports]タブ

I/Oモジュールのすべてのバックアップポートのステータスおよび
選択されたプロパティが表示されます。

[Backplane Ports]タブ

I/Oモジュールで発生した障害の詳細が表示されます。[Faults]タブ

I/Oモジュールで発生したイベントの詳細が表示されます。[Events]タブ

I/Oモジュールに関連する FSMタスクの詳細およびステータスが表
示されます。この情報を使用して、これらのタスクにおけるエラー

を診断できます。

[FSM]タブ

I/Oモジュールとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されま
す。これらの統計情報は図表形式で表示できます。

[Statistics]タブ

管理インターフェイスのモニタリング

管理インターフェイスのモニタリングポリシー

このポリシーは、ファブリックインターコネクトの mgmt0イーサネットインターフェイスの監
視方法を定義します。 Cisco UCSが管理インターフェイスの障害を検出すると、障害レポートが
生成されます。障害レポート数が設定された回数に達した場合、システムは管理インターフェイ
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スを使用できないと判断し、エラーを生成します。デフォルトでは、管理インターフェイスのモ

ニタリングポリシーはディセーブルです。

影響を受ける管理インターフェイスが管理インスタンスであるファブリックインターコネクトに

属する場合、Cisco UCSは従属ファブリックインターコネクトのステータスが稼働状態で、それ
に対して記録された現在の障害のレポートがないことを確認した後、エンドポイントの管理イン

スタンスを変更します。

影響を受けるファブリックインターコネクトが現在ハイアベイラビリティ設定のプライマリ内部

である場合、管理プレーンのフェールオーバーがトリガーされます。データプレーンはこのフェー

ルオーバーの影響を受けません。

管理インターフェイスのモニタリングに関連する次のプロパティを設定できます。

•管理インターフェイスをモニタリングするために使用されるメカニズムのタイプ。

•管理インターフェイスのステータスをモニタリングする間隔。

•システムが管理を行えないと判断し、障害メッセージを生成するまでに、モニタリングの試
行に失敗する最大回数。

ファブリックインターコネクトで管理インターフェイスに障害が発生した場合に次のいずれ

かが発生すると、管理インスタンスを変更できない可能性があります。

重要

•下位のファブリックインターコネクトを通るエンドポイントへのパスが存在しない。

•従属ファブリックインターコネクトの管理インターフェイスが失敗した。

•従属ファブリックインターコネクトを通るエンドポイントへのパスが失敗した。

管理インターフェイスのモニタリングポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [Management Interfaces]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Management Interfaces Monitoring Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明名前

管理インターフェイスに対して、モニタリングポリシーをイ

ネーブルまたはディセーブルにするかどうか。

[Admin Status]フィールド
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説明名前

データレコーディングの間に、Cisco UCSが待機する必要のあ
る秒数。

90～ 300の整数を入力します。

[Poll Interval]フィールド

CiscoUCSが管理インターフェイスを使用できないと判断して、
エラーメッセージを生成するまでに、モニタリングの試行が失

敗する最大回数。

2～ 5の整数を入力します。

[Max Fail Report Count]フィー
ルド

Cisco UCSで使用するモニタリングのタイプ。次のいずれかに
なります。

• [Mii Status]：CiscoUCSはMedia Independent Interface（MII）
のアベイラビリティをモニタリングします。このオプショ

ンを選択すると、Cisco UCS Manager GUIに [Media
Independent Interface Monitoring]領域が表示されます。

• [Ping Arp Targets]：Cisco UCSは Address Resolution Protocol
（ARP）を使用して、指定されたターゲットを pingしま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
には [ARP Target Monitoring]領域が表示されます。

• [Ping Gateway]：Cisco UCSは [Management Interfaces]タブ
でこのCiscoUCSドメインに指定されたデフォルトゲート
ウェイアドレスを pingします。このオプションを選択す
ると、CiscoUCSManagerGUIには [Gateway PingMonitoring]
領域が表示されます。

[Monitoring Mechanism]フィー
ルド

ステップ 6 モニタリングメカニズムに [Mii Status]を選択する場合、[Media Independent Interface Monitoring]
領域の次のフィールドに入力します。

説明名前

前の試行が失敗した場合に、MIIから別の応答を要求するまで、
Cisco UCSが待機する必要のある秒数。

3～ 10の範囲の整数を入力します。

[Retry Interval]フィールド

インターフェイスが使用不可であるとシステムが判断するまで、

Cisco UCSがMIIをポーリングする回数。

1～ 3の整数を入力します。

[Max Retry Count]フィールド
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ステップ 7 モニタリングメカニズムに [Ping Arp Targets]を選択する場合、[ARP Target Monitoring]領域の次
のフィールドに入力します。

説明名前

Cisco UCSが pingする最初の IPアドレス。[Target IP 1]フィールド

Cisco UCSが pingする 2番目の IPアドレス。[Target IP 2]フィールド

Cisco UCSが pingする 3番目の IPアドレス。[Target IP 3]フィールド

Cisco UCSがターゲット IPアドレスに送信する ARP要求数。

1～ 5の整数を入力します。

[Number ofARPRequests]フィー
ルド

ARPターゲットを使用できないとシステムが判断するまで、
Cisco UCSが ARPターゲットからの応答を待機する秒数。

5～ 15の整数を入力します。

[Max Deadline Timeout]フィー
ルド

0.0.0.0を入力して、ARPターゲットを削除します。

ステップ 8 モニタリングメカニズムに [Ping Gateway]を選択する場合、[Gateway PingMonitoring]領域の次の
フィールドに入力します。

説明名前

Cisco UCSがゲートウェイを pingする必要がある回数。

1～ 5の整数を入力します。

[Number of PingRequests]フィー
ルド

アドレスを使用できないと Cisco UCSが判断するまで、Cisco
UCSがゲートウェイからの応答を待機する秒数。

5～ 15の整数を入力します。

[Max Deadline Timeout]フィー
ルド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

サーバディスクドライブモニタリング

CiscoUCSのディスクドライブモニタリングにより、CiscoUCSドメイン内のサポート対象ブレー
ドサーバについて、ブレードに搭載されているディスクドライブのステータスが Cisco UCS
Managerに提供されます。ディスクドライブモニタリングは、LSIファームウェアからCiscoUCS
Managerへの単方向の障害信号により、ステータス情報を提供します。
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次のサーバコンポーネントおよびファームウェアコンポーネントが、サーバ内のディスクドラ

イブステータスに関する情報の収集、送信、および集約を行います。

•物理的なプレゼンスセンサー：ディスクドライブがサーバドライブベイに挿入されている
かどうかを調べます。

•物理的な障害センサー：ディスクドライブの LSIストレージコントローラファームウェア
からレポートされる操作可能性のステータスを調べます。

• IPMIディスクドライブの障害センサーおよびプレゼンスセンサー：センサーの結果をCisco
UCS Managerに送信します。

•ディスクドライブの障害 LED制御および関連する IPMIセンサー：ディスクドライブの障
害 LEDの状態（オン/オフ）を制御し、それらの状態を Cisco UCS Managerに伝えます。

ディスクドライブモニタリングのサポート

ディスクドライブモニタリングは、一部のブレードサーバと特定の LSIストレージコントロー
ラファームウェアレベルのみをサポートします。

サポートされている Cisco UCSサーバ

Cisco UCS Managerでは、次のサーバのディスクドライブをモニタできます。

• B-200ブレードサーバ

• B-230ブレードサーバ

• B-250ブレードサーバ

• B-440ブレードサーバ

Cisco UCS Managerは、他のブレードサーバまたはラックマウントサーバ内のディスクドライブ
をモニタすることはできません。

ストレージコントローラのファームウェアレベル

サポートされるサーバ上のストレージコントローラには、LSI 1064Eファームウェアが組み込ま
れている必要があります。

Cisco UCS Managerは、異なるレベルのストレージコントローラファームウェアが組み込まれた
サーバ上のディスクドライブをモニタすることはできません。

ディスクドライブモニタリングの前提条件

ディスクドライブモニタリングで有用なステータス情報を得るには、サーバとストレージコン

トローラファームウェアバージョンがサポートされていることに加えて、次の前提条件が満たさ

れていることを確認する必要があります。

•ドライブがサーバドライブベイに挿入されている必要があります。
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•サーバの電源が投入されている。

•サーバが検出を完了している。

• BIOS POSTの完了結果が正常である。

を使用したディスクドライブのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 アダプタのステータスを確認するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして [Disks]バーを展開し、各ディスクドライブの [States]セクション内のフィー
ルドを確認します。

説明名前

ドライブの動作状態。次のものがあります。

• [Operable]：ディスクドライブは操作可能です。

• [Inoperable]：ディスクドライブは操作不可能です。不良ブ
ロックなどのハードウェアの問題が原因である可能性があ

ります。

• [N/A]：ディスクドライブの運用性を判断できません。こ
のことは、サーバまたはファームウェアでディスクドライ

ブモニタリングがサポートされていないか、サーバの電源

がオフになっていることによって発生する可能性がありま

す。

[Operability]フィールドには、ディスクが故障した
RAIDセットの一部である、BIOS POST（電源投入時
自己診断テスト）が完了していない、などのいくつか

の理由で、誤ったステータスが表示される場合があり

ます。

（注）

[Operability]フィールド
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説明名前

ディスクドライブのプレゼンス（サーバドライブベイ内で検

出されるかどうかであり、動作状態は関係ない）。次のものが

あります。

• [Equipped]：サーバドライブベイ内でディスクドライブを
検出できます。

• [Missing]：サーバドライブベイ内でディスクドライブを
検出できません。

[Presence]フィールド

監視対象ディスクドライブのステータスの解釈

Cisco UCS Managerでは、モニタリング対象のディスクドライブごとに次のプロパティが表示さ
れます。

• [Operability]：ドライブの動作状態。

• [Presence]：ディスクドライブのプレゼンス（サーバドライブベイ内で検出されるかどうか
であり、動作状態は関係ない）。

監視対象のディスクドライブのステータスを判断するには、両方のプロパティを確認する必要が

あります。次の表に、これらのプロパティ値の一般的な解釈を示します。

解釈[Presence] のステータス[Operability] のステータ
ス

障害が発生していない状態。ディスクドラ

イブは、サーバ内に存在し、使用できま

す。

EquippedOperable

障害が発生している状態。ディスクドライ

ブはサーバ内に存在していますが、次のい

ずれかが原因で操作可能性の問題が発生し

ている可能性があります。

•不良ブロックなどのハードウェアの問
題が原因でディスクドライブを使用で

きません。

•ストレージコントローラへの IPMIリ
ンクに問題が発生しています。

EquippedInoperable
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解釈[Presence] のステータス[Operability] のステータ
ス

障害が発生している状態。サーバドライブ

ベイにディスクドライブが搭載されていま

せん。

MissingN/A

障害が発生している状態。ディスクドライ

ブはサーバ内に存在していますが、次のい

ずれかが原因で操作可能性の問題が発生し

ている可能性があります。

•サーバの電源がオフになっています。

•ストレージコントローラファームウェ
アは、バージョンが不適切なため、

ディスクドライブモニタリングをサ

ポートしていません。

•サーバでディスクドライブモニタリ
ングがサポートされていません。

EquippedN/A

[Operability]フィールドには、ディスクが故障したRAIDセットの一部である、BIOSPOST（電
源投入時自己診断テスト）が完了していない、などのいくつかの理由で、誤ったステータスが

表示される場合があります。

（注）
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第 45 章

統計関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 統計情報収集ポリシーの設定, 805 ページ

• 統計情報しきい値ポリシーの設定, 808 ページ

統計情報収集ポリシーの設定

統計情報収集ポリシー

統計情報収集ポリシーは、統計情報を収集する頻度（収集インターバル）、および統計情報を報

告する頻度（報告インターバル）を定義します。レポートインターバル中に複数の統計データ

ポイントを収集できるように、レポートインターバルは収集インターバルよりも長くなります。

これにより、最小値、最大値、平均値を計算して報告するために十分なデータがCiscoUCSManager
に提供されます。

NIC統計情報の場合、CiscoUCSManagerは最後の統計情報収集以降の平均値、最小値、最大値の
変化を表示します。値が 0の場合、最後の収集以降変化はありません。

統計情報は、Cisco UCSシステムの次の 5種類の機能エリアについて収集し、報告できます。

•アダプタ：アダプタ関連統計情報

•シャーシ：ブレードシャーシ関連統計情報

•ホスト：このポリシーは、将来サポートされる機能のためのプレースホルダです

•ポート：サーバポート、アップリンクイーサネットポート、およびアップリンクファイバ
チャネルポートを含むポートに関連した統計情報

•サーバ：サーバ関連統計情報
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Cisco UCS Managerには、5つの機能エリアそれぞれについて、デフォルト統計情報収集ポリ
シーが 1つずつあります。追加で統計情報収集ポリシーを作成できません。また、既存のデ
フォルトポリシーを削除できません。デフォルトポリシーを変更することだけが可能です。

（注）

統計情報収集ポリシーの変更

Cisco UCS Managerには、5つの機能エリアそれぞれについて、デフォルト統計情報収集ポリ
シーが 1つずつあります。追加で統計情報収集ポリシーを作成できません。また、既存のデ
フォルトポリシーを削除できません。デフォルトポリシーを変更することだけが可能です。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Stats Management] > [Stats]を展開します。

ステップ 3 変更するポリシーを右クリックし、[Modify Collection Policy]を選択します。

ステップ 4 [Modify Collection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

収集ポリシーの名前。

この名前は、Cisco UCSによって割り当てられ、変更できませ
ん。

[Name]フィールド

データのレコーディングから次のレコーディングまでファブリッ

クインターコネクトが待機する時間の長さ。次のいずれかにな

ります。

• 30 Seconds

• 1 Minute

• 2 Minutes

• 5 Minutes

[Collection Interval]フィールド
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説明名前

カウンタについて収集されたデータが Cisco UCS Managerに送
信されるまでファブリックインターコネクトが待機する時間の

長さ。次のいずれかになります。

• 2 Minutes

• 15 Minutes

• 30 Minutes

• 60 Minutes

• 2 Hours

• 4 Hours

• 8 Hours

この時間が経過すると、ファブリックインターコネクトによっ

て、CiscoUCSManagerに最後に情報を送信してから収集された
すべてのデータがグループ化され、そのグループから次の 4種
類の情報が抽出されて Cisco UCS Managerに送信されます。

•最後に収集された統計情報

•このグループの統計情報の平均値

•このグループ内の最大値

•このグループ内の最小値

たとえば、収集インターバルを 1分に設定し、報告インターバ
ルを 15分に設定した場合、ファブリックインターコネクトに
よって 15分の報告インターバルに 15個のサンプルが収集され
ます。 Cisco UCSManagerに 15個の統計情報が送信される代わ
りに、グループ全体の平均値、最小値、および最大値とともに

最新のレコーディングのみが送信されます。

[Reporting Interval]フィールド

[States]セクション

このフィールドは、このコンポーネントの代わりに実行中のタ

スクを表示します。詳細については、関連する [FSM]タブを参
照してください。

現在のタスクが存在しない場合、このフィールドは表

示されません。

（注）

[Current Task]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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統計情報しきい値ポリシーの設定

統計情報しきい値ポリシー

統計情報しきい値ポリシーは、システムの特定の側面についての統計情報をモニタし、しきい値

を超えた場合にはイベントを生成します。最小値と最大値の両方のしきい値を設定できます。た

とえば、CPUの温度が特定の値を超えた場合や、サーバを過度に使用していたり、サーバの使用
に余裕がある場合には、アラームを発生するようにポリシーを設定できます。

これらのしきい値ポリシーが、CIMCなどのエンドポイントに適用される、ハードウェアやデバ
イスレベルのしきい値を制御することはありません。このしきい値は、製造時にハードウェア

コンポーネントに焼き付けられます。

Cisco UCSを使用して、次のコンポーネントに対して統計情報のしきい値ポリシーを設定できま
す。

•サーバおよびサーバコンポーネント

•アップリンクイーサネットポート

•イーサネットサーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクト

•ファイバチャネルポート

イーサネットサーバポート、アップリンクのイーサネットポート、またはアップリンクの

ファイバチャネルポートには、統計情報のしきい値ポリシーを作成したり、削除できません。

既存のデフォルトポリシーの設定だけを行うことができます。

（注）

サーバおよびサーバコンポーネントのしきい値ポリシーの作成

この手順では、[Server]タブでサーバおよびサーバコンポーネントのしきい値ポリシーを作成
する方法について説明します。これらのしきい値は、[LAN]タブ、[SAN]タブの [Policies]ノー
ドの適切な組織内、および [Admin]タブの [Stats Management]ノードでも作成し、設定できま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Threshold Policies]を右クリックし、[Create Threshold Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次の手順を実行し
ます。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。

また、オブジェクトを保存した後、この名前を変更すること

はできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件について

の情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を
除く文字やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Threshold Classes]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Choose Statistics Class]ダイアログボックスで、カスタムしきい値を設定する統計情報クラス
を [Stat Class]ドロップダウンリストから選択します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Threshold Definitions]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

b) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
c) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
d) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つ以上をオン
にします。

• Critical

• Major

• Minor

• Warning

• Condition

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 809

統計情報しきい値ポリシーの設定



• Info

e) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
f) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つ以上をオン
にします。

• Info

• Condition

• Warning

• Minor

• Major

• Critical

g) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
h) [Finish Stage]をクリックします。
i) 次のいずれかを実行します。

•クラスに別のしきい値のプロパティを定義するには、ステップ 7を繰り返します。

•クラスに必要なすべてのプロパティを定義したら、[Finish Stage]をクリックします。

ステップ 8 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Threshold Classes]ページで、次の手順を実行します。

•ポリシーの別のしきい値クラスを設定するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

•ポリシーに必要なすべてのしきい値クラスを設定したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

既存サーバおよびサーバコンポーネントしきい値ポリシーへのしきい値クラスの追

加

この手順では、[Server]タブでサーバおよびサーバコンポーネントのしきい値ポリシーにしき
い値クラスを追加する方法を示します。これらのしきい値は、[LAN]タブ、[SAN]タブの
[Policies]ノードの適切な組織内、および [Admin]タブの [StatsManagement]ノードでも作成し、
設定できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Threshold Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 しきい値クラスを追加するポリシーを右クリックして、[Create Threshold Class]を選択します。

ステップ 5 [Create Threshold Class]ウィザードの [Choose Statistics Class]ページで、次の手順を実行します。
a) [StatClass]ドロップダウンリストから、カスタムしきい値を設定する統計情報クラスを選択し
ます。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Threshold Definitions]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

b) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
c) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
d) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• Warning

• Condition

• Info

e) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
f) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Info

• Condition

• Warning

• Minor

• Major

• Critical

g) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
h) [Finish Stage]をクリックします。
i) 次のいずれかを実行します。
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•クラスに別のしきい値プロパティを定義するには、ステップ 6を繰り返します。

•クラスに必要なすべてのプロパティを定義したら、[Finish Stage]をクリックします。

ステップ 7 [Create Threshold Class]ウィザードの[Choose Statistics Class]ページで、次の手順を実行します。

•ポリシーに別のしきい値クラスを設定するには、ステップ 5および 6を繰り返します。

•ポリシーに必要なすべてのしきい値クラスを設定したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サーバおよびサーバコンポーネントのしきい値ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Threshold Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートしきい値ポリシーへのしきい値クラスの追加

アップリンクイーサネットポートしきい値ポリシーは作成できません。デフォルトポリシー

を修正または削除するだけです。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Threshold Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 [Thr-policy-default]を右クリックして、[Create Threshold Class]を選択します。

ステップ 5 [Create Threshold Class]ウィザードの [Choose Statistics Class]ページで、次の手順を実行します。
a) [StatClass]ドロップダウンリストから、カスタムしきい値を設定する統計情報クラスを選択し
ます。
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b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Threshold Definitions]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

b) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
c) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
d) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• Warning

• Condition

• Info

e) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
f) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Info

• Condition

• Warning

• Minor

• Major

• Critical

g) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
h) [Finish Stage]をクリックします。
i) 次のいずれかを実行します。

•クラスに別のしきい値プロパティを定義するには、ステップ 6を繰り返します。

•クラスに必要なすべてのプロパティを定義したら、[Finish Stage]をクリックします。

ステップ 7 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Create Threshold Class]ページで、次のいずれかの手順を実
行します。

•ポリシーに別のしきい値クラスを設定するには、ステップ 5および 6を繰り返します。

•ポリシーに必要なすべてのしきい値クラスを設定したら、[Finish]をクリックします。
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イーサネットサービスポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクト

のしきい値ポリシーへのしきい値クラスの追加

イーサネットサーバポート、シャーシ、およびファブリックインターコネクトのしきい値ポ

リシーは作成できません。デフォルトポリシーを修正または削除するだけです。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Internal LAN]を展開します。

ステップ 3 [Threshold Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 [Thr-policy-default]を右クリックして、[Create Threshold Class]を選択します。

ステップ 5 [Create Threshold Class]ウィザードの [Choose Statistics Class]ページで、次の手順を実行します。
a) [StatClass]ドロップダウンリストから、カスタムしきい値を設定する統計情報クラスを選択し
ます。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Threshold Definitions]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

b) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
c) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
d) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• Warning

• Condition

• Info

e) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
f) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Info
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• Condition

• Warning

• Minor

• Major

• Critical

g) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
h) [Finish Stage]をクリックします。
i) 次のいずれかを実行します。

•クラスに別のしきい値プロパティを定義するには、ステップ 6を繰り返します。

•クラスに必要なすべてのプロパティを定義したら、[Finish Stage]をクリックします。

ステップ 7 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Create Threshold Class]ページで、次のいずれかの手順を実
行します。

•ポリシーに別のしきい値クラスを設定するには、ステップ 5および 6を繰り返します。

•ポリシーに必要なすべてのしきい値クラスを設定したら、[Finish]をクリックします。

ファイバチャネルポートしきい値ポリシーへのしきい値クラスの追加

ファイバチャネルポートしきい値ポリシーは作成できません。デフォルトポリシーを修正また

は削除するだけです。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Threshold Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 [Thr-policy-default]を右クリックして、[Create Threshold Class]を選択します。

ステップ 5 [Create Threshold Class]ウィザードの [Choose Statistics Class]ページで、次の手順を実行します。
a) [StatClass]ドロップダウンリストから、カスタムしきい値を設定する統計情報クラスを選択し
ます。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Threshold Definitions]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。
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b) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
c) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
d) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

• Warning

• Condition

• Info

e) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
f) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]フィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複数
をオンにします。

• Info

• Condition

• Warning

• Minor

• Major

• Critical

g) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームを発行する値の範囲を入力します。
h) [Finish Stage]をクリックします。
i) 次のいずれかを実行します。

•クラスに別のしきい値プロパティを定義するには、ステップ 6を繰り返します。

•クラスに必要なすべてのプロパティを定義したら、[Finish Stage]をクリックします。

ステップ 7 [Create Threshold Policy]ウィザードの [Create Threshold Class]ページで、次のいずれかの手順を実
行します。

•ポリシーに別のしきい値クラスを設定するには、ステップ 5および 6を繰り返します。

•ポリシーに必要なすべてのしきい値クラスを設定したら、[Finish]をクリックします。
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第 46 章

Call Home の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Call Home, 817 ページ

• Call Homeの考慮事項とガイドライン, 819 ページ

• Cisco UCS障害と Call Homeの重大度, 820 ページ

• Cisco Smart Call Home, 821 ページ

• Call Homeの設定, 822 ページ
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Call Home
Call Homeでは、重要なシステムポリシーに対して電子メールベースの通知が提供されます。ポ
ケットベルサービスや XMLベースの自動化された解析アプリケーションとの互換性のために、
さまざまなメッセージフォーマットが用意されています。この機能を使用して、ネットワーク

サポートエンジニアにポケットベルで連絡したり、ネットワークオペレーションセンターに電

子メールを送信したりできます。また、Cisco Smart Call Homeサービスを使用して TACのケース
を生成できます。

CallHome機能では、診断情報および環境の障害とイベントに関する情報が含まれるアラートメッ
セージを配信できます。
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Call Home機能では、複数の受信者（Call Home宛先プロファイルと呼びます）にアラートを配信
できます。各プロファイルには、設定可能なメッセージフォーマットとコンテンツカテゴリが

含まれます。 Cisco TACへアラートを送信するための宛先プロファイルが事前に定義されていま
すが、独自の宛先プロファイルを定義することもできます。

メッセージを送信するように Call Homeを設定すると、Cisco UCS Managerは CLIの適切な show
コマンドを実行し、そのコマンドの出力をメッセージに添付します。

Cisco UCSでは、Call Homeメッセージが次のフォーマットで配信されます。

• 1または 2行で障害を説明する、ポケットベルや印刷レポートに適したショートテキスト
フォーマット

•詳細な情報を十分に書式が整えられたメッセージで提供する、ユーザが読むのに適したフル
テキストフォーマット

• Extensible Markup Language（XML）と Adaptive Messaging Language（AML）XML schema
definition（XSD）を使用する、コンピュータで読み取り可能な XMLフォーマット。 AML
XSDは、Cisco.com Webサイトで公開されています。 XMLフォーマットでは、シスコの
Technical Assistance Centerとの通信が可能になります。

Call Home電子メールアラートが送信される可能性のある障害についての情報は、『Cisco UCS
Faults and Error Messages Reference』を参照してください。
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次の図は、Call Homeが設定されたシステムでCiscoUCS障害が発生した後のイベントの流れを示
しています。

図 2：障害発生後のイベントの流れ

Call Home の考慮事項とガイドライン
Call Homeの設定方法は、機能の使用目的によって異なります。Call Homeを設定する前に考慮す
べき情報には次のものがあります。
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宛先プロファイル

少なくとも 1つの宛先プロファイルを設定する必要があります。使用する 1つまたは複数の宛先
プロファイルは、受信エンティティがポケットベル、電子メール、または自動化されたサービス

（Cisco Smart Call Homeなど）のいずれであるかによって異なります。

宛先プロファイルで電子メールメッセージ配信を使用する場合は、Call Homeを設定するときに
SimpleMail Transfer Protocol（SMTP;シンプルメール転送プロトコル）サーバを指定する必要があ
ります。

連絡先情報

受信者が Cisco UCSドメインから受信したメッセージの発信元を判別できるように、連絡先の電
子メール、電話番号、および所在地住所の情報を設定する必要があります。

Cisco Smart Call Homeは、システムインベントリを送信して登録プロセスを開始した後に、この
電子メールアドレスに登録の電子メールを送信します。

電子メールアドレスに #（ハッシュ）、スペース、または &（アンパサンド）などの特殊文字が
含まれていると、電子メールサーバは電子メールメッセージをそのアドレスに配信できない場合

があります。シスコでは、RFC2821およびRFC-2822に従い、7bitASCII文字のみを含む電子メー
ルアドレスを使用することを推奨します。

電子メールサーバまたは HTTP サーバへの IP 接続

ファブリックインターコネクトに、電子メールサーバまたは宛先 HTTPサーバへの IP接続を与
える必要があります。クラスタ設定の場合は、両方のファブリックインターコネクトに IP接続
を与える必要があります。この接続により、現在のアクティブなファブリックインターコネクト

でCall Home電子メールメッセージを送信できることが保証されます。これらの電子メールメッ
セージの発信元は、常にファブリックインターコネクトの IPアドレスになります。クラスタ設
定で Cisco UCS Managerによって割り当てられた仮想 IPアドレスが、電子メールの発信元になる
ことはありません。

Smart Call Home

Cisco Smart Call Homeを使用する場合は、次のことが必要です。

•設定するデバイスが、有効なサービス契約でカバーされている必要があります。

• Cisco UCS内で Smart Call Home設定と関連付けられるカスタマー IDは、Smart Call Homeが
含まれるサポート契約と関連付けられている CCO（Cisco.com）アカウント名にする必要が
あります。

Cisco UCS障害と Call Home の重大度
Call Homeは複数の Cisco製品ラインにまたがって存在するため、独自に標準化された重大度が開
発されています。次の表に、基礎をなす Cisco UCSの障害レベルと、Call Home重大度のマッピ
ングを示します。 Call Homeのプロファイルにレベルを設定するときには、このマッピングを理
解しておくことが必要です。
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表 11：障害と Call Home の重大度のマッピング

Call Home での意味Cisco UCS障害Call Home の重大度

ネットワーク全体に壊滅的な障害が発生

しています。

N/A(9) Catastrophic

ネットワークへの重大な影響。N/A(8) Disaster

システムを使用できません。N/A(7) Fatal

クリティカルな状態、ただちに注意が必

要。

Critical(6) Critical

重大な状態。Major(5) Major

軽微な状態。Minor(4) Minor

警告状態です。Warning(3) Warning

基本的な通知と情報メッセージ。他と関

係しない、重要性の低い障害。

Info(2) Notification

通常のイベント。通常の状態に戻ること

を意味します。

Clear(1) Normal

デバッグメッセージです。N/A(0) debug

Cisco Smart Call Home
Cisco Smart Call Homeは、Cisco UCSの Call Home機能を使用するWebアプリケーションです。
Smart Call Homeにより、予防的な診断および重要なシステムイベントのリアルタイムの電子メー
ルアラートが提供されます。それにより、ネットワークの可用性が高まり、運用効率が向上しま

す。 Smart Call Homeは、Cisco UCSの Cisco Unified Computing Support Serviceと Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Serviceによって提供されるセキュア接続のサービスです。

Smart Call Homeを使用するには、次のものが必要です。（注）

•対応するCiscoUnified Computing Support Service契約またはCiscoUnified ComputingMission
Critical Support Service契約と関連付けられた CCO ID

•登録されるデバイス用の Cisco Unified Computing Support Serviceまたは Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Service
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Smart Call Home電子メールアラートを Smart Call Home SystemまたはセキュアなTransport Gateway
のいずれかに送信するように、CiscoUCSManagerを設定し、登録できます。セキュアなTransport
Gatewayに送信された電子メールアラートは、HTTPSを使用して Smart Call Home Systemに転送
されます。

セキュリティ上の理由から、Transport Gatewayオプションの使用を推奨します。 Transport
Gatewayは、シスコからダウンロードできます。

（注）

Smart Call Homeを設定するには、次の手順を実行する必要があります。

• Smart Call Home機能をイネーブルにします。

•連絡先情報を設定します。

•電子メール情報を設定します。

• SMTPサーバ情報を設定します。

•デフォルトの CiscoTAC-1プロファイルを設定します。

• Smart Call Homeインベントリメッセージを送信して、登録プロセスを開始します。

• Cisco UCSドメインの Call Home Customer IDとして使用する予定の CCO IDに、その資格と
して登録の契約番号が追加されていることを確認します。この IDは、CCOのProfileManager
の Additional Accessの下にあるアカウントプロパティ内で更新できます。

Call Home の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域で次のフィールドに入力し、[Call Home]をイネーブルにします。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Off]：この Cisco UCSドメインでは Call Homeは使用され
ません。

• [On]：Cisco UCSでは、システムで定義されている Call
Homeポリシーおよびプロファイルに基づいて Call Home
アラートが生成されます。

Cisco UCS Manager GUIでは、このフィールドを [On]
に設定すると、このタブに残りのフィールドが表示さ

れます。

（注）

[State]フィールド

次のいずれかになります。

• Alerts

• Critical

• Debugging

• Emergencies

• Errors

• Information

• Notifications

• Warnings

[Switch Priority]ドロップダウン
リスト

同じイベントについて受信する重複メッセージの数を制限する

かどうかを指定します。次のいずれかになります。

• [On]：送信される重複メッセージの数が 2時間以内に 30
件を超えると、そのアラートタイプに関するそれ以降の

メッセージは破棄されます。

• [Off]：検出された数に関係なく、すべての重複メッセージ
が送信されます。

[Throttling]フィールド

a) [State]フィールドで、[on]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIでは、このフィールドを [On]に設定すると、このタブに残
りのフィールドが表示されます。

（注）

b) [Switch Priority]ドロップダウンリストから、次のいずれかのレベルを選択します。

• Alerts

• Critical
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• Debugging

• Emergencies

• Errors

• Information

• Notifications

• Warnings

ファブリックインターコネクトの複数のペアがある大規模なCiscoUCSの展開の場合は、メッ
セージの受信者がメッセージの優先度を判断できるように、このフィールドを使用して特定の

1つのCiscoUCSドメインからのメッセージに重大度を割り当てることができます。このフィー
ルドは、小規模な Cisco UCSの展開（単一の Cisco UCSドメインなど）には有用でないことが
あります。

ステップ 5 [Contact Information]領域で、次のフィールドに必要な連絡先情報を入力します。

説明名前

主要 Call Home連絡先。

255文字以下の ASCII文字で入力します。

[Contact]フィールド

主要連絡先の電話番号。

+（プラス記号）と国番号から始まる国際形式の番号を入力しま
す。ハイフンは使用できますが、カッコは使用できません。

[Phone]フィールド

主要連絡先の電子メールアドレス。

Cisco Smart Call Homeによってこの電子メールアドレスに登録
メールが送信されます。

電子メールアドレスに#（ハッシュ）、スペース、ま
たは&（アンパサンド）などの特殊文字が含まれてい
ると、電子メールサーバは電子メールメッセージを

そのアドレスに配信できない場合があります。シス

コでは、RFC2821およびRFC-2822に従い、7bitASCII
文字のみを含む電子メールアドレスを使用すること

を推奨します。

（注）

[Email]フィールド

主要連絡先の住所。

255文字以下の ASCII文字で入力します。

[Address]フィールド

ステップ 6 [Ids]領域で、Call Homeが使用する ID情報を次のフィールドに入力します。
Smart Call Homeを設定しない場合は、この手順を省略できま
す。

ヒント
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説明名前

ライセンス上のサポート契約の契約番号を含むCiscoConnection
Online（CCO）ID。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Customer Id]フィールド

お客様の Call Home契約番号。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Contract Id]フィールド

お客様のサイトに固有の Call Home ID。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Site Id]フィールド

ステップ 7 [Email Addresses]領域で、Call Homeアラートメッセージの電子メール情報を次のフィールドに入
力します。

説明名前

システムによって送信される Call Homeアラートメッセージの
[From]フィールドに表示される電子メールアドレス。

[From]フィールド

システムによって送信される Call Homeアラートメッセージの
[From]フィールドに表示される返信電子メールアドレス。

[Reply To]フィールド

ステップ 8 [SMTP Server]領域で、Call Homeが電子メールメッセージを送信する SMTPサーバに関する情報
を次のフィールドに入力します。

説明名前

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP;シンプルメール転送プロ
トコル）サーバの IPアドレスまたはホスト名。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Host]フィールド

SMTPサーバとの通信に使用されるポート番号。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 25です。

[Port]フィールド
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ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

Call Home のディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域の [State]フィールドで、[off]をクリックします。
このフィールドが [off]に設定されている場合、Cisco UCS Managerではこのタブの残り
のフィールドが表示されません。

（注）

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Call Home のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域の [State]フィールドで、[on]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIでは、このフィールドを [On]に設定すると、このタブに残りの
フィールドが表示されます。

（注）

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

Call Homeが完全に設定されていることを確認します。
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システムインベントリメッセージの設定

システムインベントリメッセージの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [System Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このフィールドを [ON]に設定すると、Cisco UCSによってシス
テムインベントリが Call Homeデータベースに送信されます。
この情報がいつ送信されるかは、この領域の他のフィールドに

よって決まります。

[Send Periodically]フィールド

自動システムインベントリデータ収集の間隔（日数）。

1～ 30の整数を入力します。

[Send Interval]フィールド

データを送信する時間（24時間時計形式）。[Hour of Day to Send]フィール
ド

データを送信する時間（分数）。[Minute of Hour]フィールド

情報が最後に送信された日時。

このフィールドは、最初のインベントリが送信された

後に表示されます。

（注）

[Time Last Sent]フィールド

次のデータ収集の日時。

このフィールドは、最初のインベントリが送信された

後に表示されます。

（注）

[Next Scheduled]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
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システムインベントリメッセージの送信

スケジュール済みメッセージ以外のシステムインベントリメッセージを手動で送信する必要があ

る場合は、この手順を使用します。

システムインベントリメッセージは、CiscoTAC-1プロファイルで定義された受信者だけに送
信されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [System Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Send System Inventory Now]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、ただちにCall Homeに設定された受信者にシステムインベントリメッセー
ジを送信します。

Call Home プロファイルの設定

Call Home プロファイル
Call Homeプロファイルは、指定した受信者にどのアラートが送信されるかを決定します。任意
の重大度のイベントおよび障害と、アラートのカテゴリを表す特定のアラートグループの電子

メールアラートを送信するためのプロフィルを設定できます。また、これらのプロファイルを使

用して特定の受信者およびアラートグループのセットに対してアラートの形式を指定することも

できます。

アラートグループと Call Homeプロファイルを使用してアラートをフィルタリングし、特定のプ
ロファイルがアラートの特定のカテゴリのみを受信するように設定できます。たとえば、データ

センターに、ファンおよび電源の問題を処理するハードウェアのチームがある場合があります。

このハードウェアのチームはサーバの POST障害またはライセンスの問題を考慮しません。ハー
ドウェアチームが関連するアラートのみを受信するようにするには、ハードウェアのチーム用に

Call Homeプロファイルを作成し、「Environmental」アラートグループのみをオンにします。

デフォルトでは、Cisco TAC-1プロファイルを設定する必要があります。しかし、プロファイル
を追加作成することにより、指定したレベルでイベントが発生したときに、指定された 1つ以上
のグループにアラートメールを送信し、それらのアラートに関する適切な量の情報を受信者に提

供できます。

たとえば、高い重大度の障害に対して次の 2つのプロファイルを設定できます。
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•アラートグループにアラートを送信する短いテキスト形式のプロファイル。このグループ
のメンバは、障害に関する 1～ 2行の説明を受け取ります（この説明を使用して問題を追跡
できます）。

• CiscoTACアラートグループにアラートを送信する XML形式のプロファイル。このグルー
プのメンバは、マシンが読み取り可能な形式で詳細なメッセージを受け取ります（Cisco
Systems Technical Assistance Center推奨）。

Call Home アラートグループ
アラートグループは、事前定義されたCall Homeアラートのサブセットです。アラートグループ
機能を使用すると、定義済みまたはカスタムCall Homeプロファイルに送信する一連のCall Home
アラートを選択できます。 Call Homeアラートが宛先プロファイルにアソシエートされたいずれ
かのアラートグループに属する場合、およびアラートで、Call Homeメッセージ重大度が宛先プ
ロファイルに設定されているメッセージ重大度と同じか、それ以上である場合のみ、Cisco UCS
は Call Homeアラートを宛先プロファイルの電子メールの宛先に送信します。

Cisco UCSが生成する各アラートは、アラートグループによって表される何らかのカテゴリに適
合します。次の表には、これらのアラートグループが説明されています。

説明アラートグループ

Smart Call Home宛ての、他のアラートグループからのすべてのク
リティカルアラート。

Cisco TAC

サーバでの POSTの完了など、診断によって生成されるイベント。Diagnostic

電源、ファン、および温度アラームなどの環境検知要素に関連する

イベント。

Environmental

ユニットがコールドブートされるか、現場交換可能ユニット（FRU）
が挿入または除去されるときに必ず提供される在庫ステータスに関

連するイベント。このアラートは重要でないイベントであり、情報

はステータスおよび使用権に使用されます。

Inventory

イベントは、Cisco UCSライセンスに関連します。License

イベントは、Cisco UCSドメインの設定のライフサイクルに関連し
ます。

Life Cycle

標準またはインテリジェントスイッチングモジュールに関連する

イベント

Linecard

スーパーバイザモジュールに関連するイベントSupervisor

syslogに関連するイベント。Syslog port
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説明アラートグループ

Cisco UCSに必要なソフトウェアシステムの障害によって生成され
たイベント。

System

テストメッセージ。Test

Call Home プロファイルの作成
デフォルトでは、Cisco TAC-1プロファイルを設定する必要があります。しかし、プロファイル
を追加作成することにより、指定したレベルでイベントが発生したときに、指定された 1つ以上
のグループにアラートメールを送信することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Profiles]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create Call Home Profile]ダイアログボックスで、次の情報フィールドに値を入力します。

説明名前

このプロファイルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）以外の特殊文字またはスペースは使用できません。また、

オブジェクトを保存した後、この名前を変更することはできま

せん。

[Name]フィールド
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説明名前

Cisco UCSの障害がこのレベル以上の場合は、プロファイルが
トリガーされます。次のいずれかになります。

• Critical

• Debug

• Disaster

• Fatal

• Major

• Minor

• Normal

• Notification

• Warning

[Level]フィールド

この Call Homeプロファイルに基づいて警告されるグループ。
これは次のいずれか、または複数の値になります。

• Cisco Tac

• Diagnostic

• Environmental

• Inventory

• License

• Life Cycle

• Linecard

• Supervisor

• Syslog Port

• System

• Test

[Alert Groups]フィールド

ステップ 6 [Email Configuration]領域で、次のフィールドに値を入力して電子メールアラートを設定します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Xml]：Extensible Markup Language（XML）と Adaptive
MessagingLanguage（AML）XMLSchemaDefinition（XSD）
を使用するマシンが読み取り可能な形式。この形式によ

り、Cisco Systems Technical Assistance Centerとの通信が可
能になります。

• [Full Txt]：人間が判読するのに適している完全にフォー
マットされたメッセージ（詳細な情報付き）。

• [Short Txt]：ポケットベルまたは印刷されたレポートに適
している 1～ 2行の障害の説明。

[Format]フィールド

指定された Call Home受信者に送信される最大メッセージサイ
ズ。

1～5000000の整数を入力します。デフォルトは5000000です。

フルテキストメッセージおよび xmlメッセージの推奨最大サイ
ズは5000000です。ショートテキストメッセージの推奨最大サ
イズは 100000です。 Cisco TACアラートグループの場合、最
大メッセージサイズは 5000000である必要があります。

[Max Message Size]フィールド

ステップ 7 [Recipients]領域で次の手順を実行して電子メールアラートの 1つ以上の電子メール受信者を追加
します。

a) テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
b) [Add Email Recipients]ダイアログボックスで、[Email]フィールドでの Call Homeアラートの送
信先となる電子メールアドレスを入力します。

保存した電子メールアドレスは削除できますが、変更はできません。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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Call Home プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Profiles]タブをクリックします。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Call Home ポリシーの設定

Call Home ポリシー
Call Homeポリシーは、特定の種類の障害またはシステムイベントに対して Call Homeアラート
を送信するかどうかを決定します。デフォルトでは、特定の種類の障害およびシステムイベント

に対してアラートを送信するよう Call Homeがイネーブルになります。ただし、Cisco UCSが特
定の種類を処理しないよう設定できます。

ある種類の障害またはイベントに対してアラートをディセーブルするには、その種類に対してCall
Homeポリシーを作成する必要があります。まず最初にその種類に対してポリシーを作成し、次に
ポリシーをディセーブルにします。

Call Home ポリシーの設定

デフォルトでは、すべてのCallHomeポリシーがイネーブルになっており、重要なシステムイ
ベントすべてについてアラートが電子メールで送信されます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create Call Home Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 833

Call Home ポリシーの設定



説明名前

このフィールドが [Enabled]の場合、関連付けられた原因と一致
するエラーが発生した際にシステムはこのポリシーを使用しま

す。それ以外の場合、一致するエラーが発生しても、システム

はこのポリシーを無視します。デフォルトでは、すべてのポリ

シーがイネーブルになります。

[State]フィールド

このアラートをトリガーするイベント。各ポリシーは、アラー

トがいずれかのタイプのイベントに送信されるかどうかを定義

します。

[Cause]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 異なる種類の障害またはイベントに Call Homeポリシーを設定する場合は、ステップ 6および 7
を繰り返します。

Call Home ポリシーのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 ディセーブルにするポリシーを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 5 [State]フィールドで、[Disabled]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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Call Home ポリシーのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 イネーブルにするポリシーを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 5 [State]フィールドで、[Enabled]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Call Home ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 ディセーブルにするポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

例：Smart Call Home の Call Home の設定

Smart Call Home の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Admin]領域で次の作業を行い、Call Homeをイネーブルにします。
a) [State]フィールドで、[on]をクリックします。
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Cisco UCS Manager GUIでは、このフィールドを [On]に設定すると、このタブに残
りのフィールドが表示されます。

（注）

b) [Switch Priority]ドロップダウンリストから、次の緊急度レベルのいずれかを選択します。

• Alerts

• Critical

• Debugging

• Emergencies

• Errors

• Information

• Notifications

• Warnings

ステップ 5 [Contact Information]領域で、次のフィールドに必要な連絡先情報を入力します。

説明名前

主要 Call Home連絡先。

255文字以下の ASCII文字で入力します。

[Contact]フィールド

主要連絡先の電話番号。

+（プラス記号）と国番号から始まる国際形式の番号を入力しま
す。ハイフンは使用できますが、カッコは使用できません。

[Phone]フィールド

主要連絡先の電子メールアドレス。

Cisco Smart Call Homeによってこの電子メールアドレスに登録
メールが送信されます。

電子メールアドレスに#（ハッシュ）、スペース、ま
たは&（アンパサンド）などの特殊文字が含まれてい
ると、電子メールサーバは電子メールメッセージを

そのアドレスに配信できない場合があります。シス

コでは、RFC2821およびRFC-2822に従い、7bitASCII
文字のみを含む電子メールアドレスを使用すること

を推奨します。

（注）

[Email]フィールド

主要連絡先の住所。

255文字以下の ASCII文字で入力します。

[Address]フィールド

ステップ 6 [Ids]領域で、次のフィールドに Smart Call Home ID情報を入力します。
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説明名前

ライセンス上のサポート契約の契約番号を含むCiscoConnection
Online（CCO）ID。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Customer Id]フィールド

お客様の Call Home契約番号。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Contract Id]フィールド

お客様のサイトに固有の Call Home ID。

510文字以下の ASCII文字で入力します。

[Site Id]フィールド

ステップ 7 [Email Addresses]領域で、次のフィールドに Smart Call Homeアラートメッセージの電子メール情
報を入力します。

説明名前

システムによって送信される Call Homeアラートメッセージの
[From]フィールドに表示される電子メールアドレス。

[From]フィールド

システムによって送信される Call Homeアラートメッセージの
[From]フィールドに表示される返信電子メールアドレス。

[Reply To]フィールド

ステップ 8 [SMTP Server]領域で、次のフィールドに Call Homeが電子メールメッセージを送信するために使
用する SMTPサーバに関する情報を入力します。

説明名前

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP;シンプルメール転送プロ
トコル）サーバの IPアドレスまたはホスト名。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Host]フィールド

SMTPサーバとの通信に使用されるポート番号。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 25です。

[Port]フィールド
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ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

デフォルトの Cisco TAC-1 プロファイルの設定
CiscoTAC-1プロファイルのデフォルト設定は次のとおりです。

•レベルは標準です

• CiscoTAC警報グループだけが選択されています

•形式は xmlです

•最大メッセージサイズは 5000000です

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Profiles]タブをクリックします。

ステップ 4 Cisco TAC-1プロファイルを右クリックし、[Recipient]を選択します。

ステップ 5 [Add Email Recipients]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Email]フィールドで、Call Homeアラートの送信先の電子メールアドレスを入力します。
たとえば、「callhome@cisco.com」と入力します。

保存した電子メールアドレスは削除できますが、変更はできません。

b) [OK]をクリックします。

Smart Call Home に対するシステムインベントリメッセージの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [System Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力して、システムインベントリメッセージを Smart
Call Homeに送信する方法を指定します。
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説明名前

このフィールドを [ON]に設定すると、Cisco UCSによってシス
テムインベントリが Call Homeデータベースに送信されます。
この情報がいつ送信されるかは、この領域の他のフィールドに

よって決まります。

[Send Periodically]フィールド

自動システムインベントリデータ収集の間隔（日数）。

1～ 30の整数を入力します。

[Send Interval]フィールド

データを送信する時間（24時間時計形式）。[Hour of Day to Send]フィール
ド

データを送信する時間（分数）。[Minute of Hour]フィールド

情報が最後に送信された日時。

このフィールドは、最初のインベントリが送信された

後に表示されます。

（注）

[Time Last Sent]フィールド

次のデータ収集の日時。

このフィールドは、最初のインベントリが送信された

後に表示されます。

（注）

[Next Scheduled]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Smart Call Home の登録

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Call Home]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [System Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Send System Inventory Now]をクリックし、登録プロセスを開始します。
シスコがシステムインベントリを受信すると、Smart Call Home登録メールが [General]タブの
[Contact Information]領域に設定した電子メールアドレスに送信されます。

ステップ 5 シスコから登録メールを受信したら、次の作業を完了して Smart Call Homeの登録を完了します。
a) 電子メールのリンクをクリックします。
このリンクによって、Cisco Smart Call HomeポータルがWebブラウザで開きます。
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b) Cisco Smart Call Homeポータルにログインします。
c) Cisco Smart Call Homeによって示される手順に従います。
ご使用条件に同意すると、Cisco UCSドメインの Cisco Smart Call Home登録が完了します。
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第 47 章

システムイベントログの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• システムイベントログ, 841 ページ

• 各サーバのシステムイベントログの表示, 842 ページ

• シャーシ内のサーバのシステムイベントログの表示, 842 ページ

• SELポリシーの設定, 843 ページ

• サーバのシステムイベントログの管理, 845 ページ

システムイベントログ

システムイベントログ（SEL）は、NVRAM内のCIMCに存在します。過不足の電圧、温度イベ
ント、ファンイベント、BIOSからのイベントなど、ほとんどのサーバ関連イベントが記録され
ます。 SELは、主にトラブルシューティングのために使用します。

SELファイルのサイズは約 40KBで、ファイルがいっぱいになるとそれ以上イベントを記録でき
ません。新たなイベントを記録できるようにするには、ファイルの中身をクリアする必要があり

ます。

SELポリシーを使用して、SELをリモートサーバにバックアップできます。また、必要に応じ
て、バックアップ操作後にSELをクリアすることもできます。バックアップ操作は、特定のアク
ションに基づいて起動するか、定期的に実行できます。 SELのバックアップやクリアは、手動で
行うこともできます。

バックアップファイルは、自動的に生成されます。このファイル名の形式は、

sel-SystemName-ChassisID-ServerID-ServerSerialNumber-Timestampです。たとえば、
sel-UCS-A-ch01-serv01-QCI12522939-20091121160736となります。
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各サーバのシステムイベントログの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 システムイベントログを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [SEL Logs]タブをクリックします。
Cisco UCS Managerによってサーバのシステムイベントログが取得され、イベントのリストが表
示されます。

シャーシ内のサーバのシステムイベントログの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [SEL Logs]タブをクリックします。

Cisco UCS Managerによってサーバのシステムイベントログが取得され、イベントのリストが表
示されます。

ステップ 4 [Server]テーブルで、システムイベントログを表示するサーバを選択します。
Cisco UCS Managerによってサーバのシステムイベントログが取得され、イベントのリストが表
示されます。
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SEL ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [SEL Policy]サブタブをクリックします。

ステップ 5 （任意） [General]領域で、[Description]フィールドにポリシーの説明を入力します。
この領域の他のフィールドは読み取り専用です。

ステップ 6 [Backup Configuration]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

[Protocol]フィールド

バックアップ設定が存在する場所のサーバのホスト名または IP
アドレス。 IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメインがCisco
UCS Centralに登録されていないか、DNS Managementが [local]
に設定されている場合、DNSサーバを Cisco UCS Managerに設
定します。 Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録され
ており、DNS Managementが [global]に設定されている場合、
DNSサーバを Cisco UCS Centralに設定します。

バックアップファイルの名前は Cisco UCSによって
生成されます。名前は次の形式になります。

sel-system-name-chchassis-id-
servblade-id-blade-serial
-timestamp

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

必要に応じて、リモートサーバ上のファイルの絶対パスを指定

します。

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコ
ルを使用する場合は、ファイルがデフォルトのダウンロード

フォルダにあれば、リモートパスを指定する必要はありませ

ん。ファイルサーバの設定方法の詳細については、システム管

理者に問い合わせてください。

[Remote Path]フィールド

自動バックアップ間の待機時間。次のいずれかになります。

• [Never]：自動 SELデータバックアップを実行しません。

• 1 Hour

• 2 Hours

• 4 Hours

• 8 Hours

• 24 Hours

システムによって自動バックアップを作成する場合

は、[Action]オプションボックス内の [Timer]チェッ
クボックスがオンになっていることを確認してくださ

い。

（注）

[Backup Interval]ドロップダウ
ンリスト

バックアップファイルに使用する形式。次のいずれかになりま

す。

• Ascii

• 2進数

[Format]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、バックアップ後に、す

べてのシステムイベントログがCiscoUCSによってクリアされ
ます。

[Clear on Backup]チェックボッ
クス

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド
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説明名前

オンにした各チェックボックスのイベントが発生したとき、シ

ステムによって SELバックアップが作成されます。

• [Log Full]：ログが許容される最大サイズに到達。

• [OnChange ofAssociation]：サーバとそのサービスプロファ
イルの間のアソシエーションが変化。

• [On Clear]：システムイベントログがユーザによって手動
でクリア。

• [Timer]：[Backup Interval]ドロップダウンリストで指定さ
れた時間間隔に到達。

[Action]オプションボックス

このボタンをクリックすると、バックグラウンドの設定情報が

リセットされます。

[Reset Configuration]ボタン

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

サーバのシステムイベントログの管理

システムイベントログの 1 つ以上のエントリのコピー
このタスクでは、サーバまたはシャーシの [SELLogs]タブからサーバのシステムイベントログが
表示されていることを前提にしています。

手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIによって [SEL Logs]タブにシステムイベントログが表示されたら、マウ
スを使用してシステムイベントログからコピーするエントリを強調表示します。

ステップ 2 [Copy]をクリックして、強調表示されたテキストをクリップボードにコピーします。

ステップ 3 強調表示されたテキストをテキストエディタまたは他のドキュメントに貼り付けます。

システムイベントログの印刷

このタスクでは、サーバまたはシャーシの [SELLogs]タブからサーバのシステムイベントログが
表示されていることを前提にしています。
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手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIの [SEL Logs]タブにシステムイベントログが表示されたら、[Print]をク
リックします。

ステップ 2 [Print]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) （任意） デフォルトプリンタ、あるいはその他の任意のフィールドまたはオプションを修正
します。

b) [Print]をクリックします。

システムイベントログのリフレッシュ

このタスクでは、サーバまたはシャーシの [SELLogs]タブからサーバのシステムイベントログが
表示されていることを前提にしています。

手順

Cisco UCS Manager GUIの [SEL Logs]タブにシステムイベントログが表示されたら、[Refresh]を
クリックします。

Cisco UCS Managerはサーバのシステムイベントログを取得し、アップデートされたイベントリ
ストを表示します。

システムイベントログの手動バックアップ

このタスクでは、サーバまたはシャーシの [SELLogs]タブからサーバのシステムイベントログが
表示されていることを前提にしています。

はじめる前に

システムイベントログポリシーを設定します。手動によるバックアップ操作では、システムイ

ベントログポリシーで設定されたリモート宛先を使用します。

手順

Cisco UCS Manager GUIの [SEL Logs]タブにシステムイベントログが表示されたら、[Backup]を
クリックします。

Cisco UCS Managerは、SELポリシーで指定された場所にシステムイベントログをバックアップ
します。
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システムイベントログの手動クリア

このタスクでは、サーバまたはシャーシの [SELLogs]タブからサーバのシステムイベントログが
表示されていることを前提にしています。

手順

Cisco UCS Manager GUIの [SEL Logs]タブにシステムイベントログが表示されたら、[Clear]をク
リックします。

SELポリシーの [Action]オプションボックスで [Clear]がイネーブルになっていると、
この処理によって自動バックアップが実行されます。

（注）
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第 48 章

障害、イベント、およびログの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 障害収集ポリシーの設定, 849 ページ

• エラーの抑制の設定, 852 ページ

• Core File Exporterの設定, 869 ページ

• syslogの設定, 871 ページ

障害収集ポリシーの設定

障害収集ポリシー

障害収集ポリシーは、障害がクリアされた日時、フラッピング間隔（障害が発生した時点と状態

がクリアされた時点の間の時間）、および保持間隔（システムで障害が発生していた時間）など、

Cisco UCSドメインの障害のライフサイクルを制御します。

Cisco UCSの障害には、次のライフサイクルがあります。

1 ある状況がシステムで発生し、Cisco UCS Managerで障害が発生します。これはアクティブな
状態です。

2 障害が軽減されると、フラッピングまたはフラッピングを防ぐことを目的としたソーキング間

隔になります。障害が発生し、すぐに何度かクリアされると、フラッピングが発生します。

フラッピング間隔のうち、障害収集ポリシーに指定されている期間は、障害の重要度が保持さ

れます。

3 フラッピング間隔中に同じ条件が再発生した場合は、障害がアクティブ状態に戻ります。フ

ラッピング間隔中に同じ条件が再発生しない場合は、障害がクリアされます。

4 クリアされた障害は保持期間になります。この期間があるため、障害が発生した状態が改善さ

れ、さらに障害が早々に削除されていない場合でも管理者が障害に気付くことができます。保

持期間のうち、障害収集ポリシーに指定された期間はクリアされた障害が保持されます。
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5 保持期間にその状態が再発すると、障害はアクティブな状態を返します。この状況が再発生し

ない場合は、障害が削除されます。

障害収集ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Faults]、[Events]、[Audit Log]を展開します。

ステップ 3 [Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Global Fault Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 [Global Fault Policy]タブで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

障害が発生し、すぐに何度かクリアされると、フラッピングが

発生します。これを防止するため、Cisco UCS Managerでは、
最後に状態が変更されてからこの時間が経過するまで、障害が

発生しても状態は変更されません。

フラッピング間隔中に同じ条件が再発生した場合は、障害がア

クティブ状態に戻ります。フラッピング間隔中に同じ条件が再

発生しない場合は、障害がクリアされます。その時点で何が発

生するかは、[Clear Action]フィールドの設定によって異なりま
す。

5～ 3,600の範囲の整数を入力します。デフォルトは 10です。

[Flapping Interval]フィールド

次のいずれかになります。

• Info

• Condition

• Warning

[Initial Severity]フィールド

確認された操作は、ログがクリアされると常に削除されます。

このオプションは変更できません。

[Action on Acknowledgment]
フィールド
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説明名前

障害がクリアされると Cisco UCS Managerが実行するアクショ
ン。次のいずれかになります。

• [Retain]：Cisco UCS Manager GUIに [Length of time to retain
cleared faults]セクションが表示されます。

• [Delete]：障害メッセージにクリアのマークが付いた時点
で、Cisco UCS Managerはそれらのメッセージをすべて削
除します。

[Clear Action]フィールド

特定の時間が経過した後に、CiscoUCSManagerが自動的に障害
をクリアするかどうか。次のいずれかになります。

• [Never]：Cisco UCS Managerはどの障害も自動的にはクリ
アしません。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示されます。

[Clear Interval]フィールド

CiscoUCSManagerが障害にクリアのマークを自動的に付けるま
での時間（日、時、分、および秒）。何が発生するかは、[Clear
Action]フィールドの設定によって異なります。

[dd:hh:mm:ss]フィールド

[Length of Time to Retain Cleared Faults]セクション

[Clear Action]フィールドが [Retain]に設定されている場合、こ
れは障害にクリアのマークが付けられてからCiscoUCSManager
が障害を保持する時間です。次のいずれかになります。

• [Forever]：CiscoUCSManagerでは、システムに存在してい
る期間に関係なく、ファブリックインターコネクト上でク

リアされたすべての障害メッセージはそのまま残されま

す。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示されます。

[Retention Interval]フィールド

CiscoUCSManagerが、クリアされた障害メッセージを削除する
までの時間（日、時、分、および秒）。

[dd:hh:mm:ss]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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エラーの抑制の設定

エラーの抑制

エラーの抑制により、定期メンテナンス時間中に SNMPトラップと Call Home通知を抑制するこ
とができます。エラーの抑制タスクを作成することで、一時的なエラーの発生時やクリア時に通

知が送信されることを防ぐことができます。

指定した期限が切れるまで、またはユーザによってエラーの抑制タスクが手動で停止されるまで、

エラーは抑制されます。エラーの抑制が終了すると、Cisco UCS Managerはクリアされていない
未処理の抑制されたエラーに関する通知を送信します。

エラーの抑制には次が使用されます。

固定時間間隔またはスケジュール

次を使用して、エラーを抑制するメンテナンス時間帯を指定できます。

•固定時間間隔を使用して、エラーの抑制が有効になる開始時刻と実行期間を作成できます。
固定時間間隔は再利用できません。

•スケジュールは、1回のみのオカレンスまたは繰り返しの期間として使用されます。また、
スケジュールは保存および再利用できます。

抑制ポリシー

これらのポリシーによって、抑制するエラーの原因とタイプが定義されます。 1つのタスクに割
り当てられるのは 1つのポリシーのみです。 Cisco UCS Managerでは、次のポリシーが定義され
ています。

• [default-chassis-all-maint]：すべてのブレードサーバ、電源、ファンモジュール、および IOM
など、シャーシに取り付けられているすべてのコンポーネントとシャーシに関するエラーを

抑制します。

このポリシーはシャーシにのみ適用されます。

• [default-chassis-phys-maint]：シャーシに取り付けられているすべてのファンモジュールと電
源、およびシャーシに関するエラーを抑制します。

このポリシーはシャーシにのみ適用されます。

• [default-fex-all-maint]：FEXと、FEX内のすべての電源、ファンモジュール、および IOMに
関するエラーを抑制します。

このポリシーは FEXにのみ適用されます。

• [default-fex-phys-maint]：FEXと、FEX内のすべてのファンモジュールおよび電源に関するエ
ラーを抑制します。

このポリシーは FEXにのみ適用されます。
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• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関するエラーを抑制し
ます。

このポリシーは、シャーシ、組織、およびサービスプロファイルに適用されます。

シャーシに適用される場合、ブレードサーバのみが影響を受けます。（注）

• [default-iom-maint]：シャーシまたは FEX内の IOMに関するエラーを抑制します。

このポリシーは、シャーシ、FEX、および IOMにのみ適用されます。

抑制タスク

これらのタスクを使用して、スケジュール設定または固定された時間間隔と抑制ポリシーをコン

ポーネントに関連付けることができます。

抑制タスクを作成したら、固定時間間隔、またはタスクのスケジュールを、CiscoUCSManager
GUIと Cisco UCSManager CLIの両方で編集できるようになります。ただし、変更できるのは
固定時間間隔を使用するか、Cisco UCS Manager CLIでスケジュールを使用するかのいずれか
です。

（注）

抑制されたエラーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Faults]、[Events]、[Audit Log]を展開します。

ステップ 3 [Faults]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Show:]フィールドの抑制アイコンを選択します。
抑制されたエラーのみを表示するには、[Show:]フィールドで他のアイコンを選択解除します。
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シャーシのエラー抑制の設定

シャーシのエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数のシャーシに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使用して、
[Navigation]ペインで複数のシャーシを選択します。選択したシャーシのいずれかを右
クリックし、[Start Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド
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ドロップダウンリストから抑制ポリシーを選択します。

• [default-chassis-all-maint]：すべてのブレードサーバ、電源、ファンモ
ジュール、および IOMなど、シャーシに取り付けられているすべての
コンポーネントとシャーシに関するエラーを抑制します。

• [default-chassis-phys-maint]：シャーシに取り付けられているすべてのファ
ンモジュールと電源、およびシャーシに関するエラーを抑制します。

• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関
するエラーを抑制します。

シャーシに適用される場合、ブレードサーバのみが影響を受

けます。

（注）

• [default-iom-maint]：シャーシまたは FEX内の IOMに関するエラーを抑
制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

シャーシのエラー抑制タスクの削除

この手順では、シャーシのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削除する

には、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。シャーシのエラー
抑制タスクの表示, （856ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
複数のシャーシに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使用して、
[Navigation]ペインで複数のシャーシを選択します。選択したシャーシのいずれかを右
クリックし、[Stop Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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シャーシのエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

I/O モジュールのエラーの抑制の設定

IOM のエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 （任意） シャーシで IOMモジュールを選択するには、[Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]
> [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 （任意） FEXで IOMモジュールを選択するには、[Epment]タブで、[Equipment] > [FEX] > [FEX
Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 4 エラーの抑制タスクを作成する IOMをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数の IOMに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使用して、[Navigation]
ペインで複数の IOMを選択します。選択した IOMのいずれかを右クリックし、[Start
Fault Suppression]を選択します。

シャーシまたは FEXのいずれか、あるいはそれらの両方で IOMを選択できます。

ヒント

ステップ 7 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド
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障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド

デフォルトで、次の抑制ポリシーが選択されます。

• [default-iom-maint]：シャーシまたは FEX内の IOMに関するエラーを抑
制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 8 [OK]をクリックします。

IOM のエラー抑制タスクの削除

この手順では、IOMのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削除するに
は、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。 IOMのエラー抑制タ
スクの表示, （858ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 （任意） シャーシで IOMモジュールを選択するには、[Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]
> [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 （任意） FEXで IOMモジュールを選択するには、[Epment]タブで、[Equipment] > [FEX] > [FEX
Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 4 すべてのエラーの抑制タスクを削除する IOMをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
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複数の IOMに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使用して、[Navigation]
ペインで複数の IOMを選択します。選択した IOMのいずれかを右クリックし、[Stop
Fault Suppression]を選択します。

シャーシまたは FEXのいずれか、あるいはそれらの両方で IOMを選択できます。

ヒント

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IOM のエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 （任意） シャーシで IOMモジュールを選択するには、[Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]
> [Chassis Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 3 （任意） FEXで IOMモジュールを選択するには、[Epment]タブで、[Equipment] > [FEX] > [FEX
Number] > [IO Modules]を展開します。

ステップ 4 エラーの抑制タスクのプロパティを表示する IOMをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

FEX のエラー抑制の設定

FEX のエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [FEX]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成する FEXをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数のFEXに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使用して、[Navigation]
ペインで複数の FEXを選択します。選択した FEXのいずれかを右クリックし、[Start
Fault Suppression]を選択します。

ヒント
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ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド

ドロップダウンリストから抑制ポリシーを選択します。

• [default-fex-all-maint]：FEXと、FEX内のすべての電源、ファンモジュー
ル、および IOMに関するエラーを抑制します。

• [default-fex-phys-maint]：FEXと、FEX内のすべてのファンモジュール
および電源に関するエラーを抑制します。

• [default-iom-maint]：シャーシまたは FEX内の IOMに関するエラーを抑
制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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FEX のエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [FEX]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示する FEXをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

FEX のエラー抑制タスクの削除

この手順では、FEXのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削除するに
は、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。 FEXのエラー抑制タ
スクの表示, （860ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [FEX]を展開します。

ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除する FEXをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
複数のFEXに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使用して、[Navigation]
ペインで複数の FEXを選択します。選択した FEXのいずれかを右クリックし、[Stop
Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバのエラー抑制の設定

ブレードサーバのエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数のブレードサーバに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使用し
て、[Navigation]ペインで複数のブレードサーバを選択します。選択したサーバのいず
れかを右クリックし、[Start Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド

デフォルトで、次の抑制ポリシーが選択されます。

• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関
するエラーを抑制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1    
   OL-28301-02-J 861

エラーの抑制の設定



ステップ 7 [OK]をクリックします。

ラックサーバのエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数のラックサーバに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使用して、
[Navigation]ペインで複数のラックサーバを選択します。選択したサーバのいずれかを
右クリックし、[Start Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド
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デフォルトで、次の抑制ポリシーが選択されます。

• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関
するエラーを抑制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのエラー抑制タスクの削除

この手順では、ブレードサーバのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削

除するには、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。ブレード
サーバのエラー抑制タスクの表示, （864ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
複数のブレードサーバに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使用し
て、[Navigation]ペインで複数のブレードサーバを選択します。選択したサーバのいず
れかを右クリックし、[Stop Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ラックサーバのエラー抑制タスクの削除

この手順では、ラックサーバのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削除

するには、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。ラックサーバ
のエラー抑制タスクの表示, （864ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
複数のラックサーバに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使用して、
[Navigation]ペインで複数のラックサーバを選択します。選択したサーバのいずれかを
右クリックし、[Stop Fault Suppression]を選択します。

ヒント

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバのエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

ラックサーバのエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。

   Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.1
864 OL-28301-02-J  

エラーの抑制の設定



[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

サービスプロファイルのエラー抑制の設定

サービスプロファイルのエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。
複数のサービスプロファイルに対してエラー抑制タスクを設定するには、Ctrlキーを使
用して、[Navigation]ペインで複数のサービスプロファイルを選択します。選択した
サービスプロファイルのいずれかを右クリックし、[Start Fault Suppression]を選択しま
す。

ヒント

ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド
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障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド

デフォルトで、次の抑制ポリシーが選択されます。

• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関
するエラーを抑制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのエラー抑制タスクの削除

この手順では、サービスプロファイルのすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタス

クを削除するには、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。サー
ビスプロファイルのエラー抑制タスクの表示, （867ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。
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複数のサービスプロファイルに対してエラー抑制タスクを削除するには、Ctrlキーを使
用して、[Navigation]ペインで複数のサービスプロファイルを選択します。選択した
サービスプロファイルのいずれかを右クリックし、[Stop Fault Suppression]を選択しま
す。

ヒント

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルのエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

組織のエラー抑制の設定

組織のエラー抑制タスクの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 エラーの抑制タスクを作成する組織をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Start Fault Suppression]をクリックします。

ステップ 6 [Start Fault Suppression]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

障害抑制タスクの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字または
スペースは使用できません。また、オブジェクトを保存した後、この名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド
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障害抑制タスクを実行する場合。次のいずれかになります。

• [Fixed Time Interval]：障害抑制タスクの開始時刻および期間を指定する
には、このオプションを選択します。

[Start Time]フィールドで、障害抑制タスクを開始する日時を指定しま
す。このフィールドの終端にある下矢印をクリックして、ポップアッ

プカレンダーから開始時刻を選択します。

[Task Duration]フィールドで、このタスクを実行する時間の長さを指定
します。手動で停止するまでこのタスクが実行されるように指定する

には、このフィールドに「00:00:00:00」と入力します。

• [Schedule]：事前定義されたスケジュールを使用して開始時刻と期間を
設定するには、このオプションを選択します。

[Schedule]ドロップダウンリストからスケジュールを選択します。新し
いスケジュールを作成するには、[Create Schedule]をクリックします。

[Select Fixed Time
Interval/Schedule]
フィールド

デフォルトで、次の抑制ポリシーが選択されます。

• [default-server-maint]：ブレードサーバおよび/またはラックサーバに関
するエラーを抑制します。

[Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

組織のエラー抑制タスクの削除

この手順では、組織のすべてのエラー抑制タスクが削除されます。個々のタスクを削除するに

は、[Suppression Tasks]ダイアログボックスの [Delete]ボタンを使用します。組織のエラー抑制タ
スクの表示, （869ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 すべてのエラーの抑制タスクを削除する組織をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Stop Suppression]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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組織のエラー抑制タスクの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 エラーの抑制タスクのプロパティを表示する組織をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Suppression Task Properties]をクリックします。
[SuppressionTasks]ダイアログボックスで、新しいエラー抑制タスクの追加、既存のエラー抑制タ
スクの削除、または既存のエラー抑制タスクの変更を行えます。

Core File Exporter の設定

Core File Exporter
Cisco UCSは、コアファイルが発生するとただちに Core File Exporterを使用して、TFTPを介して
ネットワーク上の指定の場所にエクスポートします。この機能を使用することにより、tarファイ
ルをコアファイルのコンテンツと一緒にエクスポートできます。

Core File Exporter の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Faults]、[Events]、[Audit Log]を展開します。

ステップ 3 [Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [TFTP Core Exporter]タブをクリックします。

ステップ 5 [TFTP Core Exporter]タブで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：エラーによってサーバでコアダンプが実行され
ると、Cisco UCSによって FTPを介して指定された場所に
コアダンプファイルが送信されます。このオプションを

選択すると、Cisco UCS Manager GUIによってこの領域に
他のフィールドが表示され、FTPエクスポートオプション
を指定できます。

• [Disabled]：コアダンプファイルは自動的にエクスポート
されません。

[Admin State]フィールド

コアファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）を除く文字
やスペースを使用できます。

[Description]フィールド

Trivial File Transfer Protocol（TFTP;簡易ファイル転送プロトコ
ル）を介してコアダンプファイルをエクスポートするときに使

用されるポート番号。

[Port]フィールド

TFTPを介して接続されるホスト名または IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

リモートシステムにコアダンプファイルを保存するときに使

用するパス。

[Path]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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Core File Exporter のディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Faults]、[Events]、[Audit Log]を展開します。

ステップ 3 [Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Settings]タブをクリックします。

ステップ 5 [TFTP Core Exporter]領域で、[Admin State]フィールドの [disabled]オプションボタンをクリック
します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

syslog の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Faults]、[Events]、[Audit Log]を展開します。

ステップ 3 [Syslog]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Syslog]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local Destinations]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Console]セクション

Cisco UCSによって Syslogメッセージがコンソールに表示され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：Syslogメッセージがコンソールに表示され、ロ
グにも追加されます。

• [Disabled]：Syslogメッセージはログに追加されますが、コ
ンソールには表示されません。

[Admin State]フィールド
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説明名前

このオプションを [Enabled]にした場合は、表示するメッセージ
の最も低いレベルを選択します。そのレベル以上のメッセージ

が Cisco UCSによってコンソールに表示されます。次のいずれ
かになります。

• Emergencies

• Alerts

• Critical

[Level]フィールド

[Monitor]セクション

Cisco UCSによって Syslogメッセージがモニタに表示されるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：Syslogメッセージがモニタに表示され、ログに
も追加されます。

• [Disabled]：Syslogメッセージはログに追加されますが、モ
ニタには表示されません。

[Admin State]がイネーブルの場合、CiscoUCSManager GUIには
このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State]フィールド

このオプションを [Enabled]にした場合は、表示するメッセージ
の最も低いレベルを選択します。モニタにはそのレベル以上の

メッセージが表示されます。次のいずれかになります。

• Emergencies

• Alerts

• Critical

• Errors

• Warnings

• Notifications

• Information

• Debugging

[Level]ドロップダウンリスト

[File]セクション
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説明名前

Cisco UCSによって、ファブリックインターコネクトのシステ
ムログファイルにメッセージが保存されるかどうか。次のい

ずれかになります。

• [Enabled]：メッセージはログファイルに保存されます。

• [Disabled]：メッセージは保存されません。

[Admin State]がイネーブルの場合、CiscoUCSManager GUIには
このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State]フィールド

システムに保存するメッセージの最も低いレベルを選択します。

Cisco UCSは、そのレベル以上のメッセージをファブリックイ
ンターコネクト上のファイルに保存します。次のいずれかにな

ります。

• Emergencies

• Alerts

• Critical

• Errors

• Warnings

• Notifications

• Information

• Debugging

[Level]ドロップダウンリスト

メッセージが記録されるファイルの名前。

名前には16文字以内の英数字を使用できます。名前にはスペー
スを使用できず、また -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）以外の特殊文字は使用でき
ません。デフォルトは「messages」です。

[Name]フィールド

ファイルで可能な最大サイズ（バイト単位）。ファイルがこの

サイズを超えると、Cisco UCS Managerによって最も古いメッ
セージから最新メッセージへの上書きが開始されます。

4096～ 4194304の整数を入力します。

[Size]フィールド

ステップ 6 [Remote Destinations]領域で、次のフィールドに情報を入力し、Cisco UCSコンポーネントによっ
て生成されたメッセージを保存できる最大 3つの外部ログを設定します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

[Admin State]がイネーブルの場合、CiscoUCSManager GUIには
このセクションの残りのフィールドが表示されます。

[Admin State]フィールド

システムに保存するメッセージの最も低いレベルを選択します。

リモートファイルにそのレベル以上のメッセージが保存されま

す。次のいずれかになります。

• Emergencies

• Alerts

• Critical

• Errors

• Warnings

• Notifications

• Information

• Debugging

[Level]ドロップダウンリスト

リモートログファイルが存在するホスト名または IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、DNS
サーバを設定する必要があります。CiscoUCSドメイ
ンが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
Managementが [local]に設定されている場合、DNS
サーバをCiscoUCSManagerに設定します。CiscoUCS
ドメインがCiscoUCSCentralに登録されており、DNS
Managementが [global]に設定されている場合、DNS
サーバを Cisco UCS Centralに設定します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• Local0

• Local1

• Local2

• Local3

• Local4

• Local5

• Local6

• Local7

[Facility]ドロップダウンリス
ト

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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削除 768
作成 763
実行 766
変更 767

う

上書き 578
サーバ ID 578

え

永続的なバインディング、クリア 676
エージングタイム 214

MACアドレステーブル 214
エクスポート 749, 750, 753
設定 749
バックアップ 753
バックアップタイプ 750
ユーザロール 753

エラーの抑制 852, 855, 857, 860, 863, 866, 868
fexの停止 860
iomの停止 857
サーバの停止 863
サービスプロファイルの停止 866
シャーシの停止 855
組織の停止 868

エラーの抑制タスク 853
表示 853

エラーの抑制タスクの削除 855, 857, 860, 863, 866, 868
fex 860
iom 857
サーバ 863
サービスプロファイル 866
シャーシ 855
マニュアルの構成 868

エラーの抑制の停止 855, 857, 860, 863, 866, 868
fex 860
iom 857
サーバ 863
サービスプロファイル 866
シャーシ 855
マニュアルの構成 868

エラー抑制 854, 856, 858, 861, 862, 865, 867
fex 858
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エラー抑制 (続き)
iom 856
サーバ 861, 862
サービスプロファイル 865
シャーシ 854
マニュアルの構成 867

エラー抑制タスクのプロパティ 856, 858, 860, 864, 867, 869
fex 860
iom 858
サーバ 864
サービスプロファイル 867
シャーシ 856
マニュアルの構成 869

エンドホストモード 69, 70, 242
イーサネット 69
ファイバチャネル 70

お

オーバーサブスクリプション 19, 20, 21
概要 19
考慮事項 20
注意事項 21

オカレンス 554, 562, 565, 568
1回 554, 562, 568
概要 554
削除 568
作成 562

繰り返す 554, 565, 568
概要 554
削除 568
作成 565

オプトアウト 26, 27, 29
ステートレスコンピューティング 27
マルチテナント 29

オプトイン 26, 27, 28
概要 26
ステートレスコンピューティング 27
マルチテナント 28

オペレーティングシステムのインストール 739
KVMコンソール 739

か

解決、名前 205
外部アプリケーション 52

概要 11
確認 704, 717, 732
シャーシ 704
ブレードサーバ 717
ラックマウントサーバ 732

確認メッセージ 51
カスタムロール 185
予約語 185

仮想 IPアドレス、変更 71
仮想 KVMコンソール 740
仮想化 29, 30

NICアダプタ 30
VICアダプタ 30
VM-FEX 29
概要 29

概要 29
統合型ネットワークアダプタ 30

仮想マシン 29
仮想メディアブート 550
概要 550
設定 550

仮想レーン 24, 293
稼働中止 705, 719, 732
シャーシ 705
ブレードサーバ 719
ラックマウントサーバ 732

下部 176
管理 31, 703, 712, 726, 747

I/Oモジュール 747
シャーシ 703
ブレードサーバ 712
ラックマウントサーバ 726

管理 IPアドレス 439
管理 IPプール 441, 442, 444, 445, 446, 531

IPアドレスブロックの削除 446
IPアドレスブロックの作成 445
iSCSIイニシエータ 531

IPアドレスプール 531
iSCSIイニシエータの IPアドレスブロックの作成 531
概要 444
ブレードサーバ 441
ラックサーバ 442

管理インターフェイスのモニタリングポリシー 796, 797
概要 796
設定 797

管理ポートの IPアドレス 61
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き

キーリング 126, 127, 128, 129, 130, 132
概要 126
削除 132
作成 127
証明書のインポート 130
証明書要求 128
トラストポイント 129

起動 45, 46, 120, 242, 744, 745
GUI 45, 46
GUI、HTTP 46
GUI、HTTPS 45
Internal Fabric Manager 120
KVM Launch Manager 745
KVMコンソールをサーバから 744
LANアップリンクマネージャ 242
サービスプロファイルからの KVMコンソール 744

機能 26, 217
オプトイン 26
ステートレスコンピューティング 26
ライセンス 217

許容範囲の確認 53
許容範囲の検索 53

く

クラスタ設定 63, 66
従属ファブリックインターコネクト 66
プライマリファブリックインターコネクト 63

繰り返すオカレンス 554, 565, 568
概要 554
削除 568
作成 565

グループマップ 155, 156
LDAP 155, 156
削除 156
作成 155

グレースフルシャットダウン 717, 731
グローバルキャップポリシー 689
設定 689

グローバルプール 19

け

継承、サーバ 492

継承された値 17, 576
権限 185, 190, 320, 403
概要 185
削除 190
接続ポリシー 320, 403
追加 190

こ

更新 553
サービスプロファイル 553

考慮事項 750, 819
Call Home 819
バックアップ操作 750

コミュニティ、SNMP 137
コンソール、KVM 739, 744, 745
コンソール認証サービス 168

さ

サーバ 14, 15, 16, 22, 26, 28, 205, 206, 429, 430, 431, 432, 440, 441, 442, 
447, 448, 450, 455, 457, 460, 462, 464, 469, 470, 471, 472, 473, 474, 
475, 479, 483, 484, 490, 491, 492, 494, 495, 496, 497, 502, 517, 518, 
527, 529, 532, 552, 553, 575, 578, 614, 618, 619, 620, 621, 655, 656, 
657, 658, 659, 660, 661, 662, 680, 682, 697, 712, 713, 714, 715, 716, 
717, 718, 719, 720, 721, 722, 724, 726, 727, 728, 729, 730, 731, 732, 
733, 734, 735, 736, 737, 744, 745, 790, 793, 799, 800, 801, 802, 808, 
810, 812, 842, 843, 861, 862, 864

BIOSポリシー 469, 470
BIOS設定 447, 448, 450, 455, 457, 460, 462, 464
BIOSの回復 736
BIOSのデフォルト 469, 471
DNS 205, 206
IPMIアクセス 473, 474
iSCSIアダプタポリシー 527, 529
iSCSIブートポリシー 532
KVMコンソール 744, 745
NMIの発行 724, 737
POSTの結果 724, 737
SELポリシー 843
UUIDの変更 662
UUIDのリセット 682
エラー抑制 861, 862
エラー抑制タスクのプロパティ 864
稼働中止 719, 732
継承ポリシー 492
サービスプロファイル 14, 16, 553, 575, 680
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サーバ (続き)
サービスプロファイルからのテンプレート 657
サービスプロファイルテンプレートの作成 620, 621
サービスプロファイルとの関連付け 659
サービスプロファイルとの関連付けの解除 660
サービスプロファイルのクローン化 658
サービスプロファイルの作成 578, 614
サービスプロファイルの名前変更 661
再確認 717, 732
再稼働 719, 733
削除 718, 720, 734
シャーシから 718
データベースから 720, 734

システムイベントログ 842
実際の BIOS設定 472
シャットダウン 715, 716, 730
ステートレス 26
スロットの再確認 720
設定 15
ディスカバリポリシー 490, 491, 492
ディスクドライブステータス 801, 802
ディスクドライブのサポート 800
ディスクドライブモニタリング 799, 800
テンプレートからのサービスプロファイル 655
テンプレートベースのサービスプロファイル 656
電力ブレードレベルの電力制限の設定 697
統計情報しきい値ポリシー 808, 810, 812
ハードウェアベースのサービスプロファイル 618, 619
ハードリセット 717, 731
番号の付け替え 733
ピン接続 22
ブート 714, 728
ブート順 715, 729
ブートポリシー 517, 518, 552
プール 429, 430, 431
プールからの削除 432
プールの資格情報 496, 497, 502
プールへの追加 431
プールポリシー 494, 495
ブレード 440, 441, 712, 714
管理 IPプール 441
スタティック管理 IP 440
ブート 714

マルチテナント 28
モニタリング 790, 793
予期しない電源変更 713, 727

サーバ (続き)
ラック 441, 442
管理 IPプール 442
スタティック管理 IP 441

ラックマウント 726, 728
ブート 728

リセット 721, 722, 735
CIMC 722, 735
CMOS 721, 735

ローカルディスク設定 475, 479, 483, 484
ロケータ LED 721, 735

サーバ IDの上書き 16, 575, 578
サーバ管理 712, 726
サーバ管理、BIOS設定 464
サーバ継承ポリシー 492, 494
概要 492
削除 494
作成 492

サーバ自動構成ポリシー 488, 490
概要 488
削除 490
作成 488

サーバディスカバリポリシー 490, 491, 492
概要 490
削除 492
作成 491

サーバ電力使用量の制限 697
サーバの仮想化 12
サーバの稼働中止 712
サーバの関連付け 659
サーバの関連付けの解除 660
サーバの起動 714, 728
サーバの削除 712
サーバのシャットダウン 716, 730
サーバの停止 715, 716, 730
サーバプール 430, 431, 432, 659, 660, 680, 681
サーバの削除 432
サーバの追加 431
サービスプロファイルテンプレートの関連付け 680
サービスプロファイルテンプレートの関連付けの解

除 681
サービスプロファイルの関連付け 659
サービスプロファイルの関連付けの解除 660
削除 431
作成 430

サーバプールポリシー 494, 495
概要 494
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サーバプールポリシー (続き)
削除 495
作成 494

サーバプールポリシーの資格情報 496, 497, 502
概要 496
削除 502
作成 497
資格の削除 502

サーバポート 45, 74, 84, 120, 121, 243, 244
Internal Fabric Manager 45, 120
イネーブル化 121, 243

Internal Fabric Manager 121
概要 74
設定 84, 120, 243

[Equipment]タブ 84
Internal Fabric Manager 120
LANアップリンクマネージャ 243

設定解除 121, 244
Internal Fabric Manager 121

ディセーブル化 121, 244
Internal Fabric Manager 121

サービスプロファイル 14, 15, 16, 17, 18, 54, 320, 321, 402, 403, 442, 
533, 535, 553, 575, 576, 577, 578, 580, 588, 595, 597, 602, 607, 609, 
611, 614, 618, 619, 655, 656, 657, 658, 659, 660, 661, 662, 663, 666, 
670, 674, 676, 679, 682, 683, 684, 713, 714, 716, 727, 728, 730, 744, 
865, 867

iSCSI vNIC 533, 535
作成 533

MACアドレスのリセット 683
UUIDの変更 662
UUIDのリセット 682
vHBA 670, 674, 676
vHBAイニシエータグループの追加 676
vNIC 666, 670
WWPNのリセット 684
ウィザードを使用した作成 578, 580, 588, 595, 597, 602, 607, 

609, 611
vNIC/vHBA配置 597
アイデンティティ 578
サーバのブート順 602
サーバの割り当て 609
ストレージ 588
ゾーン分割 595
ネットワーキング 580
ポリシー 611
メンテナンスポリシー 607

エラー抑制 865
エラー抑制タスクのプロパティ 867
オーバーライド ID 16, 575

サービスプロファイル (続き)
概要 14
管理 IPの設定 442
関連付け 659
関連付けの解除 660
クローン化 658
継承された値 17, 576
継承された値を使用した作成 614
サーバ 714, 716, 728, 730, 744

KVMコンソール 744
シャットダウン 716, 730
ブート 714, 728

使用されるプール 54
使用されるポリシー 54
接続ポリシー 320, 321, 402, 403
設定 15
注意事項 577
展開の延期 553
テンプレート 18, 577
テンプレートからの作成 655
テンプレートからのバインド解除 679
テンプレートの作成 657
テンプレートベースの作成 656
ブレードサーバ 656
ラックマウントサーバ 656

テンプレートへのバインディング 679
名前の変更 661
ネットワーク接続 15
ハードウェアベースの作成 618, 619
ブレードサーバ 618
ラックマウントサーバ 619

ブート順序の変更 663
予期しない電源変更 713, 727

サービスプロファイルウィザード 578, 580, 588, 595, 597, 602, 
607, 609, 611

開く 578
ページ 1、ID 578
ページ 2、ネットワーキング 580
ページ 3、ストレージ 588
ページ 4、ゾーン分割 595
ページ 5、vNIC/vHBA配置 597
ページ 6、サーバのブート順序 602
ページ 7、メンテナンスポリシー 607
ページ 8、サーバの割り当て 609
ページ 9、ポリシー 611
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サービスプロファイルテンプレート 54, 444, 620, 621, 622, 
630, 637, 639, 644, 649, 651, 652, 679, 680, 681

UUIDの変更 681
ウィザードを使用した作成 649
メンテナンスポリシー 649

管理 IPの設定 444
サーバプールとの関連付け 680
サーバプールとの関連付けの解除 681
サービスプロファイルのバインディング 679
サービスプロファイルのバインド解除 679
作成 620, 621, 622, 630, 637, 639, 644, 651, 652

vNIC/vHBA配置 639
アイデンティティ 621
サーバのブート順 644
サーバの割り当て 651
ゾーン分割 637
動作ポリシー 652
ネットワーキング 622

使用されるプール 54
使用されるポリシー 54

サービスプロファイルテンプレートのウィザード 620, 
621, 622, 630, 637, 639, 644, 649, 651, 652

開く 620
ページ 1、ID 621
ページ 2、ネットワーキング 622
ページ 3、ストレージ 630
ページ 4、ゾーン分割 637
ページ 5、vNIC/vHBA配置 639
ページ 6、サーバのブート順序 644
ページ 6、メンテナンスポリシー 649
ページ 8、サーバの割り当て 651
ページ 9、動作ポリシー 652

サービスプロファイルのクローン化 658
サービスプロファイルの名前変更 661
再確認 717, 720, 732
サーバスロット 720
ブレードサーバ 717
ラックマウントサーバ 732

再稼働 719, 733
ブレードサーバ 719
ラックマウントサーバ 733

再稼働、シャーシ 705, 706
再接続間隔 50
削除 249, 680, 705, 718, 720, 734
サービスプロファイル 680
シャーシ 705
シャーシからのサーバ 718

削除 (続き)
設定からのブレードサーバ 720
設定からのラックマウントサーバ 734
ポートチャネルからのポート 249

作成 655, 657
サービスプロファイル 655
サービスプロファイルテンプレート 657

サブネット、変更 71
サポートされていないタスク 34
サポートされるタスク 33

し

しきい値ポリシー 808, 810, 812, 814, 815
アップリンクイーサネットポート 812
しきい値クラスの追加 812

イーサネットサーバポート 814
しきい値クラスの追加 814

概要 808
サーバおよびサーバコンポーネント 808, 810, 812
削除 812
作成 808
しきい値クラスの追加 810

ファイバチャネルポート 815
しきい値クラスの追加 815

システムイベントログ 841
概要 841

システムイベントログの印刷 845
システムイベントログのクリア 847
システムイベントログのコピー 845
システムイベントログのリフレッシュ 846
システムインベントリメッセージ 827, 828, 838
設定 827
送信 828

システム管理 703, 712, 726, 747
I/Oモジュール 747
シャーシ 703
ブレードサーバ 712
ラックマウントサーバ 726

システムクラス 24, 25, 293, 294, 296, 297
bronze 25, 294
Gold 25, 294
platinum 25, 294
silver 25, 294
イネーブル化 296
設定 294
ディセーブル化 297
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システムクラス (続き)
Fibre Channel 25, 294
ベストエフォート 25, 294

実行 758, 766
インポート操作 766
バックアップ操作 758

自動構成ポリシー 488, 490
概要 488
削除 490
作成 488

自動的に再接続 50
シャーシ 45, 207, 210, 691, 693, 694, 703, 704, 705, 706, 707, 708, 717, 

718, 720, 724, 788, 854, 856
NMIの発行 724
POSTの結果 708
エラー抑制 854
エラー抑制タスクのプロパティ 856
確認 704
稼働中止 705
稼働停止のイネーブル化 705, 706
管理 703
サーバの確認 717
サーバの削除 718
削除 705
スロットの再確認 720
ディスカバリポリシー 207, 210
電力グループ 691, 693, 694
削除 694
作成 691
シャーシの追加 693
シャーシの取り外し 693

ハイブリッド表示 45
番号の付け替え 707
モニタリング 788
ロケータ LEDでの消灯 708
ロケータ LEDでの点灯 708

シャーシ管理 703, 704, 705, 706, 708, 788
確認 704
稼働停止のイネーブル化 705, 706
削除 705
モニタリング 788
ロケータ LEDでの消灯 708
ロケータ LEDでの点灯 708

シャーシ接続ポリシー 212
システム関連ポリシー 212
シャーシ 212

シャーシディスカバリポリシー 207, 210
概要 207
設定 210

シャーシの稼働中止、注意事項 703
シャーシの削除、注意事項 703
シャットダウン 715, 730
ブレードサーバ 715
ラックマウントサーバ 730

シャットダウン、グレースフル 717, 731
従属ファブリックインターコネクト 66
初期設定 66

重大度、Call Home 820
柔軟性 12
終了 47
手動ブレードレベルの電力制限 696
主要、BIOS設定 448
障害 820, 849, 850, 853, 854, 856, 858, 861, 862, 865, 867, 869, 871

Call Homeの重大度 820
Core File Exporter 869, 871
収集ポリシー 849, 850
抑制 854, 856, 858, 861, 862, 865, 867
抑制された表示 853
ライフサイクル 849

障害収集ポリシー 849, 850
概要 849
設定 850

証明書 126, 128
HTTPS 128
概要 126

初期設定 59, 60, 61, 63, 66
概要 59
管理ポートの IPアドレス 61
クラスタ設定 63, 66
スタンドアロン設定 61
セットアップモード 60

初期テンプレート 18, 577
シリアル番号、入手方法 219
シリアルポート、BIOS設定 460

す

推奨事項 750
バックアップ操作 750

スイッチベースのゾーン分割 418
概要 418

スイッチングモード 69, 70, 242
イーサネット 69
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スイッチングモード (続き)
ファイバチャネル 70

スクラブポリシー 484, 485, 486
概要 484
削除 486
作成 485

スケーラビリティ 12
スケジューリング 751, 752
すべてのコンフィギュレーションのエクスポート 752
データベースのバックアップ 752
バックアップ 751

スケジュール 554, 556, 562, 565, 568, 569
1回のオカレンス 562, 568
削除 568
作成 562

概要 554
繰り返すオカレンス 565, 568
削除 568
作成 565

削除 569
作成 556

スタンドアロン設定 61
ステータスバー 42
ステートレス 26
ステートレスコンピューティング 26, 27
オプトアウト 27
オプトイン 27
概要 26

ストレージ VSAN 365, 368, 421
削除 368
作成 365
ファイバチャネルゾーン分割 421

ストレージ VSANS 368
FCoE VLAN ID 368

ストレージ接続ポリシー 418, 424, 426
概要 418
削除 426
作成 424

せ

セカンダリ VLAN 271
セッションのプロパティ 50
セッション、ユーザ 203
設定 50, 51, 52, 53, 69, 70, 84, 97, 98, 100, 120, 125, 127, 128, 129, 130, 

131, 142, 242, 243, 752, 753, 758, 763, 769
CIM-XML 125

設定 (続き)
HTTP 125
HTTPS 127, 128, 129, 130, 131
インポート 752
インポート方法 752
外部アプリケーションのプロパティ 52
確認メッセージ 51
サーバポート 84
スイッチングモード 69, 70, 242
セッションのプロパティ 50
通信サービス 142
バックアップ 753, 758
表示機能拡張のプロパティ 53
復元 753, 763, 769
ポート 100, 120, 243
ユニファイドアップリンクポート 100

ポートの設定 97
FCoEアップリンクポート 97

ユニファイド接続ポート 98
設定解除 121
ポート 121

設定、クラスタ 63, 66
設定された値 17, 576
設定、スタンドアロン 61
設定の置き換え 752
設定のマージ 752
セットアップ 63, 66
従属ファブリックインターコネクト 66
プライマリファブリックインターコネクト 63

セットアップモード 60
選択 168, 169
コンソール認証サービス 168
デフォルトの認証サービス 169

選択的排他 345

そ

相互包含 345
操作 753, 758, 759, 763, 768
インポート 763, 768
バックアップ 753, 758, 759

操作、確認 51
ゾーン分割 419, 421

VSAN 421
ファイバチャネル 419

組織 28, 173, 174, 176, 177, 188, 191, 192, 193
概要 173
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組織 (続き)
削除 177
作成 176
名前解決 174
マルチテナント 28
ロケール 188
ロケールからの削除 192
ロケールの削除 193
ロケールの作成 191
ロケールへの追加 192

マニュアルの構成 867, 869
エラー抑制 867
エラー抑制タスクのプロパティ 869

た

タイムゾーン 701
概要 701
設定 701

ダウンロード 220, 221
ライセンス 220, 221

タスク 33, 34
サポート 33
サポートされていない 34

ち

注意事項 21, 24, 181, 182, 346, 360, 419, 476, 477, 555, 577, 780
延期展開 555
オーバーサブスクリプション 21
サービスプロファイル 577
トラフィックモニタリング 780
ネームド VSAN 360
パスワード 182
ピン接続 24
ファイバチャネルゾーン分割 419
分離 L2ネットワーク 346
ユーザ名 181
ローカルディスク設定ポリシー 476, 477

つ

追加 248, 702
NTPサーバ 702
ポートチャネルへのポート 248

通信サービス 47, 48, 123, 125, 127, 128, 129, 130, 131, 137, 138, 140, 
141, 142, 197

CIM-XML 125
HTTP 125
HTTPS 127, 128, 129, 130, 131
SNMP 137, 138, 140, 141
Telnet 142
Webセッション制限 47, 48, 197
概要 123
設定 142

ツールバー 42

て

ディザスタリカバリ 749, 753
ディスカバリポリシー 207, 210, 212, 213, 490, 491, 492
サーバ 490, 491, 492
シャーシ 207, 210
ラックサーバ 212, 213

ディスクドライブモニタリング 799, 800, 801, 802
概要 799
結果の解釈 801, 802
サポート 800
制限事項 800
前提条件 800

ディセーブル化 87, 104, 121, 142, 244, 245, 248, 826, 871
Call Home 826
Core File Exporter 871
uplinkEthernetポート 245
アップリンクイーサネットポートチャネル 104
イーサネットポート 87
サーバポート 244
通信サービス 142
ポート 121
ポートチャネル 248

データベース 749, 753
バックアップ 749
復元 753

テーブル 43
カスタマイズ 43
テーブルのカスタマイズ 43
フィルタリング 43

フィルタリングテーブル 43
デフォルトの vhbaの動作ポリシー 318, 401, 402
デフォルトの vnicの動作ポリシー 318, 319, 401
デフォルトのサービスプロファイル 17, 576, 618, 619
デフォルトの認証サービス 169
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展開の延期 553, 554, 555, 556, 562, 565, 568, 569, 572, 573, 574
1回のオカレンス 562, 568
繰り返すオカレンス 565, 568
サービスプロファイル 553
スケジュール 554, 556, 569
注意事項 555
保留中のアクティビティ 555, 572, 573, 574
展開 572, 573, 574
表示 572

メンテナンスポリシー 554, 569
電源オフ 708
シャーシロケータ LED 708

電源オン 708
シャーシロケータ LED 708

電源管理 687, 690, 691, 693, 694, 695, 696
電力グループ 690, 691, 693, 694
削除 694
作成 691
シャーシの追加 693
シャーシの取り外し 693

電力制御ポリシー 695, 696
削除 696
作成 695

ポリシー 694
電力制御 694

ラックサーバ 687
電源状態、同期化 713, 727
電源投入時自己診断テスト 708, 724, 737, 748

I/Oモジュールの表示 748
シャーシの表示 708
ブレードサーバ 724
ラックマウントサーバ 737

電源ポリシー 688
概要 688
設定 688

電源を再投入する 717, 731
ラックマウントサーバ 717, 731

テンプレート 18, 577, 655, 657
サービスプロファイル 18, 577
サービスプロファイルからの作成 657
サービスプロファイルの作成 655

テンプレートの更新 18, 577
テンプレートベースのサービスプロファイル 656
電力グループ 690, 691, 693, 694
削除 694
作成 691
シャーシの追加 693

電力グループ (続き)
シャーシの取り外し 693

電力制御ポリシー 694, 695, 696
削除 696
作成 695

電力制限 690, 696, 698
手動ブレードレベル 696
表示 698
ポリシー方式のシャーシグループ 690

と

統計情報 808, 810, 812, 814, 815
しきい値ポリシー 808, 810, 812, 814, 815
アップリンクイーサネットポート 812
イーサネットサーバポート 814
サーバおよびサーバコンポーネント 808, 810, 812
ファイバチャネルポート 815

統計情報収集ポリシー 805, 806
概要 805
変更 806

統合型ネットワークアダプタ 30
仮想化 30

登録、Cisco UCS Central 234, 235, 236
登録、Smart Call Home 839
登録解除、Cisco UCS Central 237
独立 VLAN 271
ドメインプール 19
ドメイン、分離 L2 345
トラストポイント 126, 129, 133
概要 126
削除 133
作成 129

トラップ 134, 138, 140
概要 134
削除 140
作成 138

トラフィック管理 19, 20, 21, 24, 293
Quality of Service 24, 293
オーバーサブスクリプション 19, 20, 21
仮想レーン 24, 293
システムクラス 24, 293

トラフィックモニタリング 779, 780, 781, 783, 784, 785
イーサネットセッション 781
概要 779
セッションのアクティブ化 785
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トラフィックモニタリング (続き)
セッションの削除 785
送信元の追加 784
注意事項 780
ファイバチャネルセッション 783

トランキング 360, 369, 370
ファイバチャネル 360, 369, 370
アップリンク 360, 369, 370

トランキング、ネームド VSAN 360, 369, 370

な

名前解決 174, 205

に

認証 143, 144
primary 143
リモート 144

認証サービス 143, 168, 169
概要 143
コンソール 168
デフォルト 169

認証ドメイン 166, 167
概要 166
作成 167

認証プロファイル 529, 531
削除 531

ね

ネームド VLAN 250, 253, 257, 261, 265
概要 257
削除 253, 265
作成 250, 261

ネームド VSAN 359, 360, 362, 368, 369, 370
FCoE VLAN ID 368
FCアップリンクトランキング 360, 369, 370
IDの範囲の制限 360
概要 359
削除 368
作成 362

ネットワーク 15, 250, 253, 257, 258, 261, 265, 359, 362, 365, 368
作成 362, 365
接続性 15

ネットワーク (続き)
ネームド VLAN 250, 253, 257, 261, 265
削除 253, 265
作成 250, 261

ネームド VSAN 359, 362, 365, 368
削除 368

プライベート VLAN 258
ネットワーク制御ポリシー 335, 336, 339
削除 339
作成 336

ネットワーク、分離 L2 345

は

ハードウェア、ステートレス 26
ハードウェアベースのサービスプロファイル 618, 619
ハードウェアベースのサービスプロファイル 17, 576
ハードリセット 717, 731
ブレードサーバ 717
ラックマウントサーバ 731

ハイアベイラビリティ 12, 35, 60, 63, 66
概要 35
初期設定 63, 66
ファブリックインターコネクトのフェールオーバー 60

ハイアベイラビリティの設定 35
概要 35

ハイブリッド表示 45
バインディング 310, 391, 679

vHBA 391
vNIC 310
サービスプロファイル 679

バインド解除 311, 392, 679
vHBA 392
vNIC 311
サービスプロファイル 679

パスワード 196, 201
強度チェック 196
変更間隔 201
履歴カウント 201

パスワード、adminの復旧 771, 772, 774
パスワード強度の適用 196
パスワード、注意事項 182
パスワードプロファイル 200, 202, 203
概要 200
パスワード履歴カウント 203
パスワード履歴のクリア 200
変更間隔 202
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パスワードプロファイル (続き)
変更なし間隔 202

破損した BIOS 723, 736
バックアップ 749, 750, 751, 752, 753, 758, 759, 843, 846
概要 749
考慮事項 750
システムイベントログ 843, 846
手動 846
スケジュール済み 843

スケジューリング 751
すべてのコンフィギュレーションのエクスポートポリ

シー 752
操作の削除 759
操作の作成 753
操作の実行 758
操作の変更 758
タイプ 750
データベースバックアップポリシー 752
ユーザロール 753

バックアップ操作 753, 758, 759
削除 759
作成 753
実行 758
変更 758

バナー 48, 49, 50
プリログイン 48, 49, 50

範囲、許容 53
範囲の制限、VSAN ID 360
番号の付け替え 707, 733
シャーシ 707
ブレードサーバ 707
ラックマウントサーバ 733

ひ

ビーコン 708, 721, 735
シャーシ 708
ブレードサーバ 721
ラックマウントサーバ 735

ビーコン LED 76, 83
表示 698, 842, 856, 858, 860, 864, 867, 869

fexのエラー抑制プロパティ 860
iomのエラー抑制プロパティ 858
サーバのエラー抑制プロパティ 864
サービスプロファイルのエラー抑制プロパティ 867
システムイベントログ 842

表示 (続き)
シャーシのエラー抑制プロパティ 856
組織のエラー抑制プロパティ 869
ブレードレベルの電力制限 698

表示機能拡張 53
ピングループ 22, 249, 250, 285, 286, 287, 371, 372

LAN 249, 250, 285, 286, 287
SAN 371, 372
概要 22

ピン接続 22, 24, 348
概要 22
サーバからサーバポートへ 22
注意事項 24
分離 L2ネットワーク 348

ふ

ファームウェア 772
ファブリックインターコネクト 772

ファイバチャネル 13, 14, 70, 74, 80, 81, 83, 95, 96, 110, 112, 113, 114
over Ethernet 13
アップリンクポート 74
スイッチングモード 70
ストレージポート 95, 96
ビーコン LED 83
プライオリティフロー制御 14
ポートチャネル 110, 112, 113, 114
削除 114
ディセーブル化 112
変更 113
ポートの削除 112
ポートの追加 112

ポートモード 80, 81
リンクレベルフロー制御 14

ファイバチャネルアダプタポリシー 312, 393, 395, 400
概要 312, 393
削除 400
作成 395

ファイバチャネルシステムクラス 25, 294
ファイバチャネルスイッチングモード 69
概要 69

ファイバチャネルゾーン分割 416, 417, 418, 419, 421, 424, 426
Cisco UCS Managerベース 417
VSANの作成 421
アクティブゾーンセットの設定 418
サポート 416
スイッチベース 418
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ファイバチャネルゾーン分割 (続き)
ストレージ接続ポリシー 418, 424, 426
設定 419
注意事項 419

ファブリック 117
ポートチャネル 117

ファブリックインターコネクト 35, 59, 60, 61, 63, 66, 67, 68, 69, 
70, 71, 72, 86, 87, 88, 217, 219, 223, 224, 226, 228, 360, 369, 370, 
769, 771, 772, 774, 787

adminパスワードの復旧 771, 772, 774
FCアップリンクトランキング 360, 369, 370
イーサネットスイッチングモード 68
イーサネットポートのイネーブル化 86
イーサネットポートのディセーブル化 87
クラスタ用のスタンドアロンのイネーブル 67
システム設定タイプ 60
初期設定 59, 60, 61, 63, 66
概要 59
管理ポート 61
スタンドアロン 61
セットアップモード 60
第 1 63
第 2 66

設定の復元 769
ハイアベイラビリティ 35
ファームウェアの確認 772
ファイバチャネルスイッチングモード 69
フェールオーバー 60
変更 71

Virtual IP Address（仮想 IPアドレス） 71
サブネット 71

ポート 226
猶予期間 226

ポートの設定解除 88
ポートの変更 86
ホスト ID 219
モード 69, 70
モニタリング 787
ライセンス 217, 223, 224, 226, 228
インストール 223
クリア 228
表示 224
有効期限 228
猶予期間 226

リーダーシップロールの決定 72, 772
ファブリックフェールオーバー 336

ファブリックポート 119
ポートチャネル 119
メンバポート、削除 119

ファブリックポートチャネル 119
表示 119
メンバポート 119
削除 119

フィールド、許容範囲 53
ブート 519, 520, 548, 549, 550, 714, 715, 728, 729

LAN 548
SAN 519, 520
仮想メディア 550
サービスプロファイルからのサーバ 714, 728
ブート順序の決定 715, 729
ブレードサーバ 714
ラックマウントサーバ 728
ローカルディスク 549

ブートオプション、BIOS設定 462
ブート順 535, 540, 715, 729
設定 535
ブレードサーバ 715
変更 540
ラックマウントサーバ 729

ブート順序、変更 663
ブートパラメータ 535, 540

iSCSIブート 535, 540
設定 535
変更 540

ブートプロセス 523
iSCSI 523

ブートポリシー 517, 518, 519, 520, 548, 549, 550, 552
LANブート 548
SANブート 519, 520
概要 517
仮想メディアブート 550
削除 552
作成 518
ローカルディスクブート 549

プール 19, 54, 289, 290, 291, 373, 374, 379, 384, 429, 430, 431, 432, 434, 
435, 438, 444, 445, 446, 531, 544, 547

IP 434, 435, 438
IQN 544, 547
iSCSIイニシエータの IP 531
MAC 289, 290, 291
UUID接尾辞 432, 434
WWN 373
WWNN 374
WWPN 379
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プール (続き)
WWxN 384
概要 19
管理 IP 444, 445, 446
グローバル 19
サーバ 429, 430, 431, 432
使用場所 54
ドメイン 19

プールの使用状況の確認 54
復元 753, 763, 769
インポート操作 763
概要 753
設定 769
ユーザロール 753

プライオリティフロー制御 14
プライベート VLAN 258, 266, 271
概要 258
セカンダリの作成 271
プライマリの作成 266

プライマリ VLAN 266
プライマリ認証 144, 148, 154, 157, 159, 160, 162, 168, 169

LDAPプロバイダー 148, 154
RADIUSプロバイダー 157, 159
TACACS+プロバイダー 160
TACACSプロバイダー 162
コンソールの選択 168
デフォルトの選択 169
リモート 144

プラチナシステムクラス 25, 294
プリログインバナー 48, 49, 50
削除 50
作成 48
変更 49

ブレード 698
電力制限の表示 698

ブレードサーバ 618, 656, 712, 713, 714, 715, 717, 719, 720, 721, 722, 
723, 724, 727, 790

BIOSの回復 723
NMIの発行 724
POSTの結果 724
稼働中止 719
管理 712, 714
再確認 717
削除 720
データベースから 720

シャットダウン 715
電源の再投入 717

ブレードサーバ (続き)
テンプレートベースのサービスプロファイル 656
ハードウェアベースのサービスプロファイル 618
ブート順序の決定 715
モニタリング 790
予期しない電源変更 713, 727
リセット 721, 722

CIMC 722
CMOS 721

ロケータ LED 721
ブレードレベルの電力制限 697
サーバ用の設定 697

フロー制御 14
プライオリティ 14
リンクレベル 14

フロー制御ポリシー 26, 85, 301, 303
アップリンクイーサネットポート 85
概要 26, 301
削除 303
作成 301

プロセッサ、BIOS設定 450
プロバイダー 148, 154, 157, 159, 160, 162

LDAP 148, 154
作成 148

RADIUS 157, 159
TACACS 162
TACACS+ 160

プロバイダーグループ 163, 164, 165, 166, 167
LDAP 163, 164
削除 164
作成 163

RADIUS 164, 165
削除 165
作成 164

TACACS+ 165, 166
削除 166
作成 165

認証ドメイン 166, 167
プロパティ 50, 51, 52, 53, 71
外部アプリケーション 52
確認メッセージ 51
セッション 50
表示機能拡張 53
ファブリックインターコネクト 71

プロファイル 14, 200, 828, 829
Call Homeアラートグループ 828, 829
パスワード 200
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分離 L2ネットワーク 345, 346, 348, 349, 353, 355, 356
VLAN 353, 355, 356
ポートおよびポートチャネルの削除 355
ポートおよびポートチャネルの割り当て 353
ポートおよびポートチャネルの割り当ての表示 356

概要 345
設定 349
注意事項 346
ピン接続に関する注意事項 348

へ

ペイン 39, 42
Work 42
ナビゲーション 39

ベストエフォートシステムクラス 25, 294
変更 50, 86
プロパティ 50
ポート 86

ほ

ポート 22, 61, 74, 75, 77, 80, 81, 83, 84, 85, 86, 88, 89, 92, 94, 95, 96, 101, 
102, 110, 114, 115, 116, 117, 119, 120, 121, 217, 243, 244, 245, 246, 
249, 250, 275, 285, 286, 287, 336, 351, 353, 355, 356, 371, 372, 812, 
814, 815

FCoEアップリンク 96
概要 96

FCoEストレージポート 94
MACセキュリティ 336
VLAN、数 275
VLANからの削除 355
VLANへの割り当て 351, 353
VLAN割り当ての表示 356
アップリンク 74
アップリンクイーサネット 84, 243, 812
アップリンクイーサネットの変更 85
アプライアンス 89
アプライアンス、NAS 74
アプライアンスポート 89, 92
イーサネットサーバポート 814
イネーブル化 243, 245
管理 61
サーバ 74, 84, 120, 121, 243
サーバトラフィックのピン接続 22
設定解除 88, 244, 246

ポート (続き)
ディセーブル化 244, 245
ビーコン LED 83
ピングループ 249, 250, 285, 286, 287, 371, 372
ファイバチャネルストレージポート 95, 96
ファイバチャネルポート 815
ファブリックインターコネクト 74
ファブリックポートチャネル 119
メンバポート、削除 119

変更 86
ポートチャネル 102, 110, 114, 115, 116, 117

FCoE 114
ファイバチャネル 110

ポートの設定解除 101
モード 80, 81
ユニファイド 75, 77
ライセンス 217

ポート{ユニファイドアップリンクポートチャネル 115
ポートチャネル 102, 110, 114, 115, 116, 117

ポートタイプ 75
ポートチャネル 102, 103, 104, 105, 108, 109, 110, 112, 113, 114, 115, 

116, 117, 119, 246, 247, 248, 249, 351, 353, 355, 356
FCoE 114, 115
削除 115
作成 114

VLANからの削除 355
VLANへの割り当て 351, 353
VLAN割り当ての表示 356
アダプタ 116
アップリンクイーサネット 102, 103
イネーブル化 103
作成 102

アプライアンス 105, 108, 109, 110
イネーブル化 108
削除 110
作成 105
ディセーブル化 109
ポートの削除 109
ポートの追加 109

イーサネット 104, 105
削除 105
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